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はじめに

インド思想の最大の特徴は世界および人間をどのように把握するのかという飽くなき営

為であり、その理論構築にあたって最大の寄与をなしたのがサーンキヤ思想である。本研

究は、この古代インドの哲学思想であるサーンキヤ思想が、その初期段階において如何な

る内容であったのか、さらにこの思想が、インド思想史上においてどのように展開して

いったかの一端を解明しようと試みるものである。

この古代インドの哲学思想であるサーンキヤ思想は、世界の成り立ちを一定数の原理に

分類・分析するものであり、古くからインド思想の根幹を担ってきた重要な思想の１つで

ある。サーンキヤ思想は、六派哲学というインドの伝統的な学問体系に包含され、従来の

研究の多くは、この六派哲学の一派としてのサーンキヤ学派の解明に注意を注いできた。

確かに、インド思想の中ではほとんど唯一といっていい形而上学的問題を中心に据えた学

問体系である。だが、しかし、インド思想史において、サーンキヤ思想の最も顕著で決定

的であった影響はヒンドゥー教世界における宇宙論の構築であった。彼らの思想は、古代

においては自己と世界を結びつける宇宙論を発展させ、時代が下ると、現象世界の成り立

ちの説明原理として多くのヒンドゥー教諸派やプラーナ文献においても採用されたので

ある。

サーンキヤ思想は、4 世紀頃に根本教典 Sām. khyakārikā の編纂により、学派としての

体系化された思想が構築され、六派哲学というインドの伝統的な 6 つの学問体系の一つ

としてあげられている。この体系化されたサーンキヤ思想は、古典サーンキヤと呼ばれ、

Sām. khyakārikāとその註釈文献を中心に展開した。しかし、この Sām. khyakārikāで体系化

された教説は、無神論的傾向のものなど、いくつかの説をまとめあげたものであり、体系

化される以前の段階には多くの異なる説が存在した。それらは総称して初期サーンキヤと

呼ばれる。彼らの哲学的探求の始まりは哲学文献群であるウパニシャッド文献にはじま

り、大叙事詩Mahābhārataにおいて花開き、様々な説が見られるようになった。また医学

書 Carakasam. hitāやダルマ文献 Manusmr. tiなどにも影響が見られるように、広い学問分

野にわたって大きな影響力を持っていたことが分かる。それとは別に、一群のヒンドゥー

教聖典であるプラーナ文献、さらにはパーンチャラートラ派やカシュミール・シヴァ派な
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どのヒンドゥー教諸派へと継承され、思想のバックボーンとして大きな影響を与えた流れ

がある。ただし、いずれも様々な説を取り入れ発展させてきたので、その影響をさぐるに

は注意が必要であろう。

このように、サーンキヤ思想は複雑に展開していくため、古典サーンキヤのみでも、初

期サーンキヤのみでも、その全容は把握できない。従来の研究は、古典サーンキヤを中心

に扱われていたのであるが、本研究の特徴は、初期サーンキヤに光を当て、パーンチャ

ラートラ派などヒンドゥー教諸派への展開をふまえた、サーンキヤ思想に基づく古代イン

ドの宇宙論を多角的に扱うことである。甚だ大きな問題であるため、著者の手に余るとこ

ろも大きいが、サーンキヤ思想の展開の一端を解明しようと試みた。

まず第 1 章「ヴェーダ聖典およびウパニシャッド文献における世界構成原理」では、

ヴェーダ聖典およびウパニシャッド文献における世界構成原理について取り扱った。その

第 1節「ヴェーダ聖典における世界構成原理」では、内容的に直接サーンキヤ説に繋がる

ものではないが、後のサーンキヤ説に見られる重要な述語が登場するので、それを取り上

げた。第 2節「ウパニシャッド文献におけるサーンキヤ思想の萌芽」では、ウパニシャッ

ド文献において、サーンキヤ思想に関連があると考える箇所をいくつか取り上げ、検証

した。

次に第 2 章「Mahābhārata における世界構成原理」としてエピック・サーンキヤの

中心をなす Mahābhārata における世界構成原理についての考察を行った。その第 1 節

「Moks.adharma-Parvan第 187章および第 239–241章におけるサーンキヤ古説」では第 12

巻 187 章と第 12 巻 187–239 章を扱った。これらの章は、類似点がいくつも見られ、同

じテクストから生まれた別ヴァージョンと考えられており、Moks.adharma-Parvanにおけ

るサーンキヤ思想の最も基本的なテクストとして重要視されてきた。先行研究に依りつ

つも、世界の構成原理と 3 種のグナを検証した。第 2 節「Moks.adharma-Parvan 第 203

章における 8 種の根本原因と 16 種の変異の説」では、第 12 巻 203 章において説かれ

る世界創造説は、構成原理を 8 種の根本原因と 16 種の変異に分けるものである。この

説は他の箇所にも説かれるもので、おそらく、エピック・サーンキヤの中では最も明瞭

で簡潔にまとめられたものである。列挙された原理は SK と非常に類似したものである

が、展開の順序やその数などが異なる。この節ではそれらの検証を行った。続く第 3 節

「Moks.adharma-Parvan第 291章における 25原理説」では第 291章を取り上げ、そこに説

かれる諸原理の展開について考察した。ここでは、8種の根本原因と 16種の変異の説に

基づきつつも、25番目の原理としてヴィシュヌをあげて世界を説明する独自の理論を展

開する。第 4節「Moks.adharma-Parvan第 298章における 24の原理と 9の創造説」では、

第 298章で説かれた 24の原理の説と 9の創造という 2つの創造説が並列された箇所につ

いて検証した。第 5節「Nārāyan. ı̄ya-Parvanにおける原理展開」では、パーンチャラート

ラ派の教義が説かれたこの書の中で、8つの根本原理をあげる第 327章と、ヴューハ説が
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説かれる第 326章を取り上げ、検証した。第 6節「Bhagavadgı̄tāにおける世界構成原理」

では、Bhagavadgı̄tāにおける構成原理と 3種のグナについて説かれた箇所を取り上げ考

察した。サーンキヤ思想に関連した創造説の記述は少ないが、特徴的な思想が見られる。

さて、第 3 章「Manusmr. ti における世界構成原理」では、サーンキヤ思想の観点から

Manusmr. tiを再解釈した。第 1節「Manusmr. ti第 12章におけるアートマン」では、輪廻

を主題としている第 12章において説かれる心のあり方やアートマンなどについてもとり

あげ、サーンキヤ思想との比較を行った。第 2節「Manusmr. ti第 12章における 3種のグ

ナ説」では、輪廻に関する分類を 3種のグナにより規定する説にサーンキヤ思想が関連す

るため、当該箇所を取り上げ、考察した。第 3節「Manusmr. ti第 1章における原理展開」

では、Manusmr. tiの創造説について説かれる箇所を扱った。サーンキヤ説の影響はわずか

ながら、そこには独自の理論がみられるため取り上げた。

第 4 章「Carakasam. hitā および Buddhacarita における世界構成原理」では、第 1 節

「Carakasam. hitāにおける 8種の根本原因と 16種の変異の説」と第 2節「Buddhacaritaに

おける 8種の根本原因と 16種の変異の説」において、エピック・サーンキヤの最も典型

的な説と考えられる 8種の根本原因と 16種の変異の説について扱った。

第 5章「古典サーンキヤにおける世界構成原理」では、Sām. khyakārikāに説かれる説を中

心にとりあげ、まず、第 1節「Sām. khyakārikāにおける 25原理説」において、古典サーン

キヤにおける原理展開、すなわち開展説について概観した。次の第 2節「Sām. khyakārikā

における 3種のグナ説」では、宇宙論に関する箇所や輪廻に関する説などを多角的に取り

上げた。

最終章の第 6 章「パーンチャラートラ派における世界構成原理」におい

ては、Ahirbudhnyasam. hitā と Laks. mı̄tantra についての考察を行った。第 1 節

「Ahirbudhnyasam. hitā における世界構成原理」では、第 7 章における śuddhetarasr.s.t.i 説

（「不浄なる創造」説）を取り上げ、初期サーンキヤや古典サーンキヤとの比較を通じ、そ

の思想内容と影響関係の検証を行った。第 2節「Laks. mı̄tantraにおける最高神の顕現」で

は、第 2章で説かれる最高神の顕現について取り上げ、ヴューハ説の複雑な展開の中に見

られる、最高神の顕現についての考察を行った。そこにはアートマンの二側面の概念など

重要な思想が見られる。

以上のような章立てのもと、サーンキヤ思想の史的展開にそってそれぞれの世界構成原

理を考察した。また巻末に、それらの考察に用いたサンスクリット原典と試訳を補遺とし

て掲載した。
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第 6節 Bhagavadgı̄tāにおける世界構成原理 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 79

第 3章 Manusmr.ti における世界構成原理 85

第 1節 Manusmr. ti第 12章におけるアートマン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 85

第 2節 Manusmr. ti第 12章における 3種のグナ説 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 94

第 3節 Manusmr. ti第 1章における原理展開 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 99
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• Atharvaveda：AV

• Buddhacarita：BC
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1

序論

第 1節 サーンキヤ思想の史的展開

第 1.1節 サーンキヤ思想の 3分類

サーンキヤ1思想は、伝統的な哲学体系である六派哲学の 1つにあげられ、インド思想

において主要な思想の 1つとされる。このサーンキヤ思想の思想史的展開は、従来より大

きく 3つに分類されてきた。その分類は図表 1の通りである2。

I. 『マハーバーラタ』、ウパニシャッド文献など

《初期サーンキヤ》 多様な説が見られるが、ほとんどの著作は断片のみ

II. 『サーンキヤ・カーリカー』およびその註釈文献

《古典サーンキヤ》 先行する思想の体系化、学派の成立と発展

サーンキヤ学派の中心的思想

III. 『サーンキヤ・スートラ』など

《後期サーンキヤ》 種々の思想との折衷や有神論的一元論に傾斜

Proto-Sāṃkhya speculations

『マハーバーラタ』を中心に説かれたサーンキヤ説はエピック
・サーンキヤ（Epic Sāṃkhya）と呼ばれる

Classical Sāṃkhya

Renaissance or Later Sāṃkhya

図表 1 サーンキヤ思想の分類

4世紀頃に根本教典 SKが編纂され、学派としての体系化された思想が構築され、発展

していった。それは古典サーンキヤと呼ばれる。その後、時代が下ると発展は衰えるが、

種々の思想との折衷などにより再解釈が行われた。それは「後期サーンキヤ」と呼ばれ、

古典サーンキヤとは区別される。一方で、学派成立以前にも多様な発展をとげ、その思想

1 Sām. khyaの名称の由来は、「数（number）」「数え上げる（enumeration）」を意味する語 sam-
√

khyāと言
われ、さらに、カテゴリーを列挙するという意味によって、「論理的に思考する（reason）」や「分析する
（analyze）」という意味をも示している。しかしながら、この語は、様々な著者や伝統によって、多様な方
法で使用され、理解されてきたということに注意しなければならない。そのため、ある 1つの意味に限定
することは不可能である [Larson 1979: p. 3]。

2 分類は Larsonによる [Larson 1979]。
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は様々な文献の中に見られる。それは初期サーンキヤと呼ばれる。特にMBhには多くの

記述がみられ、その思想を中心としたものを、特にエピック・サーンキヤと呼ぶ。

第 1.2節 初期サーンキヤ

まず、1番目の段階は、初期サーンキヤ（Proto Sām. khya speculations）と呼ばれ、体系

化される以前の段階である。ヴェーダ文献やウパニシャッド文献には、サーンキヤ思想の

萌芽が現れ、さらにMBhのMoks.adharma-Parvan中にも多くの思想が見られる。この段

階は、あくまでも体系化以前の段階であるため、サーンキヤ説についての独立した著作は

存在しないが、イーシュヴァラクリシュナ以前のサーンキヤ学者による言及は多く見ら

れる。

サーンキヤという名称の登場は古く、カウティリヤ（Kaut.ilya）作の『実利論』

（Arthaśāstra）に記述されている。このカウティリヤは、マウリヤ王朝のチャンドラグプ

タ王の宰相に帰せられ、紀元前 321–300年頃に活躍したとされている。学問として、哲学

（ānvı̄ks.ikı̄）と 3ヴェーダ学と実業学と政治学とをあげ、さらに哲学として、サーンキヤ

（sām. khya）、ヨーガ（yoga）、唯物論（lokāyata）とを挙げている3。また、MBh 12.337.59

には、次のように説かれる。

sām. khyam. yogam. pancarātram. vedāh. pāśupatam. tathā /

jñānāny etāni rājars.e viddhi nānāmatāni vai //MBh 12.337.59

サーンキヤ、ヨーガ、パンチャラートラ、ヴェーダ文献、およびパーシュパタ、こ

れらの知識は実に異なる思想と知るべきである、王仙よ。

以上のように、学問として、サーンキヤ、ヨーガ、パンチャラートラ（＝パーンチャラー

トラ）、ヴェーダ文献、パーシュパタの 5つが挙げられている。すなわち、紀元前後の段

階ですでに、サーンキヤは学問としてある程度地位を築いていたことが分かる。さらに、

また、パーンチャラートラ派の名前もみられ、この派が同時代にすでに影響力を持ってい

たことが窺える。また、MBhには、サーンキヤの思想を説いていたり、あるいは、バッ

クボーンとしての影響が現れている箇所がいくつもあり、サーンキヤ思想は、初期の段階

においてかなりの影響力を持っていたと考えられる。

第 1.3節 古典サーンキヤ

第 2の段階は、古典サーンキヤ（Classical Sām. khya）と呼ばれ、六派哲学におけるサー

ンキヤ学派とはこのことを指す。イーシュヴァラクリシュナにより 4世紀頃根本教典 SK

3 [中村 1982: p. 101]
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が編纂された。これにより先行する思想が体系化され、学派として確立した時代である。

SK自体はS. s. t.itantra全体の趣意とされるが、この書は散逸してしまい、断片が残るのみで

ある。SKにはその後、多くの註釈が書かれ、発展していった。古典サーンキヤとは、SK

とその註釈文献を中心に展開したサーンキヤ学派の中心的思想である。

第 1.4節 後期サーンキヤ

第 3の段階は、後期サーンキヤ（Renaissance or Later Sām. khya）と呼ばれる。12世紀

から 15世紀頃、種々の思想との折衷や有神論的一元論に傾斜し、サーンキヤ学派は衰退

の時期をむかえる。中心的な文献としては Sām. khya-Sūtraや Tattvasamāsaなどがある。

第 1.5節 サーンキヤ思想の展開

以上のように、サーンキヤ思想史を 3つの段階で概略したが、SKで体系化されたのは、

無神論的傾向のものなど、いくつくかの説をまとめ上げたものであり、サーンキヤには、

SK以前の段階で多くの異なる学派が存在したことが指摘されている4。特に、MBhにお

いて多く見られるエピック・サーンキヤの思想の内いくつかが、古典サーンキヤとは別の

流れ、つまりプラーナ文献やパーンチャラートラ派へと展開していったと考えられてい

る。その代表例がパーンチャラートラ派の聖典 AhSであり、そこには、古典サーンキヤ、

エピック・サーンキヤ、両方の影響が見られる。また、現象世界の説明原理としてサーン

キヤ思想の理論は確かに息づいており、単純に 3つの区分に分けて終わらせることは、不

可能であると言わざるを得ない。エピック・サーンキヤは古典サーンキヤの登場と共に廃

れたわけではなく、また、古典サーンキヤも後期サーンキヤの登場と共に廃れたわけでは

ない。サーンキヤ思想は、広く、そして複雑に展開していったのである。

第 2節 エピック・サーンキヤ

エピック・サーンキヤ（Epic Sām. khya）は、ウパニシャッド文献から続いてきた思索の

影響を受け、明確なサーンキヤ説を打ち出す。しかし、SKのように体系化された説は説

かれておらず、原理の数が違ったり、主宰神をたてたりと、多様な説が混在している。

4 Yukti-dı̄pikā には、諸学者の異説が並記され、サーンキヤ諸派の存在が確認されるという [中村 1982: p.
156]。
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第 2.1節 Mahābhārata

インドの 2大叙事詩の一つであるMBh5は、全 18巻と補遺からなり、その詩節の数は

およそ 215,000偈にのぼる。Mahābhārataとは、mahā（偉大な）bhārata（バラタ族）、つ

まり、「偉大なるバラタ族の物語」であり、同族内での戦争物語を主軸としていて、それ

を中心に数々の挿話がなされている。そこには、神話や伝説、法律や政治・経済、哲学思

想など、多種多様なものが挿入され、百科全書とも言える内容を持っている。そのため、

古代インドにおける思想や生活を知るための重要な資料となりうる。

伝説上作者はヴィヤーサ（Vyāsa）に帰せられるが、長い年月をかけて数々の挿入・改

変が繰り返され完成していった。主軸となる戦争物語は紀元前 10数世紀ごろに実際あっ

たものを元にしているのではないかといわれ、この主軸の戦争物語が最も古くに完成し、

紀元前 4世紀から紀元後 4世紀頃の間にほぼ現在の形が成立したといわれている6。

MBh の中で、哲学説がまとまって説かれているのは、5 巻中の「サナトスジャー

タ篇」、6 巻中の「バガヴァッド・ギーター篇」7、12 巻中の「モークシャダルマ篇」

（Moks.adharma-Parvan）、14巻中の「アヌ・ギーター編」である。その中で最も量が豊富

なのはMoks.adharma-Parvanであり、大半が教訓に当てられていて、物語の流れとはまっ

たく関係がない。そのためこの 12巻の成立は最も新しい部類に入るとされる8。

この書はサーンキヤの哲学説について数多く言及し、古典サーンキヤ以前にあった様々

な学説が説かれている。しかし、MBh自体に、中心のストーリーとはまったく関係のない

ものが挿入され、さらに挿入の中に挿入を加えるなどされて、その量は膨大に膨れ上があ

り、その結果、全体的統一感は失われ、どこが主軸の部分かも非常に不明瞭のものとなっ

た9。また、そのような経緯があるため、同じ章内においてさえも異なる教説や矛盾も多

くみられ、前後関係がわからない箇所も多くある。さらに、叙事詩の形式であるため、説

明が簡潔に終わっているところが多々ある。このようなことから、この書の理解は非常に

難しく、研究が進展しない原因となっている。さらに、SKと MBhの間にあるサーンキ

ヤ思想の資料は散逸してしまっている。つまり、両者の間に大きな隔たりが出来てしまう

5 本論文の章番号は Critical Editionによる。
6 [ヴィンテルニッツ・中野 1965: p. 168]
7 『バガヴァッド・ギーター』（Bhagavadgı̄tā）は、MBh 第 6 巻「ヴィーシュマ篇」（Bhı̄s.ma-parvan）第

23–40章に該当する。神の歌を意味し、インド古典中最も有名な聖典の一つである。中心主題は行為の放
擲や最高神への信愛（バクティ）であるが、バックボーンとしてサーンキヤ思想の影響も見られる。成立
は紀元後 1世紀頃とされる [上村 1992: p. 221]。

8 『マハーバーラタ』は、基本的に後になるほど時代が下るので、この 12巻も成立は新しい。しかし、冒
頭にある水供養の儀式の箇所は、主軸となるバラタ族の戦争物語とつながるため、最古層に属すると考え
られている [徳永 2002: p. 161]。

9 そのため「一個の詩的な作品ではなく、一つの全体的な文献である」とも言われる [ヴィンテルニッツ・
中野 1965: p. 16]。
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ため、古典サーンキヤの視点からエピック・サーンキヤを理解しようとすると、重大な誤

りをおかす可能性がある10。おそらく、Moks.adharma-Parvanが編纂された時代には、エ

ピック・サーンキヤが思想界での主流をなしていたと十分考えられるが、まだまだ体系化

する動きは見られない。そのため、MBhはサーンキヤ哲学の系化以前の思想を知る重要

な手がかりとなっている。

エピック・サーンキヤの重要な研究としては、Buitenen11、Frauwallner12、中村了昭

氏13などによるものがある。MBhには多くの版があるが、本論文では Critical Edition14を

用いた。その他に部分的ではあるが、参考として、ニーラカンタ註が付されたプーナ

版15も参照した。

Moks.adharma-Parvanの翻訳としては、Critical Editionに対する茂木氏の和訳がある16。

プーナ版の全訳としては中村了昭氏のものがある17。

第 2.2節 Manusmr.ti、Carakasam. hitā および Buddhacarita

エピック・サーンキヤ思想は、古典サーンキヤとも異なる説がいくつも存在し、多くの

文献にその説が説かれているだけでなく、バックボーンとして多大な影響を与えている。

BC第 12章や CS第 4巻第 1章などにも説かれ、MSにもその影響が見られる。MSは、

ダルマシャーストラ文献の 1つであり、紀元前 2世紀から紀元後 2世紀の間に成立したと

考えられている18。中心的内容は、ブラーフマナと王を中心的対象にしているが、すべて

の人間に対してそれぞれの生き方を規定することを目的として構成され、ダルマ19の権威

とその普遍性の徹底化を図ったものである。

10 サットヴァをめぐる議論の中で、Buitenenは、研究者たちは SKを基準にして見てしまったために間違っ
た解釈をしてしまったと指摘している [van Buitenen 1957b: p. 88]。

11 [van Buitenen 1957b]、[van Buitenen 1957a]、[van Buitenen 1956]
12 [Frauwallner 1973]
13 [中村 1982]
14 [Belvalkar 1954]、[Belvalkar 1947]。
15 [Nı̄lakan. t.ha et al. 1988]
16 [茂木 1993a]。以降、学術雑誌上で随時発表されている。
17 [中村 1998b]、[中村 1998a]
18 [渡瀬 2013: p. 476]
19 ダルマ (dharma)とは、リグ・ヴェーダの時代には、宇宙秩序の中における万物それぞれの本来の在り方
を固定し、支え、保持する原理もしくは潜勢力であり、その力の源は、宇宙秩序（リタ）であった。徐々
に人間世界に関心が移っていくにつれ、より深く人間世界と結びつけられていき、アーラニヤカ・ウパニ
シャッド文献の時代において、ダルマは 4ヴァルナ制の秩序原理とされるようになった。さらに、ダルマ
スートラ文献に到ると、社会機能が固定され、人間本来の在り方、生き方が具体的に叙述された。そして、
『マヌ法典』では、ダルマの語は新たに「功徳をもたらす行為」あるいは「功徳」そのもの、さらにはこの
観念から派生する「徳」や「義」を意味するようになった。つまり、『マヌ法典』でいうダルマとは、人々
の本来の生き方であり、ヴァルナ体制に基づく社会秩序である。さらにそのダルマは創造主ブラフマンに
よって啓示され、神的なリシたちの手によって人々のもとに伝えられたされる。[渡瀬 2013: pp. 468–485]
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本論文の執筆に際して、翻訳は渡瀬氏のものを用いて20、適宜補った。渡瀬氏が依った

原文を入手することができなかったため、サンスクリット文は Olivelle のものに基づい

た21。

CSは、インド二大古典医学書の 1つであり、現在の形になったのは、紀元 500年ごろ

と考えられている。しかし、第 6巻第 14章までは、紀元 100年～200年ごろとされる22。

第 4巻 Śārı̄rasthāna. 1は世界創造について説いており、そこにエピック・サーンキヤの影

響が見られる。

BCは、世紀 100 年ごろを中心に活躍したアシュヴァゴーシャ（馬鳴）の作品である。

仏典資料というより、文学作品としての要素が強いとされる23。そこでは、サーンキヤ思

想が登場するが、それがエピック・サーンキヤの説である。

第 3節 サーンキヤ学派の成立とその展開

第 3.1節 イーシュヴァラクリシュナ以前のサーンキヤ論者

イーシュヴァラクリシュナにより体系化が始まったサーンキヤ学派であるが、彼以前に

も多くのサーンキヤ学者が存在した。開祖とされるカピラを始め、その数は 26人にもの

ぼる24。

1. Kapila

2. Asuri (Āsuri)

3. Pañcaśikha

4. Vindhyavāsa or Vidhyavāsaka or Vindhyavāsin

5. Vārs.agan.ya

6. Jaigı̄s.avya

7. Vod.hu

20 [渡瀬 2013]
21 [Olivelle 2005]
22 [矢野 1988: p. xvi]
23 [原 2004: p. 356]
24 MBh 12.306.57–60にもあげられている。

jaigı̄s.avyasyāsitasya devalasya ca me śrutam /
parāśarasya viprars.er vārs.agan. yasya dhı̄matah. //MBh 12.306.57
bhiks.oh. pañcaśikhasyātha kapilasya śukasya ca /
gautamasyārs.t.is.en. asya gargasya ca mahātmanah. //MBh 12.306.58
nāradasyāsureś caiva pulastyasya ca dhı̄matah. /
sanatkumārasya tatah. śukrasya ca mahātmanah. //MBh 12.306.59
kaśyapasya pituś caiva pūrvam eva mayā śrutam /
tad anantaram. ca rudrasya viśvarūpasya dhı̄matah. //MBh 12.306.60



第 3節 サーンキヤ学派の成立とその展開 7

8. Asitadevala or Devala

9. Sanaka

10. Sanandana

11. Sanātana

12. Sanatkumāra

13. Bhr.gu

14. Śukra

15. Kāśyapa

16. Parāśara

17. Garga or Gārgya

18. Gautama

19. Nārada

20. Ārs.t.is.en. a

21. Agastya

22. Pulastya

23. Hārı̄ta

24. Ulūka

25. Vālmiki

26. Śuka25

その中でも、サナカ（Sanaka）、サナンダナ（Sanandana）、サナータナ（Sanātana）、アー

スリ（Āsuri）、カピラ（Kapila）、ヴォードゥ（Vod. hu）、パンチャシカ（Pañcaśikha）の 7

人は特に有名とされるが、最初の 4人は、疑う余地無く、単なる神話的人物にすぎないと

いう26。

サーンキヤ学派の開祖とされるのがカピラであるが、おそらく彼も神話的人物の可能性

が高いとされる27。

パンチャシカは、MBhの様々な箇所で登場するため、実際に存在した可能性が高いが、

それら複数の箇所で説かれるパンチャシカが、すべて同一人物である可能性は低い。なぜ

なら、「もしそれらのパンチャシカが同一人物であったならば、まったく異なる、あるい

は矛盾さえしている学説が、同一の人物に帰せられることになってしまうから」28である。

他に、歴史的存在としての可能性がある人物は、ヴァールシャガニヤ（Vārs.agan.ya）、ヴィ

25 [Jha 2004: (Introduction) p. 11]
26 ガウダパーダ（Gaud. apāda）によって言及されているという [Hulin 1973: p. 136]。
27 Jha は “We find no strong proof for believing Kapila a historical person.” と説明する [Jha 2004: (Introduc-

tion) p. 12]。
28 [Hulin 1973: p. 137]
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ンディヤヴァーサ（Vindhyavāsa）、デーヴァラ（Devala）である。ヴァールシャガニヤは

仏教徒との対論で知られる29。

これらの学者について、「それぞれの学者が持つ独特の思想を推測することを可能にす

るためには、あまりにも混同され、矛盾していたとしても、それは少なくとも、『サーン

キヤカーリカー』に直に先立つ時代において、サーンキヤ学派の多様性と重要性を証明す

るものである」30ということが言えるのである。

第 3.2節 根本教典 Sām. khyakārikā

SK は、イーシュヴァラクリシュナ（Īśvarakr.s.n. a）に帰せられ31、おおよそ歴史的に存

在したことが認められている。SKの成立年代は、はっきりしておらず大まかな年代しか

分からない。ここは Larsonなどに従い、紀元後 350年から 450年頃に成立したと捉えた

い32。

SKはおよそ 70前後の詩節よりできているが、註釈書によって 69詩節と 73詩節の間

で変わるため、正確な数を決定することはできない。しかし、それらの異なる数の箇所は

中心的な思想と関係がない箇所であり、あまり重要視されていない。

SKがこのように簡潔に説かれたのは、先行する文献を簡潔にまとめたものであるから

である。その文献が『シャシュティタントラ』（『六十科論』、S. as. t.itantra）であり、SK 72

において以下のように言及されている。

saptatyām. kila ye ’rthās te ’rthāh. kr.tsnasya s.as.t.itantrasya /

ākhyāyikāvirahitāh. paravādavivarjitāś cāpi // SK 72

実に、70〔の偈〕において〔論じられた〕主題は、挿話は除かれ、さらに他者の主

張も取り除かれた、『シャシュティタントラ』全体の主題である。

このように、SKは、先行する『シャシュティタントラ』という文献の全体の内容を簡潔

にまとめたものである。しかし、『シャシュティタントラ』は失われたようであり、現存

するものは他の書において言及されたものだけである33。しかも、作者は、パンチャシカ、

29 本多氏は「瑜伽師地論・倶舎論にも雨衆外道の説が述べられている。故に、この頃の仏教徒にとっては、
ヴァールシャガニヤはサーンキヤ派の代表的学者と見做されていたに相違ない。」と説明する [本多 1980:
p. 53]。

30 [Hulin 1973: p. 137]
31 Hulinは次のように説明する。「Vindhyavāsaと同時期に存在していたことは証明できるようである。その
ため、彼の活動時期は、A.D. 4 C.から 5 C.頃ともなる可能性がある。少なくとも、最古の部類に入る『金
七十論』が A.D.557から A.D.567の間に出来たため、6世紀前半は下らないであろう。」[Hulin 1973: p.
138]

32 [Larson and Bhattacharya 1987: p. 15]
33 失われた原因は分からないが、おそらく仏教徒や他学派に負けたためではないであろうか。仏教徒や他学
派に追求された矛盾点をうまく克服し体系立てたのが SKであり、それにより根本聖典として長くその地
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カピラ、ヴァールシャガニヤなど、様々な学者に帰せられ、さらに、引用されている書の

間で矛盾している場合もあるという。

『シャシュティタントラ』は、「サーンキヤ哲学に関して、60の原理体系として〔まとめ

られた〕事項」34と言う意味で、例えば、それら 60の原理のリストや題目が STKにおい

て示されている。

tathā ca rājavārttikam //

pradhānāstitvam ekatvam arthavattvam athānyatā /

pārārthyam. ca tathā ’naikyam. viyogo yoga eva ca //

śes.avr.ttir akartr.tvam. maulikārthāh. smr.tā daśa /

viparyayah. pañcavidhas tathoktā nava tus.t.ayah. //

karan. ānām asāmarthyam as.thāvim. śātidhā smr.tam /

iti s.as.t.ih. padārthānām as.t.abhih. saha siddhibhih. ” // STK (2) ad SK 72

まさに、『ラージャ・ヴァールッティカ』は〔次のように説いている〕。(1) プラ

ダーナの実在性（pradhānāstitva）、(2) 一であること（ekatva）、(3) 目的を有する

こと（arthavattva）、(4) 異なること（anyathā）、そして、(5) 他のためにあること

（pārārthya）、および (6)多数性（anaikya）、(7)分離（viyoga）と、まさに (8)結合

（yoga）、(9)残りの作用（śes.avr.tti）、(10)非作者性（akartr.tva）、〔以上の〕10が根

本教義と言われる。5種類の誤謬、および 9の喜悦が説かれる。諸々の器官の無能

力は 28種と言われる。以上、8つの成就（siddhi）と共に、60の項目を形成する。

（STK 72）35

全く異なる一覧表が、AhSに見いだされ、そこでの題目は、32の根本原因と 28の変異

に分類されており、両方のリストは古典サーンキヤとは異なる原理を含んでいるという36。

第 3.3節 古典サーンキヤの概説

さて、以下では古典サーンキヤの思想について外観する。まず、SKの第 1偈は、次の

ように始まる。

duh.khatrayābhighātāj jijñāsā tadapaghātake hetau /

dr.s.t.e sā ’pārthā cen naikāntātyantato ’bhāvāt // SK 1

位を築くこととなったのであろう。
34 [Keith 1975: p. 69]
35 Vācaspatiは、SKの失われた註釈書である Rājavārttikaに言及していて、Mと SSにわずかに異なるリス
トがあるという [Hulin 1973: p. 137]。

36 [Hulin 1973: pp. 137–138]
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〔人はこの世に生存している限り〕3種の苦に悩まされるので、それを除去する方法

を知りたいという欲求が生じる。〔除去の方法は〕経験的に知られているから、そ

れ（欲求）は無意味であるというならば、それは正しくない。〔経験的に知られて

いる方法は〕確実には、また究極的には〔苦を除去〕しないからである。

この世界に存在している私達は苦そのものである。人は生きている限り苦に悩まされるの

であり、そのことを思想の根底におき苦の除去方法を追求する。そして、その究極的な除

去方法を教示するのがサーンキヤ思想にほかならないというのである。

苦を除去すること、すなわち解脱であるが、一方で解脱できなければ輪廻すると考えら

れていて、輪廻がいかなるものかについても説かれている。サーンキヤとは人間存在と世

界の根源を考え、それを分析し、発達させてきたものである。

苦は 3種に分けられる。

• 内的原因による苦（ādhyātmika、依内苦）

• 外的原因による苦（ādhibhautika、依外苦）

• 運命的な苦（ādhidaivika、依天苦）

人は生きている限り苦に悩まされるのであり、そのことを思想の根底におき苦の除去方

法を追求する。そして、その究極的な除去方法を教示するのがサーンキヤである。

二元論

世界を精神と物質の 2つによって説明し、その究極的で根本的なものを想定した。永久

に実在するのはこの二元のみであり、創造神や主宰神といったものをたてない。

• 精神原理（purus.a）

精神的根本原理。純粋精神、霊我。活動もなく、ただプラクリティを観照するだけ

であり、本来清浄で、独存している。多数存在する。

• 根本原質（prakr.ti）

根本的な質料因、つまり物質的なものの根源。第一の物質 (pradhāna)、根本原質。

活動する。単一である。3種のグナは均衡状態にある。

プルシャは享受のため、プラクリティはプルシャの解脱のため、両者は結合するとされ

る。それは、すなわちプルシャが観照してプラクリティが活動を始めることである。この

2者の関係は享受するものとされるものである。インド思想では一般的に、享受者と享受

される対象を想定している。例えば、見たり聞いたり、あるいは楽や苦などを感じたり、

これらを最終的に受け取る存在、つまり究極的な主体がいると考える。これがアートマン

であり、サーンキヤではプルシャと呼ばれるものである。
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3種のグナ（trigun. a）

三徳、三性とも訳される。それらは、サットヴァ（sattva、純質）、ラジャス（rajas、激

質）、タマス（tamas、翳質）という 3つから成る37。

プラクリティをはじめあらゆる物質は、3種のグナにより成立している。この 3種のグ

ナの優劣により世界は多様化する。このトリグナは相反する性質を有するが、相互に関係

し合う。サーンキヤのトリグナは構成要素とも属性ともとれる曖昧なものである。そこに

は、実体と属性の機能を明確に分けないサーンキヤ思想の特徴が表れている。さらに言え

ば、サーンキヤの根本的考え方では、作用（vr.tti）と作用を持つもの（vr.ttimat）の間に区

別がない。言い換えるなら、主体と属性の区別がないのである。例えば、耳と聴覚を明確

に分けない。25 原理のシュロートラとは、耳であり、聴覚なのである。このように行為

するものと行為そのものを一緒にしてしまうと、因果論等の重要な問題を回避してしまう

恐れもある。

25原理（25tattva）と開展説（parin. āma-vāda）

開展（転変）は、プルシャの観照を受け、ラジャスの活動が始まり、トリグナの均衡が

崩れることにより起こる。それにより、世界が展開し、プラクリティからマハット（ブッ

ディ）を始めとする 23の原理が現れる38。

プラクリティは未開展のもの（非変異、未顕現＝ avikr.ti、avyakta）とも呼ばれる。プ

ラクリティより展開したものを、開展したもの（変異、顕現＝ vikāra、vyakta）という。

マナス（manas、思考器官）は、思惟する性質も有し、5知覚器官（5 buddhı̄ndriyān. i）、

5行為器官（5 karmendriyān. i）からの情報をアハンカーラ（aham. kāra、自我意識）に運ぶ。

アハンカーラは、自己に関連づけ（I or not I / mine or not mine）、そして、ブッディは、決

断の作用をなす。それらが 5知覚器官・5行為器官にもどり、実際の行動を起こす。これ

が心の作用と行為である。心の作用も物質的なものに属する。

プルシャは観照のため、プラクリティはプルシャの独存（＝解脱）のため、両者は結合

する。

3種の認識手段（pramān. a）

サーンキヤ学派としては次の 3種を認めている。

• 直接経験（直接知覚、pratyaks.a）

• 推理（推知、推量、anumāna）

37 詳しくは、本論文の第 5章第 2節を参照。
38 詳しくは、本論文の第 5章第 1節を参照。
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• 信頼しうる言葉（āptavacana）

因中有果論（sat-kārya-vāda）

原因の中に結果が潜在的に存在している。つまり、あらゆる結果はすでに原因の中に存

在し、原因に存在しないものが結果で現れることはないということ。因中無果論を主張す

るヴァイシェーシカ学派と論争するが、お互い持っている時間論が異なるため、終始水掛

け論に終わる。

輪廻の主体

ブッディ、アハンカーラ、11インドリヤ、5タンマートラより微細な有機体（liṅga）を

つくる（注釈書によって、あげているものが一致しない）。この微細な有機体とプルシャ

の結合により誤解が生ずる（いわゆる、自分らしさ、自己の精神らしきものか）。

微細な有機体は、本来プルシャにのみ属するはずの知性を持っていると誤解し、一方、

プルシャは本来トリグナが活動の主体であるはずが、プルシャが活動の主体であるとあた

かも誤解している。

また、輪廻の主体はこの微細な有機体である。プルシャと結合している限り輪廻し続

け、苦は除去されない。つまり、プルシャは物質と結合している限り、独存がなされず、

純粋性を発揮できないのである。それは、プラクリティの活動を意味し、苦を生み出す。

知による解脱

25の原理に習熟することによって、誤解がなくなり、清らかで純粋な知識を得ることが

できる。つまり、プルシャとプラクリティを識別する（プルシャとプラクリティは異なる

ということを理解する）ことにより解脱を得られるのである。

プルシャはすでに見た（理解した）として観照をやめ、プラクリティはすでに見られた

（理解してもらった）として活動を停止する。そして、世界の逆開展が起こり、両者が結

合しても世界の開展は起こらない。解脱してもまだ肉体は生存している状態を生前解脱、

死後に肉体の束縛を離れ二元が完全に分離した状態を離身解脱として区別している。

第 3.4節 Sām. khyakārikā の注釈書

このように SKは簡潔に説かれていたため、様々な注釈書が書かれた。

SKの註釈書で主にあげられるのは図表 2の 8つである39。

39 年代は Larsonによる [Larson and Bhattacharya 1987]。
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名称 作者 成立年代

『金七十論』 Paramārtha
(Suvarṇasaptati) （翻訳・註釈）

Sāṃkhyavṛtti 作者不明

Sāṃkhyasaptativṛtti 作者不明

Gauḍapāda-bhāṣya Gauḍapāda

Yuktidīpikā 作者不明

Jayamaṅgalā Śaṅkara or
Śaṅkarāya (Yaśodhara)

Māṭhara-vṛtti Māṭhara

Sāṃkhyatattvakaumudī Vācaspatimiśra

A.D. 557—569頃

A.D. 500—600頃

A.D. 500—600頃

A.D. 500—600頃

A.D. 600—700頃

A.D. 700以降

A.D. 800以降

A.D. 850 or 975頃

図表 2 SKのおもな註釈書

Hulinにより簡潔に紹介されているので40、氏に依りつつ、以下にまとめる。

SSは、仏僧 Paramārtha（499–569年）による註釈である。彼は紀元後 546年頃に SK

を中国にもたらし、翌年の間に、それを中国語に翻訳したと考えられている。この註釈書

は 71詩節よりなるが、実際には、72詩節にコメントしていて、他の註釈での 63詩節に

あたる箇所を欠いている。この註釈は非常にシンプルであり、特に、初学者のために書か

れているようである41。

Gは、SKの註釈書の中でも、最も標準的なテクストの 1つであり、明確に、しかも簡

潔に書かれている。他の註釈の影響があまりみられないため、この書が成立したのは、比

較的古代であることが推測されるという42。名前が同一であることを根拠に、このガウダ

パーダを、ヴェーダーンタ学派の『マーンドゥーキヤカーリカー』（Mān. d. ūkyakārikā）の

著者と同一視することが主張されることもあるが、ほとんどありえないとされる。また、

他には、パラマールタによる SSの基礎をなしていたという可能性も指摘されたが、その

40 [Hulin 1973: pp. 139–142]
41 [Hulin 1973: p. 139]
42 [Hulin 1973: p. 139]
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2作品はあまりに異なっているため、その説は排斥されているという43。

Mは、SSのオリジナルとみなされたこともあったが、現在では一般的に認められおら

ず、かなり後代の作品であるという可能性さえあるとされる。これは、その註釈が、例

えば『ハスターマラカストートラ』（Hastāmalakastotra）44 や『バーガヴァタ・プラーナ』

（Bhāgavatapurān. a）45などのテクストからの引用が見られることから分かるという46。ま

た、それは、サーンキヤ文献の最後期における特徴的な印である、ヴェーダーンタを想起

させる思想をもその箇所で示している。しかしながら、Mに関係する困難な問題は、紀元

5世紀頃のジャイナ教の作品にMと思しき文献に関する記述が見られ、それがもしMと

確定された場合には、成立年代は 3世紀近く遡ることになるという47。

Jは仏教徒によって書かれた註釈である。このことは、少なくとも、テクストの始めの

帰敬偈の中に暗示されている。他方、奥付では、著者として、シャンカラ（Śaṅkara）と

いう人物に言及しているが、ヴェーダーンタ学派の有名な哲学者であるシャンカラと同

一視することは不可能である。インド哲学の泰斗 Gopinatha Kavirajaによって、シャンカ

ラーヤ（Śaṅkarāya、あるいはヤショーダラ（Yaśodhara））という人物が『カーマスート

ラ』（Kāmasūtra）と Jの著者でもあるとの説も出されたが、Hulinは、わずかな証明に基

くものであり、さらに、『カーマスートラ』への註釈は A.D.12 世紀後半の確証もあるた

め、年代的に同一視するのには無理があるとしている48。

Yは、SKの註釈書の中で、最も重要なものの一つであり、この書が発見されたのは新

しい。一つの写本の奥付には、ヴァーチャスパティミシュラの名が書かれているが、批判

版を編んだ Chakravartiと Pandeyaの両者によって、否定されているという。確定的な証

拠はないため、作者不明の作品とみなされている。

作品の年代決定は、かなり広い年代が設定されるのみであったが、1998 年に新たな

批判本を刊行した Wezler と茂木氏は、この書が書かれた年代を仏教学者 Dignāga と

Dharmakı̄rtiの間とし、約 680–720年の年代を提示している49。Yの中心的な関心の 1つ

は、過去の様々なサーンキヤ学者に対する多くの言及にある。これらの言及を収集し、批

判的研究がなされるならば、より正確なサーンキヤ学派の前史を再構成するための研究を

推進することができるであろうと指摘される50。

ヴァーチャスパティミシュラ（Vācaspatimiśra）により著された STKは、比較的平易な

43 [Keith 1975: p. 80]
44 作者は Śaṅkaraに帰せられ、A.D.8世紀頃に成立したと考えれている。
45 A.D.10世紀頃の成立。
46 [Hulin 1973: p. 139]
47 [Hulin 1973: p. 139]
48 [Hulin 1973: p. 140]
49 [Wezler et al. 1998: p. XXVIII]
50 [Hulin 1973: p. 141]
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サンスクリットで書かれ、数世紀の間、先進的で最もポピュラーなサーンキヤ思想の教科

書であった。Hulinは、ヴァーチャスパティミシュラの活動年代は、確実な証左に基づい

て決定されたと、長い間見なされてきたが、それは作者自身の「898年に」作品を完成させ

たという主張に依拠しているもので、実際はヴィクラマ歴で表されているので、A.D.841

年に対応させることができるとする51。ヴァーチャスパティミシュラは、厳密に古典サー

ンキヤ説に基づいて註釈を行っているが、いたるところでサーンキヤの概念をヴェーダー

ンタのイディオムに入れ込もうとしているようである52。

第 3.5節 サーンキヤ学派の終焉と Sām. khyasūtra

さて、サーンキヤ学派はこのような註釈書によって隆盛してきたが、おおよそ、サーン

キヤ体系の影響は、7世紀の早い時期に拒否され始めたとされ、それでもまだ、10世紀頃

までは、サーンキヤはまだ盛んであったようである。

後期サーンキヤ（Renaissance or Later Sām. khya）は、サーンキヤ思想における第 3の段

階であり、最後の段階でもある。その期間は 1300年頃に始まり、その継続期間はおよそ

3世紀に渡る。

インド思想全体の発展において、この期間は、折衷主義へ傾いた時代として特徴づけら

れる。このころ、ヴェーダーンタ哲学が、他の全ての哲学学派より優勢となり、他の学派

は消滅の方に赴くのではなくヴェーダーンタ学派の教義に融合されていくようになった。

このことは、統合的で包括的な「超越的体系」が完成されたことを意味していない。明ら

かに、どの学派も自身の独自性を保持しているが、有神論の枠組に合わせるために、多か

れ少なかれ、自身の教義を再構成している。サーンキヤ学派も例外ではなく、教義の洗練

化は進んだかもしれないが、適切には「サーンキヤ学派衰退期」と呼ばれている53。

この時代の代表的な文献は、

•『タットヴァサマーサ』(Tattvasamāsa)

•『サーンキヤ・スートラ』(Sām. khyasūtra)

の 2種である。

『タットヴァサマーサ』は、非常に短い書である。かつて、Max Müllerは、非常に古い

文献であると主張し、サーンキヤ学派の解説全体の根拠とした。彼の見解では、『タット

ヴァサマーサ』はサーンキヤ学派の原初的な形態を体現したものであり、SKよりも先行

する文献と考えた。しかし、そのような仮説を指示する根拠はない。Müllerに従えば、そ

51 [Hulin 1973: p. 141]
52 [Larson and Bhattacharya 1987: p. 32]
53 [Hulin 1973: p. 152]
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の文献の中に他では見られない多くの述語が登場することがこの書の成立年代の古さを表

しているというのであるが、逆にそのことにより後代の作品と考えることもできる。さら

にこの書は、『全哲学綱要』にも言及されておらず、『タットヴァサマーサ』の現存する註

釈書は 16世紀よりも遡ることはできない。『タットヴァサマーサ』は一貫した議論の道筋

をたてておらず、22(あるいは 25)の sūtraに分割された述語の一覧表以外の何ものでもな

い54。この書は、古典サーンキヤの良く知られたカテゴリーと共に、まったく異なるカテ

ゴリーを持ち出している。一方、この書は『シャシュティタントラ』の 60の題目を列挙

している。このようなことから、疑いなく新しい年代のものであるにもかかわらず、少な

からず古い要素を含んでいる可能性がある55ということがいえるだろう。

『サーンキヤ・スートラ』は、後期サーンキヤ思想を知るための最も重要で、唯一の

作品とされる。伝統的にカピラに帰せられてきたのであるが、実際には後代の作品であ

る。なぜなら、カピラの弟子と考えられているパンチャシカに言及しており、Mādhava

の Sarvadarśanasam. graha にも引用されていないからである。しかし、1500 年頃のマド

スーダナ・サラスヴァティーがたびたび引用しているので、1350–1500年の間とされる56。

『サーンキヤ・スートラ』は、SKをたびたび引用して用いているとされ57それだけでなく、

ヴェーダーンタの教義の影響を色濃く受けている。しかしながら、ヴェーダ聖典とウパニ

シャッド文献の思想と彼らの教義を融合させるような努力は行っていない。また、解脱の

方法としての教典と知識という典型的なヴェーダーンタ的問題に直面している。そして、

世界の周期的な帰滅と再創造において、プルシャとプラクリティの再解釈をしている58。

このような特徴が『サーンキヤ・スートラ』には見られる。

第 4節 パーンチャラートラ派

パーンチャラートラ派は、ヒンドゥー教の主要な教義の一つであるヴィシュヌ派の一派

であり、そのヴィシュヌ派の中でも、バーガヴァタ派と共に最も早期に成立したものであ

る。パーンチャラートラ派は、タントラ的なヴィシュヌ教を説き、ナーラーヤナとしての

ヴィシュヌ、及び神妃ラクシュミーを崇拝し、教義上 108 の聖典があるとされる。この

派は、MBh にも登場し、サーンキヤ思想などとも関係が深いものとして説かれている。

パーンチャラートラ派自体は衰退したが、現在でも続くシュリー・ヴァイシュナヴァ派へ

と影響を与えるなど、後代への影響は疑いなく大きい。このようにパーンチャラートラ派

54 [Hulin 1973: p. 152]
55 [Hulin 1973: p. 152]
56 [本多 1981: p. 3]
57 [本多 1981: p. 14]
58 [Hulin 1973: p. 155]
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はインド思想において重要な位置を占める。

第 4.1節 Ahirbudhnyasam. hitā

AhS59は、パーンチャラートラ派の文献の中でも、体系的に教義が説かれたものの一つ

である。

AhSの重要な研究として Schraderの研究があり60、第 1章から第 7章までは、松原氏

により英訳がなされている61。これらによって様々な検証がなされているが、宇宙論に関

してはいずれも śuddhas.r.s.t.i 説（「清浄なる創造」説）を中心としているため、「不浄な創

造」に関しては検証が十分とは言えない。

AhSの年代について、Shraderは 8世紀ごろを推定しているが、それよりももっと早期

の 4～5 世紀頃である可能性もあるという62。一方、松原氏は 600 年頃を推定し63、さら

に、Sandersonは 1050年以降を、Rastelliは 13世紀頃を想定している64。SKより年代が

早い可能性があるとの指摘があるが65、単に古いものを保持しているだけの可能性もある。

AhSでは、特徴的な世界創造が説かれる66。それは、「清浄なる創造」（śuddhas.r.s.t.i）と

「不浄なる創造」（śuddhetarasr.s.t.i）に分類するものである。さらにそれは、内容にしたがっ

て「不浄なる創造」を 2種に分け、全部で 3段階、すなわち、第 1段階：「高次」または

「清浄」、第 2段階：「中間」または「清浄かつ不浄」、第 3段階：「低次」または「不浄」に

分けて解釈する67。

その第 1 段階では、ヴィシュヌのシャクティが目覚めて世界創造が始まり、ラクシュ

ミーの顕現やヴューハ説が説かれる。次の第 2段階では神話的でかつ個我の集合体が扱わ

れ、神的エネルギーすなわちシャクティの展開が説かれる。そして、第 3段階にいたって

実際の現象世界の出現に至る。この第 3段階の現象世界の創造説においてサーンキヤ思想

の理論が用いられているのである。

59 アヒルブドニヤとは 11のルドラたちの一人であるが、この AhSでは、シヴァのサットヴァ性の形態で、
解脱の知識の師匠である [Schrader 1916: p. 109]。

60 [Schrader 1916]
61 [Matsubara 1994]
62 [Schrader 1916: pp. 111–114]
63 [Matsubara 1994: p. 27]
64 [Rastelli 2009: p. 448]
65 AhS 12.19–30で言及された 60の原理のリストや題目が、STKで示されたものと全く異なるという理由
によってである [Hulin 1973: pp. 137–138]。

66 AhS第 4–7章。
67 [引田 1997: p. 56]。Shraderは、Higher or ‘Pure’ Creation、Intermadiate Creation、Lower Primary Creation
と説明している Schrader [1916]。
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第 4.2節 Laks. mı̄tantra

LT は、ヴィシュヌ派の一派であるパーンチャラートラ派の主要な文献の一つであり、

およそ 9世紀から 12世紀の間に編纂された。この書の主要なテーマの一つはパーンチャ

ラートラ派独自の哲学と宇宙論である。その哲学的見解は、ヴィシュヌ神を奉ずる多様な

教派の早期の伝統を組み込んでいるだけでなく、様々な思想を自由に取り入れ、折衷して

いる。そして、様々な要素を統合するものとして、ヴィシュヌ派における母なる女神ラク

シュミー（ヴィシュヌ・ナーラーヤナの妃）のシャクティ（宇宙の根源力）を最高の形而上

学的原理に据えているところにこの書の特徴が現れている。そのために、LTはパーンチャ

ラートラ派のテクストの中で特別な地位を占めているのである。それにもかかわらず、LT

の本格的な研究は不十分と言わざるを得ない。テクストについては、Krishnamacharyaに

より校訂されたものが出版されている68。本論文もこれを使用した。翻訳については、サ

ンスクリット原典からの英訳69が Guptaよりなされており70、翻訳に際し、大いに助けと

なった。

以下、Guptaに依りつつ71、LTの概略を示す。

成立年代は先に示したとおり、おおよその年代しか推定されておらず、さらに、この書

が編纂された場所は不明で、南インドの可能性が示唆されているのみである。

LTは全 57章からなり、主にパーンチャラートラ派の哲学と宇宙論を扱い、またmantra-

śāstra（言語学的オカルティズム）も扱う。崇拝の儀礼面については最低限度が言われて

いて、図像学はこの派で扱われる重要な神、Laks.mı̄-Nārāyan. a、Vyūha、Laks.mı̄からの顕

現体（流出体）、彼女の眷属などに対して dhyāna（観想）の形をとって議論されているの

みである。寺院様式（建築論）や寺院崇拝（寺院で行われる儀礼）は全体的に省かれてい

る。また、祭礼や śrāddha-dharma（祖先供養儀礼）、減罪儀礼も無視している。

この書が他のパーンチャラートラ派の文献と異なるところは、ヴィシュヌよりもむしろ

ラクシュミーの崇拝を強調していることである。LT はこの点について曖昧さを許さず、

徹底したラクシュミー崇拝を貫いている。

LTの最も際立った特徴はそのパーンチャラートラ派哲学の扱いである。インド思想の

展開期に編纂された多くのテクストがそうであるように、このテクストも基本的に先行す

る聖典の思想や註釈書の見解を取り入れている。このテクストの姿勢は、最高の形而上学

的原理としてシャクティを様々な要素を統合するものとして確立しようとするところに表

68 [Krishnamacharya 1959]
69 その他、ヒンディー語訳も存在する。
70 [Gupta 2000]
71 [Gupta 2000: Introduction]
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れている。そして、少なくともある程度の調和は、特に宇宙論の描写において、成功して

いる。しかし、サーンキヤ思想の実在論的二元論とヴェーダーンタ学派の徹底した一元論

（不二一元論学派）という 2つ矛盾する思想が併記されることもあり、あらゆる観念を整

合性をもって融合することに必ずしも成功しているわけではない。

このように LTは何か特定の哲学体系に従っていたということを主張することはできな

い。サーンキヤとヴェーダーンタという 2つの重要な哲学体系を融合させるだけでなく、

大乗仏教の影響もみられる。さらに、『バガヴァッド・ギーター』の影響も明らかであり、

その詩節が、しばしば、そっくりそのまま引用されている。しかし、シャクティ（ラク

シュミー）の至高性の擁護が LTの主要な目的であり、それ故、シャクティを崇拝する学

派の中で普及している様々な概念を自由に取り入れている。

以上のように、様々な思想を融合させ、その中心にシャクティをおいたのが LTである。

このシャクティは、女神信仰が盛んになると同時に、重要性も増していき、もはやこれを

抜きにしてインド思想を語ることはできない。パーンチャラートラ派は、ヒンドゥー教の

宇宙論の構築において重要な役割を担ってきたのであり、その派の中でシャクティ信仰を

中心にした LTが成立したということは、いかにこの概念が重要であったが分かるであろ

う。LTはパーンチャラートラ派の中での重要な聖典というだけでなく、インド思想にお

いても特異な文献なのである。
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第 1章

ヴェーダ聖典およびウパニシャッド
文献における世界構成原理

第 1節 ヴェーダ聖典における世界構成原理

サーンキヤ学派の開祖はカピラとされているが、そもそものサーンキヤ思想の始まりは

明らかではない。『リグ・ヴェーダ』（R. gveda）や『アタルヴァ・ヴェーダ』（Atharvaveda）

で説かれる説は内容的に直接サーンキヤ説に繋がるものではないが、後のサーンキヤ説に

見られる重要な述語が登場する。本節では、これらの述語について取り上げる。

第 1.1節 R. gveda に登場するプルシャとタマス

まず、『リグ・ヴェーダ』110.90の「プルシャ（原人）の歌」（Purus.a-sūkta）と呼ばれる

箇所において、プルシャの語が見られる。

プルシャは千頭・千顔・千足を有す。彼はあらゆる方面より大地を蔽いて、それよ

りなお十指の高さに聳え立てり。(1)

プルシャは、過去および未来にわたるこの一切（万有）なり。また不死界（神々）

を支配す、食物によって成長するもの（生物界、人間）をも。(2)

彼の偉大はかくのごとし。されどプルシャはさらに強大なり。一切万物は彼の四分

の一にして、四分の三は天界における不死なり。(3)

（10.90.1-3、辻直四郎訳 [辻 1970: p. 319]）

1 紀元前 1200年頃を中心として長い間に作られたとされる [辻 1970: p. 5]。
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プルシャは、人・男としての意味で古くより用いられてきたのであるが2、ここでのプル

シャは、千の頭と千の顔と千の足を持つ、大地を覆う程の巨人として描かれている。さら

に、過去から未来にわたるあらゆるものであり、人や神々をも支配するものである。それ

でも、一切万物は彼の４分の 1にしか過ぎず、残りは、天界における不死である。さらに

この後、プルシャは祭祀（yajña）の祭供（havis）として神々に捧げられる。この祭祀に

より、詩節・旋律・韻律・祭祀・諸々の動物が生まれ、体の各部分は、4ヴァルナ・月・太

陽・インドラ・アグニ・風や 3つの世界などとなったという。つまり、この「プルシャ（原

人）の歌」は、「巨人解体による世界創造神話の一種であるが、更にここでは、プルシャ

の身体の各部分（或いは器官や機能）が、それぞれ、宇宙、自然の中に、対応するものを

有するという観念が認められる」3ということである。

SKでのプルシャは精神原理であり、個々人の究極的な主体と考えられているが、MBh

では、25番目の原理として最高神と同一されている箇所があり4、この原人としてのプル

シャのイメージが引き継がれていると考えられる。

さらに、『リグ・ヴェーダ』10.129の「宇宙開闢の歌」（Nāsadāsı̄tya）には、タマスの語

が現れる。この「宇宙開闢の歌」は、リグ・ヴェーダの最高峰を示すものであり、神話の

要素を除外し、人格化された創造神の要素を脱し、宇宙の本源を絶対的唯一物に帰してい

るとされる5 。

太初において、暗黒は暗黒に蔽われたりき。この一切は標識なき水波なりき。空虚

に蔽われ発現しつつあるもの、かの唯一物は熱の力により出生せり（生命の開始）。

(3)

最初に意欲はかの唯一物に現ぜり。こは意（思考力）の第一の種子なりき。詩人ら

（霊感ある聖仙たち）は熟慮して心に求め、有の親縁（起原）を無に発見せり。(4)

（10.129.3–4、辻直四郎訳 [辻 1970: p. 323]）

ここでは、まず太初は暗黒（tamas）であり、水（salila）のみがあった。そこに唯一者が

熱（tapas）の力によって出生したというのである。さらに、唯一物（tad ekam）に意欲

（kāma）が生じ、それは意（manas）となったというのである。そしてこれは、有の起原

が無にあることを説いているのである。後の文献に見られる開闢説と比較して考えれば、

本多氏が指摘する通り、次のラインが考えられるであろう6。

2 [村上 1978: p. 23]
3 [村上 1978: p. 24]
4 MBh 12.291;326;327などに説かれる。
5 [辻 1970: p. 322]
6 辻氏は、「ただし展開の順序は正確に述べられていず、厳格な論理で律することができないため、見解の
相違が起こるのはやむを得ない」とし、「唯一物（と原水）—意（思考力）—意欲（展開への欲求）—熱
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（無）—暗黒 tamas—水 salila—熱 tapas—唯一者 tad ekam—意欲 kāma—意manas—

現象界7

このようにタマスは大初の暗黒を意味し、それより世界が展開するというのである8。

しかし、ここでのタマスの意味と、3種のグナにおけるタマスの意味が異なることに注意

しなければならない。タマスは原初の暗黒として説かれており、3種のグナとしての意味

は見いだせないのである。

第 1.2節 Atharvaveda における 3種のグナ

『アタルヴァ・ヴェーダ』9の「スカンバ讃歌」中には、3種のグナの萌芽が見られる。

九門（人体の孔穴）を有せる蓮華（心臓）は、三性（gun. a）に蔽われたり。その中

にある神的顕現（yaks.maアートマン）は、ブラフマンを知る者ぞ知れ。

（10.8.43、辻直四郎訳 [辻 1979: p. 216]）

ここで説かれる「三性」は、後世の哲学における３種のグナの前駆をなすものと考えられ

ている10。Buitenenは、この箇所に関して、「3つのグナがサットヴァ・ラジャス・タマス

の前身を表しているということを疑う理由はない。」と説明するが、しかし、「それらが実

際にサットヴァ、ラジャス、タマスであることを示す証拠は何もない」としている11。

いずれにせよ、この 3つのグナの中身がどのようなものか説かれていないため、性質を

3つで一組と考える伝統が、かなり古い段階から存在したと考えるに留めたい。

第 2節 ウパニシャッド文献におけるサーンキヤ思想の萌芽

ウパニシャッド文献（Upanis.ad）において、サーンキヤ思想と関連する説が見られるも

のとしては、以下のものが重要である。

1. 初期散文ウパニシャッド

•『ブリハッド・アーラニヤカ・ウパニシャッド』（Br. hadāran. yaka Upanis. ad）

力—現象界」というラインを想定した [辻 1970: p. 322]）。
7 [本多 1980: p. 4]
8 大初の暗黒としてのタマスから世界が展開する説は、MaitUp 5.2 にも説かれる。詳しくは本論文の第 1
章第 2.5節を参照。

9 紀元前 1000年頃中心に成立したとされる [辻 1979: p. 251]。
10 辻氏は「おそらく肉体・物器界を構成する３要素。後世の哲学における３種のグナ、善性・動性・暗性の
前駆か？」と説明する [辻 1979: p. 217]。

11 [van Buitenen 1957b: pp. 106–107]
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•『チャーンドーギヤ・ウパニシャッド』（Chāndogya Upanis. ad）

2. 中期韻文ウパニシャッド

•『カータカ・ウパニシャッド』（Kāt.haka Upanis. ad）

•『シュヴェーターシュヴァタラ・ウパニシャッド』（Śvetāśvatara Upanis. ad）

3. 後期散文ウパニシャッド

•『マイトラーヤニーヤ・ウパニシャッド』（Maitrāyan. ı̄ya Upanis. ad）

本節では、ウパニシャッド文献において、サーンキヤ思想に関連があると考える箇所を

いくつか取り上げ、検証する。

第 2.1節 Br.hadāran. yaka Upanis. ad における創造説

Br.hadUp 1.2.1–412には、創造説が説かれるが、その始まりは次のように説かれる。

naiveha kim. canāgra āsı̄t. mr.tyunaivedam āvr.tam āsı̄t, aśanāyayā, aśanāyā hi mr.tyuh. ;

tan mano ’kuruta, ātmanvı̄ syām iti. ... Br.hadUp 1.2.1

最初にここには何もなかった。これ（世界）は、まさに死によって覆われていた。

すなわち、飢えによってである。なぜなら、死は飢え（＝餓死）であるから。彼に

意欲（マナス）が起こった。「私は私自身かも知れない」と。」（以下省略）

世界は、何もないところから始まる。Buitenenは、「死は終わりではなく始まり」であり、

この何もないということは「もうないではなくまだない」と説明する13。さらに、続けて、

このあとの展開を 3種類に分けて分析している14。以下では、その論を簡潔に紹介する。

Account I（Br.hadUp 1.2.1–2）

「彼は、詠唱することに取りかかった。彼の詠唱により、水は存在するために来た。（彼

は言った。）『私がちょうど詠唱したとき、kam（水）が来た。』これは arka（歌、太陽）の

神秘的な意味である。つまり、arkaの神秘的な意味を知っている彼（死）に、kam（水）

が生じた。arka（歌）は水と等しい。水面のアシであったもの、それは、丸く固まって、

大地になった。それの上で、彼は彼自身を消耗させた。彼の彼自身を消耗させ、熱する行

為により、本質である tejasが現れる、それが火である。」

12 Br.hadUpは、ChāndUpなど共にウパニシャッド文献の最古層をなし、仏教成立以前に著されたとされる
[Radhakrishnan 1953: p. 22]。この書は『白ヤジュル・ヴェーダ』に所属する『シャタパタ・ブラーフマナ』
の終わりの部分を形成している。3つのセクション（kān. d. a）から成り、6つのアディヤーヤ（adhiyāya）
に分かれる。

13 [van Buitenen 1957b: p. 90]
14 [van Buitenen 1957b: pp. 90–91]
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ここでは、雨乞いと関連付けられている。餓死が雨を作るまで増え続け、そして、彼の

呪文から、雨が降ったということである。呪文（arka）が働き雨になるので、呪文は雨で

ある。そして、雨は川を増大させ、下流へ運ばれたアシの浮遊物は水に浮く大地を形作

る。また、この大地の上で、創造者は、自身を疲れさせ、そして、火を生み出すのである。

これは、3つの季節を連想させるものである。雨は新しい命を作ることが可能であり、雨

がなければ餓死がある。それ故、餓死は雨を作ることによって創造を始め、作物を生み出

し、命を維持するのである。

Account II（Br.hadUp 1.2.3）

創造者は自身を、彼自身、太陽、風の 3つに分割する。「この prān. aは 3つにされる」と

いう同じ箇所で同様の 3分割もなされた。そこでは、ātman＝ prān. aであり、「一つの生

物を作るもの」である。また、原人（Cosmic Person）が彼の体の異なるパーツで世界を構

成するという、異なる創造神話、3分割のパターンの中に埋め込まれているが、整合性に

かける。そして、その終わりで、Account Iへのリターンがある。「彼は水の中で安定して

いる（堅固にある）」と説かれる。

Account III（Br.hadUp 1.2.4）

「私は私自身かも知れない」と考え、さらに続けて、「私自身に対して、もう一つ（2番

目）の自身があれ」と彼（死）は望んだ。この意欲を通じて、彼は Vācと性交し、そして、

彼の精液は年になった。彼は 1年もの間それを生んだ。その長い 1年の後で、彼はそれを

流出した。それが生まれたとき、彼はそれに向かって彼の口を開けた。そして、彼は bhān.
という音を発し、その音は Vācとなった。そして彼は「私が私の意志をそれに使った（意

志的に考えた）なら、私は少しの食物を作るだろう。」と考えた。Vācと交わって彼はあ

らゆるものを生んだが、彼が創造したものは何でも、彼は飲み込み始めた。いわば、創造

者は、食物を取り、そしてそれによって、創造の命をスタートさせたということである。

これらは、3つの過程による、食物の創造である。そして、インドの人々の生命の現実

を現実的に描写したものである。つまり、夏の荒々しいきざし＝餓死から、肥沃にする雨

期＝雨を通過して、収穫期＝大地へという 3つの段階である。以上のように、Buitenenは

説明する。そして、この 3段階が次節で述べる ChāndUpの 3つの形態に繋がるものであ

るという。
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第 2.2節 Chāndogya Upanis. adにおける 3つの形態およびアハンカーラ

ChāndUp 615には、3段階がより顕著に現れている。

まず、最初に有があり、そこから創造が始まる。

tad aiks.ata, bahu syām prajāyeyeti, tat tejo ’sr.jata: tat teja aiks.ata, bahu syām

prajāyeyeti, tad apo ’sr.jata, tasmād yatra kva ca śocati svedate vā purus.ah. , tejasa eva

tad adhy āpo jāyante. ChāndUp 6.2.3

それは考えた。「私は多くありたい、私は生み出したい」と。それは熱（tejas）を

流出した。その熱は考えた。「わたしは多くありたい、わたしは生み出したい」と。

それは水を流出した。それ故、人は泣くか汗をかくときはいつでも、まさに熱から

その水が生まれる。

tā āpa aiks.anta, bahvyah. syāma, prajāyemahı̄ti, tā annam asr.janta, tasmād yatra kva

ca vars.ati, tad eva bhūyis.t.ham annam bhavati, adbhya eva tad adhy annādyam. jāyate.

ChāndUp 6.2.4

その水は考えた。「私は多くありたい、私は生み出したい」と。それは食物を流出

した。それ故、雨が降る所はどこでも、食物は非常に多くなる。まさに水からその

食物が生まれる。

有から熱（tejas）が生まれ、熱から水（āpas）が生まれ、水から食物（annam）が生まれ

るのである。これら熱（tejas）・水（āpas）・食物（annam）は、3つの形態（rūpa）と言わ

れ、それぞれ、夏期・雨期・収穫期に対応させることができる16。さらにこれらは、3色

にも対応している。

yad agne rohitam. rūpam tejasas tad rūpam, yac chuklam. tad apām, yat kr.s.n. am. tad

annasya apāgād agner agnitvam, vācārambhan. am. vikāro nāma-dheyam, trı̄n. i rūpān. ı̄ty

eva satyam. ChāndUp 6.4.1

火における赤の形態が、熱の形態である。白の〔形態〕が、水の〔形態〕である。

黒の〔形態〕が、食物の〔形態〕である。火から火性が消えた。変異は、言葉によ

る把握であり、命名である。3つの形態というもののみが真実である。

このように、熱は赤色、水は白色、食物は黒色とされる。この色の順番で、ŚvetUpにも

現れる。

15 ChāndUpは Br.hadUpと並び、ウパニシャッド文献の最古層に位置する。『サーマ・ヴェーダ』に所属し、
全部で 8つの章（adhyāya）から構成されている。

16 [van Buitenen 1957b: pp. 91–92]
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この 3 つの形態が 3 種のグナのプロトタイプとされるが、3 つの形態が最初から宇宙

発生の起源と関連付けられていたのと異なり、3種のグナはその関連性は希薄であるとい

う17。

さて、サーンキヤ思想において重要な概念であるアハンカーラは、この ChāndUpにお

いてすでに説かれている。

sa evādhastāt, sa uparis.t.āt, sa paścāt, sa purastāt, sa daksin. atah. , sa uttaratah. , sa evedam.
sarvam iti, athāto ’ham. kārādeśa eva, aham evādhastāt, aham uparis.t.āt, aham paścāt,

aham purastāt, aham. daksinatah. , aham uttaratah. , aham evedam. sarvam iti. ChUp. 7.

25. 1

実に、それは下にある、それは上にある、それは西（後）にある、それは東（前）に

ある、それは南（右）にある、それは北（左）にある。まさにそれはこの一切であ

るという。さて、次に、アハンカーラについての教示がある。つまり、私は下にい

る、私は上にいる、私は西（後ろ）にいる、私は東（前）にいる、私は南（右）に

いる、私は北（左）にいる。まさに私はこの一切であるという。

以上のように、アハンカーラが自己に関連させるものとして登場する。

第 2.3節 Kāt.haka Upanis. ad における原理展開

KathUp18は、サーンキヤに関連する説がまとまった形で説かれている最古の文献と考

えられている19。この KathUp 1.3.10–11 には、サーンキヤに繋がるであろう原理の展開

が説かれている。

indriyebhyah. parā hy arthā, arthebhyaś ca param manah. ,

17 [van Buitenen 1957b: pp. 92–93]
さらに Buitenenは 3つの形態と 3種のグナの関係について次のように論じている。ラジャスは本来「中
空間」を意味し、雨を降らせ、川を増大させる雨雲であるから、水の領域である。そのため、水（āpas）と
対応する。タマスと食物（annam）は直接には結びつかない。本来、食物（annam）と黒色は関係がないか
らである。ポピュラーだった赤・白・黒という色の組み合わせに、3つの形態を当てはめた時、熱（tejas）
は赤色、水（āpas）は白色は容易に結び付けられる。そこで、残りの黒色を単に食物（annam）に当ては
めただけである。一方、ラジャスは白色ではなく、執着（rāga）という意味から赤色と結び付けられるよ
うになった。そして、一般的に光と関係している、抽象的なグナは、白として言われるようになったとい
うのである [van Buitenen 1957b: pp. 93–94]。

18 この書は、「ナチケータス物語」という本来的な部分（ヴァリー、1–2）と、後世の追加である（ヴァリー、
3–6）の 2編からなるとされる [湯田 2000: pp. 439–440]。

19 中村氏は、KathUpがサーンキヤ説がまとまった形で記載されている最古の文献であり、それ以前のウパ
ニシャッドにはサーンキヤ説が登場しないという Garbe の説に基づき、このウパニシャッドの年代設定
が、学派成立に関して重要な意味を持つと述べる。そして、おそらくは、その成立は釈尊の生存期の周辺
と結論づける [中村 1982: p. 109]。
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manasaś ca parā buddhir buddher ātmā mahān parah. . KathUp 1.3.10

実に、諸々のインドリヤを超えて諸々の対象があり、そして、諸々の対象を超えて

マナスがある。また、マナスを超えてブッディがあり、さらに、ブッディを超えて

マハット・アートマン（大なるアートマン）がある。

mahatah. param avyaktam, avyaktāt purus.ah. parah.
purus.ān na param. kiñcit: sā kās.t.hā, sā parā gatih. . KathUp 1.3.11

マハット（＝マハット・アートマン）を超えてアヴィヤクタ（未開展のもの）があ

り、アヴィヤクタ（未開展のもの）を超えてプルシャがある。プルシャを超えるも

のは何もない。それは到達点であり、それは最高の帰趨である。

これらをまとめると、次の展開が考えられるであろう20。

諸々のインドリヤ（indriya、感覚器官）→諸々の対象（artha）→マナス（manas）→

ブッディ（buddhi）→マハット・アートマン（ātmā mahān、大なるアートマン）＝

マハット（mahat）→未顕現（avyakta）→プルシャ（purus.a）

このように、原理展開にサーンキヤの萌芽が見られるが、明確な二元論を説いてはいな

い。一元論的に傾斜しているが、高次の存在として未顕現とプルシャをたてるのはサーン

キヤ説に繋がるものと考えてよいであろう。また、マハットは SKにおいてブッディの異

名とされるが、ここにおいては、別の原理として考えられている21。また、アハンカーラ

が説かれていないことも特徴的である。アハンカーラが登場しないサーンキヤ説は MBh

第 187章などでも見られ、アハンカーラの概念が遅れて体系に入ってきたことはおおよそ

認められるところである22。しかし、上述した通り ChāndUpにはすでにアハンカーラの

述語が登場し、後に取り上げる ŚvetUpやMaitUpではブッディやマナスなどと関連付け

られて説かれることから、アハンカーラの概念そのものが新しいというわけではない。

第 2.4節 Śvetāśvatara Upanis. ad における二元論の萌芽と 3つの色

ŚvetUp23には、二元論の萌芽が見られる。

20 [中村 1982: pp. 113–114]
21 第 6章第 1.3節を参照。
22 [中村 1982: p. 114]
23 ŚvetUpは伝統的にヤジュル・ヴェーダ学派に所属するとされ、サーンキヤ・ヨーガの影響やルドラ・シ
ヴァの崇拝が説かれる [湯田 2000: p. 479]。また、ŚvetUp 5.2にはカピラ（Kapila）が登場し、このウパニ
シャッド文献が彼の名が現れる最初の文献と考えられている [本多 1980: p. 20]。ここでのカピラはサー
ンキヤ説の創始者であるカピラと考えられているが [中村 1982: p. 125]、彼は神話的人物とみなされてい
る。
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samyuktam etat ks.aram aks.aram. ca vyaktāvyaktam bharate viśvam ı̄śah. .

anı̄śas cātmā badhyate bhoktr.bhāvāt jñātvā devam mucyate sarva-pāśaih. . ŚvetUp 1.8

滅するものと滅しないもの、そして顕現と未顕現に結びつけらたこの一切を主宰神

（ı̄śa）は支える。そして、自在神がいなければアートマンは束縛される。〔それは〕

享受者という存在であるから。神を認識すれば、一切の束縛から解放される。

滅するものと滅しないもの、顕現と未顕現があり、これらすべてを主宰神（ı̄śa）が支配す

るのである。そして、神を認識することにより、一切の束縛から解放されるのである。

さらに、次のようにも説かれる。

ks.aram pradhānam amr.tāks.aram. harah. ks.arātmānāv ı̄śate deva ekah.
tasyābhidhyānād yojanāt tattva-bhāvād bhūyaś cānte viśvamāyā-nivr.ttih. . ŚvetUp 1.10

滅するものはプラダーナであり、不死であり滅しないものがハラ神である。唯一の

神は、滅するものとアートマンを支配する。彼（神）に関する瞑想により、〔神と

の〕結びつきにより、さらに、〔神の〕真理（真実の状態）に成ることにより、終わ

りの時に、一切のマーヤー（幻）は停止する。

プラダーナは滅し、一方ハラ神は不滅である。この唯一の神が、滅するものとアートマン

を支配している。さらに、神への瞑想や神との結びつきによって、マーヤー（幻）を停止

することができる。

このように、滅するものと滅しないもの、顕現と未顕現という 2つの世界の対立が明確

に意識されている。ただし、それを超越した高次の存在として自在神（ı̄śa）が現れるとこ

ろにウパニシャッド的一元論の性格が見られる24。

上述した赤、白、黒という 3つの色がここでも説かれるが、それは次のごとくである。

ajām ekām. lohita-śukla-kr.s.n. ām. bahvı̄h. prajāh. sr.jamānām. sarūpāh.
ajo hy eko jus.amān. o ’nuśete jahāty enām. bhukta-bhogām ajo ’nyah. . ŚvetUp 4.5

一つのいまだ生まれていないもの（＝雄山羊）は、赤・白・黒の同じ色をもつ多く

の子孫を生みつつある、一つのいまだ生まれないもの（＝雌山羊）と楽しみつつ、

〔彼女の〕そばに伏している。他のいまだ生まれていないもの（＝雄山羊）は、享

楽された彼女を捨て去る。

ここで “aja”は「いまだ生まれていないもの」および「雄山羊」の両義を持ち、プルシャ

を意味すると考えられる。同様に、“ajā”は「いまだ生まれないもの」および「雌山羊」の

両義を持ち、プラクリティを意味すると考えられる。赤・白・黒の 3色はサットヴァ・ラ

24 [中村 1982: p. 122]
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ジャス・タマスの 3種のグナを指すとも、火（tejas）・水（āpas）・地（annam）を指すと

も考えられる25。ただし、注意しなければならないのは、MBh 12.291.45では、この 3色

が白・赤・黒の順番で登場することである26。そのため、順番を考慮に入れると後者を指

すほうが適切に思われる。同色の子孫を生むという比喩は、プラクリティより生じるすべ

ての原理も 3種のグナよりなることをあらわすとも考えられる。また、この雌山羊と楽し

んでいる雄山羊は、輪廻しつつあるプルシャを指し、一方彼女を捨て去った他の雄山羊と

は、解脱したプルシャを指すという解釈もある27。

ヴァーチャスパティミシュラによる SKの註釈書である STKの帰敬偈では、この詩節

の字句を少し変更するのみで引用している。

ajām ekām. lohitaśuklakr.s.n. ām. bahvı̄h. prajāh. sr.jamānām. namāmah. /

ajā ye tām. jus.amān. ām. bhajante jahaty enām. bhuktabhogām. numastān // 1

多くの子孫を生みつつある一つの赤・白・黒のいまだ生まれていないもの（＝雌山

羊）を我々は敬礼せん。いまだ生まれていないものたち（＝雄山羊たち）は、楽し

みつつある彼女（雌山羊）を愛楽し、〔すでに〕享楽された彼女（雌山羊）を捨て去

る雄山羊たちを我々は賞賛せん28。

このように、3色の説は STKにも引き継がれているが、こちらは明白に 3種のグナのこ

とを表している。ここではむしろ、ウパニシャッドに結びつけることによって、3種のグ

ナの正当性を補填するためか、あるいはヴァーチャスパティミシュラの意図であるヴェー

ダーンタへの結びつけのために、この語句を用いたのであろう。

また、この書においてもアハンカーラは登場し、それは次のように説かれる。、

aṅgus.t.hamātro ravi-tulya-rūpas sam. kalpāham. kāra-samanvito yah.
buddher gun. enātma-gun. ena caiva ārāgra-mātro hy aparo ’pi dr.s.t.ah. . ŚvetUp 5.8

親指の大きさであり、太陽と等しい形態であり、思惟（sam. kalpa）と自我意識

（aham. kāra）を備えているもの（彼）は、しかしながら、実に、ブッディのグナに

よって、また、アートマンのグナによって、突き錐の先端の大きさであるけれども、

認識される。

このように、アハンカーラは、アートマンが備えているものとして、説かれている。

“sam. kalpa”は、古典サーンキヤではマナスの機能であり、ブッディも説かれていることか

ら、古典サーンキヤにおける心的作用の器官（ブッディ・アハンカーラ・マナス）へとつ

25 [Radhakrishnan 1953: p. 732]
26 第 3章第 3.4節を参照。
27 [本多 1980: p. 19]
28 ここで雄山羊が複数なのは、プルシャ複数説を反映したものである。
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ながる述語の関連が見られる。

さらに、サーンキヤとヨーガの名称も登場する。

... tat kāran. am. sām. khya-yogādhigamyam. jñātvā devam mucyate sarva-pāśaih. . ŚvetUp

6.13

その原因が、サーンキヤとヨーガによって到達されるべきものである神と知って、

一切の束縛から解放される。

このように、サーンキヤとヨーガの名が登場し、サーンキヤとヨーガが解脱へ導く方法

の一つであることがうかがえる。このことから、ŚvetUpの作者がサーンキヤ・ヨーガに

よってこの書を著したとまでは言えないが、サーンキヤと呼ばれる思想がこの書が著され

た時代にある程度広まっていたと考えることができる29。

第 2.5節 Maitrāyan. ı̄ya Upanis. ad における 3種のグナと心的器官

MaitUp30は、ウパニシャッド文献の中で、サーンキヤ思想を最も強く反映していると考

えられている31。

MaitUp 5.2では、サットヴァ、ラジャス、タマスについて以下のように明確に述べられ

ている。

tamo vā idam agra āsı̄d ekam, tat pare syāt tat tat paren. eritam vis.amatvam prayāti,

etad-rūpam. vai rajas, tad rajah. khalv ı̄ritam. vis.amatvam prayāti, etad vai sattvasya

rūpam. , tat sattvam everitam. rasah. samprāsravat so ’m. śo ’yam. yas cetāmātrah.
pratipurus.ah. ks.etrajñah. sam. kalpādhyavasāyābhimāna-liṅgah. prajāpatir viśveti, asya

prāg-uktā etās tanavah. , atha yo ha khalu vā vāsya tāmaso ’m. śo ’sau sa brahmacārin. o

yo ’yam. rudro ’tha yo ha khalu vā vāsya rājaso ’m. śo ’sau sa brahmacārin. o yo ’yam

brahmātha yo ha khalu vā vāsya sāttviko ’m. śo ’sau sa brahmacārin. o yo ’yam. vis.uh. ;

sa vā es.a ekas tridhā bhūto ’s.t.adhaikādaśadhā dvādaśadhā ’parimitadhā vodbhūta,

udbhūtatvād bhūtam bhūtes.u carati pravis.t.ah. , sa bhūtānām adhipatir babhūva ity asā

ātmāntar-bahiś cāntar-bahiś ca. MaitUp 5.2

実にここ（世界）には最初、タマスのみがあった。それは最高処にあるかもしれな

い。それは最高のものに促されて、不均衡の状態となる。実にこの形態はラジャス

である。まさにそのラジャスは、促されて不均衡の状態となる。これは実にサット

29 [本多 1980: p. 20]
30 MaitUpは、湯田氏によると、成立は紀元後 200年頃とされ、第 1–5章が最初に成立し、第 6–7章が後に
追加された部分と考えられているという [湯田 2000: p. 553]。

31 [本多 1980: p. 21]
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ヴァの形態である。まさにそのサットヴァが促されて、精髄（rasa）が流れ出す。

その部分は各個人が有する思のみ（cetāmātra）のものであり、クシェートラジュ

ニャ（ks.etrajña、知田者）であり、意図、決智、自意識、を特徴として持つ、ヴィ

シュヴァ（一切）と呼ばれるプラジャーパティである。彼の諸々の形態はすでに説

かれた。さらに実に彼のタマス性の部分は、梵行の学生達よ、このルドラである。

さらに、実に彼のラジャス性の部分は、梵行の学生達よ、このブラフマーである。

さらに実にサットヴァ性の部分は、梵行の学生達よ。このヴィシュヌである。実

に、この一者は 3様になり、8様になり、11様、12様、〔さらには〕無限の様態に

生じた。生じた者であるが故に、それは生類であり、生類たちの中に入って動く、

彼は生き物たちの支配者となった。それ故、そのものは内部にあると同時に外部に

ある自己であり、内部と外部とに存在する。

この文章では、サットヴァがヴィシュヌに、ラジャスがブラフマーに、シヴァがタマスに

結びつけられ、3種のグナが世界創造に関与し、3種の均衡が破れることによって世界が

成立する様が読み取れる。サーンキヤの思想と直接関わるものとは言えないが、サット

ヴァ、ラジャス、タマスの 3つが 1つのセットとして考えられている点に、後期の思想と

の架け橋になるのではないかと考えられる32。しかし、この 3つのグナの機能に目を向け

れば、むしろそれぞれに独立的なものと考えられる。特に、サットヴァは、クシェートラ

ジュニャやヴィシュヌと同一視され、他の 2つのグナよりも高次の存在であることが想起

される。

SK 71に付されたマータラの註釈では、このMaitUpの一文を次のよう解釈する。

‘tama eva khalv idam agra āsı̄t.’ (MaitUp 5.2) tasmim. s tamasi ks.etrajño ’bhivartate

prathamam. tama iti ucyate prakr.tih. , prus.ah. ks.etrajñah. . 実にここ（世界）には、暗黒

（タマス）のみが最初にあった。その暗黒（タマス）において、始めに、クシェー

トラジュニャ（知田）が現れた。暗黒（タマス）はプラクリティ（根本原質）と言

われ、クシェートラジュニャはプルシャ（精神原理）と言われる。

原初の暗黒としてのタマスは、根本原質プラクリティと同一視され、クシェートラジュ

ニャもプルシャとされているのである。

そして、心的器官として次のものがあげられる。

athānyatrāpy uktam, svanavaty es.āsyah. tanūh. yā aum ity strı̄-pun-napum. saketi

liṅgavatı̄, es.ā ’thāgnir vāyur āditya iti bhāsvatı̄, es.ā atha brahma rudro vis.n. ur ity

adhipativatı̄, es.ā ’tha gārhapatyo daks.ināgnir āhavanı̄yā iti mukhavatı̄, es.ā ’tha r.g

32 [本多 1980: p. 23]
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yajussāmeti vijñānavatı̄, es.ā bhūr bhuvah. svar iti lokavatı̄, es.ātha bhūtam bhavyam

bhavisyad iti kālavatı̄, es.ātha prān. o ’gnih. sūrya iti pratāpavatı̄, es.ā ’thānnam āpas

candramā ity āpyāyanavatı̄, es.ā ’tha buddhir mano ’ham. kārā iti cetanavatı̄, es.ā ’tha

prān. o ’pāno vyāna iti prān. avatı̄, es.ety ata aum ity uktenaitāh. prastutā arcitā arpitā

bhavantı̄ti evam. hy āhaitad vai satyakāma parañ cāparañ ca brahma yad aum ity etad

aks.aram iti. MaitUp 6.5

さて、他の所でも言われている。「このオームは、これ（アートマン）の音の形態

（音を有する身体）であり、女性・男性・中性というものは（アートマンの）性〔の

形態〕である。そして、火、風、太陽というこれらは（アートマンの）輝き〔の

形態〕である。そして、ブラフマー神、ルドラ神、ヴィシュヌ神というこれらは

（アートマンの）支配権〔の形態〕である。そして、ガールハパティヤ、ダクシ

ナーグニ、アーハヴァニーヤというこれら〔の祭火〕は（アートマンの）口〔の形

態〕である。そして、リチュ、ヤジュス、サーマンというこれら〔3つのヴェーダ〕

は（アートマンの）知識〔の形態〕である。ブール（大地）、ブヴァハ（中空）、ス

ヴァハ（天空）というこれらは（アートマンの）世界〔の形態〕である。そして、

過去、現在、未来というこれらは（アートマンの）時間〔の形態〕である。そして、

プラーナ、火、太陽というこれらは（アートマンの）熱〔の形態〕である。そし

て、食物、水、月というこれらは（アートマンの）増加〔の形態〕である。そして、

ブッディ、マナス、アハンカーラというこれらは（アートマンの）心〔の形態〕で

ある。そして、プラーナ、アパーナ、ヴィヤーナというこれらは（アートマンの）

息〔の形態〕である。」という。それ故、オームと言うことによって、これら〔の形

態〕は、賞賛され、尊敬され、言説された33状態になるという。実に、〔次の〕よう

に言う。「サティヤカーマよ。実に、このより優れ、さらにより劣っているブラフ

マンであるものが、オームというこの音声である」と。

ここでは、ブッディ、マナス、アハンカーラが、アートマンの心の形態として現れる。つ

まり、古典サーンキヤと同じように、心的器官としてあげられているのである。

心的機能と現象世界の創造を関連付けるサーンキヤ思想の変遷において、アハンカーラ

は、その位置づけが思想史的展開の中で大きく変化していったものである。SK や MBh

においては、創造的機能を有し、宇宙論に組み込まれているが、ウパニシャッド文献中に

見られるアハンカーラの用例は、いずれも心的機能と関連して説かれているのみである。

しかし、アハンカーラという言葉は出てこないが、自己に関連付ける器官が創造説に組み

33 “arpitā”を、Radhakrishnanは “ascribed”と訳し [Radhakrishnan 1953: p. 819]、湯田氏は「堅固にされる」
と訳す [湯田 2000: p. 575]。
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込まれているケースは、Br.hadUpに遡れる34。

34 Buitenen は、ウパニシャッド文献における自己と世界創造の対応について詳細に検証している。『ブリ
ハッド・アーラニヤカ・ウパニシャッド』においてはアハンカーラに相当するものが創造者あるいは創造
そのものと同一視されているという [van Buitenen 1957a: pp. 20–22]。
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第 2章

Mahābhārata における世界構成
原理

第 1節 Moks.adharma-Parvan第 187章および第 239–241
章におけるサーンキヤ古説

第 187章と第 239–240章1は、類似点がいくつも見られ、同じテクストから生まれた別

ヴァージョンと考えられている2。そして、「モークシャダルマ編」におけるサーンキヤ思

想の最も基本的なテクストとして重要視されてきた3。

第 1.1節 第 187章における原理展開

まず、第 187章における原理展開について見ていく。冒頭に次のように説かれる。

adhyātmam. nāma yad idam. purus.asyeha cintyate /

yad adhyātmam. yataś caitat tan me brūhi pitāmaha //MBh 12.187.1

内なるアートマン（adhyātma）と呼ばれるもの、これがこの世において人（purus.a）

のものとして考えられているが、その内なるアートマンとはどのようなもので、そ

れは何から〔生じる〕ものか、それを私に語れ。祖父（ピターマハ）よ。

内なるアートマンを主題にしているのである。そして、この内なるアートマンは次のよう

に考えられている。

1 Yudhis.t.hiraと Bhı̄s.maの対話。「内なるアートマン」(adhyātma)を説くことを目的としている。
2 Frauwallnerは「これらのヴァージョンについて、一方からの差異が大きいので、モークシャダルマのコ
レクションに取り入れられる前に、長い間分離して存在してきたという明瞭な印象を与える」としている
[Frauwallner 1973: p. 227]。

3 [van Buitenen 1956: p. 153]
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mahānadı̄m. hi pārajñas tapyate na taran yathā /

evam ye vidur adhyātmam. kaivalyam jñānam uttamam //MBh 12.187.53

実に、対岸を知る者が、大河を渡りつつも、苦しめられることはないように、同様

に、内なるアートマンを、独存であり、最高の知であると知る者たちは〔苦しめら

れない〕。

すなわち、内なるアートマンは最高の知であり、SKにおけるプルシャのように独立に存

在し、これを正しく知ることにより解脱できるというのである。すなわち、ここでは人間

の最高の本質として内なるアートマンが考えられているのである。この語はおそらく中性

名詞であり、一元論を意図している可能性もある。

一方、現象世界の展開は次のように考えられている。

pr.thivı̄ vāyur ākāśam āpo jyotiś ca pañcamam /

mahābhūtāni bhūtānām. sarves.ām. prabhavāpyayau //MBh 12.187.4

地（pr.thivı̄）、風（vāyu）、虚空（ākāśa）、水（āpas）、そして 5番目の火（jyotis）、

〔これらの〕粗大元素は全ての存在物（万物）が生成し帰滅するところである。

mahābhūtāni pañcaiva sarvabhūtes.u bhūtakr.t /

akarot tes.u vais.amyam. tat tu jı̄vo ’nupaśyati //MBh 12.187.7

存在物を創造する者はあらゆる存在物（万物）における 5粗大元素のみを〔創り〕、

〔そして〕それら（創造物）における多様なるものを創った。一方、ジーヴァ（個

我）はそれを観照する。

以上のように、地、風、虚空、水、火という 5つの粗大元素に基づき、世界は転変し、万

物を創造する源となると考えられている。これらは世界を多様化するものでもあり、ウパ

ニシャッドの説を継承したものと考えられている4。全ては 5粗大元素から成るのであり、

帰滅の際に消えて無くなるのではなく、5粗大元素の状態に戻るのである。

粗大元素とは別の原理が次のように説かれる。

mahābhūtāni pañcaiva s.as.t.ham. tu mana ucyate //MBh 12.187.10cd

粗大元素は〔これら〕5つのみであり、一方、第 6がマナスと言われている。

indriyān. i manaś caiva vijñānāny asya bhārata /

saptamı̄ buddhir ity āhuh. ks.etrajñah. punar as.t.amah. //MBh 12.187.11

インドリヤ（感覚器官）とマナス（思考器官、意）がこの認識するもの（vijñāna＝

認識器官）である。バラタ族の者よ。ブッディが第 7、さらにクシェートラジュ

4 [中村 1982: p. 159]
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ニャ（知田者）が第 8と言われている。

マナスを 6 番目、ブッディを 7 番目、クシェートラジュニャを 8 番目の原理と考え、ア

ハンカーラが説かれていない。クシェートラジュニャとは、“ks.etra”（田、土地）＝物質

要素を “jña（知る）者”という意味で、SKでのプルシャに該当するものである。マナス、

ブッディ、クシェートラジュニャと 5粗大元素の関係が明確ではないため、原理の順列が

明らかではない。

また、これら 3つの器官の機能として次のように説かれる。

caks.ur ālokanāyaiva sam. śayam. kurute manah. /

buddhir adhyavasāyāya ks.etrajñah. sāks.ivat sthitah. //MBh 12.187.12

まさに目は見るためにあり、マナスは疑いをなす。ブッディは決定するためにあ

り、クシェートラジュニャ（知田者）は証人（確認者）のように存在する。

この中で、ブッディは SKと同じ機能を持ち、クシェートラジュニャ（知田者）もまた、

SKのプルシャと同様の存在であることが分かる。

以上の中で、内なるアートマンとは別に、自己の本質を示す言葉として、ジーヴァ、内

なるアートマン、ブータートマン、そしてクシェートラジュニャが見出せる。おそらく、

ジーヴァとクシェートラジュニャは観照するという性質を持つもので、類似したものと思

われる。自己の本質の個人主体がジーヴァで、創造に関連したものがクシェートラジュ

ニャであるとも考えられるかもしれない。そして、存在物を創造する者とはブータートマ

ンのことと考えられる。それは、次の偈から明らかである。

prasārya ca yathāṅgāni kūrmah. sam. harate punah. /

tadvad bhūtāni bhūtātmā sr.s.t.vā sam. harate punah. //MBh 12.187.6

亀が四肢を伸ばして、再度引っ込めるように、ブータートマン（存在物の本質）5は、

諸々の存在物（万物）を創造して、再び引っ込める（帰滅させる）6。

ブータートマンが存在物を創造し、ジーヴァおよびクシェートラジュニャが観照するとい

う、二元論を彷彿とさせる機能を有する。おそらくこのことからアートマン（内なるアー

トマン）には 2つの側面があったと思われる。すなわち、活動因としての側面がジーヴァ

およびクシェートラジュニャであり、質量因としての側面がブータートマンであるという

ことである。

この章では、粗大元素と共に、認識器官やその対象などが見られる。それは次の通りで

ある。

5 物質性のアートマンとも考えられる。
6 自動詞と他動詞を区別しておらず、比喩も不明瞭である。
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śabdah. śrotram. tathā khāni trayam ākāśayonijam /

vāyos tvaksparśaces.t.āś ca vāg ity etac catus.t.ayam //MBh 12.187.8

音声、耳（聴覚）、そして（身体の）諸々の穴の 3種は、〔粗大元素の〕虚空の胎か

ら生まれたものである。風からは、皮膚（触覚）、接触、運動、そして言葉（発声器

官）という 4種のものが〔生まれた〕。

rūpam. caks.us tathā paktis trividham teja ucyate /

rasah. kledaś ca jihvā ca trayo jalagun. āh. smr.tāh. //MBh 12.187.9

色、目（視覚）、そして消化器官の 3種のものが、火（tejas）〔の性質〕であると言

われている。味と湿気と舌（味覚）の 3種が、水の性質であると伝承されている。

ghreyam. ghrān. am. śarı̄ram. ca te tu bhūmigun. ās trayah /MBh 12.187.10ab

香り、鼻（嗅覚）、そして身体、これら 3種が地の性質（gun. a）である。

以上のように、地・風・虚空・水・火の 5粗大元素が、あらゆる存在を形成する源と考え

られている。そして、ジーヴァの機能は、古典サーンキヤのプルシャの機能を想起させ

る。次に、人間の各器官などが説かれており、それらは、5粗大元素からそれぞれ生みだ

される。そして、5 粗大元素とは別の原理をあげている。第 6 がマナスであり、第 7 が

ブッディ、そして、8番目として知田者があげられている。それらをまとめると図表 3の

原理展開が想定できるであろう。

一方、第 239–241章での展開は、細かな字句の違いはあるものの第 187章と列挙され

ている原理はほぼ同一である。ただ一箇所だけ、皮膚の代わりに呼吸（prān. a）があげられ

ている。しかし、第 187章との相違点はこれだけではなく、ブッディの展開と感覚器官や

対象の関係性が説かれていることである。それは次のように説かれる。

indriyebhyah. parā hy arthā arthebhyah. paramam. manah. /

manasas tu parā buddhir buddher ātmā paro matah. //MBh 12.240.2

実に、諸々のインドリヤ（感覚器官）よりも対象が上位であり、対象よりもマナス

が上位である。さらに、マナスよりもブッディが上位であり、ブッディよりもアー

トマンが上位であると考えられている。

このように、アートマン→ブッディ→マナス→対象→インドリヤというラインが想定でき

る。さらに続けて次のように説かれる。

buddhir ātmā manus.yasya buddhir evātmano ”tmikā /

yadā vikurute bhāvam. tadā bhavati sā manah. //MBh 12.240.3

人間にとって、ブッディがアートマンである。まさにブッディはアートマンの本質

から成るものである。〔ブッディが〕バーヴァ（状態）に変異するとき、そのとき
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kṣetrajña
（知田者）

buddhi
（統覚機能）

śabda
（音声）

ākāśa
（虚空）

śrotra
（耳）

sparśa
（接触）

rūpa
（形）

rasa
（味）

ghreya
（香り）

vāyu
（風）

tejas
（火）

āpas
（水）

pṛthivī
（地）

manas
（思考器官）

kleda
（湿気）

pakti
（消化器官）

khāni trayam
（穴）

ceṣṭa
（運動）

vāc
（発声器官）

ghrāṇa
（鼻）

jihvā
（舌）

cakṣus
（目）

tvac
（皮膚）

śarīra
（身体）

5 mahābhūtāni
（粗大元素）

5 indriyāṇi
（知覚器官）

対象 人間の各器官 その他

図表 3 MBh 12.187における原理展開

それ（ブッディ）はマナスとなる。

indriyān. ām. pr.thag bhāvād buddhir vikriyate hy an. u /

śr.n. vatı̄ bhavati śrotram. spr.śatı̄ sparśa ucyate //MBh 12.240.4

諸々のインドリヤ（感覚器官）の個々の状態により、実にブッディは微細なもの

（an. u）に変異する。〔ブッディは〕聞くとき耳になり、触れるとき接触と言われる。

paśyantı̄ bhavate dr.s.t.ı̄ rasatı̄ rasanam. bhavet /

jighratı̄ bhavati ghrān. am. buddhir vikriyate pr.thak //MBh 12.240.5

〔ブッディは〕見るとき視力を持つもの（目）になり、味わうとき舌になるであろ

う。嗅ぐとき鼻になる。〔このように〕ブッディは個々に変異する。
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このように、ブッディは、それぞれの器官あるいは対象がその機能を発揮するとき、その

ものに変異するというのである7。

これらを整理してまとめると図表 4の通りである。

kṣetrajña
（知田者）

buddhi
（統覚機能）

対象

śabda
（音声）

5 mahābhūtāni
（粗大元素）

ākāśa
（虚空）

5 indriyāṇi
（知覚器官）

śrotra
（耳）sparśa

（接触）

rūpa
（色）

rasana
（舌）ghreya

（香り）

vāyu
（風）

jyotis
（火）

āpas
（水）

bhūmi
（地）

manas
（思考器官）

rasa
（味）

prāṇa
（呼吸）

ceṣṭa
（運動）

khāni trayam
（3種の穴）

人間の各器官

ghrāṇa
（鼻）

cakṣus
（目）

sneha
（湿潤）

？

vipāka
（消化）

その他

śarīra
（身体）

皮膚？

図表 4 MBh 12.239; 240における原理展開

第 1.2節 3種のグナの特徴

MBh第 12巻 187章と 239章には、3種のグナの特徴が詳細に述べられている。まず以

下に当該箇所を記す。

7 第 187章でも類似のものが見られるが、わずかに説かれるのみである。
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MBh 12.187.29–35における 3種のグナの性質

sukhasparśah. sattvagun. o duh.khasparśo rajogun. ah. /

tamogun. ena sam. yuktau bhavato ’vyāvahārikau //MBh 12.187.29

サットヴァの性質（属性）は楽に触れ、ラジャスの性質（属性）は苦に触れる。タ

マスの性質と結びついた両者（楽と苦）は不活動性のものとなる。

tatra yat prı̄tisam. yuktam. kāye manasi vā bhavet /

vartate sāttviko bhāva ity aveks.eta tat tadā //MBh 12.187.30

それらの中で、身体あるいはマナス（心）において喜びと結びついたものがあるな

ら、そのときそれはサットヴァ性の状態にあると見なすべきである。

atha yad duh. khasam. yuktam. atus.t.ikaram ātmanah. /

pravr.ttam. raja ity eva tann asam. rabhya cintayet //MBh 12.187.31

また、アートマン（自己）にとって、苦と結びついたもの、不満足を生じるものが

あるなら、まさにそれを、ラジャスが活動していると、論議せずに、考えるべきで

ある。

atha yan mohasam. yuktam avyaktam iva yad bhavet /

apratarkyam avijñeyam. tamas tad upadhārayet //MBh 12.187.32

さらに、〔自己にとって〕迷妄と結びついたもの、不分明に存在するであろうもの8、

思議できないもの、認識することができないものがあるなら、それはタマス〔が活

動している〕と考えるべきである。

prahars.ah. prı̄tir ānandah. sukham. sam. śāntacittatā /

katham. cid abhivartanta ity ete sāttvikā gun. āh. //MBh 12.187.33

有頂天、喜び、歓喜、楽、寂静なる心性が、何らかの仕方で生じるが、これらはサッ

トヴァ性の性質（属性）である。

atus.t.ih. paritāpaś ca śoko lobhas tathāks.amā /

liṅgāni rajasas tāni dr.śyante hetvahetubhih. //MBh 12.187.34

同様に、不満足、怒り、悲しみ、貪欲、不寛容が、十分な原因があってもなくても

現れるが、それらはラジャスの特徴である。

abhimānas tathā mohah. pramādah. svapnatandritā /

katham. cid abhivartante vividhās tāmasā gun. āh. //MBh 12.187.35

8 “avyaktam iva yad bhavet”、茂木氏は「ぼんやりと存在するもの」と訳している [茂木 1995c: p. 107]。
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さらに、高慢、迷妄、酩酊、睡眠と怠惰性が、何らかの仕方で生じるが、これらは

タマス性の多様な性質（属性）である。

MBh 12.239.20–25における 3種のグナの性質

tatra yat prı̄tisam. yuktam. kim. cid ātmani laks.ayet /

praśāntam. iva sam. śuddham. sattvam. tad upadhārayet //MBh 12.239.20

それらの中で9、自己において何か喜びと結びついたものを知覚し、〔それが〕平静

となったごとくに清浄であれば、それをサットヴァと把握するべし。

yat tu sam. tāpasam. yuktam. kāye manasi vā bhavet /

rajah. pravartakam. tat syāt satatam. hāri dehinām //MBh 12.239.21

しかし、身体あるいはマナスにおいて苦しみに結びついたものであり、いつでも身

体を持つものたちにとって傷つけるものであるならば、それは活動するラジャスで

あろう。

yat tu sam. mohasam. yuktam. avyaktavis.ayam. bhavet /

apratarkyam avijñeyam. tamas tad upadhāryatām //MBh 12.239.22

さらに、迷妄と結びついたものであり、明らかな対象を持たないもの、思議できな

いもの、認識できないものであるなら、それはタマスであると考えるべきである。

prahars.ah. prı̄tir ānandah. sāmyam. svasthātmacittatā /

akasmād yadi vā kasmād vartate sāttviko gun. ah. //MBh 12.239.23

有頂天、喜び、歓喜、平静さ、そして健康を本性とする心性が、偶然にしろそうで

ないにしろ生じたならば、サットヴァ的属性が作用している。

abhimāno mr.s.āvādo lobho mohas tathāks.amā /

liṅgāni rajasas tāni vartante hetvahetutah. //MBh 12.239.24

高慢10、虚言、貪欲、迷妄11、不寛容、それらはラジャスの特徴である。〔そして、

十分な〕原因があってもなくても存在する。

tathā mohah. pramādaś ca tandrı̄ nidrāprabodhitā /

katham. cid abhivartante vijñeyās tāmasā gun. āh. //MBh 12.239.25

9 茂木氏は、個々の vedanāを取り上げる MBh第 12巻 187章と比較して、tatraを前後と関係ないとして
いるが [茂木 2001: p. 129]、これまでに述べてきた自己の話と関連づければ、身体においてと解すること
ができよう。

10 MBh第 12巻 187章では、タマス性のものである。
11 次の 25偈のタマスの特徴にも、同じく “moha”が説かれている。
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さらに、迷妄、酩酊、そして怠惰、睡眠から目覚めないことが、何らかの仕方で生

じるが、それらはタマス性のグナ（性質）と認識されなければならない。

以上をそれぞれのグナごとにまとめると、サットヴァは図表 5、ラジャスは 6、タマス

は 7のようになる。具体的な性質で、若干意味の混同が見られるが、おおよそサットヴァ

は歓喜に結びつき、ラジャスは苦に結びつき、タマスは迷妄に結びつくということが認め

られる。これらは、SKと同じような用い方である。しかし、3種のグナがそれぞれに本

来的に多くの属性を持っているのであり、SKのように、3種のグナの優勢・劣勢により

多くの性質が生まれるようなことは説かれていない12。

これら 3種のグナに関して、第 187章では次のように説かれる。

indriyān. i ca sarvān. i vijetavyāni dhı̄matā /

sattvam. rajas tamaś caiva prān. inām. sam. śritāh. sadā //MBh 12.187.27

また、全ての感官は智者によって制御されるべきである。サットヴァとラジャスと

タマスはまさに生きているものが常に依存するものである。

trividhā vedanā caiva sarvasattves.u dr.śyate /

sāttvikı̄ rājası̄ caiva tāması̄ ca iti bhārata //MBh 12.187.28

そしてまた、3種類の感覚が全てのサットヴァ（あらゆる物質存在）13において見ら

れる。すなわち、サットヴァ性のもの、ラジャス性のもの、タマス性のものである。

バラタ族の者よ。

3種のグナは、生きとし生けるものが依拠するものである。そして、MBh 12.187.28のた

め、これら多くの性質は、3 種の感覚について、個別的に取り上げていると捉えられる。

しかし、この MBh 12.187.28に該当するものが第 239章では欠けているので、前後の関

係が不明瞭になってしまっている。ただし、やや離れてはいるが、次のように説かれる。

rajastamaś ca sattvam. ca traya ete svayonijāh. /

samāh. sarves.u bhūtes.u tad gun. es.ūpalaks.ayet //MBh 12.239.16

また、ラジャス、タマス、そしてサットヴァというそれら 3種は、自ら生じたもの

である14。〔これらは〕あらゆる存在物において、同等である（等しく存在する）。

12 SKでは 3種のグナの性質・機能を簡潔にまとめている。本論文の第 5章第 2.1節を参照。さらに、SK
46ではグナの配分により、ブッディにおいて 50種の区分が生まれる。それは「観念から作り出されたも
の」（pratyaya-sarga）と呼ばれる。

13 サットヴァは物質性のものを表す。すなわち、生物や無機物なども含む、あらゆる物質要素に属するもの
である。

14 もとから存在したもの
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そのことをグナ（性質）の中に観察しなければならない15。

あらゆる存在物に等しく存在することが説かれており、それらを観察することが求められ

ている。その観察により導き出されたものが、MBh 12.239.20–25で説かれる多くの性質

であると考えられる。また、この偈では、3種のグナは自ら生じたものとされる。何かに

生み出されたものではなく、あらかじめ備わっているということであろう16。

Mbh 12.187 MBh 12.239

身体・マナスにお
けるサットヴァ的

な状態

喜びと結びついたもの
（prītisaṃyukta）

歓喜と結びついたもの
（prītisaṃyukta）

平静となったごとくに清浄
（praśāntam iva saṃśuddham）

サットヴァの性質
（guṇa）

楽に触れるもの（sukhasparśa）

有頂天（praharṣa） 有頂天（praharṣa）

喜び（prīti） 喜び（prīti）

歓喜（ānanda） 歓喜（ānanda）

楽（sukha）

平静さ（sāmya）

静寂なる心性（saṃśāntacittatā）

健康を本性とする心性
（svasthātmacittatā）

図表 5 MBh 12.187; 239におけるサットヴァ

第 1.3節 世界の構成要素と 3種のグナの関係

では、世界の構成要素と 3種のグナはどのように関係しているのであろうか。その箇所

について、Buitenen がブッディ説についての再構成したテクストが非常に有益であるた

め、以下にあげて考察する。この再構成したテクストは、第 187章と第 240章の詳細な分

15 茂木氏の解釈に従った [茂木 2001: p. 128]。
16 STK ad. SK 12では、3種のグナが無始無終の存在であることが説かれる。本論文の第 5章第 2.1節も
参照。
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MBh 12.187 MBh 12.239

身体・マナスにおけ
るラジャスの活動状

態

苦と結びついたもの
（duḥkhasaṃyukta）

苦しみと結びついたもの
（saṃtāpasaṃyukta）

満足しないこと
（atuṣṭikara）

ラジャスの特徴
（liṅga）

苦に触れる（duḥkhasparśa）

不満足（atuṣṭi）

怒り（paritāpa）

悲しみ（śoka）

貪欲（lobha） 貪欲（lobha）

不寛容（akṣamā） 不寛容（akṣamā）

高慢（abhimāna）

虚言（mṛṣāvāda）

迷妄（moha）

図表 6 MBh 12.187; 239におけるラジャス

析・照合の結果、両者を組み合わせて作り上げたものである。

Buitenenによる再構成テクスト

Buitenenは、第 187章と第 240章の詳細な分析・照合の結果、両者を組み合わせて作

り上げた17。

purus.ādhis.t.hitā buddhis tris.u bhāves.u vartate /

seyam. bhāvātmikā bhāvām. s trı̄n etān ativartate // 1

プルシャにコントロールされたブッディは、3種の状態で存在する。状態を本質と

するもの（ブッディ）は、これら 3種の状態を超越するのである。

saritām. sāgaro bhartā mahāvelām ivormimān /

atibhāvagatā buddhir bhāve manasi vartate // 2

諸々の川の王である海は、波立つ境界を〔乗り越える〕ように。〔3種の状態を〕超

17 An old text reconstituted [van Buitenen 1956]
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MBh 12.187 MBh 12.239

身体・マナスにお
けるタマス的な状

態

迷妄と結びついたもの
（mohasaṃyukta）

迷妄と結びついたもの
（saṃmohasaṃyukta）

不分明に存在するであろうもの
（avyakta iva yad bhavet）

明かな対象をもたないもの
（avyaktaviṣaya）

思議できないもの
（apratarkya）

思議できないもの
（apratarkya）

認識できないもの
（avijñeya）

認識できないもの
（avijñeya）

タマスの性質
（guṇa）

快楽・苦を活動させないもの
（←saṃyuktau,avyāvahārikau）

高慢（abhimāna）

迷妄（moha） 迷妄（moha）

酩酊（pramāda） 酩酊（pramāda）

睡眠（svapna）

睡眠から目覚めないこと
（nidrāprabodhitā）

怠惰性（tandritā） 怠惰（tandrī）

図表 7 MBh 12.187; 239におけるタマス

越したブッディは、マナスというバーヴァ（状態）において存在する（開展する）。

yadā vikurute bhāvam. tadā bhavati sā manah. /

pravartamānam. tu rajas tad bhāvam anuvartate /

indriyān. i hi sarvān. i pravartayati sā sadā // 3

バーヴァ（状態）に変容する時、ブッディがマナスになる。しかし、活動している

ラジャスは、その状態に従う。なぜなら、その時、それ（ブッディ）は、あらゆる

感官を活動させるからである。

śr.n. vatı̄ bhavati śrotram. spr.śatı̄ sparśa ucyate /

paśyatı̄ bhavati dr.s.t.ı̄ rasatı̄ rasanam. bhavet // 4

〔ブッディは、〕聞く時に耳となり、触れる時に接触と言われる。〔ブッディは、〕見
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る時に目となり、味わう時に舌となる。

jighratı̄ bhavati ghrān. am. buddhir vikriyate pr.thak /

indriyān. ı̄ti tāny āhus tesv adr.śyādhitis.t.hati // 5

〔ブッディは、〕嗅ぐ時に鼻となる。〔このように〕ブッディは別々に変容する。こ

れらが感官と言われ、〔ブッディは、〕それらの中で、見えない形でコントロールし

ている。

adhis.t.hānāni buddher hi pr.thagarthāni pañcadhā /

indriyān. ām. pr.thagbhāvād buddhir vikurute hy an. u // 6

さて、ブッディの住処は、5つの別々の対象を持っている。感官の別々の状態から、

ブッディはアヌ（微細）に変異する。

ye caiva bhāvā vartante sarva es.v eva te tris.u /

anvarthāh. sam. pravartante rathanemim arā iva // 7

バーヴァ（状態）として存在するものは、まさにこれら 3 つの中に全てが存在す

る。〔それらは、〕目的（外的対象）に従って活動する。車の輻（スポーク）が輪ぶ

ち（リム）を〔回す〕ように。

まず、言えることは、ブッディが非常に重要な役割を担っているということである。そ

して、3 種のグナは、ブッディにおける 3 種の状態である。また、3 種の状態を超越し

たブッディとは、バーヴァに分化しない状態のブッディであり、3 種のバーヴァとして

存在する場合と併せて、ブッディに 2 種の様態があることが想定されている18。ここで

Buitenenはテクストを補って、ブッディ→マナス、ブッディ→インドリヤ、ブッディ→要

素という並列パターンを想定している。そして、ブッディは、マナス、5感官、an. uに変

異するのである。ここでの、活動因となっているのがラジャスである。

この章全体では、心的機能を中心としていて、3種のグナは、ブッディの状態として説

かれている。

また、SKでは、12偈のように、サットヴァやタマスにもラジャスのような活動性を有

しているように説かれていて、3 種のグナを 1 つのセットとして捉える傾向が強い。一

方、これらの章では、ラジャスが単独で用いられること、3種のグナ自体に様々な属性が

帰されることから、個々の性格がよりはっきりと区分けされているように思われる。

18 [茂木 2001: p. 130]
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第 1.4節 小結

187章・239–241章の説は、サーンキヤ学説の古い形と考えられていることは先に述べ

たとおりである。これらの説は、ウパニシャッド文献、特にヤージュニャヴァルキヤの説

から発展し、後世のサーンキヤ学説に導く一つの形態を示していると、Frauwallnerは言

う19。また、これらの説を「内なるアートマンの考察者」と呼ばれる一群の学者グループ

が担っていたと推測され、サーンキヤ説とこの考察者たちとの関係は不可分であると考え

られている20。

これらの章では、プラクリティのような根本原質は見られない21。あくまでも物質的原

理は 5粗大元素だからである。SKのような 3種のグナの均衡状態や、優勢・劣勢による

世界の多様性も説かれていない。5粗大元素に基づき、世界は転変し、万物を創造する源

となると考えられている。一方、5つの感覚器官の他に内的器官として、マナスを 6番目、

ブッディを 7番目、クシェートラジュニャを 8番目の原理と考え、ここにはアハンカーラ

が説かれていない。さらに、マナス・ブッディ・クシェートラジュニャと 5粗大元素の関

係が明確ではないため、原理の順列が明らかではない。

第 2節 Moks.adharma-Parvan第 203章における 8種の根
本原因と 16種の変異の説

MBh第 12巻 203章22において説かれる、世界創造説は、構成原理を 8種の根本原因と

16種の変異に分けるものである。この説は MBhの他の箇所や、他の書にも説かれる23。

あげている原理は SKと非常に類似したものであるが、展開の順序やその数など、大きく

異なる。本節では、この 8種の根本原因と 16種の変異の説について、詳細に説かれた第

203章を取り上げ、考察する。

第 2.1節 8種の根本原因

まず、25abでは、次のように説かれる。

19 [Frauwallner 1973: p. 235]
20 [中村 1982: pp. 164-166]
21 1箇所プラクリティがあるが、原理の系列として説かれていない。
22 第 203–210章は、Bhı̄s.maが Yudhis.t.hiraに教示した、弟子と師匠の解脱に関する対話。冒頭で「内なる
アートマン」(adhyātma)を説くことを目的としているが、その前の文においての Yudhis.t.hiraの問いにあ
るように、全体的な内容は解脱のためのヨーガを説く章ととらえた方が良いであろう。

23 MBh 12.203; 291; 298、CS 4.1、BC 12などにおいてである。
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avyaktakarmajā buddhir aham. kāram. prasūyate /MBh 12.203.25ab

未顕現（avyakta）の行為によって生じたブッディがアハンカーラを生み出す。

このように、未顕現からブッディが生み出され、ブッディからアハンカーラを生み出すこ

とが説かれている。

さらに続いて、次のように説かれる。

ākāśam. cāpy aham. kārād vāyur ākāśasambhavah. //MBh 12.203.25cd

そしてまた、アハンカーラから虚空が生じ、風は虚空から生じるものである。

vāyos tejas tataś cāpas tv adbhyo hi vasudhodgatā /MBh 12.203.26ab

風から火が、そしてそれ（火）から水が、また水から地が生じる。

アハンカーラの次に生み出されるのは 5粗大元素であるが、それには順序があり、アハン

カーラから虚空が生み出され、虚空から風が生み出され、風から火が生み出され、火から

水が生み出され、そして、水から地が生み出されるとされる。

mūlaprakr.tayo ’s.t.au tā jagad etāsv avasthitam //MBh 12.203.26cd

ムーラプラクリティ（根本原因）はそれら 8種である。これらの中に世界は存在し

ている。

このように、未顕現（avyakta）、ブッディ（buddhi）、アハンカーラ（aham. kāra）、虚空

（ākāśa）、風（vāyu）、火（tejas）、水（āpas）、地（vasudhā）の 8つを根本原因として想定

していた。

第 2.2節 16種の変異

次に、16の変異として想定されていたものとして、次のように説かれる。

jñānendriyān.y atah. pañca pañca karmendriyān.y api /

vis.ayāh. pañca caikam. ca vikāre s.od. aśam. manah. //MBh 12.203.27

また、知覚器官は 5 種であり、行為器官も 5 種である。そして、対象は 5 種であ

り、さらに、変異したもの（vikāra）における第 16番目に、マナスが 1種ある。

つまり、5知覚器官・5行為器官・5つの対象・マナスの合計 16をあげる。また、こ 16種

の変異は、アートマンに仕えるものでありながら、神格とも言われる。

vidyāt tu s.od. aśaitāni daivatāni vibhāgaśah. /

dehes.u jñānakartāram upāsı̄nam upāsate //MBh 12.203.31
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そして、これら 16の神格は、個々に、諸々の身体に付随する認識する者（認識を

司る者、認識主体＝アートマン）に仕えている、と知るべし。

さて、それら 16種の変異の詳細については、27偈から 28偈において説かれる。

śrotram. tvak caks.us. ı̄ jihvā ghrān. am. pañcendriyān.y api /

pādau pāyur upasthaś ca hastau vāk karman. ām api //MBh 12.203.28

śabdah. sparśo ’tha rūpam. ca raso gandhas tathaiva ca /MBh 12.203.29ab

耳、皮膚、目、舌、鼻が 5種の感覚器官であり、そして、両足、肛門、生殖器、両

手、発声器官が行為の〔器官〕である。そして、音声、接触、色、味、そして香り

〔が対象〕である。

5知覚器官は耳・皮膚・目・舌・鼻であり、5行為器官は両足・肛門・生殖器・両手・発声

器官であり、5つの対象は音声・接触・色・味・香りである。

次の 29cdには、マナスの機能として、次のように説かれる。

vijñeyam. vyāpakam. cittam. tes.u sarvagatam. manah. //MBh 12.203.29cd

それらにおいて、遍在する心（citta）は行き渡るマナスであると理解すべし24。

マナスは、他の 10に遍在するということであろう。また、次のようにも説かれる。

rasajñāne tu jihveyam. vyāhr.te vāk tathaiva ca /

indriyair vividhair yuktam sarvam. vyastam. manas tathā //MBh 12.203.30

さて、味の知覚においてこの舌（味覚）になる。そして同様に、話すときには発声

器官になる25。そのように、多様なインドリヤ（感覚器官）と結びついたマナスは

全てに広がるものである。

何がインドリヤになるのかは分からないが、マナスはインドリヤと結びついて活動するこ

とは明らかである。いずれにせよ、マナスは、身体に遍在するものと考えられていたよう

である。ここだけでは判断できないが、古典サーンキヤ思想でのインドリヤとアハンカー

ラをつなげるマナスと同じ機能が想定されていたのかもしれない。

マナスは SK においては、サットヴァ性のヴァイクリタ・アハンカーラから開展す

る26が、ここでも同様にサットヴァ性のものであることが説かれる。それは次の通りで

ある。

24 対象にまでマナスは行き渡る。さらに、マナス＝チッタと考えられている。
25 187章でのバイテネンの説を考えれば、ブッディが舌になり、発生期間になるということか。
26 「『ヴァイクリタ・アハンカーラ』（vaikr.ta-ahaṅkāra）から、サットヴァ性の 11から成るものが開展する。
『ブーターディ〔・アハンカーラ〕』（bhūtādi-ahaṅkāra）から、タマス性の微細要素が〔開展する〕。『タイ
ジャサ〔・アハンカーラ〕』（taijasa-ahaṅkāra）から、両者が〔開展する〕。」（SK 25）
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manah. sattvagun. am. prāhuh. sattvam avyaktajam. tathā /

sarvabhūtātmabhūtastham. tasmād budhyeta buddhimān //MBh 12.203.33

マナスはサットヴァのグナ（属性）であると言われる。さらに、サットヴァは未顕

現（avyakta）から生じたものである。それ故に、ブッディを持つ者（buddhimān、

理性ある人）は、〔マナスは〕あらゆる存在物（一切生類）の本質として存在して

いる、と理解すべし。

マナスはサットヴァのグナ（属性）であることが言明されている。さらに、あらゆる存在

物（一切生類）の本質として存在していることから、先にも見たように、ここでも、マナ

スの遍在性が説かれている。ここで、サットヴァは未顕現から生じたものとされているの

は、興味深い。SKでは未顕現すなわちプラクリティは 3種のグナの均衡状態とされてい

るが、ここでは、未顕現から生まれるとされ、大きく異なるものである。しかし、その他

に説明はなく、ブッディやアハンカーラなど、その他の原理との対応は不明瞭である。

第 2.3節 粗大元素と知覚器官・対象の対応

5粗大元素と知覚器官・対象の対応が説かれている箇所があるが、その対応の仕方には

不明な点が多い。

tadvat somagun. ā jihvā gandhas tu pr.thivı̄gun. ah. /

śrotram. śabdagun. am. caiva caks.ur agner gun. as tathā /

sparśam. vāyugun. am vidyāt sarvabhūtes.u sarvadā //MBh 12.203.32

同様に、全ての存在物において、舌（味覚）は水〔元素〕のグナ（属性）であり、ま

た、香りは地〔元素〕のグナ（属性）である。耳（聴覚）は音声のグナ（属性）で

あり、そしてまた、目（視覚）は火〔元素〕のグナ（属性）である。さらに、接触

は風〔元素〕のグナ（属性）である、と常に知るべし。

これらの対応関係をまとめると次のようになる。

• 舌（味覚）　—　水〔元素〕のグナ（属性）

• 香り　　　　　—　地〔元素〕のグナ（属性）

• 耳（聴覚）　—　音声のグナ（属性）

• 目（視覚）　—　火〔元素〕のグナ（属性）

• 接触　　　　—　風〔元素〕のグナ（属性）

粗大元素が根本原因であり、知覚器官およびその対象は変異であるから、粗大元素のそれ

ぞれから知覚器官とその対象が生み出されると考えられる。しかし、語句が統一されてお
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らず、順番もばらばらである。“śrotram. śabdagun. am”「耳は音声の性質であり」となって

おり、虚空の代わりに知覚器官の対象である音声があげられている。また、地と風のグナ

（属性）の箇所でも、知覚器官の代わりに香りと接触という知覚器官の対象があげられて

いる。さらに、25偈と 26偈であげられた粗大元素と語句が若干異なる。水の粗大元素は

“āpas”から “soma”に変わり、“tejas”は “agni”に置き換わっている。これらの対応関係

を補い、展開の順序にそって整理すると、図表 8の通りである。

5 mahābhūtāni 5 buddhīndriyāṇi 5 viṣāyaḥ

ākāśa śrotra śabda
（虚空の粗大元素） （耳、聴覚） （音声）

vāyu tvac sparśa
（風の粗大元素） （皮膚、触覚） （接触）

agni cakṣus rūpa
（火の粗大元素） （目、視覚） （色）

soma jihvā rasa
（水の粗大元素） （舌、味覚） （味）

pṛthivī ghrāṇa gandha
（地の粗大元素） （鼻、嗅覚） （香り）

（太字のイタリックおよび斜体は、原文にないもの）

（5粗大元素） （5知覚器官） （5知覚器官の対象）

図表 8 MBh 12.203における粗大元素と知覚器官・対象の対応

第 2.4節 小結

以上のように、ここでは、8 種の根本原因と 16 種の変異の説が見られる。8 根本原因

は、プラクリティ→ブッディ→アハンカーラ→虚空→風→火→水→地という順序を考え

ることができる。さらに、5種の知覚器官（耳・皮膚・目・舌・鼻）、5種の行為器官（両

足・肛門・生殖器・両手・発声器官）、5種の対象（音声、接触、色、味、香り）、マナス、

これらが 16の変異である。つまり、世界の原理を 8根本原因と 16変異に分ているので

ある。しかし、この 2者の関係は、はっきりしない。根本原質とその変異という関係なの

で、8根本原質から 16変異が展開するということが想定されているのであろうが、何が

どこから生み出されるのかまでは分からない。対応関係を補って考えると、水→舌・味、

地→鼻・香り、虚空→耳・音声、火→目・色形、風→皮膚・接触となる。おそらくは、5粗
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大元素からそれに対応する、5知覚器官とその対象が生み出されるとも想定できるが、こ

の箇所は不鮮明であり、決定できない。また、5種の行為器官については記述がなく、ど

こから生み出されるかは分からない。マナスは、サットヴァ性の未開展のものから、生み

出されるとされるが、サットヴァと原理の関係は不明である。

以上、まとめると図 9のように想定できる。

第 3節 Moks.adharma-Parvan第 291章における 25原理説

この節では「モークシャダルマ篇」第 291章27を取り上げ、そこに説かれる諸原理の展

開について考察する。ここでは、8種の根本原因と 16種の変異の説に基づきつつも、25

原理によって世界を説明する独自の理論を展開する。

第 3.1節 マハットとアハンカーラの創造

まず、マハットとアハンカーラの創造について見てみたい。それは、次のように説か

れる。

avyaktād vyaktam utpannam. vidyāsargam. vadanti tam /

mahān tam. cāpy aham. kāram avidyāsargam eva ca //MBh 12.291.21

未顕現（avyakta）から顕現（vyakta）が生じる。〔人々は〕それを知の創造（vidyāsarga）

と言う。さらにまた、それをマハットとも〔言う〕。そして、まさにアハンカーラ

を無知の創造（avidyāsarga）と〔言う〕。

このように未顕現（avyakta）から顕現（vyakta）が創造され、それは知の創造（vidyāsarga）

と呼ばれる。それはマハットと呼ばれるということから、知の創造（vidyāsarga）とは、未

顕現（avyakta）からマハットの創造と考えられる。一方、アハンカーラの創造は無知の

創造（avidyāsarga）と呼ばれる28。この未顕現（avyakta）というものはおそらくプラクリ

ティに対応すると思われるが、はっきりと分からない。後述するが、この章では、25番目

の原理をヴィシュヌとし、もう一つ、24番目の原理についても取り上げている。この箇所

だけ見れば、プラクリティに相当する 24番目の原理が、この未顕現（avyakta）であり、

その未顕現がマハットを創造するということに解せよう。

一方、マハットの創造については、次のようにも説かれる。

sr.jaty anantakarmān. am. mahāntam. bhūtam. agrajam /

27 ヴァスィシュタ仙とカラーラ・ジャナカ王の対話。
28 創造説における知（vidyā）と無知（avidyā）の対応は LT 3にも見られる。
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mūrtim antam. amūrtātmā viśvam. śambhuh. svayambhuvah. /MBh 12.291.15abcd

〔シャンブは〕終わりなく行為する最初に生まれた存在物であるマハットを、創造

する。〔すなわち〕無形態のスヴァヤンブーであるシャンブ（シヴァ）は、形ある

ものすべてを〔創造する〕。

この偈の前後関係から、シャンブがマハットを創造したと考えられる29。この前の段階で

は、創造の始まりはブラフマーとカルパについて語られ、続いてシャンブについて述べら

れる。シャンブとブラフマーの関係は明確ではないが、創造神であるブラフマーが思い起

こされるため、何らかの形でシャンブをブラフマーの創造説に関連させようとしている意

図があるのであろう。また、シャンブと未顕現（avyakta）の対応関係が想定できるが、こ

れも明確には説かれてはいない。両者の関係性が曖昧のままにこれらを併記しているので

ある。未顕現（avyakta）からマハットの出現という原理展開、そしてシヴァとブラフマー

の創造神話、これら 2つの創造説を融合させようと試みているが、強引に結びつけようと

した印象を受ける。

さらに、マハットには多くの異名が説かれる。

hiran. yagarbho bhagavān es.a buddhir iti smr.tah. /

mahān iti ca yoges.u viriñca iti cāpy uta //MBh 12.291.17

sām. khye ca pat.hyate śāstre nāmabhir bahudhātmakah. /

vicitrarūpo viśvātmā ekāks.ara iti smr.tah. //MBh 12.291.18

vr.tam. naikātmakam. yena kr.tsnam. trailokyam. ātmanā /

tathaiva bahurūpatvād viśvarūpa iti smr.tah. //MBh 12.291.19

〔一方〕この聖なるものは、ヒラニヤガルバであり、ブッディと言われる。また、

ヨーガにおいてはマハットと〔言われ〕、さらにヴィリンチャ（viriñca）とも〔言わ

れる〕。

そして、多様な性質を持つもの（bahudhātmaka）〔すなわちマハット〕は、サーン

キヤの聖典（śāstra）において、諸々の名前によって言明される。〔それは〕多様

な形を持つもの（vicitrarūpa）、ヴィシュヴァートマン（viśvātman）、一音節のもの

（ekāks.ara）と言われる。

かのアートマンによって、多数からなるものである三界の全ては、覆われている。

まさにそのように、多様なものであるから、〔マハットは〕ヴィシュヴァルーパと

29 プーナ版では偈の番号がずれる。中村氏はプーナ版に基づいて 14偈から 15偈について次のように訳し
ている。「1ユガは 12000年であり、1カルパは 4ユガであると知られよ。1000カルパを覆う期間が、梵
天の 1日であるという。（14）　梵天の夜もそれと同じ〔量〕である。王よ。その〔夜の〕終りに〔シャ
ンブ＝シヴァ神は〕醒める。そして、初生の存在として、無窮の活動をなすマハーン（mahān）を創造す
る。（15）」[中村 1998a: pp. 717–718]
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言われる。

マハットの異名としてあげられているものは、ヒラニヤガルバ、ブッディ、ヴィリンチャ

（viriñca）、多様な性質を持つもの（bahudhātmaka）、多様な形を持つもの（vicitrarūpa）、

ヴィシュヴァートマン（viśvātman）、一音節のもの（ekāks.ara）である。また、次の偈に示

したとおり、ヴィシュヴァルーパとも呼ばれる。このように、多くの異名が与えられてい

ることから、その重要性が理解できるであろう。黄金の胎児であるヒラニヤガルバやヴィ

リンチャすなわちブラフマーに関係するものと同一視することにより、物質を超えたもの

としての創造者の性質を有するが、一方では、多様な性質や形を持つことから展開するも

の、すなわち物質的根源の性質を有していることが想定できる。

そして次のようにも説かれる。

vr.tam. naikātmakam. yena kr.tsnam. trailokyam. ātmanā /

tathaiva bahurūpatvād viśvarūpa iti smr.tah. //MBh 12.291.19

かのアートマンによって、多数からなるものである三界の全ては、覆われている。

まさにそのように、多様なものであるから、〔マハットは〕ヴィシュヴァルーパと

言われる。

アートマンによって世界は覆われており、マハットは多様なるもの、すなわち、顕現

（vyakta）ということが理解できる。このアートマンは何を指しているのか判然としない。

16偈30において、シャンブは世界全てを覆うことが説かれているので、おそらくアートマ

ンはシャンブのことを示しているのであろうが、後の偈を考慮すればヴィシュヌの可能性

も排除できない。いずれにせよ、唯一なるものが、多様な世界を覆っていてることだけは

確かである。そして、マハットはその唯一なるものに管理されているのである。

さて、上述したように、アハンカーラの創造は無知の創造（avidyāsarga）と呼ばれる。

そのため、マハットからアハンカーラが生じる創造と考えられるが、MBh 12.291.21の箇

所だけで考えれば、未顕現（avyakta）からアハンカーラが創造されるのかもしれない。ア

ハンカーラの創造は、また、次のようにも説かれる。

es.a vai vikriyāpannah. sr.jaty ātmānam ātmanā /

aham. kāram. mahātejāh. prajāpatim aham. kr.tam //MBh 12.291.20

まさに転変が始まったこれは、自ら自己を創造する。大いに輝く者は、アハンクリ

タ（自己の意識）を持ったプラジャーパティであるアハンカーラを〔創造する〕。

30 sarvatah. pān. ipādāntam. sarvatoks.iśiromukham /
sarvatah. śrutimal loke sarvam. āvr.tya tis.t.hati //MBh 12.291.16
〔シャンブは〕いたるところに四肢があり、いたるところに目、頭、口（顔）があり、いたるところに耳を
有し、世界において、全てを覆い、住する。
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この大いに輝くものが何を指すのであろうか。明らかなことは、この大いに輝くものがア

ハンカラーラを創造するということである。さらに、次の偈を見てみたい。

avidhiś ca vidhiś caiva samutpannau tathaikatah. /

vidyāvidyeti vikhyāte śrutiśāstrārthacintakaih. //MBh 12.291.22

非規則（avidhi）と規則（vidhi）とは、同様に、唯一なるものから共に生じる。天啓

聖典と教典の意味を熟慮する者たちによって、〔それは〕知（vidyā）と無知（avidyā）

と呼ばれる。

非規則と規則の創造を説いた箇所であるが、その cdパダに、それぞれが知と無知と同定

されているのが見出される。MBh 12.291.21に当てはめれば、知の創造とは、未顕現から

顕現が生じるマハットの創造であり、知であり、非規則である。一方、無知の創造は、ア

ハンカーラの創造であり、無知であり、規則である。そして、これらはいずれも唯一のも

のから生じる。すなわち、マハットもアハンカーラもいずれも唯一のもの—ここでは未顕

現（avyakta）のことである—を根源とするのである。

このように、アハンカーラの出現とは、無知の創造と呼ばれ、大いに輝くものによって

創造され、そして、共に未顕現（avyakta）から生じるということである。そこで、アハン

カーラの出現において、考え得る可能性は 2つである。すなわち、(1)マハットからアハ

ンカーラが生み出される、(2)未顕現（avyakta）からアハンカーラが生み出される、とい

うことである。そこで、20偈 abパダの「まさに転変が始まったこれは、自ら自己を創造

する」（“es.a vai vikriyāpannah. sr.jaty ātmānam ātmanā”）というところに着目したい。転変

が始まったということから、顕現（vyakta）であり、原理の展開の中で最初の段階と考え

られる。また、17～19偈までの中心論題はいずれもマハットであり、その文脈から推測

すれば、「転変が始まったこれ」はマハットと考えるのが妥当であろう。そして、自ら自己

を創造するということは、自己を自己として認識することであり、まさにアハンカーラの

創造である。すなわち、20偈 abパダでは、マハットからアハンカーラが展開するという

ことが説かれているのである。また、大いに輝く者がマハットであるならば、マハットか

らアハンカーラが生じることが容易に想像できる。しかし、この「大いに輝く者がマハッ

ト」がシャンブとも考えられる。その場合、シャンブは創造を司る存在として、顕現はし

ていなく、支配するものである。あえて言うならば、未顕現が質量因として、シャンブが

動作因として、それぞれの機能を有しているとも考えられる。すなわち、シャンブは、未

顕現を根源としてマハットを、そしてマハットからアハンカーラを創造し、それら支配す

るということである。

さて、アハンカーラの異名もいくつかあげられていたが、特にプラジャーパティ神に対

応させているのは興味深い。このプラジャーパティとの対応は、ABS 7.16にも見られる

もので、古典サーンキヤでは迷妄の原因とも成るであろうアハンカーラが、神格と対応す
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ることは、SKなどでは見られない説である。

第 3.2節 アハンカーラから生み出されるもの

次にアハンカーラからの創造について考察したい。アハンカーラからの創造は次のよう

に説かれる。

bhūtasargam aham. kārāt tr.tı̄yam. viddhi pārthiva /

aham. kāres.u bhūtes.u caturtham. viddhi vaikr.tam //MBh 12.291.23

アハンカーラからの存在物の創造を第 3 と知れ。プリター夫人の子よ。〔また、〕

諸々のアハンカーラ〔から生まれた〕存在物における変異したもの（vaikr.ta）を第

4と知れ。

アハンカーラからの存在物の創造が第 3とされ、変異したもの（vaikr.ta）が第 4の創造と

される。そのため、第 1の創造はマハットの創造、第 2の創造はアハンカーラであると考

えられる。これら、存在物と変異とは何を示しているのか。そこで、次の偈に注目したい。

vāyur jyotir athākāśam āpo ’tha pr.thivı̄ tathā /

śabdah. sparśaś ca rūpam. ca raso gandhas tathā eva ca //MBh 12.291.24

風、火、虚空、水、地、並びに、音声と接触と色、味、香り、実に〔それらが、そ

れぞれ〕である。

以上のように、風、火、虚空、水、地という 5つと、音声、接触、色、味、香り、という

5つ、計 10種類が数えられる。これらは、すなわち、粗大元素と知覚器官の対象である

が、それらが存在物と変異であろう。つまり、第 3の創造はアハンカーラから 5粗大元素

が生まれることであり、第 4の創造は 5知覚器官それぞれの対象が生まれることである。

そして、これらの 10の集まりは、「このように、同時に 10からなる集まりが生じたこと

に、疑いない」（“evam. yugapad utpannam. daśavargam asam. śayam” MBh 12.291.25ab）と

される。

さらに、第 5の創造として次のように説かれる。

pañcamam. viddhi rājendra bhautikam. sargam arthavat //MBh 12.291.25cd

大王よ。存在物から作られた創造（bhautikam. sargam）を第 5として、その通りに

知れ。

すなわち、第 5の創造とは、存在物から作られた創造とされる。この存在物と呼ばれるも

のは、前偈で説かれた 5粗大元素のことを指すと考えられる。そして、存在物から作られ

たものは次の通りに説かれる。
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śrotram. tvak caks.us. ı̄ jihvā ghrān. am eva ca pañcamam /

vāk ca hastau ca pādau ca pāyur med. hram tathā eva ca //MBh 12.291.26

耳、皮膚、両眼、舌、5番目には鼻、同様に、発声器官と両手と両足と肛門および

生殖器である。

すなわち、5知覚器官と 5行為器官である。これらが 5粗大元素から生み出されるのであ

ろう。しかし、疑問も残る。25偈で第 5の創造のことをことを “bhautika”と表している。

この語だけ見れば、実際に存在する何かを指しているとも解することができるため、感覚

器官だけでなく身体そのものかもしれない。以上のように説かれた創造の段階は次の通り

である。

• 第 1の創造：未顕現（avyakta）→マハット

• 第 2の創造：マハット→アハンカーラ

• 第 3の創造：アハンカーラ→ 5粗大元素

• 第 4の創造：アハンカーラ→ 5つの対象

• 第 5の創造：5粗大元素→ 10器官（5知覚器官と 5行為器官）

マナスはそれに続いて説かれている。

buddhı̄ndriyān. i caitāni tathā karmendriyān. i ca /

sam. bhūtānı̄ha yugapan manasā saha pārthiva //MBh 12.291.27

これらの知覚器官と行為器官とは、この世において、マナスと共に同時に生起し

た。王よ。

知覚器官と行為器官とは同時に生み出されたので、マナスも同時に生起したとされる。知

覚・行為器官と同じものであれば、粗大元素から誕生したのであろう。また、同時に生起

したということから第 5 の創造に含まれると考えてよい。しかし、マナスの性格につい

て一切触れられていなく、その扱いは曖昧であり、MBh第 12巻 187章31や『バガヴァッ

ド・ギーター』32にみられるようなマナスの創造的機能は一切見出せない。むしろ、古典

サーンキヤに類似するように、感覚器官と同列に扱っているのである。そして、非精神的

というべき物質的創造はアハンカーラに付されている。未顕現（avyakta）、マハット、ア

ハンカーラと続く創造は、精神的な創造であるが、しかし、アハンカーラからの創造は、

非精神的、物質的な創造へと移るのである。このようなイメージは SKに見られるアハン

カーラの 3種類33にも繋がると考えられる。

31 第 2章第 1節を参照。
32 第 2章第 6節を参照。
33 「『ヴァイクリタ・アハンカーラ』（vaikr.ta-ahaṅkāra）から、サットヴァ性の 11から成るものが開展する。
『ブーターディ〔・アハンカーラ〕』（bhūtādi-ahaṅkāra）から、タマス性の微細要素が〔開展する〕。『タイ
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第 3.3節 25番目の原理と 24番目の原理

ここまで、第 291章における 1から 24番目の原理について考察したが、25番目の原理

について考察したい。まずは 37偈を参照する。

pañcavim. śatimo vis.n.ur nistattvas tattva sam. jñakah. /

tattvasam. śrayan. ād etat tattvam āhur manı̄s.in. ah. //MBh 12.291.37

25番目のヴィシュヌは、〔本来は〕原理を超えたものであるが、原理と名づけられ

る。原理が依拠するものであるから、知者たちはこれを原理と言った。

このように 25番目の原理としてヴィシュヌがあげられる。25番目、すなわち、サーンキ

ヤ思想でのプルシャやクシェートラジュニャに相当するものであるが、ここでは明白に

ヴィシュヌとされていることは、SKなどの説とは大きく異なるものである。そして、こ

の 25 番目のヴィシュヌは、他の 24 原理が依拠するところであるから、原理を超えてい

るにもかかわらず、原理に分類されるという。原理の原語 “tattva”は、世界の構成要素で

あるカテゴリーを意味し、当然ヴィシュヌは本来そのような範疇に含まれないものである

が、ここでは便宜的に原理に列挙されている。言い換えるならば、物質世界を超越しつつ

も、物質世界に束縛されているということである。さらに、次のようにも説かれる。

yad amūrty asr.jad vyaktam. tat tan mūrty adhitis.t.hati /

caturvim. śatimo vyakto hy amūrtah. pañcavim. śakah. //MBh 12.291.38

かの形なきもの（amūrti）は顕現（vyakta）を創造したが、それ故それは形あるも

の（mūrti）として存在している。なぜなら、24は顕現（vyakta）であり、25番目

は形なきもの（amūrta）であるから。

このように、形なきもの（amūrti、amūrta）がヴィシュヌであり、それが顕現（vyakta）す

なわち形あるもの（mūrti）を創造したということである。しかし、先の第 3.1節と内容

が矛盾する。先の箇所に準ずれば、24番目の原理は、未顕現（avyakta）であるはずであ

る。また、この偈は、「かの形なきもの（amūrti）は顕現（vyakta）を創造したが、それ故

それは形あるもの（mūrti）を支配する」とも訳せるが、その場合、形なきもの（amūrti）

が形あるもの（mūrti）を支配すると解せるであろう。中村氏はプーナ版に基づき、「滅す

るもの（＝流出の性質のプラクリティ）が、〔果として〕顕現を生じたのであるから、こ

れらはすべて形体を持つ。それを未顕現なる第二十四は管理する。第二十五は形を持たな

い。〔故に世界を管理するということはできない。〕」と訳す34。そして、中村氏は「ここ

ジャサ〔・アハンカーラ〕』（taijasa-ahaṅkāra）から、両者が〔開展する〕。」（SK 25）
34 [中村 1998a: p. 721]
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ではプラクリティが宇宙の管理者であって、ヴィシュヌはそうではないことを示す。ヴィ

シュヌ（＝ブラフマ、アクシャラ）は宇宙に遍満する遍充者（vyāpaka）であるが、管理

者ではない、と。」という解釈を示している35。プーナ版は次のように示される。

pam. cavim. śatimo vis.n. ur nistattvas tattva sam. jñitah. /

tattvasam. śrayan. ād etat tattvam āhūr manı̄s.in. ah. //MBh 12.291.38 (＝ 37)

yan martyam asr.jad vyaktam. tat tan mūrty adhitis.t.hati /

caturvim. śatimo ’vyakto hy amūrtah. pam. cavim. śakah. //MBh 12.291.39(＝ 38)

プーナ版に基づくならば、まるで解釈が異なり、未顕現（avyakta）が 24番目の原理とな

る。形なきもの（amūrti）がヴィシュヌすなわちプルシャとなり、形あるもの（mūrti）が

未顕現（avyakta）・プラクリティとなり、そして顕現（vyakta）が 23の原理となる。しか

し、この章では、プラクリティは 1カ所のみで、原理としては理解しがたい36。ここでは、

根本原質と精神原理の解釈が曖昧で、混乱しているように見える。

第 3.4節 3種のグナと生まれの 3段階

SKに類似した 3種のグナと生まれの 3段階が結び付けられている説は、この章におい

ても言及される。それは以下のように説かれる。

tamah. sattvarajoyuktas tāsu tāsv iha yonis.u /

lı̄yate ’pratibuddhatvād abuddhajanasevanāt //MBh 12.291.42

タマス・サットヴァ・ラジャスを具備した者は、この世において、様々なヨーニ

（胎）に帰入する。目覚めない（＝覚らない）が故に、〔また、〕無知なる人々に仕

えるから。

サットヴァ、ラジャス、タマス、これら 3種のグナの影響によって、生まれは様々に変化

するという。さらに、その次の偈においても、「タマスによって様々なタマスの状態を獲

得し、ラジャスによってラジャス性を、サットヴァによってサットヴァ性を〔獲得する〕」

（MBh 12.291.44）と説かれ、かなり冗長な印象を受ける。そして、45偈では次のように

説かれる。

35 [中村 1998a: p. 1092]
36 プラクリティが説かれている偈は次の通りである。

evam es.a mahān ātmā sargapralayakovidah. /
vikurvān. ah. prakr.timān abhimanyaty abuddhimān //MBh 12.291.41
このように、このマハット・アートマン（大なるアートマン、mahān ātmā）は、創造と帰滅を経験し、転
変するものであり、プラクリティ（物質性）を持ち、愚者であり、我執する。
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śuklalohitakr.s.n. āni rūpān. y etāni trı̄n. i tu /

sarvān. y etāni rūpān. i jānı̄hi prākr.tāni vai //MBh 12.291.45

しかるに、これら三種は、白・赤・黒の色を持つ。実に、プラークリタ（プラクリ

ティから生じる一切の被造物、創造物）は、これら全ての色を持つと知るべし。

3種のグナを白、赤、黒という 3色に見立て、白はサットヴァ、赤はラジャス、黒はタマ

スを示していることは明白である37。そして創造物はこの 3つの色全てを持つと言うこと

から、万物は 3種のグナを具備していることを説明しているのであろう。しかし、順番が

それぞれ異なる。42偈では、タマス、サットヴァ、ラジャスの順番で、44偈では、タマ

ス、ラジャス、サットヴァ、そして 45偈はサットヴァ、ラジャス、タマスの順である。こ

のような近接した偈の中で、順番をそろえないことは不自然で、おそらく、様々な説をそ

のまま、整理せずに用いているためであろう。そして、生まれの段階については次のよう

に説かれる。

tāmasā nirayam. yānti rājasā mānus.ām. s tathā /

sāttvikā devalokāya gacchanti sukhabhāginah. //MBh 12.291.46

タマス性の人々は地獄（niraya）に行く。また、ラジャス性の人々は人間界に〔行

く〕。サットヴァ性の人々は神の世界に行き幸福を享受する。

サットヴァ性の人々は天界に行き、ラジャス性の人々は人間界に行き、そして、タマス性

の人々は地獄に行く。すなわち古典サーンキヤでは、タマス性は獣の世界とされるが、こ

こでは異なり、タマス性により地獄に至る説が見られる。しかしながら、次の偈では以下

のように説かれる。

nis.kaivalyena pāpena tiryagyonim avāpnuyāt /

pun.yapāpena mānus.yam. pun.yenaikena devatāh. //MBh 12.291.47

純然たる悪によって獣のヨーニ（胎）に、善と悪によって人間の〔ヨーニ（胎）〕に、

善のみによって神の〔ヨーニ（胎）〕に至るであろう。

善行により神の胎、善と悪により人間の胎、悪行により獣の胎へと至る。ここでは、獣の

説だけでなく地獄の説も見られる。これでは同一章内で矛盾してしまわないだろうか。こ

のことに対する説明はない。

37 この 3色の対応は、ŚvetUp 4.5においも見られるが、そこでは、白、赤、黒の順ではなく、赤、白、黒の
順である。3種のグナを指すとも、熱（tejas）・水（āpas）・食物（annam）という 3形態（torirūupa）を指
すとも考えられている。第 1章第 2.4節を参照。
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第 3.5節 小結

第 291章は未開展のものからマハット、アハンカーラが発生し、そして、アハンカーラ

から風・火・虚空・水・地の 5粗大元素とその変異である声・触・色・味・香の 5対象、計

10種が同時に生みだされる。第 3の創造が 5粗大元素で、第 4の創造である変異したも

のとは、5つの対象のことである。そして、第 5の創造として、知覚器官（耳・皮膚・両

眼・舌・鼻）と行為器官（言葉・両手・両足・肛門・生殖器）とマナスが同時に 5粗大元

素から生みだされると考えられるが、マナスの性質については説かれていない。いずれに

せよ、8つの根本原因と 16の変異の説では、5粗大元素から 5つの対象が生みだされた

と想定できるが、ここでは、それらの 10が、アハンカーラから生み出される並列パター

ンを想起させる。つまり、古典サーンキヤに見られるように、直列パターンが並列パター

ンに変わるアハンカーラの創造的機能につながるものではないだろうか。

また、第 25番目は形なきものとして、第 24番目の形あるものから切り離しているのも

注目される。形なきものが形あるものに依存し、原理の内に含まれるということは、SK

におけるプルシャ独存につながるとも解せられるであろう。また、タマス・サットヴァ・

ラジャスはプラークリタ（prākr.ta）と関連して説かれ、25番目（ヴィシュヌ）以外のあら

ゆるものに内在しているという、世界の構成要素でもある SKの 3種のグナにつながるも

のとも考えられる。また、先の『シュヴェーターシュヴァタラ・ウパニシャッド』との類

似も注目したい。さらに、この 291章は、白・赤・黒の色が明確に 3種のグナであると説

き、ウパニシャッドの伝統を保持しつつ、サーンキヤの思想を展開した箇所となっている。

第 4節 Moks.adharma-Parvan第 298章における 24の原理
と 9の創造説

この節では「モークシャダルマ篇」第 298章38について取り扱う。この章では、8種の

根本原因と 16種の変異の説に類似した 24の原理の説が見られるが、一方で、9の創造の

説について説かれている。これら 2種類の創造説による原理展開を考察する。

第 4.1節 24の原理説：8種の根本原因と 16種の変異

ここでの原理展開では、まず始めに、8つの根本と 16の変異の説が見られる。それは

次のように説かれる。

38 ヤージュニャヴァルキヤ仙とジャナカ王の対話。
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as.t.au prakr.tayah. proktā vikārāś cāpi s.od. aśa /

atha sapta tu vyaktāni prāhur adhyātmacintakāh. //MBh 12.298.10

プラクリティは 8つであり、また、変異（vikāra）は 16であると言われている。さ

て、内なるアートマンを思慮する者たち（adhyātmacintakāh.）は、〔それら 8つのプ

ラクリティのうち〕顕現（vyakta）は 7つであると言う39。

ここでは、プラクリティすなわち生み出すもの、根本的な原因として 8つのものが、そし

てその変異として 16 のものが確認できる40。ただし、未顕現（avyakta）以外の 7 つは、

顕現したものとされ、未顕現のものから生み出されたものということである。8つの根本

原因がそれぞれ何であるかは次の 11偈にあげられている。

avyaktam. ca mahāmś caiva tathāham. kāra eva ca /

pr.thivı̄ vāyur ākāśam āpo jyotiś ca pañcamam //MBh 12.298.11

〔8 つのプラクリティとは〕未顕現（avyakta）、マハット（mahat）、そしてアハン

カーラ（aham. kāra）であり、さらに、地（pr.thivı̄）、風（vāyu）、虚空（ākāśa）、水

（āpas）、〔粗大元素の〕5番目としての火（jyotis）である。

etāh. prakr.tayas tv as.t.au vikārān api me śr.n. u /MBh 12.298.12ab

さて、これら 8つがプラクリティ（根本原因）である。また、〔16の〕変異（vikāra）

も私に聞け。

以上にように、8つのプラクリティとして、未顕現（avyakta）、マハット（mahat）、アハン

カーラ（aham. kāra）、地（pr.thivı̄）、風（vāyu）、虚空（ākāśa）、水（āpas）、火（jyotis）が

あげられている。しかし、未顕現以外の 7つのものに関して、ここでは展開の順序は説か

れておらず41、列挙されているだけである。ただし、203章などと列挙されている原理は

一致する。第 203章では 5粗大元素のあげられている順序が異なり、この “pr.thivı̄ vāyur

ākāśam āpo jyotiś ca pañcamam”の一節は第 187章とまったく同じである。

さらに続いて 16の変異があげられるが、まずは、5つの知覚器官が教示される。

śrotram. tvak caiva caks.uś ca jihvā ghrān. am. ca pañcamam //MBh 12.298.12cd

耳、皮膚、目、舌、そして〔知覚器官の〕5番目としての鼻〔以上が 16の変異のう

ちの 5〕である。

39 中村氏は「内我の考察者たち（adhyātmacintakāh.）は、〔次のものを〕八プラクリティと言う。」[中村 1998a:
p. 760]と訳している。

40 その他、「モークシャダルマ篇」第 294章でも確認できる。第 298章では、24の原理をあげているだけだ
が、第 294章では、25番目の原理として、古典サーンキヤのプルシャに対応するものがあげられている。

41 同章の 16偈から開展の順序が説かれているが、内容が一致しない。次節を参照。
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次に、感覚器官の対象と行為器官が示される。

śabdasparśau ca rūpam. ca raso gandhas tathaiva ca /

vāc ca hastau ca pādau ca pāyur med.hram. tathaiva ca //MBh 12.298.13

そして、音声、接触、色、味、香り、さらに、発声器官（口）、両手、両足、肛門、

生殖器〔以上が 16の変異のうちの 10〕である。

以上のように、マナスを除く 15の変異として、5知覚器官（耳・皮膚・目・舌・鼻）、5つ

の対象（音声・接触・色・味・香り）、5行為器官（発声器官・両手・両足・肛門・生殖器）

があげられている。これらの対応関係は、14偈において説かれている。

ete viśes.ā rājendra mahābhūtes.u pañcas.u /

buddhı̄ndriyān. y athaitāni saviśes.ān. i maithila //MBh 12.298.14

王の中の王よ。これらは、5粗大元素における区別（viśesa）である。そして、これ

らの知覚器官（buddhı̄ndriyān. i）は区別を伴うものである。ミティラーの王42よ。

14ab の “ete” は何を指しているのであろうか。14cd で、知覚器官は「差別を伴うもの」

（saviśes.ān. i）とされているので、おそらく 5つの対象を指すと思われる。しかし、直前の

5つの対象と 5行為器官の 10を指すとも考えられ、その場合は、5行為器官の対応関係

も説かれていることになる。そもそも、古典サーンキヤの開展説を鑑みれば、5知覚器官、

5つの対象、5行為器官という説明の並び方自体が不自然に思われる。第 203章のように

5知覚器官、5行為器官、5つの対象という並び方で説かれる方が妥当に思われる。ここ

では、それぞれの 5粗大元素から、知覚器官とそれぞれの対象が生起したという。5粗大

元素に対応してそれぞれの 5知覚器官とその差別として対象があるということである。し

かし、5粗大元素の順番が対応していないことには注意すべきであろう。つまり、耳・音

声は虚空と、皮膚・接触は風と、目・色は火と、舌・味は水と、鼻・香りは地と対応させ

るのが、順序として自然な流れであるが、この説を採用するに当たって前後関係を整理で

きていないのである43。

一方、マナスは 16番目として以下のようにあげられている。

manah. s.od. aśakam. prāhur adhyātmagaticintakāh. /

tvam. caivānye ca vidvām. sas tattvabuddhiviśāradāh. //MBh 12.298.15

内なるアートマンの帰趨を思慮する者たち（adhyātmagaticintakāh.）、すなわち原理

の知識に精通した者たちである、あなたやそのほかの知者たちは、マナスが 16番

目であると言う。

42 ジャナカ王のこと。
43 MBh第 12巻 187章も同様の対応関係が見られる。
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マナスはどこから生まれるのか、全く説かれていない。しかし、同じ章の中では、説かれ

ているため、後に説明する。

つまり、8 つの物質原理として、未顕現（avyakta）、マハット（＝ブッディ）、アハン

カーラ、地、風、虚空、水、火をあげ、16の変異として、5種の知覚器官（耳・皮膚・目・

舌・鼻）、5種の行為器官（発声器官・両手・両足・肛門・生殖器）、5種の対象（音声、接

触、色、味、香り）、マナスをあげている。

以上のように、ここでは展開の順序は説かれておらず44、列挙されているだけである。

しかし、次の第 299章45には、以下のように説かれる。

sr.jaty aham. kāram r.s.ir bhūtam. divyātmakam. tathā /

caturaś cāparān putrān dehāt pūrvam. mahān r.s.ih. /

te vai pitr.bhyah. pitarah. śrūyante rājasattama //MBh 12.299.7

聖仙は、神聖なる性質を持つ物質的アハンカーラを創造した。大聖仙は、他の 4人

の息子を、（粗大元素からなる）身体より以前に、〔創造した〕。実に、彼等は、父

達のための父であると言われている。最上の王よ。

devāh. pitr̄.nām. ca sutā devair lokāh. samāvr.tāh. /

carācarā naraśres.t.ha ity evam anuśuśruma //MBh 12.299.8

最上の人よ。神々は、父達の息子であり、その神々によって、動くものと動かない

もの〔からなる〕諸々の世界は、覆われていると、このように伝え聞いている。

parames.t.hı̄ tv aham. kāro ’sr.jad bhūtāni pañcadhā /

pr.thivı̄ vāyur ākāśam āpo jyotiś ca pañcamam //MBh. 12. 299. 9

しかるに、最高存在のアハンカーラは、5種の存在物（bhūta）を創造した。地、風、

虚空、水、〔粗大元素の〕5番目の火である。

このように、アハンカーラから 5粗大元素が生まれる事が説かれている。

この第 298章において、8つの根本原因と 16の変異の関係は、はっきりしない。おそ

らく、5つの知覚器官と 5つの対象が 5粗大元素からの展開することは想定できるが、文

44 同章の 16偈から開展の順序が説かれているが、内容が一致しない。同章の 16偈からの 9つの創造と 15
偈までの 24の原理との内容が矛盾しているのである。つまり、9の創造ではマナスから 5大元素が生ま
れるのに対し、24の原理ではマナスは変異であって生み出す力は想定されていないのである。むしろ、ア
ハンカーラから 5大元素が生まれると考えられるのであって、そうなると、全く異なる原理展開になって
しまう。おそらく、前半は「内なるアートマンを熟慮する者達 (adhyātmacintakāh. )」の説で、後半は「覚
者達 (budhāh. )」の説であると考えられる。次の 299章には、アハンカーラから 5種の元素を創造する説
を内なるアートマンを熟慮する者達に帰していることからもこのことが想定されよう。いずれにせよ、こ
の章の作者は、異なるサーンキヤ説を混交して取りいれてしまったのかもしれない。

45 内なるアートマンを熟慮する者達の説である。
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脈上、5つの行為器官も 5粗大元素から生み出されると考えることもできる。

第 4.2節 9の創造説：アハンカーラからマナスが生じる説

16偈から 24偈までは、マナスからの展開を説く特殊な箇所で、創造の順序がはっきり

と説かれている。

avyaktāc ca mahān ātmā samutpadyati pārthiva /

prathamam. sargam ity etad āhuh. prādhānikam. budhāh. //MBh 12.298.16

未顕現（avyakta）から、マハット・アートマン（mahān ātmā、大なるアートマン）

が生じる。王よ。覚者たちは、これを、根本原質に関する第 1の創造と言う。

マハット・アートマン（mahān ātmā、大なるアートマン）は、マハットと同義であり、ブッ

ディに相当するものである。第 1の創造は、未顕現からマハットすなわちブッディの創造

である。

続いて、第 2の創造について説かれる。

mahataś cāpy aham. kāra utpadyati narādhipa /

dvitı̄yam. sargam. ity āhur etad buddhyātmakam. smr.tam //MBh 12.298.17

さらに、マハットからアハンカーラが生じる。王よ。〔覚者たちは〕これを第 2の

創造と言い、ブッディを本性とするものと言われている。

第 2の創造は、ブッディからアハンカーラの創造である。

aham. kārāc ca sam. bhūtam. mano bhūtagun. ātmakam /

tr.tı̄yah. sarga ity es.a āham. kārika ucyate //MBh 12.298.18

また、アハンカーラから、存在物のグナ（性質）を本性とするマナスが生じる。こ

れが、アハンカーラに関する第 3の創造と言われる。

これが第 3の創造である。第 3の創造では、アハンカーラからマナスが生じる。

第 4の創造は次のように説かれる。

manasas tu samudbhūtā mahābhūtā narādhipa /

caturtham. sargam ity etan mānasam. paricaks.ate //MBh 12.298.19

そして、マナスから諸々の粗大元素が生まれる。王よ。〔覚者たちは〕これを、マ

ナスに関する第 4の創造と呼ぶ。

第 4の創造は、マナスから 5粗大元素の創造である。
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śabdah. sparśaś ca rūpam. ca raso gandhas tathaiva ca /

pañcamam. sargam ity āhur bhautikam. bhūtacintakāh. //MBh 12.298.20

音声、接触、色、味、香りが〔5粗大元素から〕同様に〔生じる〕。存在物を思慮す

る者たちは、〔これらを〕粗大元素に関する第 5の創造と言う。

第 5の創造は、5つの対象である。これらは 5粗大元素から生まれると考えられよう。

śrotram. tvak caiva caks.uś ca jihvā ghrān. am. ca pañcamam /

sargam. tu s.as.t.ham. ity āhur bahucintātmakam. smr.tam. //MBh 12.298.21

耳、皮膚、目、舌、〔知覚器官の〕5番目としての鼻〔が生じる〕。つまり、〔覚者たちは、

これらを〕第 6の創造と言い、多くの思慮を性質とするもの（bahucintātmaka）46と

知られている。

第 6の創造は、5知覚器官である。これらは何から生み出されるのであろうか。ここでの

原理展開は直線的な展開を想定しているようであり、5つの対象と考えられる。しかし、

“bahucintātmaka”を「マナス性のもの」と考えれば、マナスからの展開も考えられる。

以下の 7から 9の創造は不明な点が多い。

adhah. śrotrendriyagrāma utpadyati narādhipa /

saptamam sargam ity āhur etad aindriyakam. smr.tam //MBh 12.298.22

下方へと、聴覚作用〔などの〕一群が生じる。王よ。〔覚者たちは〕これらを、第 7

の創造と言い、感覚器官を本性とするものと言われている。

第 7の創造では、知覚器官の作用が生じることを説いている。5つの知覚器官からそれぞ

れの作用が生まれることを説いているのであろうが、サーンキヤ思想では、知覚器官とそ

の作用を分けることはあまり見られないように思われる。これに続いて第 8 と第 9 の創

造が説かれるが、そこから何が生まれるかは明言されていない。本来ならば、行為器官が

説かれることが想定されるが、そのことは全く言及されていない。

ūrdhvasrotas tathā tiryag utpadyati narādhipa /

as.t.amam. sargam ity āhur etad ārjavakam. budhāh. //MBh 12.298.23

上方への流れ（ūrdhvasrotas）、および水平（tiryañc）〔の流れ〕が生じる。王よ。覚

者たちは、これらを、直線的なものという第 8の創造と言う。

46 bahucintāから 5つの知覚器官が生じるとも考えられるが、この bahucintāがいったい何を指しているの
か明確ではない。中村氏は「多くの省察を性質とするもの」[中村 1998a: p. 761]と訳し、ニーラカンタ註
を参照して “bahucintātmakam＝ mānasam”と解している。すなわち、「心的なもの」という解釈でろう。
Ganguliは “... is regarded as having for its essence multiplicity of thought”[Ganguli 1975a: p. 35]と訳して
いる。これも多様な思考を本質とするものであり、精神的なものを想定している。
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tiryaksrotas tv adhah. srota utpadyati narādhipa /

navamam. sargam ity āhur etad ārjavakam. budhāh. //MBh 12.298.24

しかし、水平の流れ（tiryaksrotas）は、下方への流れ（adhah. srotas）を生じる。王

よ。覚者たちは、これらを、直線的なものという第 9の創造と言う。

第 8の創造は上方と水平の流れ、第 9の創造は下方の流れが生じるとされる。下方の流れ

は水平の流れより生じるとされるが、上方と水平の流れはどこから生み出されるのであろ

うか。そもそも、この 3つの流れは一体何のことであろうか。上昇、水平、下降、これら

の 3つの流れによって、創造が遍く広がっていくこと、すなわち、根本原質が遍充すると

いうことが説かれていると考えることもできる。第 7の創造までは、現象世界を構成する

原理の展開であるが、この 3つの流れでは、原理にもとづいて実際に目に見える多様な物

質の創造を説いているのかもしれない。

以上、9つの創造は、流出論と考える事ができよう。不明な点は多いが、マハットから

アハンカーラが生まれ、アハンカーラからマナスが生まれ、そして、マナスから 5粗大元

素が生まれるということは明らかである。つまり、5粗大元素を生み出すものが、アハン

カーラではなく、マナスなのである。

第 4.3節 小結

このMBh第 12巻 298章では、まず、8種の根本物質と 16種の変異の説が説かれる。、

8つの物質原理として、未顕現（avyakta）、マハット（＝ブッディ）、アハンカーラ、地、

風、虚空、水、火をあげ、16の変異として、5種の知覚器官（耳・皮膚・目・舌・鼻）、5

種の行為器官（発声器官・両手・両足・肛門・生殖器）、5種の対象（音声、接触、色、味、

香り）、マナスをあげている。これらの関係は不明瞭で、創造の展開は明らかではない。

しかし、その直後に、原理の展開が説かれる。流出論と考える事ができる 9つの創造で

ある。そこでは、マハットからアハンカーラが生まれ、アハンカーラからマナスが生ま

れ、そして、マナスから 5粗大元素が生まれるということが明らかにされている。すなわ

ち、5粗大元素を生み出すものが、アハンカーラではなく、マナスなのである。

そして、その締めくくりとして次のように説かれる。

etāni nava sargāni tattvāni ca narādhipa /

caturvim. śatir uktāni yathā śrutinidarśanāt //MBh 12.298.25

王よ。これら 9の創造と 24の原理が、聖典が示している通りに語られた。

同章の 16 偈から 24 偈までの 9 つの創造と、前節で考察した 10 偈から 15 偈までの 24

の原理が同列に扱われているのである。だがしかし、両方の説はその内容において矛盾
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点が存在する。つまり、9 つの創造説ではマナスから 5 粗大元素が生まれるのに対し、

24 の原理ではマナスは変異であって生み出す力は想定されていないのである。むしろ、

アハンカーラから 5 粗大元素が生まれると考えられるのであって、そうなると、全く異

なる原理展開になってしまう。おそらく、前半は「内なるアートマンを熟慮する者達」

（adhyātmacintakāh.）の説で、後半は「覚者達」（budhāh.）の説であると考えられる。次の

299章には、アハンカーラから 5種の元素を創造する説を内なるアートマンを熟慮する者

達に帰していることからもこのことが想定されよう。いずれにせよ、この章の作者は、異

なるサーンキヤ説を混交して取りいれてしまったのかもしれない。

第 5節 Nārāyan. ı̄ya-Parvanにおける原理展開

ヴィシュヌ派の伝統の中で、早期に成立したものがパーンチャラートラ派であるが、そ

の思想がMBhの中に見られる。それは「ナーラーヤニーヤ章」（Nārāyan. ı̄ya-Parvan）と呼

ばれ、MBh第 12巻第 321–339章が該当する。サーンキヤ思想はパーンチャラートラ派

の宇宙論の形成に関して多大なる影響を与えたものであり、「ナーラーヤニーヤ章」の中

にもその影響が見られる。本節では、MBh第 12巻第 327章と第 326章に説かれるサー

ンキヤ思想を取り上げ、検証した。

第 5.1節 第 327章における 8つの原理

まず、最初の原理として、至高のアートマン（paramātman）が言及される。

paramātmeti yam. prāhuh. sām. khyayogavido janāh. /

mahāpurus.asamjñām sa labhate svena karman. ā //MBh 12.327.24

サーンキヤ・ヨーガを知る人々は、それ（カルパの始めにおいて展開したもの）を

至高のアートマンと言った。それは、大なるプルシャ（mahāpurus.a）という名を、

自己の行為によって、獲得している。

それは、大なるプルシャ（mahāpurus.a）とも呼ばれる。そして、それから展開するものは

次の通りである。

tasmāt prasūtam avyaktam. pradhānam. tad vidur budhāh. /

avyaktād vyaktam utpannam. lokasr.s.t.yartham ı̄śvarāt //MBh 12.327.25

それから生じた未顕現（avyakta）を覚者達はかのプラダーナ（根本原理、第一のも

の）と知る。世界創造のために、主宰神（ı̄śvara）である未顕現（avyakta）47から顕

47 中村氏は「自在力ある未顕現」と訳す [中村 1998a: p. 949]。
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現（vyakta）が生起した。

すなわち、至高のアートマンから、未顕現（avyakta）が展開する。そして、その未顕現

から顕現（vyakta）が生じるのである。未顕現から生まれるものは大なるアートマン（マ

ハット・アートマン）である。それは、次のように、説かれる。

aniruddho hi lokes.u mahān ātmeti kathyate /

yo ’sau vyaktatvam āpanno nirmame ca pitāmaham /

so ’ham. kāra iti proktah. sarvatejomayo hi sah. //MBh 12.327.26

実に、〔それは〕世界において、アニルッダ、大なるアートマン（mahān ātmā、マ

ハットというアートマン）と言われる。そして、この顕現性（vyaktatva）を獲得し

たもの（アニルッダ）は、祖父を作り出した。それが、アハンカーラであると言わ

れる。実に、それは、あらゆる光からなるもの（tejomaya）である。

この大なるアートマンは、Moks.adharma-Parvanの他の箇所や、MSの例から明らかなよ

うに、マハットと同義であり、SKではブッディに該当するものである。そして、この大

なるアートマンからは、アハンカーラが出現する。

アハンカーラからの展開は次の通りである。

pr.thivı̄ vāyur ākāśam āpo jyotiś ca pañcamam /

aham. kāraprasūtāni mahābhūtāni bhārata //MBh 12.327.27

地（pr.thivı̄）、風（vāyu）、虚空（ākāśa）、水（āpas）、〔粗大元素の〕5番目としての

火（jyotis）、〔これらの〕粗大元素は、アハンカーラから生み出されたものである、

バラタ族の者よ。

アハンカーラからは、地（pr.thivı̄）、風（vāyu）、虚空（ākāśa）、水（āpas）、火（jyotis）と

いう 5粗大元素が生み出される。

以上のように、至高のアートマン→未顕現→大なるアートマン（マハット）→アハン

カーラ→ 5粗大元素というパターンが考えられる。至高のアートマンは、未顕現を生み出

すこと、そして、大なるプルシャと呼ばれることから、SKで見られるような個々人の究

極的主体としてのプルシャというより、原人としてのプルシャとしてのイメージを彷彿と

させる。そして、それ以外の 8つの原理が、実際に世界を構成し、生み出すものとして考

えられているのであろう。
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第 5.2節 第 327章における原理と神格の対応

上述した原理展開において、3つの原理には、それぞれ神格が対応していることが見い

だせる。すなわち、未顕現（avyakta）には主宰神（ı̄śvara）が、大なるアートマンにはア

ニルッダが、アハンカーラには祖父（pitāmaha）が対応している。この祖父はブラフマー

のことである。それは次の偈から明らかである。

vedān vedāṅgasamyuktān yajñān yajñāṅgasamyutān /

nirmame lokasiddhyartham brahmā lokapitāmahah. /MBh 12.327.30abcd

諸々のヴェーダ補助学を含むヴェーダと、諸々のヤジュニャ補助学を含むヤジュ

ニャを、世界の祖父であるブラフマー（＝アハンカーラ）は、世界の完成のために

創造した。

また、大なるアートマンに対応するアニルッダはヴューハ神の一柱である。ヴァース

デーヴァ、サンカルシャナ、アニルッダ、プラディユムナから成る、パーンチャラートラ

派に特徴的なこの創造説は、すでに MBhにおいても言及される48。しかし、この第 327

章の説では、他の 3神は見いだせず、アニルッダのみが言及されている。

この章では、8種の根本原因と 16変異の説に類似した原理展開が想定されるが、16変

異は見いだせない。5 粗大元素の展開以降は、不明な点が多い。まず、次のように説か

れる。

mahābhūtāni sr.s.t.vātha tad gun. ān nirmame punah. /

bhūtebhyaś caiva nis.pannā mūrtimanto ’s.t.a tāñ śr.n. u //MBh 12.327.28

それ（アハンカーラ）は、諸々の粗大元素を創造し、次に、諸々のグナを作り出し

た。そしてまさに、諸々の存在物（bhūta）から（のために？）、8つの物質形態を

持つものが生じた。それらをあなたは聞け。

粗大元素の創造の後に、アハンカーラからグナが創造される。そして、次に 8つの物質形

態が生じる。8つの物質形態が如何なるものかは、次の偈に示される。

marı̄cir aṅgirāś cātrih. pulastyah. pulahah. kratuh. /

vasis.t.haś ca mahātmā vai manuh. svāyambhuvas tathā /

jñeyāh. prakr.tayo ’stau tā yāsu lokāh. pratis.t.hitāh. //MBh 12.327.29

実に、〔その 8とは〕マリーチ、アンギラス、アトリ、プラスティヤ、プラハ、クラ

トゥ、そして偉大なる魂を持つものであるヴァスィシュタ、さらにマヌ・スヴァー

48 次節、第 5.3節を参照
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ヤンブヴァである。それらが、そこにおいて世界が安定しているところの 8つのプ

ラクリティであると知るべきである。

以上のように、8つの物質形態は 8つのプラクリティと呼ばれ、それぞれ、マリーチ、ア

ンギラス、アトリ、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ヴァスィシュタ、マヌ・スヴァーヤ

ンブヴァという、聖仙たちの名が与えられている。聖仙たちが創造説に関与することは、

『マヌ法典』を想起させるが、その説と一致するものではない。

8つの物質形態は何から生まれるのか。“bhūtebhyah. ”を「存在物（bhūta）から」と考え

れば、5粗大元素から 8つの物質形態が生じると考えることができるであろう。しかし、

次のようにも説かれることも考慮したい。

as.t.ābhyah. prakr.tibhyaś ca jātam. viśvam idam. jagat //MBh 12.327.30ef

そして、8つのプラクリティから、このあらゆる世界は生まれた。

すなわち、8プラクリティということから、現象世界を生み出す原理として想定されてい

るのであろう。8種の根本原因と 16変異の説では、この 8プラクリティは、未顕現、マ

ハット、アハンカーラ、5粗大元素を示すものである49。そのため、MBh 12.327.28での

“bhūtebhyah. ”が、「5粗大元素から」ではなく、「存在物のために」8つの物質形態が生ま

れたと解することもできる。そうすると、この 8つの物質形態は、未顕現、大なるアート

マン（マハット）、アハンカーラ、5粗大元素を示していると考えることもできる。いずれ

にせよ、これらの記述だけでは、確定することはできない。

変異については次のように説かれる。

rudro ros.ātmako jāto daśānyān so ’sr.jat svayam /

ekādaśaite rudrās tu vikārāh. purus.āh. smr.tāh. //MBh 12.327.31

怒りの性質を持つルドラが生まれ、彼は、自ら他の 10のものを生んだ。これら 11

のルドラは、変異したプルシャと言われる。

ルドラから、10のルドラが生まれ、合計 11となったルドラは、変異したプルシャと呼ば

れる。変異と呼ばれること、そして、1＋ 10ということから、マナス、5知覚器官、5行

為器官を示しているのかも知れない。

そして、次のように説かれる。

te rudrāh. prakr.tiś caiva sarve caiva surars.ayah. /

utpannā lokasiddhyartham brahmān. am. samupasthitāh. //MBh 12.327.32

まさにこれらのルドラたちとプラクリティとあらゆる神仙たちは、世界の完成のた

49 MBh 12.203; 291; 298などで説かれる。その他、CS 4.1、BC 12などにおいも説かれる。
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めに生まれたものであり、ブラフマーに近づいたものである。

11のルドラたち、プラクリティ、聖仙たちが世界を完成させるために生まれたと言うこと

が説かれる。聖仙たちというのは先に挙げた 8人のことであろうか。しかし、同定されて

いるはずのプラクリティが単数で示され、判然としない。そして、これら世界を構成する

ものたちは、ブラフマーに近づいたということから、ブラフマーと同じく創造者としての

機能を持つものと考えることができる。

以上のように、サーンキヤの原理展開と類似しながらも、神話的要素が混ざり、より一

層複雑な展開を示している。

第 5.3節 第 326章における原理展開とヴューハ説

ヴューハ（配置）とは、パーンチャラートラ派の創造説の中で最も特徴的なものであり、

4柱の神々の顕現である。その神々は、ヴァースデーヴァ、サンカルシャナ、プラディユ

ムナ、アニルッダである。サンカルシャナは別名 Balabhadraとも呼ばれ、ヴァースデー

ヴァの兄である。また、プラディユムナとアニルッダはそれぞれヴァースデーヴァの息子

と孫である。ヴューハの神格は、上記の 4名に Sāmbaを足した、ヴリシュニ族の 5人の

英雄が元になっているとされるが、いつのころからか Sāmbaは除外され、ヴァースデー

ヴァを頂点とするヴューハが形成されたという50。LT第 2章などで説かれる説では、こ

れらの神が 6つの属性の配分によりそれぞれ顕現する。「知識」（jñāna）と「力」（bala）の

組み合わせはサンカルシャナ、「自在力」（aiśvarya）と「勇猛さ」（vı̄rya）の組み合わせが

プラディユムナ、「潜在力」（śakti）と「光輝」（tejas）の組み合わせはアニルッダ、ヴァー

スデーヴァは 6つの属性全てを備えるのである。

まず、第 326章では、25の原理が想定されている。

dvir dvādaśebhyas tattvebhyah. khyāto yah. pañcavim. śakah. /

purus.o nis.kriyaś caiva jñānadr.śyaś ca kathyate //MBh 12.326.23

25番目と呼ばれるものが、24番目の原理より〔超えて存在する〕。それは、まさに

プルシャ、無活動のものであり、知によって見ることができると言われる。

yam. praviśya bhavantı̄ha muktā vai dvijasattama /

sa vāsudevo vijñeyah. paramātmā sanātanah. //MBh 12.326.24

再生族の最上者よ。彼に入ってまさにあなたたちに解脱があるところのその者が

ヴァースデーヴァであり、至高のアートマンであり、永遠なるものであると知るべ

きである。

50 [Rastelli 2009: p. 444]
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この 25番目の原理がヴァースデーヴァである。そして、それはプルシャであり、至高の

アートマンとされる。このような最高存在の特徴は次のようにも説かれる。

paśya devasya māhātmyam. mahimānam. ca nārada /

śubhāśubhaih. karmabhir yo na lipyati kadācana //MBh 12.326.25

神の威光と偉大さを見よ。ナーラダよ。善と悪の行為によって、その者はいかなる

時も汚されない。

sattvam. rajas tamaś caiva gun. ān etān pracaks.ate /

ete sarvaśarı̄res.u tis.t.hanti vicaranti ca //MBh 12.326.26

まさにこれらのグナを、サットヴァ、ラジャス、タマスと呼ぶ。それら（グナ）は

あらゆる身体において存在し、活動する。

etān gun. ām. s tu ks.etrajño bhuṅkte naibhih. sa bhujyate /

nirgun. o gun. abhuk ca eva gun. asras.t.ā gun. ādhikah. //MBh 12.326.27

しかし、これら諸々のグナをクシェートラジュニャは享受するが、それはこれらに

よっては享受されない。まさに〔その者〕は、グナがないもの、グナを享受するも

の、グナの創造者、グナの超越者である。

このように、グナを越えたものであるのが、ヴァースデーヴァであり、ここではクシェー

トラジュニャと呼ばれている。それは何によっても汚されず、純粋で清浄であり、グナを

享受するこことから、SKのプルシャのごとく観照する存在としても示されている。

次にこのような最高存在への帰滅の様子が説かれる。

jagatpratis.t.hā devars.e pr.thivy apsu pralı̄yate /

jyotis.y āpas pralı̄yante jyotir vāyau pralı̄yate //MBh 12.326.28

世界の基盤である地は水に帰滅する。神仙よ。水は火に帰滅し、火は風に帰滅する。

khe vāyuh. pralayam. yāti manasy ākāśam. eva ca /

mano hi paramam. bhūtam. tad avyakte pralı̄yate //MBh 12.326.29

風は虚空に帰滅する。そしてまさに虚空はマナスに〔帰滅する〕。実に最高の存在

物であるマナスは未顕現に帰滅する。

avyaktam. purus.e brahman nis.kriye sam. pralı̄yate /

na asti tasmāt parataram. purus.ād vai sanātanāt //MBh 12.326.30

未顕現は無活動のプルシャに帰滅する。バラモンよ。その永遠なるプルシャより高

次なるものは存在しない。

ここでの帰滅のラインは次の通りである。
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地→水→火→風→虚空→マナス→未顕現→プルシャ

ここでは、アハンカーラやブッディに相当するものが見られない。また、プルシャと

ヴァースデーヴァは、同一のものと考えられている。23偈でもすでに説かれており、ま

たここでも、それよりも高次のものが存在しないと明言していることからも明らかであろ

う。そして、そのヴァースデーヴァであるプルシャへと世界が帰滅していくことから、一

元論的な創造説を読み取ることができる。

また、粗大元素については次のようにも説かれる。

pr.thivı̄ vāyur ākāśam āpo jyotiś ca pañcamam /

te sametā mahātmānah. śarı̄ram iti sam. jñitam //MBh 12.326.32

地、風、虚空、水、そして〔粗大元素の〕5番目としての火がある。それら大なる

原理（mahātman）の集合したものが、身体と呼ばれる。

原理の展開については、言及されていないが、帰滅の逆をたどるのであれば、虚空→風→

火→水→地という開展が想定できるであろう。そしてこの 5粗大元素が身体を構成するも

のとして説かれている。

一方、身体を活動させるものとして、ジーヴァが説かれる。

na vinā dhātusam. ghātam. śarı̄ram. bhavati kvacit /

na ca jı̄vam. vinā brahman dhātavaś ces.t.ayanty uta //MBh 12.326.34

どこにおいても、要素（＝粗大元素）の集合なしに、身体は存在しない。バラモン

よ。そして、ジーヴァなしに、諸々の要素は、〔身体を〕活動させることさえでき

ない51。

粗大元素の集合なしには身体は存在できず、また、ジーヴァなしには身体は活動すること

ができないのである。また、身体には、「見られることのできない、速い足取りのもの」が

入るとされる。

tad āviśati yo brahmann adr.śyo laghuvikramah. /

utpanna eva bhavati śarı̄ram. ces.t.ayan prabhuh. //MBh 12.326.33

バラモンよ。見られることのできない、速い足取りのもの52が、それ（身体）53に

51 プーナ版では、“dhātavaś” ではなく “vāyavaś”[Nı̄lakan. t.ha et al. 1988: p. 246] となっており、中村氏は
「〔五〕風は〔身体を〕活動させることができない。」と訳している。[中村 1998a: p. 932]

52 “laghuvikrama” は、「軽く、素早いステップ」という意味であるが、Ganguli は “the puissant Va-
sudeva”[Ganguli 1975a: p. 135] と訳す。中村氏は「足の速いもの」と訳し、ヴァースデーヴァと解
する Ganguli訳を参照している [中村 1998a: p. 932]。

53 Ganguliは “that combination of the five primal elements, called body”[Ganguli 1975a: p. 135]と訳してお
り、著者もそれに従い身体と解した。
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入ってくる。まさに〔それが〕生起したものであり、身体を活動させる力強いもの

である。

この「見られることのできない、速い足取りのもの」は Ganguliに従えば、ヴァースデー

ヴァを意味すると考えられるかもしれないが、生起したものであり、身体を活動させる力

強いものであることから、ジーヴァと考える方が妥当であろう。それはまた、次のように

も説かれるからである。

sa jı̄vah. parisam. khyātah. śes.ah. samkars.an. ah. prabhuh. /MBh 12.326.35

そのジーヴァは、シェーシャ（鞘）、サンカルシャナ、プラブ（力強きもの）が〔異

名として〕列挙される。

このように、ジーヴァはサンカルシャナと見なされる。

tasmāt sanatkumāratvam. yo labheta svakarman. ā //MBh 12.326.35cd

yasmim. ś ca sarvabhūtāni pralayam. yānti sam. ks.aye /

sa manah. sarvabhūtānām. pradyumnah. paripat.hyate //MBh 12.326.36

それ（ジーヴァ）より自らの行為によってサナトクマーラ性を把握するもの、そし

て、そこにおいてあらゆる存在物が消滅のときに還滅にいたるところのもの、それ

が、あらゆる存在物にとってのマナスであり、プラディユムナと言及される。

後に明言されるが、ジーヴァすなわちサンカルシャナからプラディユムナが生起すること

が想定されている。そして、そのプラディユムナはマナスと同一視されている。さらに、

万物が帰滅するところともされる。

次にアニルッダも登場する。

tasmāt prasūto yah. kartā kāryam. kāran. am. eva ca /

yasmāt sarvam. prabhavati jagatsthāvarajaṅgamam /

so ’niruddhah. sa ı̄śāno vyaktih. sā sarvakarmasu //MBh 12.326.37

それより生じた、まさに、作者、結果、原因であるもの、それより世界の動かない

ものと動くものの全てが生じるところのもの、それがアニルッダであり、それが支

配者であり、それはあらゆる行為おける顕現である。

プラディユムナからアニルッダが現れるのである。そしてそのアニルッダは、すべてが生

じるところであり、顕現とも言われる。

このように、4ヴューハ神について説かれたが、また次のようにも説かれる。

yo vāsudevo bhagavān ks.etrajño nirgun. ātmakah. /

jñeyah. sa eva bhagavāñ jı̄vah. sam. kars.an. ah. prabhuh. //MBh 12.326.38
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聖なるヴァースデーヴァはクシェートラジュニャ（知田）であり、グナを持たない

ことを本質とするものであり、まさにそれこそが、聖なるジーヴァであり、サンカ

ルシャナであり、プラブ（力強きもの）であると知るべきである。

ここは非常に疑問が残る箇所である。ヴァースデーヴァとクシェートラジュニャが、そし

て、サンカルシャナとジーヴァが同一であることがすでに説かれたものである。だが、こ

こでは、ヴァースデーヴァとサンカルシャナが同一であるとみなすことができる。これで

は、矛盾が生じてしまう。ここでは、ヴァースデーヴァからサンカルシャナが生起すると

捉えるべきところである。あるいは、ヴァースデーヴァとサンカルシャナは、その本質は

変わらず、単なる現れの違いにすぎないということが想定されているのんかもしれない。

これらヴューハ神が、諸原理と対応することが次の偈に説かれる。

sam. kars.an. āc ca pradyumno manobhūtah. sa ucyate /

pradyumnād yo ’niruddhas tu so ’hamkāro maheśvarah. //MBh 12.326.39

そして、サンカルシャナからプラディユムナが〔現れる〕。それ（プラディユムナ）

はマナス原理と言われる。一方、プラディユムナからアニルッダが〔現れる〕。そ

れ（アニルッダ）はアハンカーラであり、マヘーシュヴァラである。

サンカルシャナからプラディユムナが現れ、プラディユムナからアニルッダが現れる。す

なわち、次のような展開となる。

サンカルシャナ→プラディユムナ→アニルッダ

そして、プラディユムナはマナスに、アニルッダはアハンカーラと同定される。サンカ

ルシャナはジーヴァであることはすでに説かれているため、次のことが想定できる。

ジーヴァ→マナス→アハンカーラ

ジーヴァとクシェートラジュニャ別に見る説は MS 12に見られるが、ここでは同一に

見た方が矛盾が生じない。マナスからアハンカーラが生起する説は、MS 1に見られ、そ

こでは、マハット・アートマン→マナス→アハンカーラのライン想定されている。ここと

同じく、本来のサーンキヤ説との逆転が起きているのである。

つづいて、またすでに説かれたものと同様に、最高神の万能性、清浄性が繰り返し説か

れる。

mattah. sarvam. sambhavati jagatsthāvarajaṅgamam /

aks.aram. ca ks.aram. caiva sac cāsac caiva nārada //MBh 12.326.40

私から世界の動かないものと動くものの全てが生じる。そしてまさに、不滅と消滅

が、そしてまた、存在と非存在が〔生じる〕。ナーラダよ。
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mām. praviśya bhavantı̄ha muktā bhaktās tu ye mama /

aham. hi purus.o jñeyo nis.kriyah. pañcavim. śakah. //MBh 12.326.41

さて、私を信愛する者たちは、私に入り、この世界において、解放された者となる。

実に、私は、プルシャであり、活動から離れたものであり、25番目のものと知るべ

きである。

nirgun. o nis.kalaś caiva nirdvam. dvo nis.parigrahah. /

etat tvayā na vijñeyam. rūpavān iti dr.śyate /

icchan muhūrtān naśyeyam ı̄śo ’ham. jagato guruh. //MBh 12.326.42

そしてまさに、〔私は〕グナから離れたものであり、部分から離れたもの（分割さ

れないもの）であり、対立から離れたものであり、所有から離れたものである。あ

なたによって、このことは理解されていなく、〔私は〕形あるものとして見られて

いる。望めばすぐに私は滅することができる。〔なぜなら〕私は世界の支配者であ

り、師である〔から〕。

このように、最高神の性質が説かれた。

そして、次のように説かれる。

māyā hy es.ā mayā sr.s.t.ā yan mām. paśyasi nārada /

sarvabhūtagun. air yuktam. naivam. tvam. jñātum arhasi /

mayaitat kathitam. samyak tava mūrticatus.t.ayam //MBh 12.326.43

あなたが私に見ているもの、実に、これが私によって創造されたマーヤーである。

ナーラダよ。あらゆる存在物のグナによって結びつけられたものを、あなたは決し

て理解することができない。私によって、この 4種の顕現は、あなたに対して正し

く語られた。

このように、4ヴューハ神の顕現が説かれるが、マーヤーであることが明かされる。

以上のように、ヴューハ神と原理を同定した説が見られる。その展開は次のパターンが

見いだされる。

1. プルシャ→未顕現→マナス→虚空→風→火→水→地

2.（ヴァースデーヴァ）→サンカルシャナ→プラディユムナ→アニルッダ

3.（プルシャ）→ジーヴァ→マナス→アハンカーラ

1は帰滅のラインを逆にしたものである。プラディユムナとマナスが、サンカルシャナと

ジーヴァが同一にみなされていることは明らかであり、そのことから、サンカルシャナと

未顕現を同一とみなすことができるかもしれないが、そうなると、虚空、アニルッダ、ア

ハンカーラの関係に矛盾が生じる。あるいは、創造と帰滅のラインは異なるのかもしれな
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い。プラディユムナは万物が帰滅するところとされ、アニルッダは生じるところされるか

らである。すなわち、創造に際してはアハンカーラであるアニルッダから虚空が生じ、帰

滅に際してはマナスであるプラディユムナに虚空が帰滅するのである。先に先に取り上げ

た第 327章の説54ではアハンカーラから粗大元素が生まれる説が見られるが、アニルッダ

はマハット・アートマンと同定されている。このように、ヴューハ神と原理の対応は一定

していないようである。引田氏によると、ヴューハ神と原理を同定する説は、かなり混乱

が見られるようであり、例えば、LT 第 6 章ではサンカルシャナをアハンカーラなどに、

プラディユムナをブッディに、アニルッダをマナスに、当てはめる説があると指摘してい

る。また、後代になると同定ではなく、管轄者とみなす傾向も認められるという。初期に

はパーチャラートラの内部ではあまり重要視されていなかったが、シャンカラが取り上げ

て以来、問題が顕在化したとされる55。

第 6節 Bhagavadgı̄tā における世界構成原理

本節では、『バガヴァッド・ギーター』（Bhagavadgı̄tā）における構成原理と 3種のグナ

について説かれた箇所をいくつか取り上げ考察する。サーンキヤ思想に関連した創造説の

記述は少ないが、特徴的な思想が見られる。

第 6.1節 マナスからの創造

『バガヴァッド・ギーター』第 7章（＝MBh第 6巻 29章）には、マナスが根本原因の

一つとして挙げられている。

bhūmir āpo analo vāyuh. kham. mano buddhir eva ca /

aham. kāretı̄yam. me bhinnā prakr.tir as.t.adhā //MBh 6.29.4

実に、地、水、火、風、空、マナス、ブッディ、アハンカーラというこの私のプラ

クリティは、8種に分かれている。

プラクリティ（根本原因）として、地（bhūmi）、水（āpas）、火（anala）、風（vāyu）、虚

空（kha）56、マナス（manas）、ブッディ（buddhir）、アハンカーラ（aham. kāra）の 8つが

あげられている。

根本原因として 8 種のものをあげる説は随所で見られる57。それらは、いずれも 8 種

の根本原因として、未顕現、ブッディ、アハンカーラ、5 粗大元素をあげている。一方、

54 第 2章第 5.1節を参照。
55 [引田 1997: p. 61]
56 虚空の原語として “kha”を用いる例は CSに見られる。第 4章第 1節を参照。
57 MBh 12.203; 291; 298、CS 4.1、BC 12などにおいてである。
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『バガヴァッド・ギーター』の説では、未顕現に相当するものがなく、代わりにマナスが

あげられている。マナスが創造的機能を有する説は、MBh第 12巻 298章で見られる58。

ここではその直前に 8 種の根本原因の説があげられた矛盾した展開が見られるところで

もある。また、MS第 1章ではマナス→マハット→ブッディという創造のラインが想定さ

れ59、MBh第 12巻 326章ではマナスからアハンカーラが生み出されることが想定されて

いる60。マナスが創造説に関与することは、『リグ・ヴェーダ』に遡ることも可能である

が、SKなどでは全く見られないものである。その代わりに、アハンカーラの創造的機能

の重要性が増している。これらのマナスの創造的機能は、サーンキヤ説がいまだ未整理で

あることを物語っている。

ところで、プラクリティに関しては次のようにも説かれる。

apareyam itas tv anyām. prakr.tim. viddhi me parām /

jı̄vabhūtām. mahābāho yayedam. dhāryate jagat //MBh 6.29.5

しかしこれは低次のものであって、それとは別の、私の高次のプラクリティを知れ。

〔それは〕生命をかたちづくるもの、それによりこの世界は維持されている。長い

手を持つものよ。

8つのプラクリティはあくまでも低次であり、それとは別に高次のプラクリティをたてて

いるのである。これが未顕現に相当するのか、あるいは、プルシャに相当するのか、この

ような簡潔な説明の中では分からない。

いずれにせよ、『バガヴァッド・ギーター』においては、マナスに何らかの生み出す機

能が想定され、サーンキヤ説に類似した原理があげられているのである。

第 6.2節 Bhagavadgı̄tā における 3種のグナと生まれの 3段階

3種のグナと生まれの 3段階は、この『バガヴァッド・ギーター』においても説かれる。

以下では、『バガヴァッド・ギーター』第 14章（＝MBh第 6巻第 36章）における 3種

のグナ説をいくつか取り上げ考察する。

まずは、サットヴァについて次のように説かれる。

yadā sattve pravr.ddhe tu pralayam. yāti dehabhr.t /

tadottamavidām. lokān amalān pratipadyate //MBh 6.36.14

さて、生類は、サットヴァが増大して死ぬとき、最上を知るもの達の汚れなき世界

に到達する。

58 第 2章第 4.2節を参照。
59 第 3章第 3節を参照。
60 第 2章第 5.3節を参照。
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サットヴァは清浄な世界へ導くものとして説かれる。一方、ラジャスとタマスは次のよう

に説かれる。

rajasi pralayam gatvā karmasaṅgis.u jāyate /

tathā pralı̄nas tamasi mūd. hayonisu jāyate //MBh 6.36.15

ラジャス〔が増大して〕死に向かうと、行為に執着するものたちのもとに生まれる。

また、タマス〔が増大して〕消滅すると、愚かなものたちの胎の中に生まれる。

ラジャスは行為に執着するものに、タマスは愚かなものに生まれる。サットヴァは清浄な

「世界」へと至るというのだが、ラジャスとタマスは再び「人のもとあるいは胎」へと生

まれるという相違がある。サットヴァは、神の世界や祖霊の世界へと至るイメージで、ラ

ジャスとタマスは輪廻するイメージであろう。どちらも、人のみについて言及されている

ようである。

また、行為に関連して次のように説かれる。

karman. ah. sukr.tasyāhuh. sāttvikam. nirmalam. phalam /

rajasas tu phalam. duhkham ajñānam tamasah. phalam //MBh 6.36.16

善なる行為からサットヴァ性の汚れがない結果となると言われる。しかしながら、

ラジャスの結果は苦であり、タマスの結果は無知である。

sattvāt samjāyate jñānam. rajaso lobha eva ca /

pramādamohau tamaso bhavato ’jñānam eva ca //MBh 6.36.17

サットヴァから知識が生まれ、また、まさにラジャスから貪欲が〔生まれる〕。タ

マスから怠慢と迷妄が、そして無知が生じる。

サットヴァは、善行、それによる汚れ無い結果、知識と関係する。ラジャスは、苦、貪欲

に関係し、タマスは怠慢、迷妄、無知と関係する。善行はサットヴァと関連するが、悪行

は何と関連するか説かれていなく、語句の統一がとれていないようである。

そして、3段階に関して、次のように説かれる。

ūrdhvam. gacchanti sattvasthā madhye tis.t.hanti rājasāh. /

jaghanyagun. avr.ttasthāadho gacchanti tāmasāh. //MBh 6.36.18

サットヴァに依存するものは上方に行き、ラジャス性のものは中間に止まり、最低

のグナ（要素）の活動に依存するタマス性のものは下方に行く。

このように、サットヴァは上方、ラジャスは中間、タマスは下方に行くことが説かれる。

サットヴァ性は上方と汚れなき世界への到達、ラジャス性は中間と行為に執着するもの

たちへの輪廻、そして、タマス性は下方と愚かなものたちへの輪廻に関係する。3種のグ
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ナと生まれの 3段階について説かれて入るが、SKなどのように、神・人・獣とは、はっ

きりと書かれていない61。タマス性が向かう愚かなものたちへの輪廻が獣のこととも考え

られるが、先にも述べたように、人に関してのみ言われているように思われる。いずれに

せよ、サットヴァは良いもの、ラジャスとタマスは良くないものであり、3種のグナを越

えていくのではなく、サットヴァ性を増大させることが重要視されているようである。

61 上村氏は、「シャンカラ（8世紀頃）の註によれば、「上方」は天界を、「中間」は人間界を、「下方」は獣な
どを指すという。ラーマーヌジャ（11～12世紀頃）の註によれば、「上方に行く」とは、次第に輪廻の束
縛から解放されること、「中間に止まる」とは、天界などの下方を求め、それを享受してからこの世に再
生すること、「下方に行く」とは、最低の状態から動物、虫、・・・・・・石、木、土塊、草などの状態に
行くこと。『マハーバーラタ』および『マヌ法典』を考慮すると、シャンカラの説が良い」と説明してい
る [上村 1992: p. 205]。
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avyakta
（未開展のもの）

buddhi
（統覚機能）

ahaṃkāra
（自我意識）

śabda
（音声）

ākāśa
（虚空）

śrotra
（耳）

sparśa
（接触）

rūpa
（色）

rasa
（味）

gandha
（香り）

vāyu
（風）

tejas
（火）

āpas
（水）

pṛthivī
（地）

manas（思考器官）

upastha（生殖器）

pāyu（肛門）

pāda（足）

pāṇi（手）
vāc（発声器官）

ghrāṇa
（鼻）

jihvā
（舌）

cakṣus
（目）

tvac
（皮膚）

8 prakṛti

5 mahābhūtāni
（粗大元素）

16 vikāra

5 buddhīndriyāṇi
（知覚器官）

5 viṣāyaḥ
（対象）

5 karmendriyāṇi（行為器官）

図表 9 MBh 12.203における 8種の根本原質と 16種の変異の展開
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avyakta（未顕現＝24番目の原理）

mahat（大なるもの）

ahaṃkāra（自我意識）

5 viṣāyāḥ（対象）

śabda（音声）

sparśa（接触）

rūpa（色）

rasa（味）

gandha（香り）

5 mahābhūtāni（粗大元素）

ākāśa（虚空）

vāyu（風）

jyotis（火）

āpas（水）

pṛthivī（地）

manas（思考器官）

meḍhra（生殖器）

pāyu（肛門）

pāda（足）

hasta（手）
vāc（発声器官）

5 karmendriyāṇi（行為器官）5 buddhīndriyāṇi（知覚器官）

śrotra（耳）

ghrāṇa（鼻）

jihvā（舌）

cakṣus（目）

tvac（皮膚）

Viṣṇu（ヴィシュヌ＝25番目の原理）

？

第4の創造第3の創造

第2の創造

第1の創造

第5の創造

図表 10 MBh 12.291における原理展開
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第 3章

Manusmr.ti における世界構成原理

第 1節 Manusmr.ti 第 12章におけるアートマン

MS第 12章は輪廻を主題としており、「この思想がダルマ文献の中に積極的に取り入れ

られたのは、『マヌ法典』において始めて」と考えられている1。輪廻についてだけでなく、

心のあり方やアートマンなどについても説かれ、そこにはサーンキヤ思想の述語も登場す

る。本節では、MS第 12章におけるアートマンに類似した概念を持つ原理をいくつか取

り上げ、考察を行った。

第 1.1節 心の機能

古典サーンキヤにおいて、心の機能は 3つの器官が担う。すなわち、ブッディ、アハン

カーラ、マナスである。マナスが 5知覚器官や 5行為器官からの情報をアハンカーラに運

び、アハンカーラが自己に関連づけ、そして、ブッディが決定の作用をなすという、それ

ぞれの機能が 3つの器官に配分されている。

古典サーンキヤにおけるマナス（manas、思考器官）は、思惟する性質を有し 3つの内

的器官の一つに過ぎないのであるが、しかし、MSでのマナスの機能はこの古典サーンキ

ヤのものとは異なる。それは、以下のように説かれる。

śubhāśubhaphalam. karma manovāgdehasam. bhavam /

karmajā gatayo nr̄.n. ām uttamādhamamadhyamāh. //MS 12.3

行為は心2と言葉と身体により生じ、善悪の結果を有する。人間の帰着点は行為に

よって生じ、上、中、下に分かれる3。

1 [渡瀬 2013: p. 516]
2 原文は “manas”である。
3 3種のグナに基づく、生まれの 3段階のことである。第 3章第 2節を参照。
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行為が生じる場所あるいは原因は、心、言葉、身体の 3つに分類され、それにより善悪の

結果が生じることが説かれる。この心というものがマナス（manas）として説かれている。

心（マナス）には、さらに 3つの分類があり、それは次のように説かれる。

paradravyes.v abhidhyānam. manasānis.t.acintanam /

vitathābhiniveśaś ca trividham. karma mānasam //MS 12.5

他人の財産をむやみに欲しがる、良くないことを心に思う、誤った考え方に夢中に

なる——これらの三種は心4による行為である。

他人の財産を欲しがること、良くないことを思うこと、誤った考えに夢中になること、こ

れらが心の 3種として説かれている。

また、次のようにも説かれる。

mānasam. manasaivāyam upabhuṅkte śubhāśubham /

vācā vācā kr.tam. karma kāyenaiva tu kāyikam //MS 12.8

人は心5でなされた行為の善悪〔の果実（結果）〕を心で味わい6、言葉でなされた行

為〔の果実〕を言葉で、身体でなされた行為〔の果実〕を身体で〔味わう〕。

心（マナス）でなされた行為の結果を心（マナス）によって享受するということである。

以上のように、ここでは、心（マナス）、言葉、身体からなる 3つの行為が、輪廻の原因

を為すということが説かれている。また、心（マナス）でなされた行為の善悪は心（マナ

ス）で享受され、言葉や身体と 3つのセットと見なされていることから、ここでのマナス

は、一般的な「心」全体を指すと考えた方が良いであろう。

しかし、マナスについては次のようにも説かれる。

tasyeha trividhasyāpi tryadhis.t.hānasya dehinah. /

daśalaks.an. ayuktasya mano vidyāt pravartakam //MS 12.4

この世における身体を有する者にとって、意（マナス）は、三種（心、言葉、身体）

からなり、三種の住処（上、中、下の帰着点）を有し、十の特相を持つもの（すな

わち行為）の発動者7であると知るべきである。

マナスについての性質が説かれる箇所であるが、そのマナスに活動因としての性質が見ら

れる。渡瀬氏に従えば、“trividha”は心・言葉・身体であり、“tryadhis.t.hāna”は上・中・下の

4 マナス性のもの（mānasa）
5 “mānasa”、すなわち「マナス性のもの」。
6 すなわち、「マナスによって享受する」ということ。
7 「行動を引き起こすもの」（pravartaka）である。
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帰着点を意味する8。一方、Olivelleは、“trividha”（three kinds）を “ highest”、“middling”、

“lowest” とし、“tryadhis.t.hāna”（three bases）を “mind”、“speech”、“body” とする9。両

者の解釈は相違するが、内容的には齟齬するものではない10。さらに、渡瀬氏は、このマ

ナス（意）を、クシェートラジュニャと同一に見ている11。そのため、ここでのマナスは、

「心」ではなく、「意」と翻訳しているのであろう。渡瀬氏の解釈に従えば、MS 12.4のマ

ナスを個々人の主体として考えることができ、先に述べた心としてのマナスとは異なるも

のと解釈できるであろうが、やや強引のようにも思える。ここの箇所だけでの判断は難し

く、むしろMSが様々な思想を折衷していく上で、統一性を欠いてしまったとみなすべき

であろう。

以上のように、心を意味するものとしてマナスが説かれるが、続く 10、11偈において

は、ブッディが登場する。

vāgdan. d.o ’tha manodan. d. ah. karmadan. d. as tathaiva ca /

yasyaite niyatā buddhau tridan.d. ı̄ti sa ucyate //MS 12.10

言葉の抑制、心12の抑制、身体の抑制——これらが意識（ブッディ）において確立

している者は「三種の抑制を有する者」（トリダンディン）と呼ばれる。

tridan.dam etan niks.ipya sarvabhūtes.u mānavah. /

kāmakrodhau ca sam. yamya tatah. siddhim. niyacchati //MS 12.11

人はすべての生き物に対してこの三種の抑制を保持し、欲望と怒りを抑えるなら

ば、その後、成就を手中にする。

言葉の抑制、心の抑制、身体の抑制がブッディにおいて確立されるという。そしてその抑

制状態を維持させることが重要であると考えられている。つまり、ブッディにコントロー

ルの機能（統覚機能）が与えられているのであり、それにより言葉・心・身体を抑制する

のである。以上のように、MS第 12章では、古典サーンキヤにおいて説かれている 3つ

の内的器官のうちマナスとブッディが説かれているが、アハンカーラについては何も説か

れていない。そして、3つの内的器官に機能を分けるのではなく、マナスのみで心一般を

表し、ブッディは、上位概念として、コントロールする機能を有している。

8 [渡瀬 2013: p. 428]
9 [Olivelle 2005: p. 347]

10 MS 12.40で「三種の帰着点」として “trividhā gatih. ”という文が使用されているので、ここでは、Olivelle
の解釈がより正確である考える。

11 [渡瀬 2013: p. 496]
12 原文は “manas”である。
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第 1.2節 アートマンとクシェートラジュニャ

MS第 12章には、自己の主体に関して言及している箇所があり、そこにおいて、エピッ

ク・サーンキヤ説の述語が見られる。

yo ’syātmanah. kārayitā tam. ks.etrajñam. pracaks.ate /

yah. karoti tu karmān. i sa bhūtātmocyate budhaih. //MS 12.12

この〔生き物の〕本体（アートマン）を作動させる主体13をクシェートラジュニャ

（身体を知るもの。すなわち意識）と賢者たちは呼ぶ。一方、行為を行う主体はブー

タートマン（生き物の本体）と呼ばれる。

まず、ここでは、アートマン（ātman）、クシェートラジュニャ（ks.etrajña）14、ブータート

マン（bhūtātman）という 3つの概念が示される。渡瀬氏はアートマンを「本体」とし、ク

シェートラジュニャを「身体を知るもの、すなわち意識」、ブータートマンを「生き物の本

体」と説明する15。一方、Olivelleはアートマンを “body”とし、クシェートラジュニャを

「身体とその活動を観察するものとしての精神」、ブータートマンをあまり明確ではないと

しながらも「物質的要素から成る自己」と説明する16。また、中野氏は、様々な注釈書に

依りつつ、アートマンを「肉体、または三座を含む粗大可見の肉身」とし、クシェートラ

ジュニャを「ジーヴァ、または最高我（paramātman）」、ブータートマンを「元素すなわち

地水等から成る、またはその変容たる肉身、非感性の形すなわち元素等を有する自我、ま

たはジーヴァ」と説明する17。ここでは、ブータートマンを活動する本体とし、同偈に説

かれるアートマンと同義と考えられる。それに対し、クシェートラジュニャは、主体とし

て、ブータートマンより高次の存在として想定されている。

さらに、もう一つの別の主体的存在が説かれる。

jı̄vasam. jño ’ntarātmānyah. sahajah. sarvadehinām /

yena vedayate sarvam. sukham. duh.kham. ca janmasu //MS 12.13

ジーヴァ（生命体）と呼ばれる別の内部のアートマン（アンタラートマン）がある

13 行為を起こさせるもの（kārayitā）
14 クシェートラジュニャとは、土地（クシェートラ）を知るもの（ジュニャ）という意味で知田者と言われ
る。この土地というのが物質原理のことであり、古典サーンキヤでのプラクリティに該当する。そして、
クシェートラジュニャはプルシャに該当する。

15 [渡瀬 2013: pp. 429–430]
16 [Olivelle 2005: p. 230]
17 [中野 1951: p. 465]
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が18それは身体を有するすべてのものとともに生まれる19。それによって〔身体を

有するすべてのものは〕諸々の生においていっさいの苦楽を感知する。

このように、クシェートラジュニャとブータートマンとは別に、ジーヴァと呼ばれるも

のが存在するという。Johnstonも、ここでのジーヴァを、「クシェートラジュニャやブー

タートマンと反対のもの」とし、「全体的に身体を活動的にさせる機能は失われている」と

説明する20また、Olivelleは、このジーヴァについて、「一般的には、身体の中にある自己

自身で、クシェートラジュニャと同一視される」ものとするが、「ここでは 2つを区別し

ているようである」と説明する21。さらに、中野氏は、注釈書に説かれている様々な説を

紹介している。おおよそ次のような説が見られる。(1)大（マハット）に覆われている微

細な身体、通例はジーヴァと呼ばれる個人我は前偈でクシェートラジュニャと表されてい

る。(2)ジーヴァをマナス・ブッディ・アハンカーラの形を持つ内部機関とする。(3)ジー

ヴァ＝マナス、(4)ジーヴァ＝マハットとする22。

さらに、もう一つ、マハットと呼ばれる原理も登場する。それは次の通りである。

tāv ubhau bhūtasam. pr.ktau mahān ks.etrajña eva ca /

uccāvaces.u bhūtes.u sthitam. tam. vyāpya tis.t.hatah. //MS 12.14

生き物と結合するこれらの両者、すなわちマハーン（偉大なるもの——一二・一二

で述べられる行為する主体アートマンないしはブータートマン）とクシェートラ

ジュニャ（意識・行為させる主体）は、上位下位の生き物の中に存在するそれ（ジー

ヴァ。生命体）に染みわたって存在している23。

マハーンすなわちマハットがクシェートラジュニャとは別に存在する。渡瀬氏は、活動

する本体としてのアートマンであるブータートマンとマハットを同一視している24。さら

に、上記の通り、dパダの “tam”をジーヴァと見なし、クシェートラジュニャとマハット

はジーヴァの中に遍在するものとみなされている。

以上のように、MS 12.12–14 の短い文の中に、主体としての機能を有すると考え得る

原理が複数現れる。すなわち、アートマン（ātman）、クシェートラジュニャ（ks.etrajña）、

ブータートマン（bhūtātman）、ジーヴァ（jı̄va）、マハット（mahat）である。クシェート

ラジュニャとは、行為を起こさせるもの（kārayitā）であり、その字義が示す通り、究極的

18 「ジーヴァと呼ばれるものが、内部のアートマンとは別にあり」とも訳せる。
19 すなわち、生まれつきにあるということである。
20 [Johnston 1974: p. 46]
21 [Olivelle 2005: p. 230]
22 [中野 1951: p. 465]
23 「遍在している」ということである。
24 [渡瀬 2013: p. 496]
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な主体を表すものである。そしてこれとは別にもう一つのアートマン、ブータートマンが

ある。このブータートマンは、諸々の行為を為すもの、身体の主体として機能するもので

あり、そして、マハットと同一のものを示していることは明らかである。

ところで、マハットとアートマンに関する興味深い記述が、MBh第 12巻において見ら

れる。第 298章の創造説が説かれている箇所25で、未顕現（avyakta）からマハット・アー

トマン（mahān ātmā）が生じ、さらに、マハットからアハンカーラが生じることが説かれ

る26。また、第 327章27では、プルシャ→未顕現→マハット・アートマン→アハンカーラ

→ 5 粗大元素というパターンのサーンキヤ説が想定され、未顕現以下、8 つのプラクリ

ティが生み出すものとして考えられている28。これら第 298章と第 327章の 2つの章は、

いずれも創造説に関連してマハット・アートマン（mahān ātmā）という語が見いだせる。

そして、第 298章では、このマハット・アートマンをマハットと考えている。おそらく、

MSでも同様に、マハット・アートマンが意識されている29ため、アートマンとマハット

が同一とみなされていると考えることができる。これらはいずれも賢者達（budhāh.）の説

として説かれていることにも注目されるが、それぞれのサーンキヤ説が異なることに注

意しなければならない。MBh 第 298 章では、アハンカーラからマナスが創造されるが、

MBh第 327章ではアハンカーラから 5大元素が創造され、一方、MSではアハンカーラ

は登場しないのである。

MS第 12章では、ブッディも説かれるが、マハットとの関係は不明瞭である。SKなど

では、すでにマハットはブッディの単なる異名とされ、MBh第 12巻 291章30でも、ブッ

ディがマハットの異名であることが説かれる31。MSでは、ブッディはコントロールする

ものとして単なる心よりも上位概念であることが伺える。そのため、活動する主体として

25 流出論と考える事ができる 9の創造について扱われている。詳しくは第 2章第 4.2節を参照。
26「未顕現（avyakta）から、マハット・アートマン（mahān ātmā、大なるアートマン）が生じる。王よ。覚
者たちは、これを、根本原質に関する第 1の創造と言う。」（MBh 12.298.16）
「さらに、マハットからアハンカーラが生じる。王よ。〔覚者たちは〕これを第 2の創造と言い、ブッディ
を本性とするものと言われている。」（MBh 12.298.17）

27 内的器官と神格とを対応させる説が説かれる。詳しくは第 2章第 5.1節を参照。
28 「それから生じた未顕現（avyakta）を覚者達はかのプラダーナ（根本原理、第一のもの）と知る。世界創
造のために、主宰神（ı̄śvara）である未顕現（avyakta）から顕現（vyakta）が生起した。」（MBh 12.327.25）
「実に、〔それは〕世界において、アニルッダ、大なるアートマン（mahān ātmā、マハットというアートマ
ン）と言われる。そして、この顕現性（vyaktatva）を獲得したもの（アニルッダ）は、祖父を作り出した。
それが、アハンカーラであると言われる。実に、それは、あらゆる光からなるもの（tejomaya）である。」
（MBh 12.327.26）

29 MS 1.15において、マハット・アートマンが説かれる。第 3章第 3節を参照。
30 25原理によって世界を説明しつつも、シャンブによる創造が説かれるなど、神話的要素が融合している。
詳しくは第 2章第 3.1節を参照。

31「〔シャンブは〕終わりなく行為する最初に生まれた存在物であるマハットを、創造する。〔すなわち〕無形
態のスヴァヤンブーであるシャンブ（シヴァ）は、形あるものすべてを〔創造する〕。」（MBh 12.291.15abcd）
「〔一方〕この聖なるものは、ヒラニヤガルバであり、ブッディと言われる。また、ヨーガにおいてはマ
ハットと〔言われ〕、さらにヴィリンチャ（viriñca）とも〔言われる〕。」（MBh 12.291.17）
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のマハットと同一視することは不可能ではない。

これらの説に明白な引用関係は見られないが、その概念は類似しているため、次のこ

とを考えてみたい。以上にあげた原理をまとめると、マハット・アートマン＝マハット＝

ブータートマン＝ブッディということが成り立つであろう。これは低次のアートマンと高

次のアートマンという 2種類のアートマンを想定していると考えられる。低次のアートマ

ンという概念から考えれば、マハット・アートマンは粗大なるアートマン、ブータートマ

ンは物質性のアートマンとも考えられる。一方、高次のアートマンとはクシェートラジュ

ニャであり、クシェートラジュニャはプルシャに該当するものである。古典サーンキヤに

おいて、プルシャは、その純粋性がことさらに強調されている。ウパニシャッド文献にお

いて確立された自己の主体としてのアートマンよりさらに上の概念を想定するため、アー

トマンからその純粋な部分として享受する機能だけを取り出したものがプルシャなのかも

しれない。さらにアートマンと区別して、プルシャという名称を用いたとも考えられる。

おそらくそれは、一元論の矛盾を解決する試みであったのだろう。

そして、これらのアートマンとは別に、ジーヴァが存在するのである。先に述べたよう

に、ジーヴァが何を指すかは注釈書においても解釈が分かれ不明であるが、ここでは、ク

シェートラジュニャやブータートマンとは別ものであることは明白である。本来、ジー

ヴァは、「精神ではなく、プラーナ（prān. a）の性質を帯びた活動的にさせる原理であり、

輪廻において身体から身体へ移動するもの」32である。MS ではジーヴァについて以下の

ようにも説かれる。

pañcabhya eva mātrābhyah. pretya dus.kr.tinām. nr.n. ām /

śarı̄ram. yātanārthı̄yam anyad utpadyate dr.d.ham //MS 12.16

悪行をなす人間ちのために、死後の激しい苦しみに対応する別の丈夫な身体が、五

物質要素（地、水、火、風、空）から造り出される。

yady ācarati dharmam. sa prāyaśo ’dharmam alpaśah. /

tair eva cāvr.to bhūtaih. svarge sukham upāśnute //MS 12.20

彼33は、主として正しい生き方（ダルマ）に従事し、不正な生き方（アダルマ）は

僅かであるとき、それらの〔五〕物質要素（ブータ）にくるまれて34天界において

幸せを得る。

yadi tu prāyaśo ’dharmam. sevate dharmam alpaśah. /

32 [Johnston 1974: p. 44]
33 渡瀬氏は「前文および一二・二二からすれば、『彼』はジーヴァを意味する。しかしほとんど『人』と重な
り合う」と説明する [渡瀬 2013: p. 496]。

34 すなわち、「存在物（bhūta）によって覆われて」。
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tair bhūtaih. sa parityakto yāmı̄h. prāpnoti yātanāh. //MS 12. 21

しかしもし主として不正な生き方に従事し、正しい生き方が僅かであるときは、そ

の者はそれらの〔五〕物質要素（ブータ）に見捨てられ、ヤマの責め苦を受ける。

yāmı̄s tā yātanāh. prāpya sa jı̄vo vı̄takalmas.ah. /

tāny eva pañca bhūtāni punar abhyeti bhāgaśah. //MS 12. 22

かのジーヴァは、ヤマの責め苦を受けた後、汚れから開放され、それぞれの部分に

従って35再びそれらの五物質要素（パンチャブータ）の中に入る。

このように、正しい生き方をすれば天界にいけるが、不正な生き方をするとジーヴァが 5

元素＝肉体を離れ、ヤマの責め苦を受けた後、再び肉体に戻ると考えられている。すなわ

ち、ジーヴァは輪廻するものと考えられているのである。また、MS 12.14で見たように、

クシェートラジュニャとマハットはジーヴァの中に遍在するとみなされているので、これ

ら 2つの原理を包含しつつも輪廻の主体として機能していると考えられる。SKで説かれ

るところの微細な身体のイメージと重なる36。

さて、アートマンと 3種のグナ37の関係について、以下のように説かれる。

sattvam. rajas tamaś caiva trı̄n vidyād ātmano gun. ān /

yair vyāpyemān sthito bhāvān mahān sarvān aśes.atah. //MS 12.24

サットヴァ（純質）、ラジャス（激質）、タマス（暗質）はアートマン（生き物の

本体）38の三種のグナ（構成要素）であると知るべし。これらを通して偉大なる者

（アートマン）39はこのいっさい40に遍在する。

3種のグナがアートマンに帰されているのであるが、ここでもまた、マハットとアートマ

ンは同一のものである。つまりここでのアートマンもまた、クシェートラジュニャではな

く、低次のアートマンであり、活動する主体である。また、このマハットがブッディと同

一であるならば、3種のグナはブッディと結びついていることにもなるであろう。

35 “bhāgaśah. ”は「代わる代わる」とも訳せる。
36 ここでは、ジャイナ教の霊魂（jı̄va）との関連も考えられる。ジャイナ教では、霊魂の本質は意志を含め
た知と生命性と考えられいる。そして、霊魂は、宿る身体に応じるだけの大きさを有し、上昇性をもって
いるという。さらに、輪廻の中にある霊魂の行く末は 4つの道（gati）、すなわち人間、天人（神）、動物
（畜生）、地獄の住人の道であるという。[渡辺 2005: 166–168]

37 MSにおける 3種のグナについては第 3章第 2.1節を参照。
38 Olivelleは次のように説明する。“I take ātman here to mean body, the same way as it did in verse 12. in the

very next verse (25), deha (“body”) appears to be used as a aynonym.”[Olivelle 2005: p. 348]
39 原語では “mahān”である。マハットは単に「大なるもの」と解すべきであろう。
40 「あらゆる存在」（bhāva）ということ。



第 1節 Manusmr. ti第 12章におけるアートマン 93

第 1.3節 「モークシャダルマ篇」との対応

以上のように、MS第 12章におけるサーンキヤ説の特徴は、「マナスは心一般を指す」、

「アハンカーラがない」、「ブッディはコントロールする機能でありマナスより上位概念で

ある」、「マハットに 3種のグナが帰せられる」、「マハットより高次の概念としてクシェー

トラジュニャがある」、「アートマンとは別にジーヴァという輪廻の主体がある」というこ

とが挙げられる。

このような説と類似したものが、MBh 第 12 巻 187 章・239–241 章に説かれるサーン

キヤの古説に見いだせる。これらの章で、世界の原理について説かれた箇所が参考となろ

う41。

この説では、原理の順列がはっきりとはしないが、5 大元素に基づき、世界は転変し、

万物を創造する源となると考えられていて、ブータートマンについても説かれる42。その

万物を観照するものとしてジーヴァが説かれる43。観照するものであるため主体として機

能を持つとも考えられる。そして、内的器官として、5つのインドリヤ（感覚器官）、マナ

スを 6番目、ブッディを 7番目、クシェートラジュニャを 8番目の原理と考えている44。

さらにここではアハンカーラが説かれていない。しかし、クシェートラジュニャにも観照

する機能が認められる45ため、クシェートラジュニャとジーヴァが同一のものと考えられ

ている可能性がある。そして、ブッディはコントロールする機能を有し、グナが関連して

おり46、マナスより上位概念である47。さらに、アートマンはブッディより上位概念であ

る48。しかし、ブッディ＝アートマン49とも言われているので、2種類のアートマンが考

41 この説の詳細は第 2章第 1節を参照
42 「亀が四肢を伸ばして、再度引っ込めるように、ブータートマン（存在物の本質）は、諸々の存在物（万
物）を創造して、再び引っ込める（帰滅させる）。」（MBh 12.187.6）

43 「存在物を創造する者はあらゆる存在物（万物）における 5 粗大元素のみを〔創り〕、〔そして〕それら
（創造物）における多様なるものを創った。一方、ジーヴァ（個我）はそれを観照する。」（MBh 12.187.7）

44 「粗大元素は〔これら〕5つのみであり、一方、第 6がマナスと言われている。」（MBh 12.187.10cd）
「インドリヤ（感覚器官）とマナス（思考器官、意）がこの認識するもの（vijñāna＝認識器官）である。バ
ラタ族の者よ。ブッディが第 7、さらにクシェートラジュニャ（知田者）が第 8と言われている。」（MBh
12.187.11）

45「ブッディは決定するためにあり、クシェートラジュニャ（知田者）は証人（確認者）のように存在する。」
（MBh 12.187.12cd）

46 「ブッディは、諸々のグナ（性質）を制御する。また、ブッディのみが感覚器官を、〔そして〕マナスを 6
番目とする全てを〔制御する〕。ブッディが存在しないならば、いかにして諸々のグナは存在しようか。」
（MBh 12.187.16）

47「実に、諸々のインドリヤ（感覚器官）よりも対象が上位であり、対象よりもマナスが上位である。」（MBh
12.240.2ab）

48 「さらに、マナスよりもブッディが上位であり、ブッディよりもアートマンが上位であると考えられてい
る。」（MBh 12.240.2cd）

49 「人間にとって、ブッディがアートマンである。まさにブッディはアートマンの本質から成るものであ
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えられる。

以上のことから、MS第 12章において、ある程度サーンキヤ的要素は認められる。直接

的な影響はないと思われるが、MSの作者はサーンキヤの古説を知っていたと思われる。

第 2節 Manusmr.ti 第 12章における 3種のグナ説

MS第 12章では、輪廻に関する分類を 3種のグナにより規定し、さらにサーンキヤ説

と同様の説も説かれる。3 種のグナとは、サットヴァ（sattva、純質）、ラジャス（rajas、

激質）、タマス（tamas、翳質）の 3種である。本節では、MSにおける 3種のグナについ

て取り上げ、考察する。

第 2.1節 3種のグナの機能

まず、MS第 12章において言及されている 3種のグナの機能を見ていきたい。

yo yadais.ām. gun. o dehe sākalyenātiricyate /

sa tadā tad gun. aprāyam. tam. karoti śarı̄rin. am //MS 12.25

これらのうちのいずれかのグナが身体の中で圧倒的に優勢となるとき50、かの〔偉

大なる者〕は、身体を持つものをして、そのグナを主要素とするものにする。

sattvam. jñānam. tamo ’jñānam. rāgadveśau rajah. smr.tam /

etad vyāptimad etes.ām. sarvabhūtāśritam. vapuh. //MS 12.26

サットヴァは知、タマスは無知、ラジャスは愛と憎悪であると言われる。これが

〔いっさいに〕遍在し、いっさいの存在の中に宿るそれらの姿である。

3種のグナはあらゆる存在に宿るものであることが分かる。3つのうちのいずれかが優勢

になるとき、優勢になったグナの性質が現れる。そして、サットヴァは知、タマスは無知、

ラジャスは愛と憎悪とも言われる。

さらに、以下のように続く。

tatra yat prı̄tisam. yuktam. kim. cid ātmani laks.ayet /

praśāntam iva śuddhābham. sattvam. tad upadhārayet //MS 12.27

そのうち、自らの中に、喜びを伴い、静けさと清らかにも似た何かを認めるとき、

それはサットヴァであるとみなすべし。

る。」（MBh 12.240.3ab）
50 すなわち「完全に優勢になるとき」。
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yat tu duh. khasamāyuktam aprı̄tikaram ātmanah. /

tad rajo ’pratidham. vidyāt satatam. hāri dehinām. //MS 12.28

しかし、苦痛を伴い、自らを不快にするものは反抗的なラジャスであると知るべ

し。〔それは〕常に身体を持つものたちを魅惑する。

yat tu syān mohasam. yuktam avyaktavis.ayātmakam /

apratarkyam avijñeyam. tamas tad upadhārayet //MS 12.29

迷いと結ばれ、見分けがつかず51、感官の対象を本質とし、推測され得ず52、識別

され得ないもの、それをタマスであると知るべし。

このように、おおよそ、サットヴァは歓喜、ラジャスは苦、タマスは迷妄と結びつくこと

が分かる。MS第 12章と関係が深いと考えられるMBh第 12巻第 187章・第 239–241章

には、3種のグナに関する詳細な記述が見られる。このサーンキヤの古説では、おおよそ

サットヴァは歓喜に結びつき、ラジャスは苦に結びつき、タマスは迷妄に結びつくという

ことが認められる53。これらは、MSと同じような用い方である。

しかし、MS 12.26において説かれる、サットヴァは知、タマスは無知、ラジャスは愛

と憎悪という説は、187章など見られるサーンキヤの古説では見られない。知、無知、愛

と憎悪という概念は、3種のグナの性質からすれば導き出されるものであるが、はっきり

とは説かれていない。その説と類似したものが見られるのは『バガヴァッド・ギーター』

（Bhagavadgı̄tā）においてである。そこでは、サットヴァが知に、ラジャスが貪欲に、タ

マスが無知に対応している54。

MS では、3 種のグナについてかなり詳細に述べられ、細かくその性質をあげている。

しかし、いずれも属性、あるいは心的状態としての機能であり、SKやMBhなどのサーン

キヤ説に見られるような宇宙論的機能はほとんど想定されていないようである。ただし、

MBhにおいても想定されているにすぎず、古典サーンキヤのような構成要素としての機

能はほとんど見られないことに注意すべきである。さらに、SKのように、3種のグナの

優勢・劣勢により多くの性質が生まれる55 ようなことは説かれていなく、あくまでも 3種

のグナそれぞれが本来的に多くの性質を有し、属性として機能しているのである。

51 すなわち「顕れず」ということ。
52 すなわち「分析できず」ということ。
53 この説の詳細は第 2章第 1節を参照
54 「善なる行為からサットヴァ性の汚れがない結果となると言われる。しかしながら、ラジャスの結果は苦
であり、タマスの結果は無知である。」（MBh 6.36.16）
「サットヴァから知識が生まれ、また、まさにラジャスから貪欲が〔生まれる〕。タマスから怠慢と迷妄
が、そして無知が生じる。」（MBh 6.36.17）詳しくは第 2章第 6.2節を参照。

55 例えば、50種の「観念から作り出されたもの」(pratyaya-sarga)など。
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第 2.2節 3種のグナと生まれの 3段階

MS第 12章の主題である輪廻をめぐる説に関連して、そこには SKやMBhのサーンキ

ヤ説で見られる、3種のグナに基づく生まれの 3段階の説が説かれる。

yena yām. s tu gun. enais.ām. sam. sārān pratipadyate /

tān samāsena vaks.yāmi sarvasyāsya yathākramam //MS 12.39

いっさいが56、それらのうちのいかなるグナによっていかなる輪廻（サンサーラ）

を得るかについて、私は正しい順序で簡潔に語るであろう。

devatvam. sāttvikā yānti manus.yatvam. tu rājasāh. /

tiryaktvam. tāmasā nityam ity es.ā trividhā gatih. //MS 12.40

サットヴァ性のものは神となり、ラジャス性のものは人間となる。タマス性のもの

は常に畜生となる。これは三種の帰着点である。

3種のグナにより、行く着く先が上・中・下の 3種類に分かれる。さらにそれが輪廻と関

係して、サットヴァが神、ラジャスが人、タマスが畜生となる。これは SKに見られる説

と全く同じである57。

さらに、MSでは、これらの分類について詳細に述べている。

trividhā trividhais.ā tu vijñeyā gaun. ikı̄ gatih. /

adhamā madhyamāgryā ca karmavidyāviśes.atah. //MS 12.41

グナに基づく〔輪廻の〕三種の帰着点〔のそれぞれ〕は、行為と学問の違いによっ

て上、中、下の三種に分かれる。

3種のグナによって分かれた 3分類をさらにそれぞれ 3分割している。つまり合計で 9の

段階に分類にしているのである。

それは、次のように説かれている。

sthāvarāh. kr.mikı̄t.āś ca matsyāh. sarpāh. sarı̄sr.pāh. /

paśavaś ca sr.gālāś ca jaghanyā tāması̄ gatih. //MS 12.42

植物58、虫類、魚、蛇59、亀60、家畜、獣61は、タマス性に基づく最低の帰着点で

56 すなわち「この全てに関して」。
57 第 5章第 2節を参照。
58 “sthāvara”の本来の意味は「動かないもの」であり、そのため植物も含まれる。
59 “sarpa”ヘビなどを含む「蛇行するもの」である。
60 “sarı̄sr.pa”は「這うもの」であり、ヘビなども表す。
61 “sr.gāla”は「ジャッカル」を意味する。
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ある。

hastinaś ca turam. gāś ca śūdrā mlecchāś ca garhitāh. /

sim. hā vyāghrā varāhāś ca madhyamā tāması̄ gatih. //MS 12.43

象、馬、シュードラ、軽視される蛮族（ムレッチャ）62、ライオン、虎、猪は、タマ

ス性に基づく中位の帰着点である。

cāran. āś ca suparn. āś ca purus.āś caiva dāmbhikāh. /

raks.ām. si ca piśācāś ca tāması̄s.ūttamā gatih. //MS 12.44

旅芸人、スパルナ鳥、偽善者63ラクシャス、悪鬼（ピシャーチャ）は、タマス性に

基づく最高の帰着点である。

jhallā mallā nat.āś caiva purus.āś ca kuvr.ttayah /

dyūtapānaprasaktāś ca prathamā rājası̄ gatih. //MS 12.45

棒術使い64、レスラー65、俳優、武器で生計を立てている者66、賭博や飲酒に耽る者

はラジャス性に基づく最低67の帰着点である。

rājānah. ks.atriyāś caiva rājñām. caiva purohitāh. /

vādayuddhapradhānāś ca madhyamā rājası̄ gatih. //MS 12.46

王、クシャトリヤ、王付き祭官（プローヒタ）、論争好き、戦闘好き68はラジャス性

の中位の帰趨である。

gandharvā guhyakā yaks.ā vibudhānucarāśca ye /

tathaivāpsarasah. sarvā rājası̄s.ūttamā gatih. //MS 12.47

ガンダルヴァ、グヒヤカ、ヤクシャ、神々の従者全てのアプサラスは、ラジャス性

に基づく最高の帰着点である。

tāpasā yatayo viprā ye ca vaimānikā gan. āh. /

naks.atrān. i ca daityāś ca prathamā sāttvikı̄ gatih. //MS 12.48

苦行者、遍歴者69、ブラーフマナ70、ヴァイマーニカの集団、星宿、ダイティヤは

62 正しくは「ムレーッチャ」である。
63 詐欺師とも訳す。
64 ジャッラ。拳闘士とも訳せる。
65 マッラ
66 悪い仕事で生活している者とも訳せる。Olivelle は “men who live by vile occupations” と訳し、variant

readingとして、“men who live by the use of arms”としている。
67 本来の意味は「最初」である。
68 “vādayuddhapradhānāh. ”は「論争の巧みなものたち」と訳す方が妥当で在ろう。
69 遊行者
70 “vira”すなわちバラモンのこと。
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サットヴァ性に基づく最初の帰着点である。

yajvāna r.s.ayo devā vedā jyotı̄m. s.i vatsarāh. /

pitaraś caiva sādhyāś ca dvitı̄yā sāttvikı̄ gatih. //MS 12.49

祭儀を行う者、リシ71神々、ヴェーダ、天体72年月、祖霊、サーディヤ73は、サット

ヴァ性に基づく第二番目の帰着点である。

brahmā viśvasr.jo dharmo mahān avyaktam eva ca /

uttamām. sāttvikı̄m etām. gatim āhur manı̄s.in. ah. //MS 12.50

ブラフマン74、創造主たちのすべて、神ダルマ、偉大なる者（マハーンすなわちアー

トマン）、非顕現の者（スヴァヤンブー）は、サットヴァ性に基づく最高の帰着点

であると賢者たちは言う。

es.a sarvah. samuddis.t.as triprakārasya karman. ah. /

trividhas trividhah. kr.tsnah. sam. sārah. sārvabhautikah. //MS 12.51

〔心・言葉・身体から生まれる〕三種の行為の、それぞれに〔上・中・下の〕三種に

分かれ、すべての生き物を巻き込む輪廻（サンサーラ）について75、すべてが語ら

れた。

これらをまとめると、表 11のようになる。

MSの上記の分類と SKの註釈書とを比較すると、異なる分類がいくつか見られる。SK

ではサットヴァ性にあげられているガンダルヴァとヤクシャがラジャス性に、ラクシャ

スとピシャーチャがタマス性に列挙されている。プラジャーパティ、インドラ、ソーマ、

アスラ、ナーガ、太陽は登場せず、ブラフマーと祖先は同じである。さらに、おおよそ生

類とはかけ離れた抽象的なものまでサットヴァ性に分類されている。また、MS の分類

では、人はラジャス性と説きながら、バラモン階級はサットヴァ性に、旅芸人、詐欺師、

シュードラ、蛮族などをタマス性に配置している。このように細かく分類しているのは、

MSが各階級の規定を目的としているからと考えられる。

一方、MSでは地獄についても説かれる。

bahūn vars.agan. ān ghorān narakān prāpya tatks.ayāt /

sam. sārān pratipadyante mahāpātakinas tv imān //MS 12. 54

71 すなわち「聖仙」。
72 天空の光のこと。
73 下位の神格、あるいは半神的存在のグループの名である。
74 ここでは、おそらく、創造神ブラフマーのことである。
75 「この全ての、3種類の行為に対するそれぞれの 3分類である、あらゆる生類に関する輪廻が」とも訳せ
るであろう。
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サットヴァ性

上

中

下

ラジャス性

上

中

下

タマス性

上

中

下

ブラフマー、創造主、ダルマ、マハット、
未顕現のもの

供犧を行う者、聖仙、神々、ヴェーダ、
天空の光（天体）、 年、祖先、サーディヤ

苦行者、遊行者、バラモン、
ヴァイマーニカの集団、星座（星宿）、ダイティヤ

ガンダルヴァ、グヒヤカ、ヤクシャ、神々の従者、
アプサラス

王、クシャトリヤ、王付きの祭官（プローヒタ）、
論争の巧みなもの

ジャッラ（拳闘士、棒術使い）、マッラ（力士）、俳優、
悪い仕事で生活している者、賭博や飮酒に没頭する者

旅芸人、スパルナ鳥、詐欺師、ラクシャス、
ピシャーチャ

象、馬、シュードラ、軽蔑される蛮族（ムレーッチャ）、
獅子、虎、猪

動かないもの、虫類、魚、蛇行するもの、這うもの、
家畜、ジャッカル

図表 11 MSにおける 3種のグナの 9分類

大罪を有する者76は、何年もの間恐ろしい地獄を経過して、それ（罪過）が消滅し

てから、以下の転生に到達する。

3 種のグナ（要素）とは別に地獄が説かれるが、3 段階の生まれ中では説かれていない。

ここでは、地獄とは、大罪すなわち悪行により至る所である。

第 3節 Manusmr.ti 第 1章における原理展開

MSの冒頭の第 1章77では、創造説について説かれる。そこには、わずかながらサーン

キヤ説の影響が見られる。

まず、黄金の卵（ヒラニヤガルバ）の創造説が説かれる。そこで見られる創造のライン

は、暗黒→スヴァヤンブー→精子→水→黄金の卵（ヒラニヤガルバ）→ブラフマーである。

そして、さらにこのブラフマーから創造が始まる。ブラフマーは、黄金の卵の中にまる一

年住んだ後、その卵を二分し、天と地を造り、さらにその中間に空と 8つの方角および水

76 すなわち「大罪を犯した者」ということ。
77 ヴァルナ体制を、創造主による世界創造の一環に組み込んでいる。これは、ヴァルナ体制に先験的な権威
を付与することを意図し、以降のダルマ文献においても見られない。もはや繰り返される必要がないほど
決定的だったと考えられている [渡瀬 2013: pp. 513–514]。
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の永遠の居処（海）を造る。

ここでのブラフマーは以下のように考えられている。

yat tatkāran. am avyaktam. nityam. sadasadātmakam /

tadvisr.s.t.ah. sa purus.o loke brahmeti kı̄rtyate //MS 1.11

姿が見えず78、常住で、有と非有を本質としている原因—それから生まれたかの者

（プルシャ）はこの世でブラフマン79と呼ばれている。

つまり、ブラフマーは、未顕現（avyakta）、有と非有、そしてプルシャと同一視されてい

るのである。

さらに、創造は次のように続く。

udbabarhātmanaś caiva manah. sadasadātmakam /

manasaś cāpy aham. kāram abhimantāram ı̄śvaram. //MS 1.14

次いで〔ブラフマン80は〕彼自身から有と非有からなるマナス（思考力）を、そし

てマナスから自意識者であり支配者81であるアハンカーラ（我欲）を取り出した。

mahāntam eva cātmānam. sarvān. i trigun. āni ca /

vis.ayān. ām grahı̄tr̄.n. i śanaih. pañcendriyān. i ca //MS 1.15

さらに、偉大なアートマン（マハーン・アートマン）82、三グナを有するいっさいの

もの、対象の認識者である五感官を順次〔取り出した〕。

ここでは、MS第 12章に見られないアハンカーラが登場する。このアハンカーラは主宰神

（ı̄śvara）と同義である。アハンカーラが神格と対応する説は MBh 第 12 巻第 291 章83や

第 327 章84でも見られる。しかし、対応する神格が異なり、第 291 章ではプラジャーパ

ティ神と対応させている。第 327 章ではアハンカーラとブラフマーとを対応させている

が、未顕現（avyakta）には主宰神（ı̄śvara）を対応させている。古典サーンキヤでは迷妄

の原因とも成るであろうアハンカーラが、神格と対応しているのはエピック・サーンキヤ

の特徴ともいえる。

また、この MS 第 1 章での原理展開は、マナス→アハンカーラ→マハット・アートマ

ンとなり、このマハット・アートマンとはマハットすなわちブッディに該当するものであ

78 “avyakta”すなわち「未顕現」である。
79 ここでは創造神ブラフマーのことである。
80 創造神ブラフマーのことである。
81 “ı̄śvara”すなわち「主宰神」のこと。
82 あるいは「マハット・アートマン」。ここでのマハットは「偉大な」ではなく、単に、「大なるアートマン」
と解した方が妥当であろう。

83 本論の第 2章第 3.1節を参照。
84 本論の第 2章第 5.2節を参照。
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る。こうなると SKなどのサーンキヤ説で見られるブッディ→アハンカーラ→マナスの説

と逆転してしまう。このような逆転したものは古典サーンキヤでもエピック・サーンキヤ

でもあまり見いだせないが、MBh第 12巻第 326章では類似したものが見出せる85。

この第 1章は世界創造を説く箇所であるが、黄金の卵ヒラニヤガルバによる古い創造説

と新しいサーンキヤ的創造説に従って述べられる創造物一般とを区別し、2つの矛盾する

説が折衷されていることが指摘されている86。そのため、サーンキヤ説を取り込む際に、

誤って逆転させてしまった可能性もある。あるいは、独自のサーンキヤ学派の説が説かれ

ているとも、当時このような思想が流布していたとも考えられる。

これ以降の偈は不明な点が多い。6種のものの微細な分子とブラフマー自らの分子とを

結合させることによって万物を作ったとされ、さらに、7種のプルシャの微細な身体分子

からこの世界が生じるとされる。この 6 種のものと 7 種のプルシャとは一体何を指すの

であろうか。そもそもこの章自体が、当時独立して流布していたいくつかの創造説の小片

をつなぎ合わせたものと考えられている87。

このように、第 1章は矛盾が多い箇所である。第 12章で説かれるサーンキヤ説との矛

盾だけでなく、第 1章の中でも矛盾が見られる。しかし、ここでの主題は、世界の創造に

ついて語ることを目的としているのではない。この世界のすべてはブラフマーによって創

造されたのであり、それはヴァルナ制も同じである。そして、この世界の繁栄のために

は、各階級の人々に課せられたカルマを正しく行われなければならない88。あくまでも、

ダルマによる世界の秩序の構築とその理論付け、さらに言えば、4ヴァルナ制への神的権

威の付与を目的としているのである。

85 そこではマナスからアハンカーラが生み出される。詳しくは本論の第 2章第 5.3節を参照。
86 [渡瀬 1978: p. 561]
87 [渡瀬 1978: p. 559]
88 [渡瀬 1978: p. 572]
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第 4章

Carakasam. hitā および
Buddhacarita における世界構成
原理

第 1節 Carakasam. hitā における 8種の根本原因と 16種の
変異の説

CS は様々な説を折衷し、特にサーンキヤやヴァイシェーシカの説の影響が見られる。

その第 4巻 Śārı̄rasthāna. 1では、世界創造について説かれる箇所があり、マナスについて

の詳細な論述も見られるが、ここでは立ち入らないことにする。本節では、8種の根本原

因と 16種の変異の説に注目し、それを確認するに留めたい。

8種の根本原因の原理展開は以下のように説かれる。

khādı̄ni buddhir avyaktam ahaṅkāras tathā ’s.t.amah. /

bhūtaprakr.tir uddis.t.ā vikārāś caiva s.od. aśa // CS 4.1.63

空（kha）など〔の 5粗大元素〕、ブッディ、未顕現（avyakta）、および 8番目のア

ハンカーラが、〔8つの〕物質的根源（bhūtaprakr.ti）であり、変異は 16であると説

かれる。

根本原因は、未顕現、ブッディ、アハンカーラの 3つと空などがあげられる。また、アハ

ンカーラを 8 番目に据えていることから、根本原因は 8 つであることが分かる。そのた

め、空などとは 5粗大元素のことであるのは明白であろう。しかし、アハンカーラを 8番

目に据えていることに、何か意図があるのだろうか。66偈を考慮すれば、展開の順序に

そって、未顕現、ブッディ、アハンカーラ、5粗大元素の順で置かれるか、あるいは、逆
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順としてアハンカーラがブッディの前に置かれて、5粗大元素、ブッディ、アハンカーラ、

未顕現の順で説かれる方が自然に思われるが、ここではそのようになってはいない。サー

ンキヤの説に、多少の混乱が見られるようである。

一方、変異としては 16のものがあげられる。内容については、次のように説かれる。

buddhı̄ndriyān. i pañcaiva pañca karmendriyān. i ca /

samanaskāś ca pañcārthā vikārā iti sam. jñitāh. // CS 4.1.64

知覚器官は 5種のみであり、また行為器官も 5種である。そしてマナスを含むもの

（11種）と、5つの対象が変異と呼ばれる。

16変異は、5知覚器官、5行為器官、5つの対象、そしてマナスである。“samanaskāś”と

いうのは、マナスだけでなく、5知覚器官と 5行為器官も含めた言い方であり、それと共

に 5つの対象があるということである。

jāyate buddhir avyaktād buddhyā ’ham iti manyate /

param. khādı̄ny ahaṅkārād utpadyante yathākramam // CS 4.1.66

未顕現（avyakta）からブッディが生まれる。ブッディによって、〈わたし〉と考え

られる1。さらに、アハンカーラから、空などが順次に生ずる。

「ブッディによって、＜わたし＞と考えられる」とは、ブッディからアハンカーラが生ま

れることと考えられる。MBh第 12巻 203章を参照すれば2、プラクリティ→ブッディ→

アハンカーラ→虚空→風→火→水→地という順序を考えることができる。

一方、65偈では未顕現が定義されている。

iti ks.etram. samuddis.t.am. sarvam avyaktavarjitam /

avyaktam asya ks.etrasya ks.etrajñam r.s.ayo viduh. // CS 4.1.65

以上、未顕現（avyakkta）を除いた、全てのクシェートラ（ks.etra）が説かれた。未

顕現（avyakta）は、このクシェートラ（ks.etra）にとってのクシェートラジュニャ

（ks.etrajña）であると、聖仙は知る。

すなわち、未顕現（avyakta）をクシェートラジュニャと同一視しているのである。ク

シェートラジュニャとは土地を知るものを意味し、SKではプルシャを示す。それが、CS

では、プラクリティに相当する未顕現とみなされている。このような、未顕現と 25番目

の原理の混乱はMBh第 12巻 291章にも見られる3。

1 すなわちアハンカーラが生まれること。金倉氏は「覚によって人は〈吾あり〉と考える」と訳している
[金倉 1976: p. 1070]。

2 本論文の第 2章第 2節を参照。
3 本論文の第 2章第 3.3節を参照。
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以上のように、CSにおいては、8種の根本原因と 16種の変異の説が確認できる。いく

らかは体系立っているが、8種の根本原因と 16種の変異の関係は不明瞭と言わざるを得

ない。5 粗大元素、5 対象、5 知覚器官の対応は、想定できるが、5 行為器官の対応は不

明であり、何がどこから出てくるのか分からない。MBh 第 12 巻 203 章などに見られる

説4を参照すれば、5粗大元素と 5行為器官との対応も想定できなくはないが、そうとれな

くもない程度である。また、マナスに関しては、位置付けがはっきりとしていない。文脈

からはマナスがかなりの重要性を持ってことが分かるが、マナスを説いている偈は不明瞭

である。おそらく、サーンキヤ思想以外の様々な思想を折衷的に取り入れているため、細

かい箇所に矛盾が生じているのであろう。

第 2節 Buddhacarita における 8種の根本原因と 16種の変
異の説

BCにおいても、8種の根本原因と 16種の変異の説が見られる5。ここでは深く立ち入

らず、内容を紹介するに留めたい。

根本原因として次のものをあげている。

tatra tu prakr.tim. nāma viddhi prakr.tikovida /

pañca bhūtāny aham. kāram. buddhim avyaktam eva ca // BC 12.18

さて、それらの中で、根本原因というのは、5〔粗大〕元素、アハンカーラ、ブッ

ディ、未顕現と知れ。根本原因を知るものよ。

根本原因は、未顕現（avyakta）、ブッディ、アハンカーラ、5大元素の 8つをあげ、続い

て、変異については、次のように説かれる。

vikāra iti budhyasva vis.ayān indriyān. i ca /

pān. ipādam. ca vādam. ca pāyūpastham. tathā manah. // BC. 12. 19

変異とは、諸々の対象と知覚器官、手、足、言葉、肛門、生殖器、およびマナスで

あると理解せよ。

この中で、手・足・言葉・肛門・生殖器とは、すなわち行為器官である。このように、変

異は、5つの対象、5知覚器官、5行為器官、マナスという、計 16である。

ここは、サーンキヤの学説を紹介している個所であり、当時のサーンキヤ説において、

この 8種の根本原因と 16種の変異の説が、あるいは、この説をあげるグループが有力で

4 その他、MBh 12.291; 298、BC 12などにおいてである。
5 MBh 12.203; 291; 298、CS 4.1、BC 12などにおいてである。
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あった事が窺える。
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第 5章

古典サーンキヤにおける世界構成
原理

第 1節 Sām. khyakārikā における 25原理説

本節では、SKで説かれる開展説1を中心に扱う。SKでの開展説は、25原理により世界

を説明するものであり、そこには主宰神を立てない。機械論的に世界の成り立ちを説明す

るそこには、一元論に対する批判的な発展があった。絶対的な主宰神がなぜ、この苦しみ

の世界をどうして作ったのか、その矛盾の克服のためにこの説を唱えた。SKと STKに基

づき、その説を取り上げたい。

第 1.1節 二元論

SK における世界構成原理は究極的にはプルシャとプラクリティという 2 つの原理に

よって説明するものである。永久に実在するのはこの二元のみであり、創造神や主宰神と

いったものを立てない。

プルシャ（purus.a）は、精神原理であり、「純粋精神」、「霊我」などとも訳される。活動

もなく、ただプラクリティを観照するだけであり、本来清浄で、独存している。そして、

多数存在する。

プラクリティ（prakr.ti）は、根本原質であり、根本的な質料因、つまり物質的なものの

根源である。プラダーナ（pradhāna、第一のもの＝根本原理）や未顕現（avyakta）などと

1 サーンキヤ思想の述語では、“parin. āma” など、諸原理の展開を意味する語を開展と訳すのが通例となっ
ている。このテクニカルタームは明確に SKやその注釈書で説かれる古典サーンキヤの説についてのみ用
いた。古典サーンキヤでは開展に際し因中有果論が前提となっているためであるが、それ以外の例えばエ
ピック・サーンキヤなどでは、どこまでそのようなサーンキヤ思想を反映しているか分からないので、こ
の述語の使用を避けた。
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も呼ばれる。活動し、単一であり、3種のグナは均衡状態にある。

プルシャは享受のため、プラクリティはプルシャの解脱のため、両者は結合するとされ

る。この 2者の関係は「享受するもの」と「享受されるもの」である。「享受する」とは享

受させられている、「享受される」とは享受させているとも言える。インド思想では一般的

に、享受者と享受される対象を想定している。例えば、見たり聞いたり、あるいは楽や苦

などを感じたり、これらを最終的に受け取る存在、つまり究極的な主体がいると考える。

これがアートマンであり、サーンキヤではプルシャと呼ばれるものである。現象世界のあ

らゆる活動—突き詰めていけば、それはつまり根本原質プラクリティの活動である—が為

されるためには、それを享受する主体が必要である。それがプルシャであり、観照すると

いうことである。プルシャが観照するというのは対象としてプラクリティを享受するとい

うことである。つまり、プルシャとプラクリティは最も根源的な享受関係といえよう。

第 1.2節 25原理（tattva）と開展説（parin. āma-vāda）

開展（転変）は、プルシャの観照を受け、ラジャスの活動が始まり、3種のグナの均衡

が崩れることにより起こる。そして、世界が展開し、プラクリティから 23の原理が現れ

る。未顕現であるプラクリティに対し、開展したものを変異（vikāra）や顕現（vyakta）と

言う。

まず、SKに次のように説かれる。

prakr.ter mahām. s tato ’haṅkāras tasmād gan. aś ca s.od. aśakah. /

tasmād api s.od. aśakāt pañcabhyah. pañca bhūtāni // SK 22

プラクリティ（根本原質）からマハットが、それからアハンカーラが、またそれか

ら 16の一群が〔生じる〕。さらにその 16〔の中〕の 5つのものから 5粗大元素が

〔生じる〕。

プラクリティから、マハットが生じる。マハットはブッディの異名である。そして、ブッ

ディからはアハンカーラが生じる。アハンカーラからは 16のものが、さらに 16の中の 5

つから 5粗大元素が生じる。

アハンカーラから創造される 16のものは次のように説かれる。

abhimāno ’haṅkāras tasmād dvividhah. pravartate sargah. /

ekādaśakaś ca gan. as tānmātrah. pañcakaś caiva // SK 24

アハンカーラとは自己の意識（abhimāna）である。それから 2種の創造が起こる。

そして〔それは〕11種の一群と 5種の微細要素に関するもののみである。

このように、アハンカーラからの創造は 2つのパターンがある。一方は、11種の一群、も
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う一方は 5つの微細要素（tānmātra）で、これが 16のものである。

そして、アハンカーラの創造は次のように詳細に述べられる。

sāttvika ekādaśakah. pravartate vaikr.tād ahaṅkārāt /

bhūtādes tānmātrah. sa tāmasas taijasād ubhayam // SK 25

「ヴァイクリタ・アハンカーラ」（vaikr.ta-ahaṅkāra）から、サットヴァ性の 11から成

るものが開展する。「ブーターディ〔・アハンカーラ〕」（bhūtādi-ahaṅkāra）から、タ

マス性の微細要素が〔開展する〕。「タイジャサ〔・アハンカーラ〕」（taijasa-ahaṅkāra）

から、両者が〔開展する〕。

すなわち、3種のグナに応じて、3種類のアハンカーラが現れ、それぞれに開展していく

のである。このアハンカーラで、開展説のラインに分岐が起こるのである。また、ラジャ

ス性のアハンカーラは、両者に展開すると言うことから、活動因としての性質が認めら

れる。

これら 3種のアハンカーラは次の通りである。

• サットヴァ性：ヴァイクリタ・アハンカーラ（vaikr.ta-ahaṅkāra）→ 11のインドリヤ

• タマス性：ブーターディ・アハンカーラ（bhūtādi-ahaṅkāra）→ 5微細要素

• ラジャス性：タイジャサ・アハンカーラ（taijasa-ahaṅkāra）→両者の開展＝活動因

Jha は Gaud. apāda に基づいて次のように説明している。「(a)“vaikr.ta”、(b)“bhūtādi”、

(c)“taijasa” は、純粋に、アハンカーラ（I-principle）の 3 つの形態、あるいは状態に

あてはめられたテクニカルタームとしての名前である。アハンカーラが、サットヴァの

属性によって支配されたとき “vaikr.ta”と呼ばれ、タマスの属性によって支配されたとき

“bhūtādi”と呼ばれ、ラジャスの属性によって支配されたとき “taijasa”と呼ばれる。これ

らは、単なる専門用語にすぎず、何も意味していない」2という。金倉氏は “vaikr.ta”を「変

異した我慢」、“bhūtādi”を「元素の初めと称する我慢」、“taijasa”を「炎熾と称する我慢」

と訳し3、服部氏はそれぞれ「変化した自我意識」、「元素のもととなった自我意識」、「激

質的な自我意識」と訳している4。

また、ヴァイクリタ・アハンカーラから開展する 11種のうち 10種については次のよう

に説かれる。

buddhı̄ndriyān. i caks.uh. śrotraghrān. arasanatvagākhyāni /

vākpān. ipādapāyūpasthān karmendriyān. y āhuh. // SK 26

2 [Jha 2004: p. 98]
3 [金倉 1984: p. 157]
4 [服部 1979: p. 198]
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知覚器官（buddhı̄ndriyān. i）とは、目（caks.us）、耳（śrotra）、鼻（ghrān. a）、舌（rasana）、

皮膚（tvac）と名づけられるものである。発声器官（vāc）、手（pān. i）、足（pāda）、

肛門（pāyu）、生殖器（upastha）を、行為器官（karmendriyān. i）と言う。

5知覚器官と、5行為器官である。そして残りのもうひとつがマナスである。

ブーターディ・アハンカーラから開展した微細要素は、次に 5粗大元素へと開展する。

SKにおいてはどの微細要素からどの粗大元素が現れるかは明らかにされてはいない。こ

こでは STKの説を紹介する。

tatra śabdatanmātrād ākāśam. śabdagun. am; śabdatanmātrasahitāt sparśatanmātrād

vāyuh. śabdasparśagun. ah. , śabdasparśatanmātrasahitād rūpatanmātrāt tejah. śabdasparśagun. am;

śabdasparśarūpatanmātrasahitād rasatanmātrād āpah. śabdasparśarūparasagun. āh. ; śab-

dasparśarūparasatanmātrasahitād gandhatanmātrāc chabdasparśarūparasagandhagun. ā

pr.thivı̄ jāyata ity arthah. . STK (4) ad. SK 22

それらの中で、音声の微細要素から音声を性質（gun. a）とする虚空〔の粗大元素が

生じ〕、音声の微細要素を伴った接触の微細要素から音声と接触を性質（gun. a）と

する風〔の粗大元素が生じ〕、音声と接触の微細要素を伴った色の微細要素から音

声と接触と色を性質（gun. a）とする火〔の粗大元素が生じ〕、音声と接触と色の微

細要素を伴った味の微細要素から音声と接触と色と味を性質（gun. a）とする水〔の

粗大元素が生じ〕、音声と接触と色と味の微細要素を伴った香りの微細要素から音

声と接触と色と味と香りを性質（gun. a）とする地〔の粗大元素〕が生じる、という

意味である。

まとめると次の通りである。

1. 微細要素：音声　→　粗大元素：虚空

2. 微細要素：音声＋接触　→　粗大元素：風

3. 微細要素：音声＋接触＋色　→　粗大元素：火

4. 微細要素：音声＋接触＋色＋味　→　粗大元素：水

5. 微細要素：音声＋接触＋色＋味＋香り　→　粗大元素：地

これらは、注釈書により解釈も異なり、例えば、Mや Jなどは STKと同一であるが、G

の註では、「香り→地」、「味→水」、「色→火」、「接触→風」、「音声→虚空」とそれぞれ単独

で働く5。

さらに、次のようにも説かれる。

5 [Larson and Bhattacharya 1987: p. 51]
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“adhyavasāyo buddhih. ” kriyā-kriyāvator abhedavivaks.ayā. sarvo vyavahartā ”locya

matvā ’ham atrādhikr.ta ity abhimatya karttavyam etan mayety adhyavasyati tataś ca

pravartata iti lokasiddham. STK (2) ad. SK 23

〈ブッディとは決知である〉。機能と機能を持つもの（機能の主体）との間に、区別

がないということを意図しているので。あらゆる行為者は、〔ある対象を、まず目

で〕知覚し、〔次にマナスで〕思惟し6、〔そしてアハンカーラで〕「私はこれに権威

を与えられている」と固執し、〔最後に、ブッディで〕「これは私によってなされる

べきである」と決定する。そしてそれから、〔行為を〕始める。以上は世間の定説

である。

すなわち、マナスは、思惟する性質も有し、5知覚器官・5行為器官からの情報をアハン

カーラに運ぶ。アハンカーラは、自己に関連づけ (I or not I / mine or not mine)、そして、

ブッディが決断の作用をなす。それらが 5知覚器官・5行為器官にもどり、実際の行動を

起こすのである。

以上が、心の作用と行為である。このような心の作用は物質的なものに属するものであ

る。サーンキヤ思想の開展説は、この心の作用に、現象世界の創造を組み込んだものであ

る。それは図表 12のようにまとめられる。

また、25原理の分類については次のように説かれる。

mūlaprakr.tir avikr.tir mahadādyāh. prakr.tivikr.tayah. sapta /

śod. aśakas tu vikāro na prakr.tir na vikr.tih. puruśah. // SK 3

根本原質（mūlaprakr.ti）は変化したもの（vikr.ti）ではない。マハットなどのものは

根源（prakr.ti）で変化したものであり、7ある。一方、16のものは変異（vikāra）で

ありる。プルシャは、根本原因でもなく、変化したものでもない。

これらをまとめると図表 13の通りである。

第 2節 Sām. khyakārikā における 3種のグナ説

本節では、SKにおける 3種のグナについて扱う。SKにおける 3種のグナは、宇宙論

にあっては構成要素として働き、人間存在にあっては心の状態や属性として働く。このよ

うな曖昧な機能を有しているにもかかわらず、その重要性は極めて高い。内容の理解にあ

たって、主に STKで補いつつ、概観していく。

6 対象をそのままに思い描くこと。すなわち、感覚器官で受け取った対象の情報をアハンカーラに運ぶ働き
である。
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第 2.1節 世界を構成する 3種のグナ

まず、3種のグナ（tri-gun. a）とはいかなるものであろうか。SK12–13に次のように説

かれる。

prı̄tyaprı̄tivis.ādātmakāh. prakāśapravr.ttiniyamārthāh. /

anyonyābhibhavāśrayajananamithunavr.ttayaś ca gunāh. // SK 12

〔3種の〕グナは、喜び・嫌悪・落胆を本質とし、照らすこと・活動させること・抑

制することを目的とする。また、相互に、制圧し、依存し、生産し、協力する（相

伴う）作用である。

sattvam. laghu prakāśakam is.t.am upas.t.ambhakam. calam. ca rajah. /

guru varan. akam eva tamah. pradı̄pavac cārthato vr.ttih. // SK 13

サットヴァは軽快なもの・輝くものであり、そして、ラジャスは刺激するもの・活

動するもの、まさにタマスは鈍重なもの・覆い隠すものであると認められている。

〔これらは、灯芯・油・火の 3種から成る〕灯火のごとく〔一つの〕目的のために作

用する。

3種のグナは、サットヴァ（sattva、純質）、ラジャス（rajas、激質）、タマス（tamas、翳

質）という 3つより成る。これらの性質をまとめると図表 14のようになる。

3種のグナは、SK 13において目的のために働くとされる。それは STKによると次の

ように説明される。

“arthatah. ” iti purus.ārthata iti yāvat; yathā vaks.yati — “purus.ārtha eva hetur na kenacit

kāryate karan. am” iti. (kārikā 31). STK (10) ad SK 13

〈目的のために〉とは、プルシャの目的のために、という意味である。次のごとく

説かれる、「プルシャの目的こそが原因である。〔他の〕何ものによっても器官は働

かされない」（SK 31）という。

プルシャのために働くのである。それは、単独で、自ら働くということができず、常に他

のために働くということである。

SK 12で示された作用は、STKによると以下のように説明される。まず、「相互に制圧

する作用」とは次の通りである。

es.ām anyatamenārthavaśād udbhūtenānyadabhibhūyate. tathāhi — sattvam. rajasta-

ması̄ abhibhūya śāntām ātmano vr.ttim. pratilabhate; evam. rajah. sattvataması̄ abhibhūya

ghorām; evam. tamah. sattvarajası̄ abhibhūya mūd.hām iti. STK (9) ad SK 12
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目的に従って、これら（3 種のグナ）のうちのいずれかが増大することによって、

他〔のグナ〕が制圧される。例えば、サットヴァはラジャスとタマスを制圧して、

平安さという自身の作用を獲得する。同様に、ラジャスはサットヴァとタマスを制

圧して、激しさを〔獲得する〕。同じく、タマスはサットヴァとラジャスを制圧し

て、鈍さを〔獲得する〕ということである。

すなわち、サットヴァは、ラジャスとタマスを制圧して優勢になり、自らの性質である平

安さを発揮する。同様に、ラジャスはサットヴァとタマスを制圧して優勢になり、激しさ

を発揮し、タマスはサットヴァとラジャスを制圧して優勢になり、鈍さを獲得するという

ことである。

続いて、「相互に依存する作用」とは次のように説かれる。

yady apy ādhārādheyabhāvena nāśrayārtho ghat.ate, tathāpi yad apeks.ayā yasya

kriyā sa tasyāśrayah. . tathāhi — sattvam. pravr.ttiniyamāv āśritya rajastamasoh.
prakāśenopakaroti, rajah. prakāśaniyamāv āśritya pravr.ttyetarayoh. ; tamah. prakāśapravr.ttı̄

āśritya niyamenetarayor iti. STK (10) ad SK 12

たとえ、保持するものと保持されるべきものの関係として、依存の意味が成立し

ないとしても、それにもかかわらず、あるもの（A）に依拠することによってある

もの（B）に機能があるならば、それ（B）はそれ（A）に依存している。例えば、

サットヴァは活動と抑制に依存して、ラジャスとタマスを照明によって助ける。ラ

ジャスは照明と抑制に依存して、活動によって他の 2つを〔助ける〕。タマスは照

明と活動に依存して、抑制によって他の 2つを〔助ける〕ということである。

すなわち、サットヴァは、ラジャス性の活動とタマス性の抑制に依存して、ラジャスとタ

マスを照明によって助ける。同様に、ラジャスは照明と抑制に依存して、活動によって他

の 2つを助け、タマスは照明と活動に依存して、抑制によって他の 2つを助けるというこ

とである。

「相互に生産する作用」とは次の通りである。

anyatamo ’nyatamam. janayati. jananam. ca parin. āmah. , sa ca gun. ānām. sadr.śarūpah. .

ata eva na hetumattvam, tattvāntarasya hetor asambhavāt; nāpy anityatvam, tattvāntare

layābhāvāt. STK (11) ad SK 12

〔3種のグナの〕いずれかが〔それ以外の〕いずれかを生み出す〔ことである〕。そ

して、生産（janana）とは転変（parin. āma）であり、またそれ（転変）は〔3種の〕グ

ナと類似したものである。まさにそれ故、他の原理という原因が存在しないから、

原因を持つものではない。さらに、他の原理の中に還滅することがないから、無常

なものではない（＝無始無終の存在である）。
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生産とは転変であり、他のグナに基づいて転変するということである。そして、3種のグ

ナは、無始無終の存在である。

「相互に協力する（相伴う）作用」とは次の通りである。

anyonyasahacarāh. , avinābhāvavr.ttaya iti yāvat. STK (12) ad SK 12

相互に伴って働くことであり、すなわち、分離させることができない作用

（avinābhāvavr.tti、あるものともう一方のものとに必要な関係の作用）という意味で

ある。

3種のグナは分離することできないということである。3種のグナは、いずれかが欠ける

ことはなく、優勢・劣勢の関係である。

このような作用をなすのではあるが、SK 12 の “anyonyābhibhavāśrayajananamithuna-

vr.ttayah. ”という一文について、SSは「相互に起こる」、Mと Gは「相互に作用する」7と

し、いずれも “vr.tti”の語を 3種のグナにおける機能の一つとみなしているが、STKでは

その他の機能それぞれに “vr.tti”の語を結びつけ、3種のグナにおける機能の一つとみなし

ていない。

相互に生産する作用とは、STKの解釈によると「〔3種のグナの〕いずれかが〔それ以外

の〕いずれかを生み出す」ということである。翻訳に用いた Bhat.t.ācāryaのテクストでは

“anyatamo ’nyatamam. janayati.” となっており、別のテクストでは “apeks.ya” や “āśritya”

が記述されている8。それに基づけば、「〔3種のグナの〕いずれかが〔それ以外の〕いずれ

かに基づいて〔何かを〕を生み出す」ということと解することができる。そして、「〔何か

を〕を生み出す」というその「何か」がいかなるものかは、金倉氏の指摘する通り9、SK

16を参照すれば理解できると思われる10。すなわち、3種のグナのいずれかは、それ以外

のいずれかに基づいて、自身の性質のものに転変する、例えば、サットヴァはラジャス

とタマスに基づいてサットヴァ性のものに転変するということである。一方、本多氏は、

「anyonya-jananaをMは janayati＝ bodhayatiと解しているが、M独特のものである。併

し、例えば、sattvaが rajasや tamasを生ずるとか、tamasが sattvaや rajasを生ずるとす

るのは、因中有果論に反するわけであるから、Mの解釈の方がサーンキヤ体系に合うとも

7 [本多 1980: p. 420]
8 B.2 (11)の註を参照。
9 [金倉 1984: p. 112]

10 「諸々の個物（bheda、区別されたもの）とは、(1) 制限されているから、(2) 共通性を持つから、そし
て、(3) 力により活動するから、(4) 原因と結果の区別があるから、〔一方〕(5) すべての形を持つもの
（vaiśvarūpya、万物）とは区別がないから、原因である未顕現（avyakta）は存在する。〔そしてそれは〕3
種のグナにより、また、〔3種のグナの〕集合により、水の如くに転変し、それぞれに対応したグナ（属性）
に依拠する差別に従って、開展する。」（SK 15–16）本論文の B.5を参照。
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云えるだろう。」11と説明する。しかし、SSでは、「有る時は喜が憂と痴とを生じ、有る時

は憂悩が能く喜と痴とを生じ、有る時は能く痴が憂と喜とを生ず。」12と説かれている。つ

まり、相互に生じるとは、一つのグナが別のグナの性質の原因となるということである。

さらに、G註には次のように説かれる。

anyo’nyavr.ttayaś ca. prasparam. vartante. ‘gun. ā gun. es.u vartante’iti vacanāt

(Bhagavadgı̄tā 3.28). yathā surūpā suśı̄lā strı̄ sarvasukhahetuh. , sapatnı̄nām. saiva

duh.khahetuh. , saiva rāginām. moham. janayati, evam. sattvam. rajastamasor vr.ttihetuh. .

yathā rājā sadodyuktah. prajāpālane dus.t.anigrahe, śis.t.ānām. sukham utpādayati

dus.t.ānām. duh. kham. moham. ca, evam. rajah. sattvatamasor vr.ttim. janayati. tathā tamah.
svarūpen. ātmakena sattvarajasor vr.ttim. janayati. yathā meghāh. kham āvr.tya jagatah.
sukham utpādayanti, te vr.s.t.yā kars.akān. ām. kars.an. odyogam. janayanti, virahin. ām.
moham. evam. anyo’nyavr.ttayo gun. āh. . [Mainkar 2004: p. 75]

そして、〈相互に作用する〉〔とは〕。〔それは〕互いに働く〔と言うことである〕。

「諸々のグナは諸々のグナにおいて働く」（Bhagavadgı̄tā 3.28）と説かれているから

である。美しく気立てのよい女は〔全ての人にとって〕あらゆる楽の原因であり、

彼女こそが（夫を同じくする）別の妻たちにとって苦しみの原因であり、彼女こそ

が情熱的な人々にとって迷妄を生み出す。このように、サットヴァはラジャスとタ

マスの作用の原因である。例えば、常に臣民の守護に対し熱心な王が、悪人を罰す

るとき、礼儀正しい者たちに楽を生じさせ、悪人たちに苦しみと迷妄を〔生じさせ

る〕。このように、ラジャスはサットヴァとタマスの作用を生み出す。同様に、タ

マスは、自己の本性としての性質によって、サットヴァとラジャスの作用を生み出

す。例えば、雲が、空を覆って〔太陽を遮ることにより〕、生きるものに楽を生じ

させ、〔また〕それら（雲）が、雨によって、農夫たちに精力的な農作業を生じさ

せ、〔さらに〕（愛する人）と離れた者たちに迷妄を〔生じさせる〕。このように、

諸々のグナは、相互に作用する。

以上のように、サットヴァはラジャスとタマスの作用を生み出す、すなわち作用の原因と

なり、同様に、ラジャスはサットヴァとタマスの作用を、タマスはサットヴァとラジャスの

作用を生み出すことが説かれている。注意すべきは、ここでは、“anyonyajananavr.ttayah. ”

の解釈ではなく、“anyonyavr.ttayah. ”の解釈ということである。しかし、SSでの「相互に

生み出す」ということについての解釈と非常に似通っていて、これらもいずれかのグナを

原因として、それ以外のグナの性質が表れることを説いている。

11 [本多 1980: p. 555]
12 本多氏による訳 [本多 1980: p. 419]。
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以上のように、「相互に生み出す作用」とは、大きく分けて 3つの解釈が可能である。

1. 3種のグナのいずれかは、それ以外のグナに基づいて、自身の性質を転変させる。

2. janayati＝ bodhayatiであり、3種のグナは相互に知覚させる。

3. 3種のグナのいずれかのグナを原因として、それ以外のグナの性質が表れる。

おそらく、「相互に生み出す」ということを字義に通りに捉えると、因中有果論と矛盾し

てしまうため、様々な解釈が生まれたのであろう13。また、STKでは、おそらく、「相互

に作用する」という機能が「相互に生み出す」と似通っていたために、省いたのではない

かと推察できる。

そして、あらゆるものは 3種のグナからなることが説かれる。

trigun. am aviveki vis.ayah. sāmānyam acetanam prasavadharmi /

vyaktam. tathā pradhānam. tadviparı̄tas tathā ca pumān // SK 11

顕現（vyakta）は、3種のグナ〔から成るもの〕であり、〔3種のグナと〕別のもので

はなく、〔プルシャが享受する〕対象であり、〔多数のプルシャにとって〕共通のも

のであり、非精神的であり、生産性を持つ。プラダーナ（第 1のもの＝根本原質）

も同様である。純粋精神（pum. s＝ purus.a）はそれ（根本原質）と反対でもあり同

様でもある。

顕現とプラクリティ・プルシャの特徴を述べている箇所で、顕現は 3種のグナから成るも

のであり、別ものではないと説明される。これは、次のように説明される。

aavivekyādeh. siddhis traigun. yāt tadviparyayābhāvāt /

kāran. agun. ātmakatvāt kāryasyāvyaktam api siddham // SK 14

「〔顕現（vyakta）は 3種のグナと〕別ものではない」14などとは、(1) 3種のグナか

ら成ることから、(2)それと反対のものには〔3種のグナが〕存在しないことから、

確立する。結果（＝顕現）は原因であるグナを本質としているということから、未

顕現（avyakta）〔の存在〕もまた、確立する。

bhedānām. parimān. āt samanvayāt śaktitah. pravr.tteś ca /

kāran. akāryavibhāgād avibhāgād vaiśvarūpyasya // SK 15

kāran. am asty avyaktam pravartate trigun. atah. samudayāc ca /

parin. āmatah. salilavat pratipratigun. āśrayaviśes.āt // SK 16

諸々の個物（bheda、区別されたもの）とは、(1)制限されているから、(2)共通性を

13 Yはこの偈に関する註釈が欠落している。
14 SK 11。B.1を参照。
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持つから、そして、(3)力により活動するから、(4)原因と結果の区別があるから、

〔一方〕(5)すべての形を持つもの（vaiśvarūpya、万物）とは区別がないから、原因

である未顕現（avyakta）は存在する。〔そしてそれは〕3種のグナにより、また、〔3

種のグナの〕集合により、水の如くに転変し、それぞれに対応したグナ（属性）に

依拠する差別に従って、開展する。

以上のようにプラクリティの存在証明の箇所で、3種のグナは未顕現と顕現の両者の構成

要素であることが説かれる15。つまり、あらゆる物質はこの 3種のグナを有しているので

あり、両者の違いは、3種のグナが均衡状態であるか、不均衡状態であるかである。プラ

クリティにおいて 3 種のグナは均衡状態にあり、ラジャスが動力因となって 3 種のグナ

は不均衡な状態になり、世界が開展していく。不均衡状態になった 3種のグナは、諸々の

個物ごとに異なり、多様な世界を形作るというのである。例えば、ブッディでは 3種のグ

ナによって 8種のバーヴァ（状態、bhāva）16が現れる。功徳、知識、離欲、自在はサット

ヴァとラジャスが結びついたときで、罪過、無知、貪欲、不自在が現れるのはタマスとラ

ジャスが結びついたときである17。グナは、一般的に属性・性質を表すが、SKにおける

グナとは単なる属性としてだけではなく、プラクリティと関係して、多様なる世界を形作

る構成要素とも言える。さらに、開展に際してどれか 1つが優勢になるのであり、3つの

うちどれか 1つが欠けるということはない。

一方、プルシャにはグナは認められておらず、一切の属性、物質的要素も有さないもの

である。また、人の性質面では、サットヴァが優勢だと誠実や知が生じ、ラジャスが優勢

だと憎悪や破壊が生じ、タマスが優勢だと無知や眠りが生じる。このように、3種のグナ

のいずれかが優勢かで単一の根源からなる物質も、多様になるのである。

第 2.2節 3種のグナと生まれの 3段階（位）

苦の究極的な除去方法—すなわち解脱—を教示するのがサーンキヤ思想であるが、一方

で解脱できなければ輪廻すると考えられていて、輪廻がいかなるものかについても説かれ

ている。そこにはサーンキヤ思想において重要な概念である 3種のグナが関連している。

本節では、3種のグナが輪廻と関連してどのように説かれているのかを考察する。

15 サーンキヤ学派はこのような存在証明に際し、因中有果論を前提として論を進める。
16 この 8種のうち、知識のみが解脱に導くもので、他は自己を束縛するものである。
17 SK23及び SK43で説かれている。功徳 (dharma)、知識 (jñāna)、離欲 (virāga)、自在 (aiśvarya)が純質的
状態で、その反対が翳質的状態である。さらに、これらは、先天的に備わっているものと、自然に備わる
ものと、後天的に備わるものがある。この 8種の状態は、内的器官（＝ブッディ）を拠り所としている。
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3段階（位）におけるそれぞれの分類

SKでは生まれに関して次のように説かれる。

as.t.avikalpo daivas18tairyagyonaś ca pañcadhā bhavati /

mānus.yakaś caikavidhah. samāsato bhautikah. sargah. // SK 53

神の位は 8種、また獣の位は 5種である。そして、人間の位は 1種である。〔これ

らは〕まとめて物質の創造（現象世界の創造）〔といわれる〕。

ūrdhvam. sattvaviśālas tamoviśālaś ca mūlatah. sargah. /

madhye rajoviśālo brahmādistambaparyantah. // SK 54

ブラフマーから始まって草木に終わる創造は、上にあってはサットヴァが多い。ま

た下にあってはタマスが多い。中間においてはラジャスが多い。

SKにおいて、図表 15のように、上・中・下と神・人・獣がサットヴァ・ラジャス・タマ

スに対応していることが分かる。神の位は 8 種、人の位は 1 種であり、獣の位は 5 種で

ある。サットヴァが多いと上の段階に、ラジャスが多いと中間の段階に、タマスが多いと

下の段階に至る。ブラフマー神から始まって草木に終わる創造とは、つまり、輪廻におい

て、3種のグナの結果により、合計 14種のどれかに生まれるのである。

それでは、14種はいったいどういったものか。SKでは何も触れられていないが、註釈

書19によって 14種の説明が少しずつ異なっているので、それぞれをあげて考察したい。

考察は後に譲り、まずはそれぞれの注釈書の該当箇所をあげていく。

SSには次のように説かれている。

天道有八分者一梵王生二世主生三天帝生四乾闥婆生五阿修羅生六夜叉生七羅刹生八

沙神生獣道有五分者一四足生二飛行生三胸行生四傍形生五不行生人道唯一生者人道

唯一類故説含識有三種謂天獣人三及相有為三（SS 53）

「天道に八分有り」とは、一には梵王生、二には世主生、三には天帝生、四には乾闥

婆生、五には阿修羅生、六には夜叉生、七には羅刹生、八には沙神生なり。「獣道

に五分有り」とは、一には四足生、二には飛行生、三には胸行生、四には傍形生、

五には不行なり。「人道は唯一生なり」とは、人道は唯一類なるが故なり。含識に

三種有りと説く。謂く、天と獣と人との三及相と有とを三と為す。（本多恵訳 [本多

1980: p. 517]）

18 底本では “devas”であるが [Bhat.t.ācārya 1967: p. 301]、Srinivasan[Srinivasan 1967: p. 160]と Jhaに基づ
き [Jha 2004: p. 149]、“daivas”に訂正。

19 それぞれの注釈書の概要については序論第 3.4節を参照。
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Gには次のように説かれている。

tatra daivam as.t.aprakāram — brāhmam. , prājāpatyam. , saumyam. , aindram. ,

gāndharvam. , yāks.am. , rāks.asam. , paiśācam iti. paśumr.gapaks.isarı̄sr.pasthāvarān. i

bhūtāni, evam. pañcavidhas tairaścah. . mānus.ayonir ekaiva. iti caturdaśa bhūtāni. (G

53)

その（SK 53）中で、神に関係するものは 8種に〔分けられる〕、すなわち、ブラフ

マーに関係するもの、プラジャーパティに関係するもの、ソーマに関係するもの、

インドラに関係するもの、ガンダルヴァに関係するもの、ヤクシャに関係するも

の、ラクシャスに関係するもの、ピシャーチャに関係するものという。家畜、野生

動物、鳥類、這うもの（＝ヘビなど）、動かないもの（＝植物など）が存在物（被造

物、bhūta）である。このように、5種が獣である。人間の胎は一種のみである。以

上が 14種の存在物である。

ūrdhvam iti. as.t.asu devasthānes.u sattvaviśālah. , sattvavistārah. , sattvotkat.a

ūrdhvasattva iti. tatrāpi rajastaması̄ stah. . tamoviśālo mūlatah. . paśvādis.u sthāvarāntes.u

sarvah. sargas tamasādhikyena vyāptah. . tatrāpi sattvarajası̄ stah. . madhye, mānus.e

raja utkat.am. tatrāpi sattvataması̄ vidyete. tasmād duh. khaprāyā manus.yāh. .

evam. brahmādistambaparyantah. , brahmādisthāvarānta ity arthah. . abhautikah.
sargah. , liṅgasargah. , bhāvasargah. , bhūtasargah. , daivamānus.atairyagyonāh. , ity es.a

pradhānakr.tah. s.od. aśavidhah. sargah. . (G 54)

〈上にあっては〉〔云々〕とは。8種の神の位においては〈サットヴァが多い〉、す

なわちサットヴァが増大していて、サットヴァが優勢であり、上方はサットヴァで

あるという〔意味である〕。（そこにおいてもラジャスとタマスは存在している。）

〈下にあってはタマスが多い〉とは、獣から始まり草木に終わるものにおけるあら

ゆる創造は、多量のタマスによって遍充している。そこにおいても、サットヴァと

ラジャスは存在している。中間において、すなわち人に関係するものにおいては、

ラジャスが増大している。そこにおいても、サットヴァとタマスは存在している。

それ故、人間は苦に満ちている。このように、〈ブラフマーから始まって草木に終

わる〉とは、ブラフマーから始まって動かないものに終わるという意味である。非

物質的創造、微細な表徴（liṅga）の創造、状態の創造、存在物の創造、神・人・獣

の創造、以上がそのプラダーナから作られる（＝開展する）16種の創造である。

Yにおいては次のように説かれている。

as.t.au vikalpā asya so ’yam as.t.avikalpah. . as.t.aprākāro ’s.t.abheda ity arthah. tadyathā

brahmaprajāpatı̄ndrapitr.gandharvanāgaraks.ah. piśācāh. . tairyagyonaś ca pañcadhā bha-
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vati. paśumr.gapaks.isarı̄sr.pasthāvarāh. mān.us.yaś caikavidho jātyantarānupapatteh. .（Y

53abc）

これには 8つの種類がある、それがこの 8種である。8とは 8種の区別があるとい

う意味である。すなわち、ブラフマー、プラジャーパティ、インドラ、祖先、ガン

ダルヴァ、ナーガ、ラクシャス、ピシャーチャである。また、獣の位の分類は 5種

となる。家畜、野生動物、鳥類、這うもの（＝ヘビなど）、動かないもの（＝植物な

ど）である。そして、ジャーティ（生まれ）の違いは認められないが故に、人間の

位は 1種である。

Jにおいては次のように説かれている。

as.t.avikalpa ityādi. devānām ayam. daivah. . so ’s.t.avidhah. . tad yathā brāhmah. ,

prājāpatyah. , saurah. , āsurah. , gāndharvah. , yāks.ah. , rāks.asah. , paiśācaś ceti.

tairyagyonyaś ca pañcadhā bhavatı̄ti. tiryagyonı̄nām ayam. tairyagyonyah. .

paśumr.gpaks.isarı̄sr.pasthāvarabhedāt pañcavidhah. . tatra gavādyā rāsabhāntāh.
paśavah. . sim. hādyā vid. ālāntā mr.gāh. . ham. sādyā maśakāntāh. paks.in. ah. . sarpādayah.
kr.myantāh. sarı̄sr.pāh. . vr.ks.ādayah. sthūn. āntāh. sthāvarā iti. mānus.yaś caikavidha iti.

manus.yān. ām ayam. mānus.yah. . evam. vidhasam. sthānasyaikavidhatvāt. (J 53)

〈8種〉云々とは。神々にとっては、この神の位（daiva）がある。それが 8種であ

る。すなわち、ブラフマーに関係するもの、プラジャーパティに関係するもの、太

陽に関係するもの、アスラに関係するもの、ガンダルヴァに関係するもの、ヤク

シャに関係するもの、ラクシャスに関係するもの、ピシャーチャに関係するもので

あるという。〈また獣の位は 5種である〉とは。獣に生まれたものたちにとっては、

この獣の位（tairyagyonya）がある。家畜、野生動物、鳥類、這うもの（＝ヘビな

ど）、動かないもの（＝植物など）の区別により 5種となる。その中で、牛からロ

バまでが家畜たちであり、ライオンから猫までが野生動物であり、ハンサ鳥から蚊

までが鳥類であり、ヘビから蠕虫（ぜんちゅう）までが這うものであり、木から柱

までが動かないものである。〈そして、人間の位は 1種である〉とは。人間たちに

とっては、この人の位（mānus.ya）がある。このような種類の存在は 1種〔で十分〕

であるから。

ūrdhvam ityādi. brahmā ādir yasya sargasya stambaś ca tr.n. avit.apaparyantah. , sa

brahmādistambaparyantah. sargah. . sa ūrdhvah. sattvaviśālah. . ūrdhvam. devalokas

tasyotkr.s.t.atvāt tatra sāttvika ity arthah. . devalokasya sattvabahulatvāt. tamoviśālaś ca

mūlatah. sarga iti. tairya(gyono) mūlam; tasyādhamatvāt. tasmin mūle tamodhikam.
tamobahulatvāt. madhye rajoviśāla iti. manus.yaloke madhye. uttarādharabhāvāt tatra
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duh.khabahulatvāt. (J 54)

〈上にあっては〉などとは。ブラフマーから始まるその創造とは、草木（stamba）

すなわちは草（tr.n. a）や低木（vit.apa）に終わる、それが〈ブラフマーから始まって

草木に終わる創造〉である。それが、上では〈サットヴァが多い〉〔ということであ

る〕。〈上にあっては〉とは神の世界であり、それは高位であるということから、そ

こはサットヴァ性であるという意味である。神の世界とはサットヴァが多いから。

〈また下にあってはタマスが多い〉とは。〈下にあっては〉とは獣（の胎）である。

最下位であるから。その下というところにおいては、タマスが優位であり、タマス

が多いから。〈中間においてはラジャスが多い〉とは。〈中間において〉とは人間の

世界において〔という意味である〕。高次と低次の〔両方が〕存在する故に、そこ

において苦しみが多いということから。

Mにおいては次のように説かれている。

as.t.avikalpo daiva iti. tad yathā — brāhmam. prājāpatyam aindram. paitram. gāndharvam.
yāks.am. rāks.asam. paiśācam ity evam as.t.avidho devasargah. . tairyagyonaś ca pañcadhā

bhavati. atra tulyaliṅgatvād bhavati paśupaks.imr.gasarı̄sr.pasthāvarāntaś ceti. mānus.ya

ekavidhas tulyaliṅgatvād brāhman. ādicān. d. ālāntah. . （M 53）

〈神の位は 8種〉とは。すなわち、ブラフマーに関係するもの、プラジャーパティ

に関係するもの、インドラに関係するもの、祖先に関係するもの、ガンダルヴァに

関係するもの、ヤクシャに関係するもの、ラクシャスに関係するもの、ピシャー

チャに関係するものというこのような 8種が神の創造である。〈また獣の位は 5種〉

となる。ここでは、表徴が等しいということから、家畜、野生動物、鳥類、這うも

の（＝ヘビなど）、動かないもの（＝植物など）にと終わるものがある。バラモン

からチャンダーラまで、表徴が等しいということから、人の位は 1種である。

ūrdhvam. sattvaviśāla iti. brahmādipiśācānto yo ’s.t.avidhah. sargah. . asau sattvabahulah. .

yasmāt tes.u sattvam utkat.atvena vartate. tatrāpi rajastaması̄ stah. kim. tu

sattvasyodriktatā. tasmāt sukhaprāyā devāh. . tamoviśālaś ca mūlatah. . paśvādis.u

tamasa udrekāt paśvādisthāvaraparyanto yasmāt tes.u tama utkat.atvena vartate tatrāpi

gaun. atayā sattvarajası̄ stah. . tasmāt te tamobahulāh. . madhye rajoviśālah. . tatrāpi

sattvataması̄ stah. . kim. tu raja utkat.atvena vartate. tasmāt te duh. khaprāyā manus.yāh. .

brahmādistambaparyantah. . caturvidha es.a svedajān. d. ajādinā bhūtasargah. . (M 54)

〈上にあってはサットヴァが多い〉とは。ブラフマーからピシャーチャまでが 8種

の創造であり、それはサットヴァが多い。なぜなら、そこにおいて、サットヴァが

優勢的に存在しているから、そこにおいてもラジャスとタマスは存在する。しかし
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ながら、サットヴァが多い。それ故、神々はおおよそ楽〔の性質〕である。〈また下

にあってはタマスが多い〉とは。家畜等においてはタマスが優勢であるから。そこ

においてはタマスが優勢的に存在し、そこにおいても第二義的なものとしてサット

ヴァとラジャスが存在するが、それ故、家畜より植物までのものはタマスが多い。

〈中間においてはラジャスが多い〉とは。そこにおいても、サットヴァとタマスが

存在する。しかしながら、ラジャスが優勢的に存在する。故にこれら人間たちは、

おおよそ苦〔の性質〕である。〈ブラフマーから始まって草木に終わる創造〉は、湿

生、卵生などによって 4種である。

STKにおいては次のように説かれる。

vibhaktah. pratyayasargah. ; bhūtādisargam. vibhajate — “as.t.avikalpah. ” iti. brāhmah. ,

prājāpatyah. , aindrah. , paitryah. , gāndharvah. , yāks.ah. , paiśācah. , rāks.asah. ity as.t.avidho

daivah. sargah. . “tairyagyonaś ca pañcadhā bhavati” paśumr.gapaks.isarı̄sr.pasthāvarāh. .

“mānus.yaś caikavidhah. ” iti, brāhman. atvādyavāntarajātibhedāvivaks.ayā; sam. sthānasya

caturs.v api varn. es.v aviśes.āt. iti samāsatah. sam. ks.epatah. . bhautikah. sargah. . ghat.ādayas

tv aśarı̄ratve ’pi sthāvarā eveti. （STK 53）

観念の創造は〔前の偈で〕分類された。〔この偈では〕存在物（被造物、bhūta）な

どの創造を分類する。〈8 種である〉云々とは。ブラフマーに関係するもの、プラ

ジャーパティに関係するもの、インドラに関係するもの、祖先に関係するもの、ガ

ンダルヴァに関係するもの、ヤクシャに関係するもの、ラクシャスに関係するも

の、ピシャーチャに関係するものという 8 種の神に関係するもの（＝神の位）の

創造である。〈また獣の位は 5種である〉とは、家畜、野生動物、鳥類、這うもの

（＝ヘビなど）、動かないもの（＝植物など）である。〈そして、人間の位は 1種で

ある〉とは、姿かたちに関して 4種のヴァルナも異なるものではないから、ブラー

フマナ族（バラモン階級）など副次的な生まれの区別は意味がない故に〔人間の位

は 1種なのである〕。〈まとめれば〉つまり要約すれば、〔それらが〕物質の創造で

ある。しかし、水瓶などは肉体を持たないもの（aśarı̄ratva）であっても、実に動か

ないものである（動かないものに含まれる）という。

bhautikasyāsya sargasya caitanyotkars.anikars.atāratamyābhyām

ūrdhvā’dhomadhyabhāvena traividhyam āha — “ūrdhvam. sattvaviśālah. ” iti.

dyuprabhr.tih. satyānto lokah. sattvabahulah. . “tamoviśālaś ca mūlatah. sargah. ”

paśvādih. sthāvarāntah. so ’yam. mohamayatvāt tamobahulah. . bhūrlokas tu sap-

tadvı̄pasamudrasanniveśo madhye rajoviśālo dharmādharmānus.t.hānaparatvād

duh. khabahulatvāc ca. tām imām. lokasam. sthitim. sam. ks.ipati — brahmādistambaparyantah. .
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stambagrahan. ena vr.ks.ādayah. sam. gr.hı̄tāh. .（STK 54）

この物質の創造にとって、精神性の増減の差異による上・中・下の状態によって 3

種があると言う。〈上にあってはサットヴァが多い〉とは。天空に始まりサティヤ

界に終わる世界は、サトットヴァが多い〔という意味である〕。〈また下の創造に

あってはタマスが多い〉とは、家畜に始まり動かないものに終わる〔獣の位の創造〕

であり、それは迷妄に満ちているから、タマスが多い。一方、7州と 7海〔によっ

て構成される〕地であるブール世界（地界）は、ダルマとアダルマの行いの区別

があるから、また苦に満ちているということから、中間においてラジャスが多い。

〔イーシュヴァラクリシュナは〕それら世界の全存在を要約し、〈ブラフマーから始

まって草木に終わる〉〔と言ったのである〕。“stamba” という言葉の使用によって

木などが包含されている。

以上のように、合計 14種の一つ一つを明示している。それでは、次項で 3つの段階ご

とにそれぞれの註釈書の説をまとめてみたい。

神の位

神の位は 8種であり、まとめると図表 16のようになる。

まず、これら註釈書の中で、Mと STKは同一で、ブラフマー、プラジャーパティ、イ

ンドラ、祖先、ガンダルヴァ、ヤクシャ、ピシャーチャ、ラクシャスが考えられている。

SSでは、祖先がなくアスラが見られる。Gでも祖先はないが、代わりにソーマが説かれ

ている。Yでは、ヤクシャは見られず、ナーガが見られる。Jはインドラと祖先が説かれ

ておらず、代わりに太陽（太陽神）とアスラが説かれている。時代順に考えると、比較的

後代であるMと STKが収録数の多いものを採用している。

ブラフマー、プラジャーパティ、インドラ、祖先、ソーマ、太陽（太陽神）は神格に相

当する存在であり、ガンダルヴァとヤクシャは精霊や半神といった存在であるので、神の

位に置かれるのは当然である。しかし、アスラとナーガは悪魔に近い存在、ピシャーチャ

とラクシャスは鬼や妖怪に相当するものであり、このような存在が神の位に列挙されてい

るのは興味深い。ただし、アスラとナーガに関しては、ヴェーダ神話などのように神に近

い存在かあるいは同存在のものもいるので、神の位に名を連ねても不自然ではないと考

えられる。一方、ピシャーチャ、ラクシャスは、悪い意味合いが強い存在なので、サット

ヴァ性のものとは一見すると考えにくい。おそらく、神の位には、超自然的存在が置かれ

ていると考えるのが妥当であろう。また、サットヴァがただ増大すれば良いとは考えてお

らず、3種のグナを超えた先に解脱を想定しているから、このような分類になると考えら

れる。
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人の位

人の位は 1種であるとどの註釈書でも説かれており、バラモン（ブラーフマナ）、クシャ

トリヤ、ヴァイシャ、シュードラというヴァルナの 4階級に否定的であったといえる。さ

らにMではチャンダーラという 4ヴァルナ制の枠外の人も人間の位にあげている。この

ように、サーンキヤ説ではヴァルナやジャーティなどの階級差別を否定し、いずれも人間

として同等であることを説いているのである。この説は、インド思想の中でも非常に特異

な考え方と言っても差し支えなかろう。例えば、MSでは20、このサーンキヤ思想に基づ

き人の位は 1種としながらも、細かな区分では、バラモンをサットヴァ性に、シュードラ

やヴァルナ外の者をタマス性に分類しているのである。

獣の位

獣の位は 5種である。図表 17の通り、獣の位に関しては、SS以外は全く同じである。

家畜、野生動物、鳥類、蛇など、植物などの計 5種が考えられており、植物も含まれると

いうことは、人間と同様に植物にも輪廻を認めていたと考えられる。

一方、SSに関して、本多氏は次のように説明している。

四足と傍形とが paśu, mr.gaの訳であるかどうかは疑問である。四足は catus.pad、飛

行は khaga、胸行は uraga、傍形は tiryañcの訳と考えた方が一層よいだろう。21

用語は他の註釈書とは異なるが、おそらく同一の内容を説いているのであろう。

第 2.3節 ダルマ（法）とアダルマ（非法）による上昇と下降

他方、SK 44には以下のように説かれる。

dharmen. a gamanam ūrdhvam. gamanam adhastād bhavaty adharmen. a // SK44ab

ダルマ（法）によって上昇があり、アダルマ（非法）によって下降がある。

このダルマ（法）とアダルマ（非法）とはブッディの 8種の状態のことである。それは次

のように説かれている。

adhyavasāyo buddhir dharmo jñānam. virāga aiśvaryam /

sāttvikam etad rūpam. tāmasam asmād viparyastam // SK 23

ブッディとは決知である。ダルマ（法）と知恵と離欲と自在力、それは、サット

20 第 3章第 2.2節
21 [本多 1980: p. 573]
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ヴァ性の形態であり、タマス性はその反対のものである。

ダルマすなわち善い行いとはサットヴァ性のものであり、アダルマすなわち悪い行いはタ

マス性のものである。サットヴァが優勢となりダルマ（法）が生じれば上昇し、タマスが

優勢となればアダルマ（非法）が生じ下降するというのである。

註釈書ではどのように説明されているのであろうか。

SSでは次のように説かれている。

世間中若人能作夜摩尼夜摩等法因此法臨受生微細身向上生八処一梵二世主三天四乾

闥婆五夜叉六羅刹七閻摩羅八鬼神是八処由法故得生若翻此十法而作非法者臨受生時

向下五処生一四足二飛行三胸行四傍形五不行是五処非法所生（SS 44）

世間の中、若し人能く夜摩・尼夜摩の法を作さば、此の法に因り生を受くるに臨ん

で、微細身向上し、八処に生ず。一には梵、二には世主、三には天、四には乾闥婆、

五には夜叉、六には羅刹、七には閻摩羅、八には鬼神なり22。是の八処は法に由る

が故に、生ずる得。若し此の十法を翻じて非法を作さば、生を受くる時に臨んえ、

向下の五処に生ず。一には四足、二には飛行、三には胸行、四には傍形、五には不

行なり。是の五処は非法の生ずる所なり。（本多恵訳 [本多 1980: p. 495]）

Gでは次のように説かれている。

dharmen. a gamanam ūrdhvam. dharmam. nimittam. kr.tvā ūrdhvam. upayāti. ūrdhvam

ity as.t.au sthānāni gr.hyante. tad yathā — brāhmam. , prājāpatyam. , saumyam. ,

aindram. , gāndharvam. , rāks.asam. , paiśācam iti. tat sūks.maśarı̄ram. gacchati.

paśumr.gapaks.isarı̄sr.pasthāvarāntes.v adharmo nimittam. (G 44)

〈ダルマ（法）によって上昇があり〉、ダルマを原因として上へ導く。「上へ」〔とい

う語によって〕、8つの場所が把握されている。すなわち、ブラフマー、プラジャー

パティ、ソーマ、インドラ、ガンダルヴァ、ヤクシャ、ピシャーチャ、ラクシャス

である。そこへ微細な表徴は行く。家畜、野生動物、鳥類、這うもの、動かないも

のを終わりとするものの中へ行くには、アダルマ（非法）を原因とする。

Yにおいては次のように説明されている。

ukto dharmah. . tadanus.t.hānād as.t.avikalpāyām. devabhūmāv utpattir bhavati. ad-

22 梵、世主、天、乾闥婆、夜叉、羅刹、閻摩羅、鬼神があげられる。それぞれ、ブラフマー、プラジャーパ
ティ、インドラ、ガンダルヴァ、ヤクシャ、ラクシャス、ヤマ王（Yāmarāja）、ピシャーチャに該当する
ものと思われる。SS 54の説と異なり、阿修羅生と沙神生の代わりに閻摩羅と鬼神があげられている。な
ぜ 2つの異なった説が混在しているのであろうか。不明な点が多いため、本稿では 53偈の説を検証の対
象とした。
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harmo ’py uktah. . tadanus.t.hānāt pañcavikalpāyām. tiryagbhūmāv utpattir bhavati.

ūrdhvaśabda utkr.s.t.avacanah. . dharmen. a deves.u mānus.es.u tiryaks.u cordhvagamanam

utkr.s.t.am. janma bhavati. tathādharmād adhogamanam apakr.s.t.am. janma bhavatı̄ti. (Y

44ab)

ダルマが説かれる。その行為により、8 種類の神の場所が生起するのである。ま

た、アダルマも説かれる。その行為により、5種類の獣の場所が生起するのである。

向上（ūrdhva）という語は、すなわち上昇（utkr.s.t.a）という言葉である。ダルマに

よって、神のところに、人のところに、獣のところに、向上すなわち上昇して、生

まれるのである。同様に、アダルマにより、降下すなわち下降し、〔位の低い神の

ところに、人のところに、獣のところに〕生まれるのである。

Jには次のように説かれている。

dharmen. etyādi. dharmādinimittam ūrdhvagamanādi naimittikam. tatra dharmen. a

yamaniyamalaks.an. ena gamanam ūrdhvam iti sūks.maśarı̄rasya devādib(v?)yavasthitir

ity arthah. . gamanam adhastād bhavaty adharmen. eti. tiryagyonis.u sthitih. . miśrān

manus.yaloke sthitir ity arthoktam. ... (J 44)

〈ダルマ（法）によって〉などとは。ダルマなどが原因であり、上昇などが結果で

ある。その中で、〈ダルマ（法）によって〉すなわち禁戒（ヤマ）と勧戒（ニヤマ）

の表徴によって、上昇という、微細な身体（sūks.maśarı̄ra）が神など〔の位〕に留

まることという意味である。〈アダルマ（非法）によって下降がある〉とは。獣の

胎に留まることである。〔両方の〕混在によって、人の世界に留まるという意味で

あると言われる。（以下省略）

Mには次のように説かれている。

tatra dharmo nimittam. iha loke dharmam. yah. kurute tan nimittam. kr.tvā

sūks.maśarı̄ram ūrdhvam. gacchati. ūrdhvam ity as.t.ānām. devayonı̄nām. grahan. am. tatra

ādyam. brāhmam. prājāpatyam, aindram. , pitryam. , gāndharvam. , yāks.am. , rāks.asam. ,

paiśācam ity etāny as.t.au sthānāni sūks.maśarı̄ram. gacchati. tatra dharmo nimittam,

ūrdhvagamanam. naimittikam. kim. cānyat — gamanam adhastād bhavaty adharmen. a.

iha loke yamaniyamalaks.an.o dharmas tadviparı̄to hy adharmah. , tenādharmen. a

sūks.maśarı̄ram adhastād gacchati paśvādi. paśumr.gapaks.isarı̄sr.pasthāvaram iti

pañcadhā tiryak sthāvarāntam. atrā’dharmo nimittam, adhogamanam. naimittikam.

(M 44)

この中で、ダルマが原因である。この世界において、善を行うものは、それを原

因として、微細な身体は上昇する。上昇という言葉によって、8種の神格が説かれ
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ている。この中で、最初のものがブラフマーに関するものである。〔次に、〕プラ

ジャーパティに関するもの、インドラに関するもの、祖先に関するもの、ガンダル

ヴァに関するもの、ヤクシャに関するもの、ラクシャスに関するもの、ピシャー

チャに関するものである。以上、これら 8つの場所に、微細な身体は行く。この中

で、ダルマが原因で、上昇がその結果である。さらに、アダルマによって下降する。

この世において、禁戒（yama）、勧戒（niyama）と定義されるダルマがあるが、実

に、それと正反対のものがアダルマである。このアダルマによって、微細な身体が

獣等へ降下する。家畜、野生動物、鳥類、這うもの、動かないものという 5種が、

獣すなわち「草木に終わるもの」である。この中で、アダルマが原因で、降下がそ

の結果である。

これらの註釈書はいずれも、SK 53の説と整合させ、上昇とは神の位に生まれ、下降と

は獣の位に生まれることと説明される。しかし、Yは若干異なり、ダルマによる神の場所

の生起とアダルマによる獣の場所の生起が説かれるのであるが、一方では、ダルマによる

上昇が神、人、獣の 3つのところの上位に生まれ、また、アダルマによる下降が 3つの位

の中でも低いところに生まれるとされる。

これに対して、STKでは次のように解釈されている。

“dharmen. a gamanam ūrdhvam”, dyuprabhr.tis.u lokes.u gamanam. “gamanam adhastād

bhavaty adharmen. a”, sutalādis.u lokes.u. (STK. 44 (2)–(3))

〈ダルマ（法）によって上昇があり〉とは、天上をはじめとする世界に行くことで

ある。〈アダルマ（非法）によって下降がある〉とは、スタラなどの世界に〔行く

こと〕である。

上昇に関しては、サットヴァ（純質）性の輪廻である神の位に生まれることと対応させ、

天上世界に至るとするが、下降することは獣の位ではなく、地下世界に至るとしている23。

これに関して、金倉氏は、次のように説明している。

非法によって地下界に堕ちるとするのは、本典特有の説である。Ca（『サーンクヤ・

チャンドリカー』）は地獄（naraka）に堕ちるとする。しかし他は畜生位（家畜、野

獣、鳥、爬虫類、植物）に生まれる、とする。また第五三偈には畜生位に五種ある、

というから、本典や Caの説は整合性を欠く24。

23 インド思想においては世界を基本的に大地・空間・天空の 3つに分ける。一説には、プラーナ聖典などに
よると、bhūr（地界）、bhuvas（中空間）、svar（天空）という 3つの世界があり、さらにその上に、mahar、
janar、tapas、satyaという天界が順次あり、合わせて 7つの世界が存在するという。地上世界の下には、
atala、vitala、sutala、rasātala、talātala、mahātala、pātāla という 7 つの地下世界があり、それとは別に
naraka（地獄）があるという [橋本他 2005: p. 72–73]

24 [金倉 1984: p. 209]
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はたして、整合性を欠くとして結論づけてしまって良いのであろうか25。

第 2.4節 小結

サーンキヤ思想において、3種のグナは現象世界のあらゆるものの中に存在し、いずれ

かが優勢・劣勢となり様々に変化する。そして、人間の心の状態を左右する属性としての

機能と全ての物質の構成要素としての機能という 2つの機能を持つものでもある。

さらに、サーンキヤ説では、3種のグナ（要素）により輪廻を 3つの段階に分けて考え

ていた。そこには次のような 2つのパターンが見出せる。

　 パターン 1：生まれや位による区別
　 　サットヴァ／善行　　　　　：　神の胎・位

　 　ラジャス　／善行と悪行　：　人の胎・位

　 　タマス　　／悪行　　　　　：　獣の胎・位

　 パターン 2：世界による区別
　 　サットヴァ／善行　　　　　：　神の世界・天界

　 　ラジャス　／善行と悪行　：　人の世界

　 　タマス　　／悪行　　　　　：　地獄・地下世界

パターン 1では、3種のグナ（要素）や善行・悪行が、「生まれ」や「位」に関係して、

神・人・獣に生まれる。一方、パターン 2では、3種のグナ（要素）や善行・悪行が、「世

界」に関係して、神の世界・人の世界・地獄や地下世界に至るのである。いわば、パター

ン 1では、上昇・下降を観念的に捉え、パターン 2では、上昇・下降を現象的に捉えてい

ると考えられる。さらに、パターン 2は現象世界の創造にも関連していると想定できる。

そして、サーンキヤ思想における創造説は現象世界と観念が密接な関係を持つため、この

ような 2つのパターンが入り交じっているのである。

SKの註釈書では、おおよそ 44偈の上昇と下降を観念的に捉え、アダルマ（悪い行い）

により下降することによって、獣の位に生まれると説くが、STKでは、上昇と降下を現象

的に捉え、アダルマ（悪い行い）により、地下世界に落ちると考えていたのである。この

ように別の観点から説かれているので、矛盾はないと考える。

なお、MBh第 12巻 291章の説26では、タマス（翳質）による降下を現象的に捉え地獄

に落ちると考え、悪行による降下を観念的に捉え、獣の胎に生まれると考えている。MS

25 なお、これらの説に関して、Sām. khyavr. ttiでは、該当箇所が欠落し [Solomon 1973b]、Sām. khyasaptativr. tti
ではMと同じである [Solomon 1973a]。

26 第 2章第 3.4節を参照。
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も同様に27、9 つの分類と悪行によって地獄に落ちるという観念的と現象的の 2 つのパ

ターンが考えられている。また、『バガヴァッド・ギーター』28やMBh第 12巻第 302章の

説29では、同じ偈で、世界に至ることと、胎に生まれることが両方説かれていて、はっき

りと区別されてはいない。エピック・サーンキヤの段階ではまだはっきりと整理されてお

らず、様々な解釈がなされていたのであろう。

27 第 3章第 2.2節を参照。
28 第 2章第 6.2節を参照。
29 sāttvikasyottamam. sthānam. rājasasyeha madhyamam /

tāmasasyādhamam. sthānam. prāhur adhyātmacintakāh. //MBh 12.302.3
この世において、サットヴァ性のものは最上の状態であり、ラジャス性のものは中間〔の状態〕、タマス
性のものは最低の状態であると、内なるアートマンを熟慮する者達は言う。
kevaleneha pun. yena gatim ūrdhvām avāpnuyāt /
pun. yapāpena mānus.yam adharmen. āpy adhogatim //MBh 12.302.4
この世において、〔人は〕純粋な善行によって上昇するであろう。善行と悪行によって人間の〔世界〕に
〔至り〕、また、アダルマ（不徳）によって下降する〔であろう〕。
avyaktasattvasam. yukto devalokam avāpnuyāt /
rajah. sattvasamāyukto manus.yes.ūpapadyate //MBh 12.302.7
未顕現のもの（avyakta）とサットヴァの結合は神の世界に至るであろう。ラジャスとサットヴァの結合は
人間〔の世界〕に到達する。
rajastamobhyām. sam. yuktas tiryagyonis.u jāyate /
rajastāmasasattvaiś ca yukto mānus.yam āpnuyāt //MBh 12.302.8
ラジャスとタマスの 2つによる結合は獣のヨーニ（胎）に生まれる。そして、ラジャスとタマス性の（？）
サットヴァによる結合は、人間の性質を得る。
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puruṣa
（精神原理）

prakṛti
（根本物質）

buddhi
（統覚機能）

manas（思考器官）

サットヴァ性
vaikārika-ahaṃkāra

ラジャス性
taijasa-ahaṃkāra

タマス性
bhūtādi-ahaṃkāra

ahaṃkāra
（自我意識）

upastha（生殖器）
pāyu（肛門）
pāda（足）
pāṇi（手）
vāc（発声器官）

5 karmendriyāṇi（行為器官）

śrotra（耳）

ghrāṇa（鼻）
jihvā（舌）

cakṣus（目）
tvac（皮膚）

5 buddhīndriyāṇi（知覚器官）

śabda
（音声）

sparśa
（接触）

rūpa
（色形）

rasa
（味）

gandha
（香り）

5 tanmātrāṇi（微細要素）

ākāśa
（虚空）

vāyu
（風）

tejas
（火）

āpas
（水）

pṛthivī
（地）

5 mahābhūtāni（粗大元素）

11 indriyāṇi（感覚器官）

図表 12 SKにおける開展説

ー・・・・・・・ーー-炉

T
1
l
l
v
 ーーーーーーー ーーー . . . . . ・ .・.・.・.・.・ . 

. ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J

一
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aprakṛti / avikṛti prakṛti / avikṛti prakṛti / vikṛti aprakṛti / avikṛti
puruṣa mūlaprakṛti buddhi manas

ahaṃkāra śrotra
śabda tvac
sparśa cakṣus
rūpa jihvā
rasa ghrāṇa

gandha vāc
pāṇi
pāda
pāyu

upastha
ākāṣa
vāyu
tejas
āpas

pṛthivī

図表 13 SKにおける 25原理の分類

名称 本質 目的 特徴

サットヴァ 歓喜 照らすこと 軽快なもの 輝くもの

(prīti) (prakāśa) (laghu) (prakāśaka)

ラジャス 苦痛 活動させること 刺激するもの 活動するもの

 (aprīti) (pravṛtti) (upaṣṭambhaka) (cala)

タマス 落胆 抑制すること 鈍重なもの 覆い隠すもの

 (viṣāda) (niyama) (guru) (varaṇaka)

(sattva、純質) 

(rajas、激質)

(tamas、翳質)

図表 14 SKにおける 3種のグナの性質

段階 位 数

サットヴァ（純質） 上 神の位

ラジャス（激質） 中 人間の位

タマス（翳質） 下 獣の位

3種のグナ

8種

1種

5種

図表 15 SKにおける 3種のグナによる生まれの違い
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『金七十論』 Gauḍapāda Yuktidīpikā Jayamaṅgalā Māṭhara Tattvakaumudī

梵王生 brāhmam brahman brāhmaḥ brāhmam brāhmaḥ

世主生 prājāpatyam prajāpati prājāpatyaḥ prājāpatyam prājāpatyaḥ

天帝 aindram indra sauraḥ aindram aindraḥ

阿修羅生 saumyam pitṛ āsuraḥ paitram paitryaḥ

乾闥婆生 gāndharvam gandharva gāndharvaḥ gāndharvam gāndharvaḥ

夜叉生 yākṣam nāga yākṣaḥ yākṣam yākṣaḥ

沙神生 paiśācam piśāca paiśācaḥ paiśācam paiśācaḥ

羅刹生 rākṣasam rakṣas rākṣasaḥ rākṣasam rākṣasaḥ

図表 16 8種の神の位

Tattvakaumudī Gauḍapāda Yuktidīpikā Jayamaṅgalā Māṭhara 『金七十論』

paśu （家畜） 四足生

mṛga （野生動物） 傍形生

pakṣi （鳥類） 飛行生

sarīsṛpa （這うもの＝ヘビなど） 胸行生

sthāvara （動かないもの＝植物など） 不行生

図表 17 5種の獣の位
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第 6章

パーンチャラートラ派における世界
構成原理

第 1節 Ahirbudhnyasam. hitā における世界構成原理

本節では、AhS 第 7 章における śuddhetarasr.s.t.i 説（「不浄なる創造」説）を取り上げ

る。ここでは、サーンキヤ思想の理論である 25原理説が用いられており、一見するとそ

のまま採用したかに見えるが、その根幹部分にエピック・サーンキヤの影響が見られる。

Shraderや松原氏の解釈に拠りつつも、その思想内容と影響関係の検証を行う。

第 1.1節 創造説の 3段階

AhSでは、世界創造1を「清浄なる創造」（śuddhas.r.s.t.i）と「不浄なる創造」（śuddhetarasr.s.t.i）

の 2 種類に分類するが、内容にしたがって「不浄なる創造」を 2 種に分け、全部で 3 段

階、すなわち、第 1段階：「高次」または「清浄」、第 2段階：「中間」または「清浄かつ不

浄」、第 3段階：「低次」または「不浄」に分けて解釈する2。

その第 1 段階では、ヴィシュヌのシャクティが目覚めて世界創造が始まり、ラクシュ

ミーの顕現やヴューハ説が説かれる。次の第 2段階では神話的でかつ個我の集合体が扱わ

れ、神的エネルギーすなわちシャクティの展開が説かれる。そして、第 3段階にいたって

実際の現象世界の出現に至る。この第 3段階の現象世界の創造説においてサーンキヤ思想

の理論が用いられている。その原理展開は図 18のようになる。一見すると、サーンキヤ

哲学における 25原理と同じに見えるが、異なる箇所がいくつも存在する。それをこれか

1 AhS第 4章から第 7章。
2 引田氏を参照 [引田 1997: p. 56]。Shrader は、Higher or ‘Pure’ Creation、Intermadiate Creation、Lower

Primary Creationと説明している Schrader [1916]。
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ら検証しよう。

puruṣa
（精神原理）

prakṛti
（根本物質）

manas
（思考器官）

サットヴァ性
vaikārika-ahaṃkāra

ラジャス性
taijasa-ahaṃkāra

タマス性
bhūtādi-ahaṃkāra

kāla（時間）prāṇa（気息）buddhi（統覚器官）

kāla
（時間）

dharma（法）
jñāna（知）
virāga（離欲）
aiśvarya（自在力）

adharma（非法）
ajñāna（無知）
avairāgya（不離欲）
anaiśvarya（非自在力）

タマス性ラジャス性サットヴァ性

mahat
（大なるもの）

ahaṃkāra
（自我意識）

upastha（生殖器）

pāyu（肛門）

pāda（足）

pāṇi（手）

vāc（発声器官）śrotra（耳）

ghrāṇa（鼻）

rasana（舌）

cakṣus（目）

tvac（皮膚）

5 buddhīndriyāṇi
（知覚器官）

5 karmendriyāṇi
（行為器官）

5 tanmātrāṇi
（微細要素）

śabda（音声） ākāśa（虚空）

sparśa（接触）

rūpa（色）

rasa（味）

gandha（香り）

vāyu（風）

tejas（火）

ambhas（水）

mahī（地）

5 mahābhūtāni
（粗大元素）

8人のマヌ

図表 18 AhS 7における原理の展開

第 1.2節 3つの根源

AhSの宇宙論において現象世界の創造説の始まりは 3つの原理からなる。すなわち、次

の 3つである。

十一惨

十__.
十_.
←→ 十_.
←→ 
十--.
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　 3つの根源
• プルシャ（purus.a、精神原理）

• プラクリティ（prakr.ti、根本原質）

• カーラ（kāla、時間）

これらは、次のように説かれる。

anyūnānatiriktam. yad gun. asāmyam. tamomayam /

tat sām. khyair jagato mūlam. prakr.tiś ceti kathyate // AhS 7.1

過不足のないグナの均衡は、タマスで覆われた（タマスから成る）ものである。そ

れは、サーンキヤの論師たちによって、世界の根本すなわちプラクリティと呼ば

れる。

kramāvatı̄rn. o yas tatra caturmanuyugah. pumān /

samas.t.ih. purus.o yonih. sa kūt.astha itı̄ryate // AhS 7.2

プンス（精神原理）は、4組のマヌ（＝ 8人のマヌたち）として、そこにおいて段

階的に降下する。それは、総体（集合体）3、プルシャ、ヨーニ4、頂点に存在するも

のと言われる。

yat tat kālamayam. tattvam. jagatah. sam. prakālanam/

sa tayoh. kāryam āsthāya sam. yojakavibhājakah. // AhS 7.3

世界の作動者であるかのカーラ（時間）から成る原理は、2者（プルシャとプラク

リティ）に結果をもたらし、結合させたり分断させたりするものである5。

プルシャとプラクリティという 2つの原理は、古典サーンキヤと同じく、前者は展開し

ないが、後者は展開する。古典サーンキヤと大きく異なる点は、カーラを原理にあげるこ

とである。普通、SKなどでは時間は原理にあげられない。さらにカーラについて AhSで

は次のようにも説かれる。

kālah. pacati tattve dve prakr.tim. purus.am. ca ha // AhS 7.6cd

カーラ（時間）は、プラクリティとプルシャという 2つの原理を料理する（食べる、

消化する）6。

3 “the aggregate [of the manus]”[Matsubara 1994: p. 229]
4 ジーヴァのヨーニである。[Matsubara 1994: p. 236]
5 松原氏は “The principle Time, the great impeller of the world, is the agent uniting and separating the two

(i.e., Purus.a and Prakr.ti, in the evolution and dissolution, respectively), influencing their effects”と訳してい
る。[Matsubara 1994: p. 229]

6 “pacati”は「料理する」と「食べる」両方の意味がある。「料理する」という意味で取った場合、時間は展
開へと導く原理と考えることができる。しかし、時間の性質を考えれば「食べる」という表現も妥当であ
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AhS 7.3cdや AhS 7.6cdで説明されているように、カーラは、結合しているプルシャとプ

ラクリティを分離させ、分離しているプルシャとプラクリティを結合させる原理である。

すなわち、2者の分離により世界は創造され、世界が還滅して 2者は結合するのである。

このことから、カーラは他の 2者を司る原理とも考えられる。

これら 3つの原理は、始め、「土塊」になっていると説かれている。

mr.tpin.d. ı̄bhūtam etat tu kālāditritayam. mune /

vis.n. oh. sudarśanenaiva svasvakāryapracoditam // AhS 7.4

聖者よ。しかしながら、この時間などの 3組（プルシャ、プラクリティ、カーラ）

は、土塊の〔ような〕状態であって、ヴィシュヌの円盤（sudarśana）によってのみ、

それぞれの結果に向かわせられる。

ここでの 3つから成る組み合わせは、あらゆる要素が混在している状態すなわち未顕現の

状態を指していると思われる。それらがヴィシュヌの円盤（sudarśana）によってのみ、そ

れぞれの結果に向かわせられるとされる。すなわち最高神の意欲を表すヴィシュヌの円盤

により時間原理が始動して、プルシャとプラクリティの分離が起こり世界が創造されると

考えられる。古典サーンキヤの二元論の上に、それらを統合する存在としてヴィシュヌを

立て、一元論に捉え直していることは明らかである。

さらに、因中有果論は古典サーンキヤにおいてプラクリティのみに帰されるが、AhSで

は、プルシャも含む 3組すべてに対し、現象世界が創造される以前の段階において原因の

なかに結果がすでに内包されていることが想定できる。

また、プルシャに関して、Schraderは古典サーンキヤのように複数のプルシャがあるの

ではなく、この創造の段階においては、「頂点に存在するもの」や「総体（集合体）」とい

うように唯一のものであると説明している7。松原氏はこの「総体（集合体）」をマヌたち

の集合と考えている8。

第 1.3節 マハットと個々人の主体

AhSでは、未顕現（avyakta、すなわちプラクリティ）から生み出されるものがマハッ

トである。それは次のように説かれる。

purus.ādhis.t.hitāt tasmād vis.n. usam. kalpacoditāt /

ろう。あるいは、展開のときには 2 つの原理を料理し、還滅のときにはその 2 つを食べるという両義を
表しているのかもしれない。この “kārah. pacati”は『マハーバーラタ』でよく見られる表現である（Mbh.
1.1.188; 12.217.39; 12.220.84; 12.231.25; 12.309.90; 17.1.3.など）。

7 [Schrader 1916: p. 80]
8 [Matsubara 1994: 229]
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kālena kalitāc caiva gun. asāmyān mahāmune // AhS 7.7

mahān nāma mahattattvam avyaktād uditam. mune / AhS 7.8ab

偉大なる聖者よ。かのプルシャの支配により、ヴィシュヌの意欲に駆り立てられる

ことにより、そして、実に、カーラによって強いられることにより、グナが均衡し

ている未顕現（avyakta）から、マハットという名前の大なる原理が、生まれた。聖

者よ。

SKと異なる点は、プルシャではなく、ヴィシュヌの意欲が作動因となっていることであ

る。そして、その意欲に駆り立てられたカーラによってグナの均衡が崩れ、マハットが生

まれるのである。このカーラがプラクリティに対する直接的な作動因となっていること

も、SKとは異なる点である。本来、因中有果論の立場に立つサーンキヤにとって、時間

は原理には数えられていない。原因の中に結果が内包されているため、両者は本来的に同

性質のものであり、結果として顕れているかどうかが両者を分けるものである。そのた

め、SKにおける時間は、万物が成立するための条件にすぎないのである。

さらに、AhSにおけるマハット（mahat）は、3種のグナに応じて異なる形をとるが、そ

れには 2つのパターンがある。まず、1つ目のパターンは、次のように説かれる。

kālo buddhis tathā prān. a iti tredhā sa gı̄yate // AhS 7.9cd

カーラ（時間）、ブッディ（統覚器官）およびプラーナ（気息）がその 3種類である

と説明される。

tamah. sattvarajobhedāt tattadunmes.asam. jñayā /

kālas trut.ilavādyātmā buddhir adhyavasāyinı̄ // AhS 7.10

prān. ah. prayatanākāra ity etā mahato bhidāh. / AhS 7.11ab

タマス、サットヴァ、ラジャスの区別により、それぞれ開眼（＝覚醒）の〔仕方の〕

名称として、カーラはトルティやラヴァなど〔の時間単位〕を本質とするものとな

り、ブッディは決定するものとなる。〔また、〕プラーナは活動という形態となる。

以上、これらがマハットの分類である。

3種のグナのそれぞれに応じて、マハットは 3つの形をとる。すなわち、タマス性はカー

ラ（時間）、サットヴァ性はブッディ（統覚器官）、ラジャス性はプラーナ（気息）9である。

すでに 3つの根源の一つとしてカーラが現れているが、ここで説かれているカーラは、そ

れとは別ものである。Schraderが指摘している通り10、3つの根源で説かれているものの

方が高次であり、創造原理で、展開しないものであるが、マハットのカーラは、それより

9 SK. 29に 5つのプラーナについて説かれている。そこにおいては各器官に共通な機能とされている。
10 [Schrader 1916: p. 81]
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も低次で、具体的な時間である。すなわち、3つの根源としてのカーラは、直接的な作動

因として物質世界を成立させるための抽象的な時間であるが、マハットとしてのカーラは

展開したものとして実際的な時間—例えば、時間の単位など—である。

もう一つのパターンは次のように説かれる。

dharmo jñānam. virāgaś cāpy aiśvaryam iti sam. jñayā // AhS 7.11cd

mahatah. sāttvikam. rūpam. caturdhā pravibhajyate / AhS 7.12ab

そしてまた、ダルマ（法）、知、離欲、自在力という名称として、マハットのサット

ヴァ性の形態は、4種に分けられる。

adharmājñānāvairāgyam anaiśvaryam. ca tāmasam // AhS 7.12cd

〔それとは反対に〕アダルマ（非法）、無知、不離欲、そして非自在力がタマス性の

ものである。

サットヴァ性はダルマ（法）、知、離欲、自在力として、そしてタマス性はアダルマ（非

法）、無知、不離欲、非自在力として、2つに分類される。これらは、古典サーンキヤにお

けるブッディの 8種の状態11と同じである12。しかし、古典サーンキヤと異なり、8種の

状態はブッディではなくマハットに帰せられる。

これら 2つのパターンをまとめると次の通りである。

パターン 1

• タマス性：カーラ（時間）

• サットヴァ性：ブッディ（統覚器官）

• ラジャス性：プラーナ（気息）

パターン 2

• サットヴァ性：ダルマ（法）、知、離欲、自在力

• タマス性：アダルマ（非法）、無知、不離欲、非自在力

このように、古典サーンキヤにおいて、ブッディに帰せられていた機能、25原理との関

係性が不明瞭であったプラーナ、全く考慮されていなかったカーラ、これらのものが AhS

においてマハットに集約されているのである。また、パターン 1の分類は古典サーンキヤ

には見出せず、パターン 2と全く異なるものである。Schraderによると、矛盾した 2つの

11 「ブッディとは決知（統覚機能）である。ダルマ（法）と知恵と離欲と自在力、それは、サットヴァ性の
形態であり、タマス性はその反対のものである。」（SK 23)

12 ブッディの 8種の状態に関して、SKにおいても、AhSにおいても、ラジャスについては説かれていない。
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主張が並記されているが、前者はより古いものを示しているという13。

さて、AhS でのマハットとブッディの関係は上記の通りであるが、古典サーンキヤで

はブッディとマハットは同義語であることに注意しなければならない。この AhS での

マハットとブッディの関係は古代の名残りであるということは、すでに Schraderによっ

て KāthUpを参照して指摘されている14。その KāthUpにおいてマハット・アートマンと

ブッディは別の原理としてあげられているのである15。その原理展開は、プルシャ→ア

ヴィヤクタ（未顕現）→マハット・アートマン（大なるアートマン）＝マハット→ブッ

ディ→マナス→アルタ（対象）→インドリヤ（器官）ということが考えられる。すなわち、

ブッディの上位概念として、マハット・アートマンがあげられているのである。

このマハット・アートマンについて、MBh、MSなどにおいても説かれている。その一

例として、MBh第 12巻 298章16においては、マハットはすなわちマハット・アートマン

であり、ブッディを本性とすることが説かれる17。また、MBh第 12巻 327章18では、未

顕現（avyakta）以下、8つのプラクリティが生み出すものとして考えられ、マハット・アー

トマンは未顕現から生じアハンカーラを生み出すものとして想定されている19。さらに、

MS 12.12–14においては、アートマンと別のものとしてブータ・アートマン（bhūtātman）

がマハットと同義で説かれている20。

このように、MBh や MS の説では、それぞれの原理展開に差異はあるが、マハット・

アートマン、マハット、ブータートマン、ブッディは、違う用語ではあるが、類似した概

13 [Schrader 1916: p. 80]
14 KāthUp 1.3.10–13 においてブッディとマハットはまったく同一ではなく、ブッディはジュニャーニャ・
アートマンと呼ばれ、大なる自己より低次の原理であると論じている [Schrader 1916: p. 83–84]。

15 「実に、諸々のインドリヤを超えて諸々の対象があり、そして、諸々の対象を超えてマナスがある。ま
た、マナスを超えてブッディがあり、さらに、ブッディを超えてマハット・アートマンがある。」（KāthUp
1.3.10）
「マハットを超えてアヴィヤクタ（未開展のもの）があり、アヴィヤクタ（未開展のもの）を超えてプルシャ
がある。プルシャを超えるものは何もない。それは到達点であり、それは最高の帰趨である。」（KāthUp
1.3.11）本論文の第 1章第 2.3節も参照。

16 本論文の第 2章第 4.2節を参照。
17「未顕現（avyakta）から、マハット・アートマン（mahān ātmā、大なるアートマン）が生じる。王よ。覚
者たちは、これを、根本原質に関する第 1の創造と言う。」（MBh 12.298.16）
「さらに、マハットからアハンカーラが生じる。王よ。〔覚者たちは〕これを第 2の創造と言い、ブッディ
を本性とするものと言われている。」（MBh 12.298.17）

18 本論文の第 2章第 5.1節
19 「それから生じた未顕現（avyakta）を覚者達はかのプラダーナ（根本原理、第一のもの）と知る。世界創
造のために、主宰神（ı̄śvara）である未顕現（avyakta）から顕現（vyakta）が生起した。」（MBh 12.327.25）
「実に、〔それは〕世界において、アニルッダ、大なるアートマン（mahān ātmā、マハットというアート
マン）と言われる。そして、この顕現性（vyaktatva）を獲得したもの（アニルッダ）は、祖父（＝ブラフ
マー）を作り出した。それが、アハンカーラであると言われる。実に、それは、あらゆる光からなるもの
（tejomaya）である。」（MBh 12.327.26）

20 本論文の第 3章第 1.2節を参照。マハット・アートマンはMS第 1章にみられる。それについては、本
論文の第 3章第 3節を参照。
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念であることが想定できよう。KāthUpにおいて、マハット・アートマンはブッディの上

位概念として考えられていたが、MBhやMSにおいてはアハンカーラを生み出すもので、

ブッディと同性質の機能を持つようになるのである。そして、さらに古典サーンキヤにな

ると、マハットはブッディの単なる異名として扱われるようになる。古典サーンキヤにお

けるマハットの形成に関して今西氏は次のように説明している。永遠なる解脱を求める立

場から、究極的存在に運動や変化が内在していることへの批判がある。プルシャをアヴィ

ヤクタから切り離すとマハット・アートマンはプルシャとの本来的な連絡を失い、アート

マンと呼ぶに相応しくなくなる。また、アートマンの現実的な主体としての機能はブッ

ディにより果たされ、そのためその位置も失い、単にマハットと呼ばれる同義語になって

しまった、という21。AhSにおけるマハットの概念は、まず第一に KāthUpにおけるブッ

ディの上位概念としてのマハットを継承しつつ、MBhなどの説と矛盾しないように、ブッ

ディをマハットのサットヴァ性の形態と位置づけている。そして、古典サーンキヤのブッ

ディやプラーナなどの機能をマハットに集約させ、さらに新しい要素としてカーラを加え

ているのである。

どうして、ブッディではなくマハットという概念を採用したのであろうか。そこで一

つの仮説を立てて考えてみたいと思う。まず、プルシャは、AhSにおいて単一である22 。

そのことをふまえれば、プルシャに古典サーンキヤにおけるような個々人の究極的主体と

しての機能は想定されていないと考えられる。そのため、個々人の主体としての役割を担

うものが必要であるが、ブッディは器官の一つであるので、アートマンにおけるような主

体としての機能が想定されるとは考えにくく、その機能を果たしにくい。そこで、究極性

を除いた低次のアートマン（粗大なるアートマン、物質的アートマン）という意味で、マ

ハット・アートマンの機能が復活し、マハットがその個々人の主体としての役割を担った

と思われる。そして、古典サーンキヤの説と矛盾しないように、様々な機能をマハットに

集約させたのである。

ところで、マハットには多数の異名が充てられている。それは次のように説かれる。

vidyā gaury avanı̄ brāhmı̄ vadhūr vr.ddhir matir madhuh. // AhS 7.8cd

akhyātir ı̄śvarah. prājñety ete tadvācakā mune / AhS 7.9ab

ヴィディヤー（知識）、ガウリー（色白の女性＝パールヴァティー）、アヴァニー

（大地）、ブラーフミー（ブラフマーの神妃）、ヴァドゥー（花嫁）、ヴリッディ（生

起）、マティ（思考力）、マドゥ（蜜）、アキヤーティ（不定のもの）、イーシュヴァ

21 [今西 1998: pp. 229–230]
22 プルシャに関して、Schraderは古典サーンキヤのように複数のプルシャがあるのではなく、この創造の段
階においては、「頂点に存在するもの」や「総体（集合体）」というように唯一のものであると説明して
いる [Schrader 1916: p. 80]。松原氏はこの「総体（集合体）」をマヌたちの集合と考えている [Matsubara
1994: p. 229]
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ラ（主宰神）、プラージュニャー（聡明なるもの）というこれらがそれ（マハット）

を示す言葉である。聖者よ。

ここで、マハットの異名の中に、ガウリー、ブラーフミー、イーシュヴァラといった明らか

に神格を示しているものが見出される。このような同置は、当然 SKには見出せないもの

である。しかし、MBhの中では、全く異なる神格ではあるが、例えば、ヴィシュヴァルー

パ（MBh 12.291.19）、ヒラニヤガルバ（MBh 12.291.17）、アニルッダ（MBh 12.327.26）

などの対応が見られる。一方、イーシュヴァラ（主宰神）に関しては、MBh 12.241.1では

クシェートラジュニャ（知田者）に、MBh 12.327.25では未顕現（avyakta）に対応してい

る。SKでは神話的要素から引き離し、完全に個々人の器官としてブッディを扱っている

のであるが、しかし、AhSでは、先にも述べたように、様々な要素を集約しているために、

このような神話的要素を想起させる神格と個々人の器官の同置を行っているのである。

第 1.4節 アハンカーラとその展開

AhSにおいて、アハンカーラはマハットから展開する。

vidyāyā udare tatrāham. kr.tir nāma jāyate / AhS 7.15ab

そのヴィディヤー（＝マハット）の内部に、自己の概念（aham. kr.ti）というものが

生まれる。

自己の概念（aham. kr.ti）は、アハンカーラのことである。それについては後で述べる。そ

して、アハンカーラは 3種のグナに応じて、3つの形態になる。

tasya vaikārikam. nāma rūpam. sāttvikam ucyate /

taijasam. rājasam. rūpam. bhūtādir nāma tāmasam // AhS 7.17

それ（アハンクリティ）にとって、ヴァイカーリカという形態が、サットヴァ性と

言われる。タイジャサがラジャス性の形態であり、ブーターディという〔形態〕が

タマス性と言われている。

このように、アハンカーラは 3種のグナに応じて、3つの形態を取るのであり、まとめる

と次の通りである。

アハンカーラの 3形態

• サットヴァ性：ヴァイカーリカ形態のアハンカーラ

• ラジャス性：タイジャサ形態のアハンカーラ

• タマス性：ブーターディ形態のアハンカーラ
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アハンカーラからの展開は 3 形態のアハンカーラが関係する。まず、サットヴァ性の

ヴァイカーリカ形態のアハンカーラ、それは次のように説かれる。

tadā vaikārikāt punah. // AhS 7.23d

śrotram. vāg iti vijñānakarmendriyayugam. mune /

samı̄ks.ayaiva devasya manus.u pratijāyate // AhS 7.24

その次に、ヴァイカーリカ〔・アハンカーラ〕から、耳（聴覚器官）と発声器官と

いう、一組の知覚および行為器官が、神の熟慮（＝ヴィシュヌの意欲）によっての

み、マヌたちの中に生まれる。聖者よ。

vaikārikād aham. kārāt tvakpān. idvitayam. mune // AhS 7.27cd

ヴァイカーリカ・アハンカーラから、皮膚（触覚器官）と手の 2つが〔生まれる〕。

聖者よ。

jāyante taijasā bhedā bhedād vaikārikāt tathā // AhS 7.31cd

sudarśaneritāj jātam. caks.uh. pādayugam. mune / AhS 7.32ab

〔そして〕ヴァイカーリカに区別される〔アハンカーラ〕から、次のように、〔ヴィ

シュヌの〕円盤（sudarśana）に促されることにより、一組の目（視覚器官）と足が

生まれる。聖者よ。

atha vaikārikāt tasmād vis.n. usam. kalpacoditāt // AhS 7.35cd

rasanopastham ity etaj jāyate dr.kkriyātmakam / AhS 7.36ab

次に、ヴィシュヌの意欲に駆り立てられることにより、そのヴァイカーリカ〔・ア

ハンカーラ〕から、舌（味覚器官）と生殖器官というこの認識と作用の性質が生ま

れる。

vaikārikād aham. kārāt sudarśanasamı̄ritāt /

ghrān. am. pāyur iti dvandvam. jñānakarmātmakam. mune // AhS 7.40

〔ヴィシュヌの〕円盤（sudarśana）に促されることにより、ヴァイカーリカ・アハ

ンカーラから、鼻（嗅覚器官）と肛門（排泄器官）という一組の知覚および行為を

本質とする〔器官〕が〔生まれる〕。聖者よ。

このように、ヴァイカーリカ・アハンカーラからの展開として、5知覚器官と 5行為器官

の併せて 10の器官が想定されている。5知覚器官は、耳（聴覚器官）、皮膚（触覚器官）、

目（視覚器官）、舌（味覚器官）、鼻（嗅覚器官）であり、5行為器官は、発声器官、手、足、

生殖器官、肛門（排泄器官）である。すなわち次の通りである。

ヴァイカーリカ・アハンカーラから展開する 5知覚器官、5行為器官
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• 耳（聴覚器官）　／　発声器官

• 皮膚（触覚器官）／　手

• 目（視覚器官）　／　足

• 舌（味覚器官）　／　生殖器官

• 鼻（嗅覚器官）　／　肛門（排泄器官）

これらは、いずれも微細要素と粗大元素の展開と同じくして説かれている。おそらく、知

覚対象との対応を意識してまとめられているのであろう。それは、すなわち、耳（聴覚器

官）・発声器官は音声の微細要素と虚空の粗大元素の展開の中で、皮膚（触覚器官）・手は

接触の微細要素と風の粗大元素の展開の中で、目（視覚器官）・足は色の微細要素と火の

粗大元素の展開の中で、舌（味覚器官）・生殖器官は味の微細要素と水の粗大元素の展開

の中で、鼻（嗅覚器官）・肛門（排泄器官）は香りの微細要素と地の粗大元素の展開の中

で、それぞれ語られている。

それでは次にタマス性のブーターディ形態のアハンカーラについて取り上げる。それら

は次のように説かれる。

bhūtādeh. śabdatanmātram. tāmasād atha jāyate / AhS 7.21cd

次に、タマス性のブーターディ〔・アハンカーラ〕から、音声の微細要素が生ま

れる。

sudarśaneritād vis.n. or bhūtādeh. sparśamātrakam // AhS 7.25cd

ヴィシュヌの円盤（sudarśana）に促されることにより、ブーターディ〔・アハン

カーラ〕から、接触の〔微細〕要素を持つものが〔生まれる〕。

tāmasād atha bhūtādeh. sudarśanasamı̄ritāt / AhS 7.30ab

次に、〔ヴィシュヌの〕円盤（sudarśana）に促されることにより、タマス性のブー

ターディ〔・アハンカーラ〕から、色の〔微細〕要素が生まれる。

tāmasād atha bhūtāder vis.n. or ı̄ks.āniyojitāt /

jāyate rasamātram. tu / AhS 7.34abc

次に、ヴィシュヌの熟慮（＝意欲）に促されることにより、タマス性のブーター

ディ〔・アハンカーラ〕から、味の〔微細〕要素が生まれる。

sudarśaneritāt tasmād bhūtādes tadanantaram // AhS 7.38cd

jāyate gandhatanmātram. / AhS 7.39a

かの〔ヴィシュヌの〕円盤（sudarśana）に促されることにより、すぐ後に、ブー

ターディ〔・アハンカーラ〕から香りの微細要素が生まれる。
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このように、ブーターディ・アハンカーラからは 5粗大元素が生まれる。

ブーターディ・アハンカーラから展開する 5微細要素

• 音声

• 接触

• 色

• 味

• 香り

以上のように、サットヴァ性のヴァイカーリカ・アハンカーラとタマス性のブーター

ディ・アハンカーラの展開は明らかにされているが、ラジャス性のタイジャサ・アハン

カーラの働きが明確ではない。さらに、マナスがこの 3形態のいずれかに関係するのか不

明である。マナスについては次のように説かれる。

sudarśaneritam. vis.n. or āham. kārikam indriyam /

mano nāma manūnām. taj jāyate cintanātmakam // AhS 7.20

ヴィシュヌの円盤（sudarśana）に促されて、アハンカーラに属するインドリヤであ

り、思考を本質とする、マナスと呼ばれるものが、マヌたちに生まれる。

アハンカーラから生み出されるのであろうことは、想定されているようである。

このような、アハンカーラの 3分類は、古典サーンキヤの説と類似するものであり、SK

25に説かれている名称と 3種のグナの性質が一致する23。しかし、SKでは、AhSと異な

り、マナスがサットヴァ性のアハンカーラから展開することは明らかであり、また、イン

ドリヤと微細要素の両者に開展するというタイジャサ・アハンカーラの働きについても明

白である。AhS ではラジャス性のタイジャサ・アハンカーラの働きについては説かれて

いないが、SKに従えば、両者に展開するものと考えられるかもしれない。SKおいて、ラ

ジャスは活動因としての性質を有しているので、両者に展開するのである。だが、AhSに

おいて、活動因はヴィシュヌの意欲である。そのため、ラジャスに活動因の性質が認めら

れると矛盾が生じてしまうことから、ここではラジャスが意図的に省かれている可能性も

考えられる。

さて、AhSでは、アハンカーラについていくつかの異名があり、それは次の通りである。

aham. kāro ’bhimānaś ca prajāpatir aham. kr.tih. /

abhimantā ca boddhā cety asyāh. paryāyavācakāh. // AhS 7.16

23 「「ヴァイクリタ・アハンカーラ」（vaikr.ta-ahaṅkāra）から、サットヴァ性の 11から成るものが開展する。
「ブーターディ〔・アハンカーラ〕」（bhūtādi-ahaṅkāra）から、タマス性の微細要素が〔開展する〕。「タイ
ジャサ〔・アハンカーラ〕」（taijasa-ahaṅkāra）から、両者が〔開展する〕。」（SK 25）
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自己の概念（aham. kr.ti）は、アハンカーラ（aham. kāra、自我意識）であり、自己の意

識（abhimāna）であり、プラジャーパティ（prajāpati）である。また、あらゆる事

を自己に帰するもの（abhimantr.）であり、認識するもの（boddhr.）である。以上、

この〔アハンクリティ〕の異名である。

ここでは最初にあげられているものは、自己の概念（aham. kr.ti）であるが、その呼び名

として、アハンカーラ（aham. kāra、自我意識）、自己の意識（abhimāna）、プラジャーパ

ティ（prajāpati）、あらゆる事を自己に帰するもの（abhimantr.）、認識するもの（boddhr.）

があげられている。その中でプラジャーパティと対応させているのは注目に値する。こ

のようなアハンカーラと創造神との対応は、エピック・サーンキヤにおいてもみられる。

MBh 12.291.20 では、AhS と同じくプラジャーパティに対応させている24。しかし一方

で、「モークシャダルマ篇ナーラーヤニーヤ章」内のMBh 12.327.26ではブラフマー（父

祖）との対応が見られる25。ともすれば迷妄の原因とも成るであろうアハンカーラが創造

神と対応する有神論的サーンキヤ説は初期のサーンキヤ思想の特徴であり、古典サーンキ

ヤではこのような神格との対応は見られない。

第 1.5節 微細要素から粗大元素への展開

AhSにおいて、微細要素から粗大元素への展開は、次のように考えられている。

viyac ca śabdatanmātrāj jāyate śabdalaks.anam / AhS 7.22ab

音声の微細要素から、音声の表徴である〔粗大元素の一つ〕虚空（viyat＝ ākāśa））

が生まれる。

音声の微細要素から粗大元素が生まれる。また、上記の AhS 7.25cdで接触の微細要素の

展開が語られた直後に、次のように説かれる。

jāyate sparśavān vāyus tasmād api ca jāyate / AhS 7.26ab

〔接触の微細要素が〕生まれ、そして、また、それ（接触の微細要素）から、接触

〔の性質〕を持つ〔粗大元素である〕風が生まれる。

24 本論文の第 2章第 3.1節を参照。
「まさに転変が始まった彼は、自ら自己を創造する。大いに輝く者は、アハンクリタ（自己の意識）を持っ
たプラジャーパティであるアハンカーラを〔創造する〕。」（MBh 12.291.20）

25 本論文の第 2章第 5節を参照。
「そして、この顕現性（vyaktatva）を獲得したもの（アニルッダ）は、祖父（＝ブラフマー）を作り出し
た。それが、アハンカーラであると言われる。実に、それは、あらゆる光からなるもの（tejomaya）であ
る。」（MBh 12.327.26cdef）
「諸々のヴェーダ補助学を含むヴェーダと、諸々のヤジュニャ補助学を含むヤジュニャを、世界の祖父で
あるブラフマー神（＝アハンカーラ）は、世界の完成のために創造した。」（MBh 12.327.30）
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このように、接触の微細要素から風の粗大元素が生まれる。さらに、色の微細要素につい

ては次の通りである。

tāmasād atha bhūtādeh. sudarśanasamı̄ritāt /

jāyate rūpamātram. tu jyotis tasmāc ca rūpavat // AhS 7.30

次に、〔ヴィシュヌの〕円盤（sudarśana）に促されることにより、タマス性のブー

ターディ〔・アハンカーラ〕から、色の〔微細〕要素が生まれ、そして、それ（色の

微細要素）から色〔の性質〕を所有する〔粗大元素である〕火（jyotis＝ tejas）が

〔生まれる〕。

このように、色の微細要素からは火の粗大元素が生まれる。また、次のように説かれる。

jāyate rasamātram. tu jāyante ’mbhām. si vai tatah. // AhS 7.34cd

味の〔微細〕要素が生まれ、さらにそれ（味の微細要素）から、まさに〔粗大元素

である〕水が生まれる。

味の微細要素からは水の粗大元素が生まれるのである。そして、最後に、次の通り、香り

の微細要素から地の粗大元素が生まれる。

jāyate gandhatanmātram. tasmād gandhavatı̄ mahı̄ / AhS 7.39ab

香りの微細要素が生まれ、それ（香りの微細要素）から香り〔の性質〕を持つ地〔の

粗大元素〕が〔生まれる〕。

以上のように、AhSでは微細要素と粗大元素の関係が述べられる。それらをまとめると、

次の通りである。

各微細要素から展開する粗大元素

• 音声　→　虚空

• 接触　→　風

• 色　　→　火

• 味　　→　水

• 香り　→　地

この微細要素から粗大元素への展開は、古典サーンキヤもこれに類似しているが、SK

においてはどの微細要素からどの粗大元素が現れるかは明らかにされておらず、注釈書に

より解釈も異なる26。

26 Gaud. apāda-bhās. ya では、「香り→地」、「味→水」、「色→火」、「接触→風」、「音声→虚空」とされるが、
Sām. khyatattvakaumudı̄、Māt.hara-vr. tti、Jayamaṅgalāなどでは、「音声→虚空」、「接触・音声→風」、「色・
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第 1.6節 マヌたちの降下

3つの根源から始まる展開は上から段階的に行われる。そしてそれに合わせ、8人のマ

ヌたちが登場する。

kramāvatı̄rn. o yas tatra caturmanuyugah. pumān / AhS 7.2ab

プンス（精神原理）は、4組のマヌ（＝ 8人のマヌたち）として、そこにおいて段

階的に降下する。

これはプルシャが降下するときの姿と考えられる。プルシャは 8人のマヌとして降下し、

胎児（garbha）の状態になるとされる。それは器官や性質などを獲得することを意味して

いる。マハットの段階では次のように説かれる。

vidyāyā udare ’s.t.au te sudarśanasamı̄ritāh. /

manavo garbhatām. yānti sarvajñāh. sarvadarśinah. // AhS 7.13

ヴィディヤー（＝マハット）の内部において、〔ヴィシュヌの〕円盤（sudarśana）に

促されて、全てを知り、全てを理解する 8人のマヌたちが、〔ヴィディヤーの〕胎

児の状態になる。

bodhanam. nāma vaidyam. tad indriyam. tes.u jāyate /

yenārthān adhyavasyeyuh. sadasatpravibhāginah. // AhS 7.14

彼ら（マヌたち）の中に、ボーダナ（覚）27と呼ばれるヴィディヤー（＝マハット）

に属するもの、すなわちインドリヤ（器官）が生まれる。それ（知識）によって、

良い悪いの分類をする人たち（＝マヌたち）は、諸々の対象を決定する。

このように、マヌ達は、マハットの段階において、その胎児となることにより、その器官

と性質を備えるようになるのである。アハンカーラ、マナスについても同様で、次の通り

に説かれる。

nānāvibhavayuktāyām utpannāyām aham. kr.tau /

tadantargarbham āyāti manūnām. taccaturyugam // AhS 7.19

アハンクリティ（自己の概念）がそれぞれに遍在するものに結びつき生み出された

時、4組のマヌたち（＝ 8人のマヌたち）は、その（アハンクリティの）胎児になる。

manasvı̄ buddhimām. ś cāpi garbho manumayas tathā / AhS 7.21ab

接触・音声→火」、「味・色・接触・音声→水」、「香り・味・色・接触・音声→地」である。[Larson and
Bhattacharya 1987: p. 51]

27 個人にそなわる器官としてのブッディである [Matsubara 1994: p. 236]。
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そして、マヌから成る胎児は、ブッディ同様に、マナスを所有する〔ようになる〕。

アハンカーラについては胎児になることのみ説かれているが、その機能を備えることは、

マハットやマナスの例から明らかである。

次に、粗大元素の胎児となることにより、それらに対応する知覚器官と行為器官を備え

る。すなわち、虚空の胎児となり虚空の性質と耳（聴覚器官）と発声器官を、風の胎児と

なり風の性質と皮膚（触覚器官）と手を、火の胎児となり火の性質と目（視覚器官）と足

を、水の胎児となり水の性質と舌（味覚器官）と生殖器官を、地の胎児となり地の性質と

鼻（嗅覚器官）と肛門（排泄器官）を、順次備えるのである。そのことは次のように説か

れる。

tadantargarbhatām. yānti vis.n. usam. kalpacoditāh. / AhS 7.23ab

8人のマヌたちは、ヴィシュヌの意欲に駆り立てられて、その（虚空の）胎児の状

態になる。

śrotravān atha vāgmı̄ ca garbho manumayas tathā / AhS 7.25ab

さらに、マヌから成る胎児は、〔今までと〕同様に、耳（聴覚器官）を持ち、発声器

官を所有する。

tadantargarbhatām. yāti tadā manumayah. pumān // AhS 7.28cd

その時、マヌ〔たち〕から成るプンス（精神原理）は、その（風の）胎児となる。

ces.t.amānas tadā garbho vis.n. usam. kalpacoditah. /

tvakpān. idvayavān āsı̄t sparśādānādisiddhye // AhS 7.29

その時、活動している胎児は、ヴィシュヌの意欲に駆り立てられて、触れたり〔手

に〕取ることなどを成就するために、皮膚（触覚器官）と手の 2つを所有するもの

となった。

tadantargarbhatām. yānti te sudarśanacoditāh. // AhS 7.32cd

〔ヴィシュヌの〕円盤（sudarśana）に促されて、彼ら（マヌたち）はその〔火の〕28胎

児となる。

manavo rūpavantas te kāntidı̄ptyādiśālinah. /

caks.us.mantah. pādavanto vı̄ks.an. āt.anayoginah. // AhS 7.33

彼ら〔8人の〕マヌたちは、色〔の性質〕を持ち、光沢、光輝など〔の性質〕を所持

し、目（視覚器官）を所有し、足を持ち、見ることと歩き回ること〔の性質〕を備

28 AhS 7.30で火の粗大元素の展開が説かれ、AhS 7.31では火の性質が、そして、AhS 7.32abでは目（視覚
器官）と足の発生が説かれる。そのためここでは火の胎児について説いていることは明白である。
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えている。

tadantargarbhatām. yānti vis.n. usam. kalpacoditāh. // AhS 7.36cd

manavas te mahābuddhe vis.n.ukarmādhikārin. ah. / AhS 7.37ab

ヴィシュヌの意欲に駆り立てられて、ヴィシュヌのカルマ（業）の所有者である彼

ら〔8人の〕マヌたちは、その（水の）胎児となる。偉大なる覚者よ。

sarasāh. snehavantaś ca rudhirādidravānvitāh. // AhS 7.37cd

jāyante rasanāvantah. pum. strı̄vyañjanabheditāh. / AhS 7.38ab

味性を伴うもの、粘着性を持つもの、そして血などの流動性を所持するもの、舌

（味覚器官）を持つもの、男女を分けるもの29が生まれる。

bhuvas te garbhatām. yānti vis.n. usam. kalpacoditāh. / AhS 7.41ab

ヴィシュヌの意欲に駆り立てられることにより、彼ら〔8人のマヌたち〕は、地の

胎児となる。

guravah. sthirasam. ghātā asthidantādisam. yutāh. // AhS 7.41cd

ghrān. avantah. pāyumantah. sam. pūrn. āvayavā mune / AhS 7.42ab

グルたち（＝ 8人のマヌたち）は、骨や歯などに備わる不動なものの集合であり、

鼻（嗅覚器官）を持ち、肛門（排泄器官）を所持し、〔それぞれの〕部分を完全に備

える。聖者よ。

これらをまとめる次の通りである。

マヌたちの降下

• ブッディの胎児　　　→　ブッディの器官と性質を備える。

• アハンカーラの胎児　→　アハンカーラの器官と性質を備える。

• マナスの胎児　　　　→　マナスの器官と性質を備える。

• 虚空の胎児　　　　　→　虚空の性質と耳（聴覚器官）と発声器官を備える。

• 風の胎児　　　　　　→　風の性質と皮膚（触覚器官）と手を備える。

• 火の胎児　　　　　　→　火の性質と目（視覚器官）と足を備える。

• 水の胎児　　　　　　→　水の性質と舌（味覚器官）と生殖器官を備える。

• 地の胎児　　　　　　→　地の性質と鼻（嗅覚器官）と肛門（排泄器官）を備える。

このように、いろいろなものを順次に備えていくのである。そして、次のように言わ

れる。

29 すなわち生殖器官のこと。
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evam. sam. pūrn. asarvāṅgāh. prān. āpānādisam. yutāh. // AhS 7.43cd

sarvendriyayutās tatra dehino manavo mune / AhS 7.44ab

このように、〔8人の〕マヌたちは、ここにおいて、あらゆる肢部が完全であり、プ

ラーナやアパーナなどを備え、あらゆるインドリヤ（器官）を備えた身体となる。

聖者よ。

最終的に各器官や部分を完全に備えた身体となるというのである。

このように、マヌたちの降下は、胎児になることにより、その機能と器官を備え、完全

な身体を備えるようになる。それは、世界創造の中に身体の組成を取り込んでいるのであ

り、また同時に、マヌたちの降下という神話的要素も入っている。これらはすべて、ヴィ

シュヌの意欲に駆り立てられることによりおこるのであり、そのため、ラジャスの活動因

としての機能は深く考慮されていないとも考えられる。

第 1.7節 小結

AhS で説かれている「不浄なる創造」説は、古典サーンキヤと類似して見えるのは確

かであるが、細部が異なる。その特徴として、まず、プルシャは単一であり個々人の主体

としての機能はマハットが担い、ブッディはマハットの同義語ではなく機能の一部として

の役割を果たすのみという根幹的な部分が異なるということである。そして、宇宙論の中

に身体論を組み込むサーンキヤ思想の特徴を示しつつ、マヌたちの降下と彼らがそれぞれ

の段階で胎児になることにより器官や性質を備えた完全な身体になるという神話的要素も

含まれているのである。さらに、古典サーンキヤの 25原理を踏襲しつつ、それを超越す

る存在としてヴィシュヌを立て、一元論に再解釈している。そしてその最高神の意欲によ

りすべては展開するので、ラジャスの活動因として機能はあまり考慮されていないようで

ある。

AhSでの諸原理の展開は、一見すると古典サーンキヤの理論を採用しているようである

が、MBhなどの影響を残しつつ、様々な要素を取り入れ、パーンチャラートラ派の教義

へと融合させているのである。

第 2節 Laks. mı̄tantra における最高神の顕現

MBhでとかれたヴューハ説は、LTでは、複雑な様相を帯びる。本節では、LT 2章で説

かれる最高神の顕現を取り上げ、考察する。

LT はインドラに請われたラクシュミーがその最高の教えを説くというものである30。

30 LT第 1章では、(1)インドラに願われラクシュミーが LTを明らかにする、(2)聖仙たちがナーラダに頼
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創造の最初の状態は至高のアートマン（paramātman）から始まる、ということが示されて

いる。

asti nirduh. khanih. sı̄masukhānubhavalaks.an. ah. /

paramātmā param. yasya padam. paśyanti sūrayah. // LT 2.1

聖仙（sūri）たちが認める至高のアートマン（paramātman）の最高の境地（pada）

は、苦しみを離れ、計り知れなく、至福の経験という特徴を持つものである。

そして、至高のアートマンは次のように説かれる。

adhvanām adhvanah. pāram. paramātmānam ūcire /

aham. nāma smr.to yo ’rthah. sa ātmā samudı̄ryate // LT 2.3

至高のアートマンをあらゆる道にとっての道の彼岸と言い、わたし（aham）として

意味が想起されるもの、それがアートマンであると語られる。

anavacchinnarūpo ’ham. paramātmeti śabdyate /

krod. ı̄kr.tam idam. sarvam. cetanācetanātmakam //LT 2.4

束縛から離れたものとしてのわたし（aham）が至高のアートマンと呼ばれる。〔そ

の至高のアートマンは〕このあらゆる知覚できる性質のものとできない性質のもの

を包含する。

至高のアートマンとアートマンは別ものである。最高処において、活動せず、彼岸である

のが、至高のアートマンであるが、自身をわたし（aham）として想起するときにアートマ

ンになるのである。わたしには 2つの段階があり、〈「わたし」として意味が想起されるも

の〉がアートマンであり、〈束縛から離れた「わたし」〉が至高のアートマンである。しか

も、この第 2章の語り部はラクシュミーであるので、ラクシュミーと最高存在を同一視す

ることを意図していると思われる。

次にナーラーヤナの顕現がある。

yena so ’ham. smr.to bhāvah. paramātmā sanātanah. /

sa vāsudevo bhagavān ks.etrajñah. paramo matah. // LT 2.5

永遠なる至高のアートマンの状態であるそれはわたし（aham）であると想起する

ことによって、彼はヴァースデーヴァ、バガヴァット、クシェートラジュニャ、最

高存在（parama）とみなされる。

み彼が (1)の神話を語る、(3)それら (1)と (2)の物語をアナスーヤーに乞われアトリが教示する、という
三重の構造になっている。ナーラダとアトリというヴェーダに登場する偉大な聖仙に語らせることによっ
て、この LTの権威付けを行っているのである。
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至高のアートマンから始まる創造の次の段階であり、無活動であった至高のアートマン

が、「わたしである」と自己を認識することによって、自己を最高神として顕現させるの

である。これが創造の 2番目の段階である。次にラクシュミーが生起する。

ahamarthasamutthā ca sāham. tā parikı̄rtitā /

anyonyenāvinābhāvād anyonyena samanvayāt // LT 2.17

彼女（ラクシュミー）は、「わたしという実在」（ahamartha）から生起するものであ

り、「わたし性」（aham. tā）と言われる。互いに離れていないから、互いに結合して

いるから。

ナーラーヤナである「わたしという実在」（ahamartha）から、ラクシュミーである「わた

し性」（aham. tā）が生起するのである。この二者の関係は次のように言われる。

ahamartham. vināham. tā nirādhārā na sidhyati /

bhavadbhāvātmakam. rūpam. samastavyastagocaram // LT 2.19

「わたしという実在」（ahamartha）なしには、「わたし性」（aham. tā）は支えがなく、

完成しない。存在するもの（ナーラーヤナ）と状態（ラクシュミー）から成る形態

は、全体として、また個々のものとして認識される。

至高のアートマンではなく、アートマンとしての「わたし」には 2つの側面がある。すな

わち「本体としてのわたし」と「機能ないし属性としてのわたし」である。「本体として

のわたし」は、「わたしという実在」（ahamartha）であり、ナーラーヤナである。「機能な

いし属性としてのわたし」とは、「わたし性」（aham. tā）であり、ラクシュミーである。両

者は同一であるが別ものであり、片方が欠けることは想定されていなく、両者は互いに一

方がなくては存在できない、すなわち両者は互いに限定し合っているのである。

他方、次のようにも言われる。

ātmā sa sarvabhūtānām aham. bhūto harih. smr.tah. /

aham. tā sarvabhūtānām aham asmi sanātanı̄ // LT 2.13

彼（ナーラーヤナ）はアートマンであり、あらゆる存在物にとっての「わたしとい

う存在」（aham. bhūta）であり、ハリであると認められている。あらゆる存在物に

とっての「わたし性」（aham. tā）は、永遠なるわたし（aham）なのである。

この永遠なるわたし（aham）は至高のアートマンのこととも考えられ、その場合、「わた

し」（aham）は、「わたしという存在」（aham. bhūta）＝「わたしという実在」（ahamartha）

と「わたし性」（aham. tā）という 2側面があるが、シャクティである「わたし性」（aham. tā）

を、属性でありながら永遠なる「わたし」（aham）という最高処と同置しているのである。

「わたしという実在」（ahamartha）と「わたし性」（aham. tā）はブラフマンとも言われる。
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それは次の通りである。

bhavadbhāvātmakam. brahma tatas tac chāśvatam. padam /

bhavan nārāyan.o devo bhāvo laks.mı̄r aham. parā // LT 2.15

存在するものと状態という〔2つの〕本質がブラフマンであり、それ故にそれは永

遠の境地である。存在がナーラーヤナ神であり、状態がラクシュミーであり、わた

し（aham）であり、最高処（parā）である。

laks.mı̄nārāyan. ākhyātam ato brahma sanātanam /

ahamtayā samākrānto hy ahamarthah. prasidhyati // LT 2.16

それ故、永遠なるブラフマンをラクシュミー・ナーラーヤナと呼ぶ。なぜなら、「わ

たし性」（aham. tā）によって遍満され、「わたしという実在」（ahamartha）が完成す

るから。

ラクシュミー・ナーラーヤナ、すなわちアートマンであるところの「わたし」（aham）は、

ブラフマンと同一視されている。一方、次のようにも言われる。

mahāvibhūtir ity ukto vyāptih. sā mahatı̄ yatah. /

tad brahma paramam. dhāma nirālambanabhāvanam // LT 2.9

偉大なる彼女（ラクシュミー）は遍充である故に、「大いなる力の顕現」（mahāvibhūti）

と呼ばれる。それがブラフマンであり、最高の居処、独立した本質である。

ここでは、ラクシュミーとブラフマンを同一視している。

6つのグナについて、次のように説かれる。

śes.am aiśvaryavı̄ryādi jñānadharmah. sanātanah. /

aham ity āntaram. rūpam. jñānarūpam udı̄ryate // LT 2.26

他の「自在力」（aiśvarya）や「勇猛さ」（vı̄rya）などは「知識」（jñāna）の特質（属

性、dharma）であり、永遠である。「知識」（jñāna）の形態は、わたし（aham）と

いう固有の形態であると言われている。

6つのグナ（属性）とは、すなわち、(1)知識（jñāna）、(2)自在力（aiśvarya）、(3)潜在力

（śakti）、(4)力（bala）、(5)勇猛さ（vı̄rya）、(6)光輝（tejas）である。その 6つのグナ（属

性）のうち、「知識」（jñāna）が本質であり、それ以外の 5つは付随するものである。

ここでいう「わたし」とは、ラクシュミーであり、ブラフマンである。それは次の通り

に説かれる。

jñānātmikā tathāham. tā sarvajñā sarvadarśinı̄ /

jñānātmakam. param. rūpam. brahman. o mama cobhayoh. // LT 2.25
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同様に、「わたし性」（aham. tā）の「知識」（jñāna）の本質は、全てを知るものであ

り、全てを見るものである。ブラフマンとわたしの両者の「知識」（jñāna）の本質

は最高の形態である。

すなわち、6つのグナはラクシュミー・ナーラーヤナに帰せられものでもある。ラクシュ

ミー・ナーラーヤナ、ブラフマン、アートマン、「わたし」（aham）、「わたし性」（aham. tā）、

ラクシュミー、「わたしという実在」（ahamrtha）、ナーラーヤナ、これらは全て、本質的に

同じものである。その現れ方の違いで分けられているにすぎないのである。ラクシュミー

とナーラーヤナは「わたし」の 2つの側面であるから、不可分の存在なのである。それと

同時に、ラクシュミーを最高存在すなわち至高のアートマンと同一に見なそうとする意図

が端々に見える。おそらく、シャクティ崇拝の流布の影響を受けたものと思われる。

ところで、ラクシュミーはまた、シャクティとも呼ばれる。しかしながら、6つの属性

の中にも、シャクティが見られる。そのため、シャクティにはおそらく 2つの側面がある

と考えられる。ラクシュミーそのものとしてのシャクティ（宇宙の根源力）と 6つのグナ

（属性）の一つとしてのシャクティ（「潜在力」）である。

では、6つのグナとヴューハ神の展開を見ていきたい。

abhivyaktānabhivyaktas.ād. gun.yakramam ujjvalam /

ālambitacatūrūpam. rūpam. tatpārameśvaram // LT 2.38

その最高の主宰神の形態は、顕現しあるいは顕現していない 6つのグナ（属性）か

ら成る階梯に基づくものであり、輝きであり、4つの形態である。

この 4つの形態とは、ヴューハ（配置）と呼ばれる 4柱の神の顕現である。その神々は、

ヴァースデーヴァ、サンカルシャナ、プラディユムナ、アニルッダである31。

その 4神は、次の通りに顕現する。

śāntātiśāntād unmes.o mama rūpād yugatraye /

kramavyaktam. tadādyam. me cāturātmyam amūrtimat // LT 2.43

寂静と完璧な寂静の形態から、3つの組み合わせ（という状態）で、わたしの開眼

（顕現）がある。段階的に顕現するわたしの 4つの本質のその最初のものが、形象

を有さないものである。

31 第 2章第 5.3節を参照。Guptaはヴューハについて次のように説明している。「清浄なる創造と不浄なる
創造の間の違いは、3つの現象の属性、サットヴァ、ラジャス、タマスが、清浄なる創造において存在して
いないのであり、その清浄なる創造は時折 nityavibhūtiと呼ばれ、反対に不浄なる創造は lı̄lāvibhūtiと名
付けられる。前者は 4つの顕現（caturmūrtiあるいは caturvyūha）から成る。これら 4つの顕現（ヴュー
ハ）の最初（すなわちヴァースデーヴァ）において、属性は休止状態であり、それ故、うっすらと顕現し
ているのみである。顕現が進行するにつれ、それらはより輝き、深淵となる。」[Gupta 2000: p. 11]
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4つのヴューハ神の中で最初のものは、未だはっきりと現れていないため、形象を有して

いないのである。ここでは、ヴューハ神としてヴァースデーヴァは明言されていないが、

ナーラーヤナの異名としては説かれているため、ラクシュミー・ナーラーヤナと不可分の

存在と思われる。それは、次のことからも考えられる。

ādyas tv abhinnas.ād. gun.yo brahmatattvāpr.thaksthitau // LT 2.54cd

しかし、最初の分化していない 6つのグナに関するものは、ブラフマンという原理

と不可分な状態として〔存在する〕。

すなわち、ヴューハ神の中で、最初に現れるものは、6つのグナを全て有しており、ブラ

フマンと不可分であると言うことである。

次にサンカルシャナの顕現がある。

vyaktajñānabalākhyāyām. pūrvam. sam. kars.an. ātmani /

tilakālakavat sarvo vikāro mayi tis.t.hati // LT 2.45

tan mām. sam. kars.an. ātmānam. vidur jñānabale budhāh. / LT 2.46ab

まずはじめに、わたしの「知識」（jñāna）と「力」（bala）の顕現と呼ばれるサンカ

ルシャナの本質（アートマン）の中に、（皮膚の下の）ほくろのごとくに、すべて

の変異（vikāra）が存在する。かのわたしであるサンカルシャナの本質を、「知識」

（jñāna）と「力」（bala）であると、知者たちは認識する。

このようにサンカルシャナは、「知識」（jñāna）と「力」（bala）を備えたものである。

次に、プラディユムナが現れる。

svayam. gr.hn. āmi kartr.tvam unmis.antı̄ tatah. param // LT 2.46cd

pradyumna iti mām āhuh. sarvārthadyotanı̄m. tadā / LT 2.47ab

yugam. prasphuritam. rūpam. tasminn aiśvaryavı̄ryayoh. // LT 2.47

その時、すべての対象を輝かせるわたしをプラディユムナと言う。それから、〔わ

たしは〕開眼（顕現）しつつ、作者性を自らに獲得する。そこにおいて、「自在力」

（aiśvarya）と「勇猛さ」（vı̄rya）の組み合わせの形態が現れる。

プラディユムナは「自在力」（aiśvarya）と「勇猛さ」（vı̄rya）を備えているのである。

次に、アニルッダが現れる。

tatas tayā kriyāśaktyā labdhāveśā cikı̄rs.ayā /

yujyamānāniruddhākhyām. lambhitā tattvakovidaih. // LT 2.48

それから、その活動力（kriyāśakti）によって浸透され、〔また〕活動の意欲と結び

ついたものがアニルッダという名称で真理を体得した者たちによって呼ばれる。
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ここでは、活動力（kriyāśakti）は自在力（aiśvarya）、活動の意欲は光輝（tejas）を表すと

思われる。以上のように、ここでのヴューハの神々の展開は、ヴァースデーヴァ→サンカ

ルシャナ→プラディユムナ→アニルッダの順で行われる。

また、6つの属性は組み合わされて、次のように説かれる。

tatra tadgun. ayugmam. tu mama rūpatayocyate /

ato jñānabale devah. sam. kars.an. a udı̄ryate // LT 2.53

aiśvaryavı̄rye pradyumno ’niruddha śaktitejası̄ / LT 2.54ab

さて、そこにおいて、そのグナの一対（組み合わせ）が、わたしにとって形態性（形

あるもの）として、語られる。それ故、「知識」（jñāna）と「力」（bala）〔の組み合

わせ〕である神は、サンカルシャナと述べられる。「自在力」（aiśvarya）と「勇猛

さ」（vı̄rya）〔の組み合わせ〕がプラディユムナであり、「潜在力」（śakti）と「光輝」

（tejas）〔の組み合わせ〕はアニルッダである。

さて、4ヴューハ神は次のようにも説かれる。

avasthāh. kramaśo me tāh. sus.uptisvapnajāgarāh. / LT 2.49ab

わたしにとって、その諸々の状態は、段階的に、熟睡状態（sus.pti）、夢眠状態

（svapna）、覚醒状態（jāgara）である。

daśās turyasus.uptyādyāś caturvyūhe ’pi laks.ayet / LT 2.58ab

第 4状態（turya）や熟睡状態（sus.upti）などの状態（daśā）を、4つのヴューハ（配

置）においても、見るべし。

覚醒状態（jāgara＝ jagāt）、夢眠状態（svapna）、熟睡状態（sus.pti）、そして 3つの状態を

超越した第 4状態（caturtha、turya、turı̄ya）というアートマンの 4つの状態32に、ヴュー

ハ神を当てはめているのである。すなわち、ここでは、熟睡状態（sus.pti）にサンカルシャ

ナを、夢眠状態（svapna）にプラディユムナを、そして覚醒状態（jāgara）にアニルッダを

同定している。そして、第 4状態（turya）はヴァースデーヴァに対応すると考えられる。

ヴァースーデーヴァからアニルッダまでの 4ヴューハ神の顕現は、徐々に明確になってい

くことであり、それはアートマンが覚醒に向かうことである。

32 ヴェーダーンタ学派を中心に、覚醒状態（jagāt）、夢眠状態（svapna）、熟睡状態（sus.pti）、そして 3つの
状態を超越した第 4状態（caturtha、turya、turı̄ya）というアートマンの 4つの状態は古代から思索され
てきた。これら「四つの状態に関する哲学的思索はウパニシャッドに始まり、その最も体系的な説明は、
シャンカラの註釈をもつ『マーンドゥーキヤ・ウパニシャッド』に見られる」という。アートマンの覚醒
状態においては 5感覚器官と内的器官が機能し、夢眠状態のときは感覚器官は停止して、内的器官のみが
働き、さらに、熟睡状態では、内的器官さえも停止する。そして、第 4状態はいかなる語によっても表現
されることができず、清浄なものである [前田 1980: pp. 188–192]。
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6つの属性には、分類があり、それは次のように説かれる。

tisro mama svabhāvākhyā vijñānaiśvaryaśaktayah. // LT 2.49cd

3つのわたしの自性（svabhāva）と呼ばれるものは、「知識」（vijñāna＝ jñāna）、「自

在力」（aiśvarya）、「潜在力」（śakti）である。

śramādyavadyābhāvākhyam. jñānāder upasarjanam /

ittham. śāntoditāvasthādvayabhedajus.o mama // LT 2.51

〔それら 3つのグナ（属性）は〕疲労などの不完全さは存在せず、知識（jñāna）な

どの流出（upasarjana）である。このように、わたしにとって、平安なるものから

生起した状態は 2種の区別を持つものである。

LT 2.28–35では「知識」（jñāna）を除く 5つのグナ（属性）の特徴が述べられる。6つの

グナ（属性）には 2種の分類があり、一方は自性（svabhāva）と呼ばれる。もう一方は 3

つのグナ（gun. atraya）と呼ばれ、それぞれが自性（svabhāva）から流出（upasarjana）す

る。サンカルシャナなどの 3神は、両者から 1つずつを有し、一対の組み合わせを形成す

る。すなわち、「知識」（jñāna）から「力」（bala）が、「自在力」（aiśvarya）から「勇猛さ」

（vı̄rya）、「潜在力」（śakti）から「光輝」（tejas）が流出（upasarjana）し、それぞれ組とな

るのである。

以上が、LTにおける最高神の顕現である。至高のアートマンから始まり、わたしと想起

することにより、ナーラーヤナが生起し、そのナーラーヤナからラクシュミーが生起する。

その二者は不可分の存在で、「わたしという実在」（ahamartha）と「わたし性」（aham. tā）

という、実在と状態という、アートマン、あるいは「わたし」(aham）の異なる側面に過

ぎない。その展開は図表 19の通りである。

そして、ヴューハ神の展開は 6つの属性を 2つずつに配分し、ヴァースデーヴァから 3

神が展開する。さらに、それは段階的な顕現であり、アートマンの覚醒とも結びつけられ

る。それらの展開は図表 20の通りである。
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至高のアートマン シャクティ

ブラフマン

ナーラーヤナ

状態
(bhāva)

存在するもの
(bhavat)

わたしという実在
(ahamartha)

わたし性
(ahaṃtā)

ラクシュミー
（自ら生起する）

機能・属性本体

アートマン

ヴァースデーヴァ

サンカルシャナ

アニルッダ

プラディユムナ

（わたしであると想起する）

図表 19 LT 2における最高神の顕現
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光輝
(tejas)

勇猛さ
(vīrya)

潜在力
(śakti)

力
(bala)

自在力
(aiśvarya)

知識
(jñāna)

知識
(jñāna)

力
(bala)

自在力
(aiśvarya)

勇猛さ
(vīrya)

潜在力
(śakti)

光輝
(tejas)

ヴァースデーヴァ

サンカルシャナ

プラディユムナ

自性
(svabhāva)

3つのグナ
(guṇatraya)

第4状態
(turya)

熟睡状態
(suṣpti)

夢眠状態
(svapna)

覚醒状態
(jāgara)

アニルッダ

図表 20 LT 2におけるヴューハ神の顕現
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第 7章

結論

宇宙論の展開の中で、アハンカーラとマハット、そしてマナスはその機能を大きく変え

たものである。結論として、これらの原理の変遷について、考察したい。

サーンキヤ学説の古い形と考えられているMBh第 12巻 187章・239–241章の説では、

アハンカーラは登場せず、物質的原理は粗大元素が担っている。そこでは、アートマン

（内なるアートマン）には 2つの側面があったと思われる。すなわち、活動因としての側

面がジーヴァおよびクシェートラジュニャであり、質量因としての側面がブータートマン

である。このブータートマンはマハット・アートマンと同様の機能を有したものと思わ

れる。

これに類似する MS 第 12 章の説などを考慮すれば、マハット・アートマン＝マハッ

ト＝ブータートマン＝ブッディということが成り立つであろう。これは低次のアートマン

と高次のアートマンという 2種類のアートマンを想定していると考えられる。

おそらくそれは、一元論の矛盾を解決する試みであったのかもしれない。純粋なる精神

と物質的要素と対応関係が想定される中で、物質的側面を担うアートマンの存在が必要不

可欠であったのである。あるいは、すでに物質的アートマンから粗大元素が生まれるとい

うことが考えられていたのかも知れない。

MBhの時代ではマハットとブッディは同一と見なされていたが、KathUpでは違ってい

たことに注意する必要がある。そして、アートマンを純粋な存在として強調して行くにつ

れ、物質的側面のアートマンとしての機能が失われていったのである。ブッディという心

的器官と同一視されるようになると、決定やコントロールの機能をするブッディが物質要

素との直接関連するには不都合が生じるのではないかと思う。そこで新たな物質的要素と

の連絡口となるアハンカーラが登場する。アハンカーラに創造的機能が賦与されるように

なると、ますます精神と物質の繋がりが遠くなっていくのである。

アハンカーラが物質要素を生み出す説は、MBh 第 12 巻 203 章で見られるとおりであ

る。ここで説かれた 8種の根本原因と 16種の変異の説が見られるようになると、先にあ
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げた第 187章などの古説ではおおよそ想定されているに過ぎなかった、心的作用から物質

原理が展開することが明確に打ち出されるようになる。ここにおいて、プラクリティ→マ

ハット（ブッディ）→アハンカーラ→粗大元素の創造のラインは確定的となった。この説

はその他に MBh第 12巻 291章や 298章、CS第 4章や BCなどにおいて見られるよう

になる。

しかし、一方で、マナスに創造的機能が見られる説もある。MS 第 1 章での原理展開

は、マナス→アハンカーラ→マハット・アートマンとなり、先の説と逆転してしまう。こ

のような逆転したものは古典サーンキヤでもエピック・サーンキヤでもあまり見いだせな

いが、MBh第 12巻第 326章でも、マナスからアハンカーラ生み出される説が見られし、

Bhagavadgı̄tāにおいてもマナスの創造機能は見出される。

一方で、矛盾した説も見られる。第 298章の説では、24原理と 9つの創造の説が見ら

れ、前半ではアハンカーラが根本物質の一つでマナスは変異の側であるが、すぐ後の 9つ

の創造説ではマナスから粗大元素が生まれることが説かれるのである。

このように様々な説が見られるのであるが、アハンカーラ→粗大元素のパターンが比較

的多く見られるようである。その説においては、マナスの創造的機能はほとんど見られな

い。むしろマナスの位置づけが不明瞭でさえある。

このアハンカーラ→粗大元素のパターンは、古典サーンキヤではさらに変わって、アハ

ンカーラ→タンマートラ→粗大元素のパターンとなる。本来は知覚器官の対象として粗大

元素から生み出されるものであったが、タンマートラという特別な原理となり、粗大元素

を生み出すものとして想定されるようになる。この古典サーンキヤの創造では、アハン

カーラの 3形態が見られるが、タンマートラを生み出すのはタマス性のブーターディ・ア

ハンカーラである。このブーターディ・アハンカーラが古代の名残りとされるのもおおよ

そは納得のいくものであろう。すなわち、アハンカーラ→粗大元素→知覚器官の対象とい

うラインとアハンカーラ→ブーターディ・アハンカーラ→タンマートラというラインが対

応し、このブーターディ・アハンカーラが粗大元素の機能を引き継いでいるということで

ある。

また、MBh第 12巻 291章の説ではアハンカーラから粗大元素と 5つの対象が同時に

生みだされることが想定される。アハンカーラからタンマートラへの変遷への途中段階と

も考えられる。

このような逆転現象はなぜ起こったのであろうか。おそらく、時代が下るにつれ精神の

純粋性がことさらに強調されていくなかで、その純粋性を明瞭に示すために、精神と物質

の連絡がさらに離されていくことになったからであろう。

さらに、精神と物質が離れていくことは、パーンチャラートラ派などのヒンドゥー教の

宇宙論では、非常に顕著なものとなる。AhSでは、その創造の 3段階にいたってはじめて

物質要素との連絡が見え始める。そこで説かれている 25原理は古典サーンキヤと類似し
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て見えるのは確かであるが、大きく異なる。その特徴として、まず、プルシャが単一とい

うことである。プルシャにはすでに、SKのような純粋精神の特徴は見られず、むしろ原

人プルシャを想起させる。一方、個々人の主体としての機能はマハットが担い、ブッディ

はマハットの同義語ではなく機能の一部としての役割を果たすようになる。ここにおい

て、KathUpで見られた概念が形を変えて踏襲されているのである。

そして、LT第 2章で見た「清浄な創造」には、一切の物質性が見られない。MBhで見

られるようなアートマンの二側面の在り方を示しながらも、物質性から遙か遠くの清浄で

純粋な世界での創造である。

このように、サーンキヤ思想に基づく諸原理の展開では、自己の心の在り方に現象世界

の創造説を組み込む理論が構築された。しかし、後代になるにつれ、精神の純粋性が増し

ていき—あるいは、原理の上にまたさらに原理を上乗せしていくというのが正しいのかも

しれないが—精神と物質の連絡は徐々に離れていくのである。それは、おそらく、様々な

説を取り入れ融合された結果でもある。古代からのアイデアを踏襲しつつ、様々な思想を

取り入れ、構築していった宇宙論は、時代が下るにつれ一層に複雑さを増していくものと

なっていったのである。しかし、純粋精神と物質の連絡は決して分断されることはない。

それは輪廻と解脱を前提とした、インド思想の特色の一つでもある。
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おわりに

本論文では、サーンキヤ思想の史的展開にそってそれぞれの世界構成原理を考察した。

エピック・サーンキヤに始まり、パーンチャラートラ派の文献に至るまで扱うことによ

り、サーンキヤ思想に基づく宇宙論について、その特徴を示すことができたであろう。し

かし、検証もまだ不十分であり、今後さらに網羅的かつ精査な研究が必要不可欠である。

甚だ大きなテーマ故に、著書の手に余るものであった。宮本久義教授には、難航する研

究に対し最後まで、熱心にご指導いただいた。先生のご指導がなければ、書き上げること

は不可能であったと存じます。この場を借りて、感謝申し上げます。また、Laks. mı̄tantra

の翻訳に際して、丁寧にご指導いただいた橋本泰元教授にも感謝申し上げます。
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補遺 A

Mahābhārata,
Moks.adharma-Parvan抄訳

A.1 Moks.adharma-Parvan第 187章

Yudhis. t.hira uvāca —

ユディシュティラ1は語った。

1
adhyātmam. nāma yad idam. purus.asyeha cintyate /

yad adhyātmam. yataś caitat tan me brūhi pitāmaha //MBh 12.187.1

内なるアートマン（adhyātma）2と呼ばれるもの、これがこの世において人（purus.a）の

ものとして考えられている3が、その内なるアートマンとはどのようなもので、それは何

から〔生じる〕ものか、それを私に語れ。祖父（ピターマハ）4よ。

Bhı̄s.ma uvāca —

ビーシュマは語った。

2

1 パーンダヴァ 5王子の長男。
2 茂木氏は「大我」[茂木 1993a: p. 103]、中村氏は「内我」[中村 1998b: p. 87]と訳している。
3 ここでは人間の本質として内なるアートマンが考えられている。この語はおそらく中性名詞であり、一元
論を意図しているのかもしれない。

4 祖父や祖先という意味であるが、ここではビーシュマのことを指す。MBhの戦争においては、彼はパー
ンダヴァの王子たちに敵対し、ドリタラーシュトラ王の息子たちに味方した。
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adhyātmam iti mām. pārtha yad etad anupr.cchasi /

tad vyākhyāsyāmi te tāta śreyaskarataram. sukham //MBh 12.187.2

あなたは「内なるアートマンとは〔どのようなものであるか〕」と、私にこれを尋ねる。

プリターの子よ。それをあなたに説明しよう。〔それは〕より優れた状態をもたらす5幸福

である。愛しき者よ。

3
yaj jñātvā purus.o loke prı̄tim. saukhyam. ca vindati /

phalalābhaś ca sadyah. syāt sarvabhūtahitam. ca tat //MBh 12.187.3

それを知ることによって6、人（purus.a）は世界において喜びと幸せを獲得する。そし

て、その（理解した）ことは、すぐに結果（果報）の獲得になるであろう。また、〔それ

は〕あらゆる存在物（万物）に益するものである。

4
pr.thivı̄ vāyur ākāśam āpo jyotiś ca pañcamam /

mahābhūtāni bhūtānām. sarves.ām. prabhavāpyayau //MBh 12.187.4

地（pr.thivı̄）、風（vāyu）、虚空（ākāśa）、水（āpas）、そして 5番目の火（jyotis）、〔これ

らの〕粗大元素は全ての存在物（万物）が生成し帰滅するところである7。

5
tatah. sr.s.t.āni tatraiva tāni yānti punah. punah. /

mahābhūtāni bhūtes.u sāgarasyormayo yathā //MBh 12.187.5

それから8創造されたものは、まさにそこ（粗大元素）に繰り返し〔戻って〕行く9。諸々

の存在物（万物）における粗大元素は、大海にとっての波のごとくである。

6
prasārya ca yathāṅgāni kūrmah. sam. harate punah. /

tadvad bhūtāni bhūtātmā sr.s.t.vā sam. harate punah. //MBh 12.187.6

5 “śreyaskaratara”は「より優れた状態をもたらすもの」と解した。より優れた状態とは天界や解脱のこと
であろうか。

6 すなわち、内なるアートマンが如何なるものかを知ることによって、という意味である。
7 全ては 5粗大元素から成るのであり、帰滅の際に消えて無くなるのではなく、5粗大元素の状態に戻るの
である。

8 「それ故」とも訳せる。
9 すなわち、存在物は、5つの粗大元素から生み出され、またその粗大元素に還滅する、それを繰り返すの
である。
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亀が四肢を伸ばして、再度引っ込めるように、ブータートマン（存在物の本質）10は、

諸々の存在物（万物）を創造して、再び引っ込める（帰滅させる）11。

7
mahābhūtāni pañcaiva sarvabhūtes.u bhūtakr.t /

akarot tes.u vais.amyam. tat tu jı̄vo ’nupaśyati //MBh 12.187.7

存在物を創造する者12はあらゆる存在物（万物）における 5 粗大元素のみを〔創り〕、

〔そして〕それら（創造物）における多様なるものを創った。一方、ジーヴァ（個我）はそ

れを観照する13。

8
śabdah. śrotram. tathā khāni trayam ākāśayonijam /

vāyos tvaksparśaces.t.āś ca vāg ity etac catus.t.ayam //MBh 12.187.8

音声、耳（聴覚）、そして（身体の）諸々の穴の 3種は、〔粗大元素の〕虚空の胎から生

まれたものである。風からは、皮膚（触覚）、接触、運動、そして言葉（発声器官）という

4種のものが〔生まれた〕。

9
rūpam. caks.us tathā paktis trividham teja ucyate /

rasah. kledaś ca jihvā ca trayo jalagun. āh. smr.tāh. //MBh 12.187.9

色、目（視覚）、そして消化器官の 3種のものが、火（tejas）〔の性質〕であると言われ

ている。味と湿気と舌（味覚）の 3種が、水の性質であると伝承されている。

10
ghreyam. ghrān. am. śarı̄ram. ca te tu bhūmigun. ās trayah /

mahābhūtāni pañcaiva s.as.t.ham. tu mana ucyate //MBh 12.187.10

10 物質性のアートマンとも考えられる。
11 自動詞と他動詞を区別していなく、比喩も不明瞭である。
12 ブータートマンのことと考えられる。
13 自己の本質を示す言葉は、ジーヴァ、内なるアートマン、ブータートマン、そして後に説かれるクシェー
トラジュニャである。おそらく、ジーヴァとクシェートオトラジュニャは観照するという性質を持つもの
で、類似したものと思われる。自己の本質の個人主体がジーヴァで、創造に関連したものがクシェートラ
ジュニャであろうか。おそらくアートマンには 2つの側面があったと思われる。すなわち、内なるアート
マンにとって、作用因としての側面がクシェートラジュニャ（ジーヴァ）であり、質量因としての側面が
ブータートマンであろう。
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香り、鼻（嗅覚）、そして身体、これら 3種が地の性質（gun. a）である。粗大元素は〔こ

れら〕5つのみであり、一方、第 6がマナスと言われている。

11
indriyān. i manaś caiva vijñānāny asya bhārata /

saptamı̄ buddhir ity āhuh. ks.etrajñah. punar as.t.amah. //MBh 12.187.11

インドリヤ（感覚器官）とマナス（思考器官、意）がこの14認識するもの（vijñāna＝認

識器官）である。バラタ族の者よ。ブッディが第 7、さらにクシェートラジュニャ（知田

者）15が第 8と言われている。

12
caks.ur ālokanāyaiva sam. śayam. kurute manah. /

buddhir adhyavasāyāya ks.etrajñah. sāks.ivat sthitah. //MBh 12.187.12

まさに目は見るためにあり、マナスは疑いをなす。ブッディは決定するためにあり、ク

シェートラジュニャ（知田者）は証人（確認者）のように存在する。

13
ūrdhvam. pādatalābhyām. yad arvāgūrdhvam. ca paśyati /

etena sarvam evedam viddhyabhivyāptam antaram //MBh 12.187.13

〔クシェートラジュニャは〕両足の裏から上を、そして下方と上方とを見渡している。

それ（クシェートラジュニャ）によって、まさにこのすべての〔世界の〕内部は満たされ

ていると知れ16。

14
purus.e cendriyān. ı̄ha veditavyāni kr.tsnaśah. /

tamo rajaś ca sattvam. ca viddhi bhāvām. s tad āśrayān //MBh 12.187.14

また、プルシャにおけるインドリヤ（感覚器官）17は、ここであますことなく知られるべ

きである。タマスとラジャスとサットヴァは、それら（インドリヤ）に密接に関係してい

る状態（bhāva）であると知れ。

14 MBh 12.187.1; 3のプルシャを指していると思われる。
15 ks.etra（田、土地）すなわち物質要素を jña（知る）者。プルシャのことを示す。
16 クシェートラジュニャは、裏から上全体を支配しているということであろう。人間存在とプルシャスーク
タの原人を関連づけているようにも見える。

17 後に説かれるように、ここでは、5つの知覚器官、マナス、ブッディを表していると考えられる。
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15
etām. buddhvā naro buddhyā bhūtānām āgatim. gatim /

samaveks.ya śanaiś caiva labhate śamam uttamam //MBh 12.187.15

上記のことを理解し、人（nara）はブッディによって、存在物の来し方行く末を熟慮し

て、そしてまさに、徐々に最高の寂静を獲得する。

16
gun. ān nenı̄yate buddhir buddhir evendriyān. y api /

manah. s.as.t.hāni sarvāni buddhyabhāve kuto gun. āh. //MBh 12.187.16

ブッディは、諸々のグナ（性質）を制御する。また、ブッディのみが感覚器官を、〔そ

して〕マナスを 6番目とする全てを〔制御する〕。ブッディが存在しないならば、いかに

して諸々のグナは存在しようか。

17
iti tanmayam evaitat sarvam sthāvarajaṅgamam /

pralı̄yate codbhavati tasmān nirdiśyate tathā //MBh 12.187.17

以上、このあらゆる不動なものと動くものは、まさにそれ（ブッディ）からなってい

る18。そして、〔あらゆるものはブッディが滅すれば〕帰滅し、〔ブッディが生じれば〕生

起する。それ故そのように示されたのである19。

18
yena paśyati tac caks.uh. śr.n. oti śrotram ucyate /

jighrati ghrānam ity āha rasam jānāti jihvayā //MBh 12.187.18

それによって見るものが目である。〔それによって〕聞くものが耳と言われる。〔それに

よって〕嗅ぐものが鼻と言われ、味を認識するのは舌によってである。

19
tvacā spr.śati ca sparśān buddhir vikriyate asakr.t /

yena samkalpayaty artham kimcid bhavati tan manah //MBh 12.187.19

そして触れられるものに触れるのは皮膚によってである。〔このように〕ブッディは

度々に変異する。〔ブッディは〕何らかの対象を思惟する時には、それはマナスになる。

18 ブッディを本質としているということか。
19 あらゆるものは生成と帰滅を繰り返すとも考えられる。



180 補遺 A Mahābhārata, Moks.adharma-Parvan抄訳

20
adhis.t.hānāni buddher hi pr.thak arthāni pañcadhā /

pañca indriyān. i yāny āhus tāny adr.śyo adhitis.t.hati //MBh 12.187.20

なぜなら、異なる 5種の対象〔を有する〕5つの感覚器官（インドリヤ）はブッディの

居処であり、見えないものがそれらに住すると言われる。

21
purus.ādhis.t.hitā buddhis tris.u bhāves.u vartate /

kadācil labhate prı̄tim kadācid anuśocati //MBh 12.187.21

ブッディはプルシャによって支配され、3種の状態において存する。〔ブッディは〕ある

ときには喜びを獲得し、あるときには悲しむ。

22
na sukhena na duh. khena kadācid api vartate /

evam narān. ām manasi tris.u bhāves.v avasthitā //MBh 12.187.22

またあるときには、〔ブッディは〕楽を伴っても、苦を伴っても〔存在し〕ないし、ま

た、苦によっても存在しない。このように、人々のマナスにおいて、〔ブッディは〕3種の

状態で存続する。

23
seyam bhāvātmikā bhāvām. s trı̄n etān nātivartate /

saritām. sāgaro bhartā mahāvelām ivormimān //MBh 12.187.23

まさに、それ（ブッディ）は、〔この〕状態を本質とし、これらの 3つ（3種のグナ）を

越えない（越える？）。川の主である波立つ大海が広大な境界を〔越えるように？〕20。

24
atibhāvagatā buddhir bhāve manasi vartate /

pravartamānam. hi rajas tadbhāvam anuvartate //MBh 12.187.24

状態を超えたブッディは、〔変異した〕状態のマナスに存在する。なぜなら、活動しつ

つあるラジャスがその状態に従うから。

25

20 “trı̄n etān nātivartate”は、MBh 12.240.8では “trı̄n etān ativartate”となっている。Buitenenは 2つのテク
ストを詳細に比較し、“nātivartate”は誤りであるとしている [van Buitenen 1956: p. 154]。茂木氏は「あた
かも川の王である海は、波を伴って大きな境界を（越えるように）。」と訳している [茂木 1995c: p. 106]。
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indriyān. i hi sarvān. i pradarśayati sā sadā /

prı̄tih. sattvam. rajah. śokas tamo mohaś ca te trayah. //MBh 12.187.25

なぜなら、それ（ブッディ）は、常に、あらゆる感官を活動させる見させる21。サット

ヴァは歓喜であり、ラジャスは悲嘆、そしてタマスは迷妄である。それらが 3〔種の状態〕

である。

26
ye ye ca bhāvā loke ’smin sarves.v etes.u te tris.u /

iti buddhigatih. sarvā vyākhyātā tava bhārata //MBh 12.187.26

この世における諸々の状態は何であっても全てこれらの 3種の中に〔存在する〕。以上、

あらゆるブッディの帰趨（道）があなたに説かれた。バラタ族の者よ。

27
indriyān. i ca sarvān. i vijetavyāni dhı̄matā /

sattvam. rajas tamaś caiva prān. inām. sam. śritāh. sadā //MBh 12.187.27

また、全ての感官は智者によって制御されるべきである。サットヴァとラジャスとタマ

スはまさに生類が常に依拠するものである。

28
trividhā vedanā caiva sarvasattves.u dr.śyate /

sāttvikı̄ rājası̄ caiva tāması̄ ca iti bhārata //MBh 12.187.28

そしてまた、3 種類の感覚が全てのサットヴァ（あらゆる物質存在）22において見られ

る。すなわち、サットヴァ性のもの、ラジャス性のもの、タマス性のものである。バラタ

族の者よ。

29
sukhasparśah. sattvagun. o duh.khasparśo rajogun. ah. /

tamogun. ena sam. yuktau bhavato ’vyāvahārikau //MBh 12.187.29

サットヴァの性質（属性）は楽に触れ、ラジャスの性質（属性）は苦に触れる。タマス

の性質と結びついた両者（楽と苦）は不活動性のものとなる。

21 茂木氏は「活動させる」と訳している [茂木 1995c: p. 106]。
22 サットヴァは物質性のものを表す。すなわち、生物や無機物なども含む、あらゆる物質要素に属するもの
である。
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30
tatra yat prı̄tisam. yuktam. kāye manasi vā bhavet /

vartate sāttviko bhāva ity aveks.eta tat tadā //MBh 12.187.30

それらの中で、身体あるいはマナス（心）において喜びと結びついたものがあるなら、

そのときそれはサットヴァ性の状態にあると見なすべきである。

31
atha yad duh.khasam. yuktam. atus.t.ikaram ātmanah. /

pravr.ttam. raja ity eva tann asam. rabhya cintayet //MBh 12.187.31

また、アートマン（自己）にとって、苦と結びついたもの、不満足を生じるものがある

なら、まさにそれを、ラジャスが活動していると、論議せずに、考えるべきである。

32
atha yan mohasam. yuktam avyaktam iva yad bhavet /

apratarkyam avijñeyam. tamas tad upadhārayet //MBh 12.187.32

さらに、〔自己にとって〕迷妄と結びついたもの、不分明に存在するであろうもの23、思

議できないもの、認識することができないものがあるなら、それはタマス〔が活動してい

る〕と考えるべきである。

33
prahars.ah. prı̄tir ānandah. sukham. sam. śāntacittatā /

katham. cid abhivartanta ity ete sāttvikā gun. āh. //MBh 12.187.33

有頂天、喜び、歓喜、楽、寂静なる心性が、何らかの仕方で生じるが、これらはサット

ヴァ性の性質（属性）である。

34
atus.t.ih. paritāpaś ca śoko lobhas tathāks.amā /

liṅgāni rajasas tāni dr.śyante hetvahetubhih. //MBh 12.187.34

同様に、不満足、怒り、悲しみ、貪欲、不寛容が、十分な原因があってもなくても現れ

るが、それらはラジャスの特徴である。

35
abhimānas tathā mohah. pramādah. svapnatandritā /

23 “avyaktam iva yad bhavet”、茂木氏は「ぼんやりと存在するもの」と訳している [茂木 1995c: p. 107]。



A.1 Moks.adharma-Parvan第 187章 183

katham. cid abhivartante vividhās tāmasā gun. āh. //MBh 12.187.35

さらに、高慢、迷妄、酩酊、睡眠と怠惰性が、何らかの仕方で生じるが、これらはタマ

ス性の多様な性質（属性）である。

36
dūragam bahudhāgāmi prārthanāsam. śayātmakam /

manah. suniyatam. yasya sa sukhı̄ pretya ceha ca //MBh 12.187.36

離れていくもの（遠くまで行くもの）であり、様々なところに到達するものであり、願

望と疑いを本質とするものであるマナスがよく制御されるなら、その人は、現世において

も、死後においても、安楽（幸福）を持つ者である。

37
sattvaks.etrajñayor etadantaram. paśya sūks.mayoh. /

sr.jate tu gun. ān eka eko na sr.jate gun. ān //MBh 12.187.37

2つの微細なものであるサットヴァ（物質要素）とクシェートラジュニャ（知田者）と

のこの違いということを理解せよ。〔すなわち〕一方はグナを創造し、もう一方はグナを

創造しない。

38
maśakodumbarau cāpi sam. prayuktau yathā sadā /

anyonyam anyau ca yathā samprayogas tathā tayoh. //MBh 12.187.38

そしてまた、ブヨ24とイチジクの木が常に結びついているように、そして〔その二者は〕

互いに別物であるけれども〔結びついているように〕、そのように、その二者（サットヴァ

（物質要素）とクシェートラジュニャ）は結びついているのである。

39
pr.thagbhūtau prakr.tyā tau sam. prayuktau ca sarvadā /

yathā matsyo jalam. caiva sam. prayuktau tathaiva tau //MBh 12.187.39

本性的に別々の存在物であるが、その二者はどんなときでも結びついているのである。

まさに魚と水が結びついているように、両者は〔結びついているのである〕。

40
na gun. ā vidur ātmānam sa gun. ān vetti sarvaśah. /

24 “maśaka”は「ブヨ」の他に「蚊」の意味もある。
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paridras.t.ā gun. ānām. ca samsras.t.ā manyate sadā //MBh 12.187.40

諸々のグナ（属性）25はアートマンを知らない。〔しかし〕それ（アートマン）は諸々の

グナを完璧に知っている。〔アートマンは自身のことを〕諸々のグナの観照者であり、そ

して、〔諸々のグナの〕創造者であると考えている26。

41
indriyais tu pradı̄pārtham. kurute buddhisaptamaih. /

nirvices.t.air ajānadbhih. paramātmā pradı̄pavat //MBh 12.187.41

一方、照明のために、ブッディを 7番目とする動かないもの27であり、認識しないもの

である諸々のインドリヤによって、最高のアートマンは（自身を）灯明のごとく（輝くも

の）にする。

42
sr.jate hi gun. ān sattvam. ks.etrajñah. paripaśyati /

sam. prayogas tayor es.a sattvaks.etrajñayor dhruvah. //MBh 12.187.42

なぜなら、サットヴァ（物質要素）は諸々のグナ（性質）を創造し、クシェートラジュ

ニャ（知田者）は〔それらを〕観照するからである。それらサットヴァ（物質要素）とク

シェートラジュニャ（知田者）の二者の結合は堅固である。

43
āśrayo nāsti sattvasya ks.etrajñasya ca kaścana /

sattvam. manah. samsr.jati na gun. ān vai kadācana //MBh 12.187.43

サットヴァ（物質要素）にとっても、クシェートラジュニャ（知田者）にとっても、何

らかの依拠するものは存在しない、〔クシェートラジュニャは〕どんな時でも、サットヴァ

（物質要素）も、マナスも、諸々のグナ（性質）も生み出さない。

44

25 グナを有するもの、すなわち精神的なもの（アートマン）とは別の物質的なものである。
26 中村氏はニーラカンタの “abhimān. am. karoti” という註釈を参照して “manyate” を「誤認する」と考え、
「〔アートマンは〕グナの見者であるとにもかかわらず、それと一体であると〔誤って〕考える」と訳してい
る [中村 1998b: p. 92]。英訳は “The Soul is the spectator of the qualities and regard them all as proceeding
from itself.”と訳している [Ganguli 1975b: p. 48]。“abhimān. a”は「自己の考え」や「自負心」といった意
味である。サーンキヤ思想ではアハンカーラの機能で「自己の意識」と考えられている。すなわち、ここ
では「誤って考えている」のではなく、「自己と結びつけて考えている」とする方が妥当であろう。茂木
氏は「そしてアートマンは諸性質の観察者であるが、常に（諸性質の）創造者であると思っているのであ
る。」と訳している [茂木 1995c: pp. 107–108]。

27 MBh 12.187.11を参照。つまり、自ら動かず、自ら認識しないものである。
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raśmı̄m. s tes.ām sa manasā yadā samyad. niyacchati /

tadā prakāśate ’syātmā ghat.e dı̄po jvalann iva //MBh 12.187.44

それ（人）が、マナスによって、それら（諸々のグナ）の光線（手綱）を正しく制御す

る時、その時、この彼のアートマンは〔サットヴァの中で〕輝く。水瓶（＝サットヴァ）

の中で灯明（＝アートマン）が燃えている（輝いている）ように。

45
tyaktvā yah. prākr.tam. karma nityam ātmaratir munih. /

sarvabhūtātmabhūtah. syāt sa gacchet paramām. gatim //MBh 12.187.45

本来的な行為を捨て去って、絶えず自ら喜んでいる聖者は、全てがブータートマン（存

在物の本質）と同一になるであろう（？）、〔そして〕最高の帰趨に行くであろう。

46
yathā vāricarah. paks.ı̄ lipyamāno na lipyate /

evam eva kr.taprajño bhūtes.u parivartate //MBh 12.187.46

水鳥は、汚されつつも、汚されないように、まさに同様に、知恵を獲得した者は、存在

物28の中において、〔汚されなく〕ふるまう。

47
evam. svabhāvam evaitatsvabuddhyā viharet narah. /

aśocann aprahr.s.yam. ś ca cared vigatamatsarah. //MBh 12.187.47

そのように、人は、彼自身のブッディによって、まさに自己の性質を捨てなければなら

ない。そして、嫉妬をなくした者は、悲しみもせず喜びもせずに行動しなければならない。

48
svabhāvasiddhyā sam. siddhān sa nityam sr.jate gun. ān /

ūrn. anābhir yathā sras.t.ā vijñeyās tantuvad gun. āh. //MBh 12.187.48

自己の性質が完成することによって、それ（サットヴァ）は常に完了した諸々のグナ

（性質）を創造する。蜘蛛は創造者のごとくであり、諸々のグナ（性質）は糸のごとくで

あると知るべきである。

49
pradhvastā na nivartante nivr.ttir na upalabhyate /

28 特に生類のことを指している。
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pratyaks.en. a paroks.am. tad anumānena sidhyati //MBh 12.187.49

滅した者たちは（再び）消滅しない29。消滅は直接知覚によって把握されない。その目

に見えないものは推論によって照明される。

50
evam eke vyavasyanti nivr.ttir iti cāpare /

ubhayam sampradhārya etad adhyavasyed yathāmati //MBh 12.187.50

一方の者たちはこのように断定し、もう一方の者たちは消滅という。両者を熟慮して、

正しい見解に従ってこれを判断しなければならない。

51
itı̄mam. hr.dayagranthim. buddhibhedamayam. dr.d. ham /

vimucya sukham āsı̄ta na śocec chinnasamśayah. //MBh 12.187.51

以上、分裂ブッディ（誤った認識）から成る、心（hr.daya）の堅固な束縛を解放して、

安楽にあるべきである。疑いを断ち切った者は悲しむべきではない。

52
malināh. prāpnuyuh. śuddhim. yathā pūrn. ām. nadı̄m narāh. /

avagāhya suvidvām. so viddhi jñānam idam. tathā //MBh 12.187.52

汚れた人々は清浄さを獲得するべきである。ちょうど人々が水が満ちた川に浸かって

〔汚れを落とす〕ように、〔汚れた人々さえも清浄さを獲得すれば〕良き知者となる。その

ようにこの知識を知れ。

53
mahānadı̄m. hi pārajñas tapyate na taran yathā /

evam ye vidur adhyātmam. kaivalyam jñānam uttamam //MBh 12.187.53

実に、対岸を知る者が、大河を渡りつつも、苦しめられることはないように、同様に、

内なるアートマンを、独存であり、最高の知であると知る者たちは〔苦しめられない〕。

54
etām. buddhvā narah. sarvām. bhūtānām āgatim. gatim /

aveks.ya ca śanair buddhyā labhate śamparam tatah. //MBh 12.187.54

29 目に見えないだけであろうか。
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人は〔このように〕理解し、そして諸々の存在物のこれら全ての来し方行く末をブッ

ディによって熟慮して、それから、徐々に、至福を得る30。

55
trivargo yasya viditah. prāgjyotih. sa vimucyate /

anvis.ya manasā yuktas tattvadarśı̄ nirutsukah. //MBh 12.187.55

トリヴァルガ（3つの目的）を知り、マナスによって探求して、専心し、真理を見る者

であり、前方に光があり、心配ない者にとって、そういう彼は開放される。

56
na cātmā śakyate dras.t.um indriyes.u vibhāgaśah. /

tatra tatra visr.s.t.es.u durjayes.v akr.tātmabhih. //MBh 12.187.56

インドリヤがあらゆるところ（対象）に分散し、本性が確立していない者によって統御

されていないとき、アートマンは見出すことはできない。

57
etad buddhvā bhaved buddhah. kim anyad buddhalaks.an. am /

vijñāya tadd hi manyante kr.takr.tyā manı̄s.in. ah //MBh 12.187.57

これを理解したならば悟った者となるであろう。他に悟った者の相は何かあろうか。実

に、それを認識して、賢者たちは為すべきことは為されたと考える。

58
na bhavati vidus.ām. tato bhayam. yad avidus.ām. sumahad bhayam. bhavet /

na hi gatir adhikāsti kasyacit sati hi gun. e pravadanty atulyatām //MBh 12.187.58

知恵のない者にとってはとても大きな恐れが存在するであろうが、それからの恐れは、

知者たちにとっては存在しない。なぜなら、どんな者にとっても、それより優れた帰趨は

ないから。実に、〔何らかの〕グナ（性質）が存在していたら、〔その帰趨とは〕同等では

ないと〔人々は〕語ってい31。

59
yat karoty anabhisam. dhipūrvakam tac ca nirn. udati yat purā kr.tam /

30 MBh 12.187.15では、「上記のことを理解し、人（nara）はブッディによって、存在物の来し方行く末を熟
慮して、そしてまさに、徐々に最高の寂静を獲得する。」と説かれる。

31 58–59偈は突然に韻律が変わる。茂木氏は「この章の最後の 3詩節（jagatı̄、tris.t.ubh）は前の詩節からの
つながりが見られず、意味も明瞭ではない」と指摘している [茂木 1995c: p. 110]。
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nāpriyam. tad ubhayam. kutah. priyam. tasya taj janayatı̄ha kurvatah. //MBh 12.187.59

無意識に行われたこと、そしてかつて行われたこと、それらを排除している、その彼に

とっては、この世で行為しつつも、それらの 2つの好ましくないことをそれは生じさせな

い。〔ましてや〕どうして好ましいこと32を〔生じさせようか〕。

60
loka āturajanān virāvin. as tat tad eva bahu paśya śocatah. /

tatra paśya kuśalān aśocato ye vidus tad ubhayam. padam. sadā //MBh 12.187.60

その 2つの側面（好ましいことと好ましくないこと）を常に知っている者たちは、世間

において、病気を患い、いろいろと深く悲しみながら嘆く人々を見るべし。〔同様に〕そ

こ（世間）において健康で悲しんでいない人々を見るべし33。

A.2 Moks.adharma-Parvan第 203章

Yudhis. t.hira uvāca —

ユディシュティラは語った。

1
yogam. me paramam. tāta moks.asya vada bhārata /

tam aham. tattvato jñātum icchāmi vadatām. vara //MBh 12.203.1

敬愛する人よ。解脱に関しての最高のヨーガを私に語れ。バラタ族の者よ。それを私は

正しく知りたいと思う。語って下さい。優れた者よ。

Bı̄s.ma uvāca —

ビーシュマは語った。

2
atrāpy udāharantı̄mam itihāsam. purātanam /

sam. vādam. moks.asam. yuktam. śis.yasya gurun. ā saha //MBh 12.203.2

32 この世に留めるような好ましいこと、すなわち束縛。
33 ここは文法的に齟齬が見られる。主語は “ye”だが、述語の動詞は 2人称である。内容的にも、世間を正
しく見ることができる人が、世間を正しく見なければならないということであり、矛盾している。それ
らを鑑みれば、“ye”を両数の対格ととり、「それら 2つのこと（内容）を知る者、その 2つの側面を常に
〔知っている〕。」とも訳せるかもしれない。
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ここにおいても、この古の伝承（itihāsa）を〔人々は〕語る。弟子と師匠との解脱に関

連した問答を。

3
kaścid brāhman. am āsı̄nam ācāryam r.s.isattamam /

śis.yah. paramamedhāvı̄ śreyorthı̄ susamāhitah. /

caran. āv upasam. gr.hya sthitah. prāñjalir abravı̄t //MBh 12.203.3

師匠であり、最上の聖仙である座しているバラモンに、極めて聡明で、幸福を求め、と

ても熱心なある弟子は、両足に触れ、立ち上がり合掌して語った。

4
upāsanāt prasanno ’si yadi vai bhagavan mama /

samśayo me mahān kaścit tan me vyākhyātum arhasi //MBh 12.203.4

尊者よ。もし、私の敬礼により喜んだならば、私にはある大きな疑問があるが、〔あな

たは〕それを私のために詳細に語って欲しい。

5
kutaś cāham. kutaś ca tvam. tat samyag brūhi yat param /

katham. ca sarvabhūtes.u sames.u dvijasattama /

samyagvr.ttā nivartante viparı̄tāh. ks.ayodayāh. //MBh 12.203.5

私はどこから〔生じ〕、そしてあなたはどこから〔生じるのか〕、最高であるところのそ

れを正しく語れ。再生族の最上の者よ。そして、あらゆる存在物は等しいのに、正しく生

起する消滅（死）と誕生が相反して生じる34のはなぜか35。

6
vedes.u cāpi yad vākyam. laukikam. vyāpakam. ca yat /

etad vidvan yathātattvam. sarvam. vyākhyātum arhasi //MBh 12.203.6

そしてまた、諸々のヴェーダにおいて説かれた文句、そして世間的に広まった文句、こ

の全てを、真実の通りに、〔あなたは〕語って欲しい。知者よ。

34 茂木氏に従い [茂木 1998a: p. 67]、“nivartante” を「生じる」と解した。中村氏 [中村 1998b: p. 169]、
Gunguli[Ganguli 1975b: p. 88]も同様に考えている。ニーラカンタの註には、“nivartante nitarām. vartante”
とある。

35 すなわち、全ての存在物は等しいはずがなぜ不平等なのか、という意味である。
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Gurur uvāca—

師は語った。

7
śr.n. u śis.ya mahāprājña brahmaguhyam idam. param /

adhyātmam. sarvabhūtānām āgamānām. ca yad vasu //MBh 12.203.7

弟子よ。偉大な知者よ。この最高のブラフマンの秘密、〔すなわち〕あらゆる存在物と

諸々の聖典（アーガマ）にとっての内なるアートマンを聞け。優れた者よ。

8
vāsudevah. sarvam idam. viśvasya brahman. o mukham /

satyam. dānam atho yajñas titiks.ā dama ārjavam //MBh 12.203.8

ヴァースデーヴァ（クリシュナ）は、この一切であり、すべてのヴェーダの口（brahman. o

mukham）36であり、真実、布施、そして、供犠であり、忍耐、抑制、誠実さである。

9
purus.am. sanātanam. vis.n. um. yat tad vedavido viduh. /

sargapralayakartāram avyaktam. brahma śāśvatam /

tad idam. brahma vārs.n. eyam itihāsam. śr.n. us.va me //MBh 12.203.9

ヴェーダを知るものたちは、彼を、プルシャであり、永遠なるものであり、ヴィシュヌ、

創造と帰滅を行う者、未顕現（avyakta）、永遠のブラフマンであると知っている。このブ

ラフマンがヴリシュニ族の者（ヴァースデーヴァ）であるという私の〔語る〕伝承を聞け。

10
brāhman.o brāhman. aih. śrāvyo rājanyah. ks.atriyais tathā /

māhātmyam. devadevasya vis.n. or amitatejasah. /

arhas tvam asi kalyān. a vārs.n. eyam śr.n. u yat param //MBh 12.203.10

バラモンはバラモンたちによって聞くことができ、同様に王族はクシャトリヤたちに

よって〔聞くことができる〕。神のなかの神であり、無量の光であるヴィシュヌの偉大さ

を、あなたは〔聞くに〕値する。幸福なる者よ。最高であるところのヴリシュニ族の者

〔の伝承〕を聞け。

36 中村氏は、ニーラカンタ註の “brahman. o mukham. vedādih. pran. avah. ”を参照し、「ヴェーダの冒頭〔の聖音
オーム〕」と訳している [中村 1998b: p. 170]。
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11
kālacakram anādyantam. bhāvābhāvasvalaks.an. am /

trailokyam. sarvabhūtes.u cakravat parivartate //MBh 12.203.11

〔それは〕時間の輪（カーラチャクラ）であり、始まりも終わりもなく、存在（形・状

態のあるもの）と非存在（形・状態のないもの）を自己の相とする三界である。あらゆる

存在物において、チャクラ（車輪）のごとくに回転する37。

12
yat tad aks.aram avyaktam amr.tam. brahma śāśvatam /

vadanti purus.avyāghram. keśavam. purus.ars.abham //MBh 12.203.12

不滅のもの、未顕現（avyakta）、不死のもの、永遠のブラフマンであるものを、〔人々

は〕人中の虎、ケーシャヴァ（豊かな髪を持つ者）、人中の雄牛と言う。

13
pitr̄.n devān r.s. ı̄m. ś caiva tathā vai yaks.adānavān /

nāgāsuramanus.yām. ś ca sr.jate paramo ’vyayah. //MBh 12.203.13

最高である不変のものは、祖先たち、神々、聖仙たち、そしてさらに、ヤクシャとダー

ナヴァたち、また、ナーガとアスラと人間たちを創造する。

14
tathaiva vedaśās.t.rān. i lokadharmām. ś ca śāśvatān /

pralaye prakr.tim. prāpya yugādau sr.jate prabhuh. //MBh 12.203.14

同様に、威光あるもの（神）は、〔世界の〕還滅のときにプラクリティを得て、ユガの始

まりにヴェーダ聖典と永遠である世間のダルマを創造する38。

15
yathārtus.v r.tuliṅgāni nānārūpān. i paryaye /

dr.śyante tāni tāny eva tathā brahmāharātris.u //MBh 12.203.15

季節に従って、様々な姿の季節の特徴が変化の中で見られる。同様に、まさにそのすべ

て39は、ブラフマンの昼と夜〔の変化〕の中に〔見られる〕。

37 すなわち、あらゆるものの中に存在するということである。
38 世界がプラクリティへと還滅し、そのプラクリティが最高神へと帰することにより現象世界が終わり、そ
して新たな世界の始まりに、ヴェーダとダルマを創造するのである。

39 前偈などで説かれている創造のことと考えられる。
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16
atha yad yad yadā bhāvi kālayogād yugādis.u /

tat tad utpadyate jñānam. lokayātrāvidhānajam //MBh 12.203.16

さて、それぞれのユガの始まるときに、時間と結びつくことにより存在するすべての慣

習的規範から生まれた認識が、生起する。

17
yugānte ’ntarhitān vedān setihāsān mahars.ayah. /

lebhire tapasā pūrvam anujñātāh. svayam. bhuvā //MBh 12.203.17

スヴァヤンブーによって認められた偉大な聖仙たちは、ユガの終わりにおいて隠れた

諸々のヴェーダを、古事（itihāsa）と共に、タパス（熱力）によって最初に獲得した。

18
vedavid veda bhagavān vedāṅgāni br.haspatih. /

bhārgavo nı̄tiśāstram. ca jagāda jagato hitam //MBh 12.203.18

ヴェーダを知る尊者ブリハスパティは、諸々のヴェーダーンガ（ヴェーダ補助学）を

知った。そして、ブリグの息子は、世間の利益のために、ニーティシャーストラ（処世の

論書）を語った。

19
gāndharvam. nārado vedam. bharadvājo dhanurgraham /

devars.icaritam gārgyah. kr.s.n. ātreyaś cikitsitam //MBh 12.203.19

ナーラダ40はガンダルヴァの知識（音楽）を、バラドヴァージャ41は弓術を、ガールギ

ヤ42は神仙の行為を、クリシュナートレーヤ43は医術を〔語った〕。

20

40 偉大な聖者で、ブラフマーの息子とされ、彼の膝から生まれたとされる。他の伝説では、ブラフマーに
よって Upabarhan. a というガンダルヴァに生まれ変わるという呪いをかけられたという [Mani 1975: p.
526]。

41 有名な聖仙で多くの箇所でその名が現れる。アトリ仙の息子とされ、数千年間生きたとされる [Mani
1975: p. 117]。

42 ヴィシュヴァーミトラの息子の一人。『ガルガ・スムリティ』の著者といわれる。MBh Anuśāsana篇には
彼によって規定されたダルマが見られる。それは、(1)客人をもてなすために常に注意を払わなければな
らない、(2)肉を食べてはならない、(3)牛とバラモンを傷つけてはならない、(4)清らかな心と体で祭祀
（yajña）を行わなければならない、というものである [Mani 1975: p. 280]。

43 古代インドの偉大な聖者とされる。この聖者はアーユルヴェーダの全てを理解し、苦行に勤しんだという
[Mani 1975: p. 430]。
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nyāyatantrān. y anekāni tais tair uktāni vādibhih. /

hetvāgamasadācārair yad uktam tad upāsyate //MBh 12.203.20

数多くの論理の聖典は、それぞれの論者によって、語られた。議論（hetu）、伝承（āgama）、

善行（sadācāra）として語られたもの（聖典）は尊ばれている。

21
anādyam. yat param. brahma na devā nars.ayo viduh. /

ekas tad veda bhagavān dhātā nārāyan. ah. prabhuh. //MBh 12.203.21

無始であり、最高のものであるブラフマンを神々も聖仙たちも知らない。そのもの（ブ

ラフマン）を、唯一であり、尊者であり、創造者（保持する者）であり、支配者であるナー

ラーヤナは知った。

22
nārāyan. ād r.s.igan. ās tathā mukhyāh. surāsurāh. /

rājars.ayah. purān. āś ca paramam. duh.khabhes.ajam //MBh 12.203.22

ナーラーヤナから、聖仙の一群、および主要な神々とアスラたち、古の王仙たち、そし

て苦の治療の最高のものが〔生じた〕。

23
purus.ādhis.t.hitam. bhāvam. prakr.tih. sūyate sadā /

hetuyuktam atah. sarvam. jagat sam. parivartate //MBh 12.203.23

プラクリティは、常に、プルシャに依拠した状態を生み出す。それ故、原因と結びつい

ているあらゆる世界は展開する。

24
dı̄pād anye yathā dı̄pāh. pravartante sahasraśah. /

prakr.tih. sr.jate tadvad ānantyān nāpacı̄yate //MBh 12.203.24

〔一つの〕灯明から、他の灯明が何千と生じるように、〔唯一の〕プラクリティはその

ように〔世界を〕創造し、永遠である故に減少しない。

25
avyaktakarmajā buddhir aham. kāram. prasūyate /

ākāśam. cāpy aham. kārād vāyur ākāśasambhavah. //MBh 12.203.25
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未顕現（avyakta）の行為によって生じたブッディがアハンカーラを生み出す。そして

また、アハンカーラから虚空が生じ、風は虚空から生じるものである。

26
vāyos tejas tataś cāpas tv adbhyo hi vasudhodgatā /

mūlaprakr.tayo ’s.t.au tā jagad etāsv avasthitam //MBh 12.203.26

風から火が、そしてそれ（火）から水が、また水から地が生じる。ムーラプラクリティ

（根本原因）はそれら 8種44である。これらの中に世界は存在している。

27
jñānendriyān. y atah. pañca pañca karmendriyān. y api /

vis.ayāh. pañca caikam. ca vikāre s.od. aśam. manah. //MBh 12.203.27

また、知覚器官は 5種であり、行為器官も 5種である。そして、対象は 5種であり、さ

らに、変異したもの（vikāra）における第 16番目に、マナスが 1種ある。

28
śrotram. tvak caks.us. ı̄ jihvā ghrān. am. pañcendriyān.y api /

pādau pāyur upasthaś ca hastau vāk karman. ām api //MBh 12.203.28

耳、皮膚、目、舌、鼻が 5種の感覚器官であり、そして、両足、肛門、生殖器、両手、

発声器官が行為の〔器官〕である。

29
śabdah. sparśo ’tha rūpam. ca raso gandhas tathaiva ca /

vijñeyam. vyāpakam. cittam. tes.u sarvagatam. manah. //MBh 12.203.29

そして、音声、接触、色、味、そして香り〔が対象〕である。それらにおいて、遍在す

る心（citta）は行き渡るマナスであると理解すべし45。

30
rasajñāne tu jihveyam. vyāhr.te vāk tathaiva ca /

indriyair vividhair yuktam sarvam. vyastam. manas tathā //MBh 12.203.30

44 未顕現（avyakta）、ブッディ（buddhi）、アハンカーラ（aham. kāra）、虚空（ākāśa）、風（vāyu）、火（tejas）、
水（āpas）、地（vasudhā）である。

45 対象にまでマナスは行き渡る。さらに、マナス＝チッタと考えられている。
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さて、味の知覚においてこの舌（味覚）になる。そして同様に、話すときには発声器官

になる46。そのように、多様なインドリヤ（感覚器官）と結びついたマナスは全てに広が

るものである47。

31
vidyāt tu s.od. aśaitāni daivatāni vibhāgaśah. /

dehes.u jñānakartāram upāsı̄nam upāsate //MBh 12.203.31

そして、これら 16の神格は、個々に、諸々の身体に付随する認識する者（認識を司る

者、認識主体＝アートマン）に仕えている、と知るべし。

32
tadvat somagun. ā jihvā gandhas tu pr.thivı̄gun. ah. /

śrotram. śabdagun. am. caiva caks.ur agner gun. as tathā /

sparśam. vāyugun. am vidyāt sarvabhūtes.u sarvadā //MBh 12.203.32

同様に、全ての存在物において、舌（味覚）は水〔元素〕のグナ（属性）であり、また、

香りは地〔元素〕のグナ（属性）である。耳（聴覚）は音声のグナ（属性）であり、そし

てまた、目（視覚）は火〔元素〕のグナ（属性）である。さらに、接触は風〔元素〕のグ

ナ（属性）である、と常に知るべし。

33
manah. sattvagun. am. prāhuh. sattvam avyaktajam. tathā /

sarvabhūtātmabhūtastham. tasmād budhyeta buddhimān //MBh 12.203.33

マナスはサットヴァのグナ（属性）であると言われる。さらに、サットヴァは未顕現

（avyakta）から生じたものである。それ故に、ブッディを持つ者（buddhimān、理性ある

人）は、〔マナスは〕あらゆる存在物（一切生類）の本質として存在している、と理解す

べし。

34
ete bhāvā jagat sarvam. vahanti sacarācaram /

śritā virajasam. devam. yam āhuh. paramam. padam //MBh 12.203.34

これら諸々の状態が、動くものと動かないものを含むすべての世界を支え、これらは

〔人々が〕最高の境地と言った汚れなき神（ラジャスを超えた神、ラジャスから離れた神、

46 ブッディが舌になり、発生器官になるということか。
47 中村氏の訳だと、「顕現する」と訳される [中村 1998b: p. 173]。原語は “vyakta”である。
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virajasam. devam.）に結びつく。

35
navadvāram. puram. pun.yam etair bhāvaih. samanvitam /

vyāpya śete mahān ātmā tasmāt purus.a ucyate //MBh 12.203.35

これらの状態を伴った 9 つの門48を〔持つ〕聖なる街に、大なるアートマン（マハッ

ト・アートマン）は、遍在して横たわる。それ故、〔大なるアートマンは〕プルシャと呼

ばれる。

36
ajarah. so ’maraś caiva vyaktāvyaktopadeśavān /

vyāpakah. sagun. ah. sūks.mah. sarvabhūtagun. āśrayah. //MBh 12.203.37

そしてまさに、それ（プルシャ）は、不老であり、不死であり、顕現（vyakta）と未顕

現（avyakta）としての教示を持つものであり、遍在するものであり、グナ（属性）を持

ち、微細で、あらゆる存在物のグナ（属性・性質）の居処である。

37
yathā dı̄pah. prakāśātmā hrasvo vā yadi vā mahān /

jñānātmānam. tathā vidyāt purus.am. sarvajantus.u //MBh 12.203.37

灯明は、たとえ小さくてもあるいは大きくても、灯りを本質とするものであるように、

あらゆる生物において、（プルシャが微細であっても）プルシャを認識を本質とするもの

と知るべし。

38
so ’tra vedayate vedyam. sa śr.n. oti sa paśyati /

kāran. am. tasya deho ’yam sa kartā sarvakarman. ām //MBh 12.203.38

ここにおいて、それ（プルシャ）は、認識されるもの（認識対象）49を認識する。〔すな

わち〕それが聞き、それが見るのである。この身体は、それ（認識）の原因である。それ

（プルシャ）はあらゆる行為を行う者である。

39
agnir dārugato yadvad bhinne dārau na dr.śyate /

tathaivātmā śarı̄rastho yogenaivātra dr.śyate //MBh 12.203.39

48 両眼、鼻の両穴、口、両耳、生殖器、肛門の計 9つと考えられる。Atharvaveda 10.8.43; 10.2.31も参照。
49 “vis.ayāh. ”のこと、すなわち、音声、接触、色、味、そして香りの 5種である。MBh 12.203.29を参照。
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木の中にある火（火元素）が、木が分断されても見られない（知覚されない）ように、ま

さにそのように、身体に存在するアートマンは、ヨーガ50によってのみここにおいて51見

られる（知覚される）。

40
nadı̄s.v āpo yathā yuktā yathā sūrye marı̄cayah. /

samtanvānā yathā yānti tathā dehāh. śarı̄rin. ām //MBh 12.203.40

水は河と結びつくように、〔また〕光線は太陽と〔結びつく〕ように、〔そして〕結びつ

いているものが進むように、そのように諸々の身体は身体を持つ者たち52と〔結びついて

進む〕。

41
svapnayoge yathaivātmā pañcendriyasamāgatah. /

deham utsr.jya vai yāti tathaivātropalabhyate //MBh 12.203.41

アートマンは、睡眠との結合において、5つのインドリヤ（感覚器官）を伴って、身体

を離れ、進むように、ここにおいて、まさにそのように〔アートマンが〕理解される。

42
karman. ā vyāpyate pūrvam. karman. ā copapadyate /

karman. ā nı̄yate ’nyatra svakr.tena balı̄yasā //MBh 12.203.42

〔アートマンによって〕すでに〔身体は〕行為で遍充され53、そして〔身体が〕行為に

よって得られる。〔すなわち〕自ら行った強力な行為（の結果）によって54、別の処に導か

れる55。

43
sa tu dehād yathā deham. tyaktvānyam. pratipadyate /

50 このヨーガとは一体どのようなものであったのか。身体的訓練によってではなく、むしろ超感覚（感覚を
超えた感覚）とも考えられる。

51 茂木氏はこの “atra”を「身体において」か「この世界で」かのどちらかであると説明している [茂木 1998a:
p. 70]。

52 身体を持つ者たちとは、（肉体に宿った）アートマンのことを意味するとも考えられる。茂木氏は「身体
をもつ者」と訳し [茂木 1998a: pp. 70–71]、中村氏は「精神」と訳す [中村 1998b: p. 174]。

53 「〔アートマンは〕行為によって以前に〔身体において〕遍充され」とも訳せる。
54 すなわち、自らが行った行為から生まれた強力な力によって、という意味であろう。
55 プーナ版では “vyāpyate pūrvam. ”ではなく “bādhyate rūpam. ”となっていて、中村氏は「色（＝古い身体、

N註）は取り去られる」と訳している [中村 1998b: p. 174]。茂木氏は「（アートマンは）以前（の身体）
を行為によって満たし、行為によって（新たに）生じるのである。自ら為した大きな力をもつ行為によっ
て他のところに導かれるのである」と訳している [茂木 1998a: p. 71]。
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tathā tam. sam. pravaks.yāmi bhūtagrāmam. svakarmajam //MBh 12.203.43

まさにそれ（アートマン）が、身体から離れ、別の身体を獲得するように、そのように

その自身の行為から生まれた存在物の一群を私は説明するであろう。

A.3 Moks.adharma-Parvan第 239章

Śuka uvāca —

シュカは語った。

1
adhyātmam. vistaren. eha punar eva vadasva me /

yad adhyātmam. yathā cedam. bhagavann r.s.isattama //MBh 12.239.1

内なるアートマンを、まさにまたここで、詳細に私に語れ。内なるアートマンとは何

で、そしてこれはどのようなものかを〔語れ〕。尊者よ。最上の聖仙よ。

Vyāsa uvāca —

ヴィヤーサは語った。

2
adhyātmam. yad idam. tāta purus.asyeha vidyate /

tat te ’ham. sam. pravaks.yāmi tasya vyākhyām imām. śr.n. u //MBh 12.239.2

愛しき者よ。この世界においてプルシャ（人間）にとってこの内なるアートマンとして

知られているもの、それを私はあなたに語ろう。それ（内なるアートマン）に関するこれ

（以下）の詳細を聞け。

3
bhūmir āpas tathā jyotir vāyur ākāśam eva ca /

mahābhūtāni bhūtānām. sāgarasyormayo yathā //MBh 12.239.3

まさに、大地、水、火、風、そして虚空が、諸々の存在物にとっての粗大元素である。

海にとっての波のように56。

4

56 MBh 12.239.3ab＝MBh 12.187.4ab、MBh 12.239.3＝MBh 12.187.5cd
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prasāryeha yathāṅgāni kūrmah. samharate punah. /

tadvan mahānti bhūtāni yavı̄yah. su vikurvate //MBh 12.239.4

この世界において、亀が手足を伸ばして、再び引っ込めるように57、そのように、粗大

な元素はより小さなものへ58展開する59。

5
iti tanmayam evedam. sarvam. sthāvarajaṅgamam. /

sarge ca pralaye caiva tasmān nirdiśyate tathā //MBh 12.239.5

以上、動かないものと動くもののこの全てが、まさに、それ（粗大元素）からできたも

のであり、それ故、創造においても、還滅においても、同様に言及される。

6
mahābhūtāni pañcaiva sarvabhūtes.u bhūtakr.t /

akarot tāta vais.amyam. yasmin yad anupaśyati //MBh 12.239.6

粗大元素は 5つのみであり、存在物を創造する者があらゆる存在物における〔さらに〕

多様なるものを作った。〔一方、ジーヴァは〕それ（5粗大元素）の中にそれ（多様なるも

の）を観照する60。愛しき者よ。

Śuka uvāca —

シュカは語った。

7
akarod yac charı̄res.u katham. tad upalaks.ayet /

indriyān. i gun. āh. kecit katham. tān upalaks.ayet //MBh 12.239.7

57 茂木氏はここでの比喩に疑問を呈している [茂木 2001: p. 4]。
58 より下位のものへ転変することである。Ganguli は “... in numberless small forms, ...” と訳す [Ganguli

1975b: p. 202]。
59 MBh 12.239.4ab＝MBh 12.187.6ab
60 ここでは主語は示されておらず、関係詞がどの語を示しているのか判然としない。“yasmin” は直前の

“vais.amyam” を受けていると考えれば「多様さの中にそれを観照する」と訳せる。茂木氏はそのように
「その（多様さの）中にそれ（大我？）を見る」と訳し [茂木 2001: p. 127]、中村氏は「彼らの〔行為の目的
の〕相違を考慮に入れたのである」と訳している [中村 1998b: p. 348]、。同じ趣旨の文章（MBh 12.187.7）
では観照するものはジーヴァであるとされ、また、次の 7偈では「身体の中に作ったもの、それをいかに
して観察するのか」という質問がなされている。そのため「ジーヴァは身体の中に感覚器官やグナなどを
観照する」と解することができるかもしれない。
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それぞれの身体の中に作ったもの、それをいかにして観察するのか。あるものがインド

リヤ（感覚器官）であり、〔あるものが〕グナであること、それをいかにして観察するのか。

Vyāsa uvāca —

ヴィヤーサは語った。

8
etat te vartayis.yāmi yathāvad iha darśanam /

śr.n. u tattvam ihaikāgro yathātattvam. yathā ca tat //MBh 12.239.8

ここで、その見解を、あなたにありのままに示そう。専心して、真実のままに、真実を

聞くべし。そしてそれは次のごとくである。

9
śabdah. śrotram. tathā khāni trayam ākāśasambhavam /

prān. aś ces.t.ā tathā sparśa ete vāyugun. ās trayah. //MBh 12.239.9

音声、耳（聴覚）、そして（身体の）諸々の穴の 3種は、〔粗大元素の〕虚空から生まれ

たものである。呼吸、運動、接触、これらが風のグナ（性質）の 3種である61。

10
rūpam. caks.ur vipākaś ca tridhā jyotir vidhı̄yate /

raso ’tha rasanam. sneho gun. ās tv ete trayo ’mbhasām //MBh 12.239.10

色、目（視覚）、そして消化が 3種の火（jyotis）〔の性質〕であると説明される。さら

に、味、舌（味覚）、湿潤（sneha）、これらが水の 3種の性質であると伝承されている。

11
ghreyam. ghrān. am. śarı̄ram. ca bhūmer ete gun. ās trayah. /

etāvān indriyagrāmo vyākhyātah. pāñcabhautikah. //MBh 12.239.11

香り、鼻（嗅覚）、そして身体、これらが 3種の地のグナ（性質）である。以上のよう

に、5つの元素から成るインドリヤ（感覚器官）の集合が説かれた。

12
vāyoh. sparśo raso adbhyaś ca jyotis.o rūpam. ucyate /

ākāśaprabhavah. śabdo gandho bhūmigun. ah. smr.tah. //MBh 12.239.12

61 感覚器官を欠いている。
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接触は風から、味は水から、色は火から〔生じる〕と言われる。音声は虚空から生じる

ものであり、香りは地のグナ（性質）と説明される。

13
mano buddhiś ca bhāvaś ca traya ete ”tmayonijāh. /

na gun. ān ativartante gun. ebhyah. paramā matāh. //MBh 12.239.13

マナスとブッディ、そしてバーヴァ（状態・本性）というそれら 3種は、自己を胎とし

て生じたものである62。〔それら 3種は〕諸々のグナより高次であると考えられているが、

諸々のグナを超越することはない（＝グナと別物ではない。

14
indriyān. i nare pañca s.as.t.ham. tu mana ucyate /

saptamı̄m. buddhim. evāhuh. ks.etrajñam. punar as.t.amam //MBh 12.239.14

人において、インドリヤ（感覚器官）は 5つであり、一方、マナスは 6番目であると言

われる。ブッディがまさに 7番目であり、さらにクシェートラジュニャが 8番目であると

言われる。

15
caks.ur ālocanāyaiva samśayam. kurute manah. /

buddhir adhyavasānāya sāks. ı̄ ks.etrajña ucyate //MBh 12.239.15

まさに目は見るためにあり、て、マナスは疑いをなす。ブッディは決定するためにあ

り、クシェートラジュニャ（知田者）は証人（確認者）であると言われる。

16
rajastamaś ca sattvam. ca traya ete svayonijāh. /

samāh. sarves.u bhūtes.u tad gun. es.ūpalaks.ayet //MBh 12.239.16

また、ラジャス、タマス、そしてサットヴァというそれら 3種は、自ら生じたものであ

る63。〔これらは〕あらゆる存在物において、同等である（等しく存在する）。そのことを

グナ（性質）の中に観察しなければならない64。

17
yathā kūrma ihāṅgāni prasārya viniyacchati /

62 アートマンをヨーニとして持つもの。
63 もとから存在したもの
64 茂木氏の解釈に従った [茂木 2001: p. 128]。
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evam. evendriyagrāmam. buddhih. sr.s.t.vā niyacchati //MBh 12.239.17

亀が、この世において、四肢を伸ばして引っ込めるように、まさにそのように、ブッ

ディはインドリヤ（感覚器官）の集合を創造してから引き戻す。

18
yad ūrdhvam. pādatalayor avāṅ mūrdhnaś ca paśyati /

etasminn eva kr.tye vai vartate buddhir uttamā //MBh 12.239.18

両足の裏の上方、そして、頭頂部の下方を見ること65、まさにそれが為されるとき、ブッ

ディは最上位のものとして存在する。

19
gun. ān nenı̄yate buddhir buddhir evendriyān.y api /

manah. s.as.t.hāni sarvān. i buddhyabhāve kuto gun. āh. //MBh 12.239.19

ブッディは諸々のグナ（性質）を制御する。また、ブッディのみが諸々のインドリヤ

（感覚器官）を、〔そして〕マナスを 6番目とするすべてを〔制御する〕。ブッディが存在

しないならば、いかにして諸々のグナは存在しようか。

20
tatra yat prı̄tisam. yuktam. kim. cid ātmani laks.ayet /

praśāntam. iva sam. śuddham. sattvam. tad upadhārayet //MBh 12.239.20

その中で66、自己において何か喜びと結びついたものを知覚し、〔それが〕平静となった

ごとくに清浄であれば、それをサットヴァと把握するべし。

21
yat tu sam. tāpasam. yuktam. kāye manasi vā bhavet /

rajah. pravartakam. tat syāt satatam. hāri dehinām //MBh 12.239.21

しかし、身体あるいはマナスにおいて苦しみに結びついたものであり、いつでも身体を

持つものたちにとって傷つけるものであるならば、それは活動するラジャスであろう。

22
yat tu sam. mohasam. yuktam. avyaktavis.ayam. bhavet /

65 両足の裏から頭頂部まで、すなわち身体全体を見る。
66 茂木氏は、個々の vedanāを取り上げる MBh第 12巻 187章と比較して、tatraを前後と関係ないとして
いるが [茂木 2001: p. 129]、これまでに述べてきた自己の話と関連づければ、身体においてと解すること
ができよう。
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apratarkyam avijñeyam. tamas tad upadhāryatām //MBh 12.239.22

さらに、迷妄と結びついたものであり、明らかな対象を持たないもの、思議（思弁）で

きないもの、認識ができないものであるなら、それはタマスであると考えるべきである。

23
prahars.ah. prı̄tir ānandah. sāmyam. svasthātmacittatā /

akasmād yadi vā kasmād vartate sāttviko gun. ah. //MBh 12.239.23

有頂天、喜び、歓喜、平静さ、そして健康を本性とする心性が、偶然にしろそうでない

にしろ生じたならば、サットヴァ的属性が作用している。

24
abhimāno mr.s.āvādo lobho mohas tathāks.amā /

liṅgāni rajasas tāni vartante hetvahetutah. //MBh 12.239.24

高慢67、虚言、貪欲、迷妄68、不寛容、それらはラジャスの特徴である。〔そして、十分

な〕原因があってもなくても存在する。

25
tathā mohah. pramādaś ca tandrı̄ nidrāprabodhitā /

katham. cid abhivartante vijñeyās tāmasā gun. āh. //MBh 12.239.25

さらに、迷妄、酩酊、そして怠惰、睡眠から目覚めないことが、何らかの仕方で生じる

が、それらはタマス性のグナ（性質）と認識されなければならない。

A.4 Moks.adharma-Parvan第 240章

Vyāsa uvāca —

ヴィヤーサは語った。

1
manah. prasr.jate bhāvam. buddhir adhyavasāyinı̄ /

hr.dayam. priyāpriye veda trividhā karmacodanā //MBh 12.2401.

67 MBh第 12巻 187章では、タマス性のものである。
68 次の 25偈のタマスの特徴にも、同じく “moha”が説かれている。
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マナスはバーヴァ（状態）を創造する。ブッディは決定するものである。心69は快と不

快を知る。〔これらが〕3種の行為を駆り立てるものである。

2
indriyebhyah. parā hy arthā arthebhyah. paramam. manah. /

manasas tu parā buddhir buddher ātmā paro matah. //MBh 12.240.2

実に、諸々のインドリヤ（感覚器官）よりも対象が上位であり、対象よりもマナスが上

位である。さらに、マナスよりもブッディが上位であり、ブッディよりもアートマンが上

位であると考えられている。

3
buddhir ātmā manus.yasya buddhir evātmano ”tmikā /

yadā vikurute bhāvam. tadā bhavati sā manah. //MBh 12.240.3

人間にとって、ブッディがアートマンである。まさにブッディはアートマンの本質から

成るものである。〔ブッディが〕バーヴァ（状態）に変異するとき、そのときそれ（ブッ

ディ）はマナスとなる70。

4
indriyān. ām. pr.thag bhāvād buddhir vikriyate hy an.u /

śr.n. vatı̄ bhavati śrotram. spr.śatı̄ sparśa ucyate //MBh 12.240.4

諸々のインドリヤ（感覚器官）の個々の状態により、実にブッディは微細なもの（an.u）

に変異する。〔ブッディは〕聞くとき耳になり、触れるとき接触と言われる。

5
paśyantı̄ bhavate dr.s.t.ı̄ rasatı̄ rasanam. bhavet /

jighratı̄ bhavati ghrān. am. buddhir vikriyate pr.thak //MBh 12.240.5

〔ブッディは〕見るとき視力を持つもの（目）になり、味わうとき舌になるであろう。

嗅ぐとき鼻になる。〔このように〕ブッディは個々に変異する。

69 “hr.daya”は心臓を意味するが、それだけではなく、心をも指している。しかし、具体的には何を意味して
いるか分からない。アートマン、アハンカーラ、チッタ、心の作用か、心の場か、何かしら心に関するも
のであろう。

70 2偈では、アートマン→ブッディ→マナス→対象→インドリヤというラインが考えられる。そして、1偈
において、アートマンとも考えることのできる心（hr.daya）は快と不快を知ること、ブッディは決定する
こと、マナスは状態を創造することという 3つの作用が与えられている。つまり、アートマンとブッディ
は本質的には同じものであるが、決定を為すときブッディに変異し、同様にブッディはバーヴァ（状態）
を創造するときマナスに変異するということが考えられる。
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6
indriyān. ı̄ti tāny āhus tes.v adr.śyādhitis.t.hati /

tis.t.hatı̄ purus.e buddhis tris.u bhāves.u vartate //MBh 12.240.6

それら〔上記のもの〕がインドリヤ（感覚器官）と言われる。そこにおいて、見えない

もの（ブッディ）が〔インドリヤを〕制御する。人間（プルシャ）において存在するブッ

ディは、3つのバーヴァ（状態）の中で作用する。

7
kadācil labhate prı̄tim. kadācid api śocate /

na sukhena na duh.khena kadācid iha yujyate //MBh 12.240.7

この世において、〔人は〕あるときは喜びを獲得し、またあるときは悲しむ。あるとき

は楽にも苦にも結びつけられない。

8
seyam. bhāvātmikā bhāvām. s trı̄n etān ativartate /

saritām. sāgaro bhartā mahāvelām. ivormimān //MBh 12.240.8

このバーヴァ（状態）を本質とするそれ（ブッディ）は、これら 3つのバーヴァ（状態）

を超越する。川の主である波立つ大海が広大な境界を〔越えるように〕。

9
yadā prārthayate kim. cit tadā bhavati sā manah. /

adhis.t.hānāni vai buddhyā pr.thag etāni sam. smaret /

indriyān.y eva medhyāni vijetavyāni kr.tsnaśah. //MBh 12.240.9

何かを望むとき、そのときそれ（ブッディ）はマナスになる。実に、それら（インドリ

ヤ）はブッディによって個々に制御されていると考えるべし。インドリヤ（感覚器官）は

活発ではあるが、〔ブッディによって〕完全に統御されなければならない。

10
sarvān. y evānupūrvyen. a yad yan nānuvidhı̄yate /

avibhāgagatā buddhir bhāve manasi vartate /

pravartamānam. tu rajah. sattvam. apy anuvartate //MBh 12.240.10
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まさに、〔ブッディ、マナス、インドリヤの〕全ては規則正しく〔作用している（？）〕。

各々が（別々に作用するとは）規定されていない71。分化していないブッディ72は、バー

ヴァ（状態）としてのマナスにおいて作用する。しかし、展開している（活動している）

ラジャス73は、サットヴァにも従って作用する74。

11
ye caiva bhāvā vartante sarva es.v eva te tris.u /

anvarthāh. sam. pravartante rathanemim. arā iva //MBh 12.240.11

そして実に、あらゆるバーヴァ（状態）がまさにその 3つの中で作用する。それらのも

のは目的に従って展開する。輻（スポーク）が車輪の外縁を〔動かす〕ように。

12
pradı̄pārtham. narah. kuryād indriyair buddhisattamaih. /

niścaradbhir yathāyogam. udāsı̄nair yadr.cchayā //MBh 12.240.12

適切に現れたり、予期せずに休止しても、ブッディを最上とする諸々のインドリヤ（感

覚器官）によって、人は灯明（光照）のために活動すべし（＝対象を明らかにすべし）75。

13
evam. svabhāvam evedam iti vidvān na muhyati /

aśocann aprahr.s.yam. ś ca nityam. vigatamatsarah. //MBh 12.240.13

以上のように、まさにこれが自己の性質であると、賢者は迷わない。〔賢者は〕悲しま

ず、有頂天にならず、常に嫉妬から離れている。

14
na hy ātmā śakyate dras.t.um indriyaih. kāmagocaraih. /

pravartamānair anaye durdharair akr.tātmabhih. //MBh 12.240.14

実に、欲望を領域とするものであり、悪い行為をなし、抑制し難く、無知な（akr.tātman、

自己自身で完結していないもの、不完全なもの）インドリヤ（感覚器官）によって、アー

トマンは見ることはできない。

71 「まさに、あらゆるものは規則正しく規定されてはいない、その全てを」とも訳せるか。
72 茂木氏は「（状態に）分化していない統覚」と訳している [茂木 2001: p. 130]。しかし、状態ではなく、
個々のインドリヤに分化していないブッディのことではないだろうか。

73 活動因としてのラジャスの性質が見られる。
74 茂木氏は、ここの箇所について、「buddhi-tribhāvaと rajas-sattva-tamasとの関連で、の伝承に混乱が生じ
ていると思われる」と指摘している [茂木 2001: p. 130]。

75 すなわち、「全てのインドリヤによって、対象を正しく認識するべし。」ということ。
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15
tes.ām. tu manasā raśmı̄n yadā samyaṅniyacchati /

tadā prakāśate hy ātmā ghat.e dı̄pa iva jvalan /

sarves.ām. eva bhūtānām. tamasy apagate yathā //MBh 12.240.15

しかし、それらの光線（＝インドリヤ）をマナスによって正しく制御するとき、実に、

アートマンは輝く。水瓶の中で灯明が燃えている（輝いている）ように。まさに、タマス

（闇）がなくなると、全ての存在物の〔アートマンが輝く〕ように。

16
yathā vāricarah. paks.ı̄ na lipyati jale caran /

evam eva kr.taprajño na dos.air vis.ayām. ś caran /

asajjamānah. sarves.u na katham. cana lipyate //MBh 12.240.16

水鳥が、水の中で動きつつも、汚されないように、まさに同様に、知恵を獲得した者は、

諸々の対象へ向かって動きつつも、罪によって〔汚され〕ない。あらゆることに固執して

いない者は、決して汚されない。

17–18
tyaktvā pūrvakr.tam. karma ratir yasya sadātmani /

sarvabhūtātmabhūtasya gun. amārges.v asajjatah. //MBh 12.240.17

sattvam. ātmā prasavati gun. ān vāpi kadācana /

na gun. ā vidur ātmānam. gun. ān veda sa sarvadā //MBh 12.240.18

以前に行われた行為（すでになされた業）を捨て去り、常にアートマンにおいて喜び、

あらゆる存在物の本質になっているもの（sarvabhūtātmabhūta）であり、グナ（性質）の

道において固執しているものにとって、アートマンはサットヴァを創造するが、一方、ど

んなときも諸々のグナ（性質）を〔創造しない〕。諸々のグナはアートマンを知らないが、

それ（アートマン）は、あらゆるときにおいて（sarvadā、総合的に）、諸々のグナ（性質）

を知っている。

19
paridras.t.ā gun. ānām. sa sras.t.ā caiva yathātatham /

sattvaks.etrajñayor etadantaram. viddhi sūks.mayoh. //MBh 12.240.19

それ（アートマン）は、諸々のグナの観照者であり、そしてまさに、適切に（真理に従っ

て）創造する者である。微細なものであるサットヴァ76とクシェートラジュニャという両

76 ここでは物質要素の意味で、クシェートラジュニャとの対比において用いられている。
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者におけるこの違いを知れ。

20
sr.jate tu gun. ān eka eko na sr.jate gun. ān /

pr.thagbhūtau prakr.tyā tau samprayuktau ca sarvadā //MBh 12.240.20

さて一方はグナを創造し、もう一方はグナを創造しない。本性的に別々の存在物である

が、その両者はどんなときでも結びついている。

21
yathā matsyo ’dbhir anyah. san sam. prayuktau tathaiva tau /

maśakodumbarau cāpi sam. prayuktau yathā saha //MBh 12.240.21

魚が水と別ものであっても結びついているように、まさに両者は〔結びついているので

ある〕。そしてまた、ブヨとイチジクの木がいつも結びついているように。

22
is. ı̄kā vā yathā muñje pr.thak ca saha caiva ca /

tathaiva sahitāv etāv anyonyasmin pratis.t.hitau //MBh 12.24022.

また、あるいは、ムンジャ草における茎が、（ムンジャ草と）異なっていてでもあり、ま

さに一緒でもあるように。まさにそのように、この両者は結合し、互いに依拠している。

A.5 Moks.adharma-Parvan第 241章

Vyāsa uvāca —

ヴィヤーサは語った。

1
sr.jate tu gun. ān sattvam. ks.etrajñas tv anutis.t.hati /

gun. ān vikriyatah. sarvān udāsı̄navad ı̄śvarah. //MBh 12.241.1

さて、サットヴァ（物質要素）は諸々のグナ（性質）を創造する。一方、クシェートラ

ジュニャ（知田者）は、変異したすべてのグナに対し、無関心のごとくに主宰神として、

支配する（活動する）。

2
svabhāvayuktam. tat sarvam. yad imān sr.jate gun. ān /

ūrn. anābhir yathā sūtram. sr.jate tantuvad gun. ān //MBh 12.241.2
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これらのグナを創造するもの（サットヴァ）は、すべてが自己の性質と結びついたもの

である。蜘蛛が糸を生み出すごとく、糸のように諸々のグナ（性質）を〔生み出す〕77。

3
pradhvastā na nivartante pravr.ttir nopalabhyate /

evam eke vyavasyanti nivr.ttir iti cāpare //MBh 12.241.3

滅したものは消滅してはいない。展開は把握されない。このように、一方の者たちは考

える。しかし、他方の者たちは、消滅と〔考える〕78。

4
ubhayam. sam. pradhāryaitad adhyavasyed yathāmati /

anenaiva vidhānena bhaved garbhaśayo mahān //MBh 12.241.4

両者を考慮して、（正しい）考えに従ってこれを判断すべし。まさに、このような仕方

で、胎児は大きくなるであろう79。

5
anādinidhanam. nityam āsādya vicaren narah. /

akrudhyann aprahr.s.yam. ś ca nityam. vigatamatsarah. //MBh 12.241.5

人は、無始無終の永遠なるものに到達して、怒らず、有頂天にならず、そして、常に嫉

妬から離れて振る舞うべし。

6
ity evam. hr.dayagranthim. buddhicintāmayam. dr.d. ham /

atı̄tya sukham āsı̄ta aśocam. ś chinnasam. śayah. //MBh 12.241.6

以上のように、ブッディによる（ブッディの？）思考から成る堅固な心（hr.daya）の束

縛（結び目）を超えて行って、疑念を断った者は、悲しまずに、楽に住すべし。

7
tapyeyuh. pracyutāh. pr.thvyā yathā pūrn. ām. nadı̄m. narāh. /

avagād.hā hy avidvām. so viddhi lokam imam. tathā //MBh 12.241.7

77 蜘蛛はサットヴァ、ガナは糸。次の例のように、sattvaは生み出されたものすべてと解する。
78 一方は、常住無変のものがあると考える者たち、もう一方は、常住無変のものはないと考える者達である。
79 ブッディの別名としてマハットがあるが、ここでは考えにくい。
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満ちた川に地上から落ちた人々が苦しむように、実に、無知な人々は溺れ80〔苦しむ〕。

〔あなたは〕そのようにこの世界を知れ。（実に、地上から落ちて満ちた川に沈んだ無知な

人々が苦しむように、〔あなたは〕そのようにこの世界を知れ。）

8
na tu tāmyati vai vidvān sthale carati tattvavit /

evam. yo vindate ”tmānam. kevalam. jñānam ātmanah. //MBh 12.241.8

しかし、知者は悩まないし、真理を知る者は平地を進む。このようにアートマンを獲得

した者81は、アートマンの独存の知識を〔獲得する〕。

9
evam. buddhvā narah. sarvām. bhūtānām āgatim. gatim /

samaveks.ya śanaih. samyag labhate śamam uttamam //MBh 12.241.9

人はこのように理解し、存在物の越し方行く末の全てを漸次に完璧に観察して、最高の

平安を獲得する。

10
etad vai janmasāmarthyam. brāhman. asya viśes.atah. /

ātmajñānam. śamaś caiva paryāptam. tat parāyan. am //MBh 12.241.10

実に、これは、特別に、バラモンにとっての生来の能力である82。そしてそれはまさに

アートマンの認識であり、平安であり、獲得された最高の道である。

11
etad buddhvā bhaved buddhah. kim anyad buddhalaks.an. am /

vijñāyaitad vimucyante kr.takr.tyā manı̄s.in. ah. //MBh 12.241.11

これを理解すれば、覚者となるであろう。覚者の相は他に何かあろうか。これを認識し

て、賢者たちは行うべきことが行われて解脱する。

12
na bhavati vidus.ām. mahadbhayam. yad avidus.ām. sumahadbhayam. bhavet /

na hi gatir adhikāsti kasyacid bhavati hi yā vidus.ah. sanātanı̄ //MBh 12.241.12

80 「溺れる」は、「沈んだ」（落胆した、堕落した）などの意味もある。
81 アートマンの獲得とは、アートマンの究極（kevala）の知識である。
82「これ」とは前文のことを指し、バラモンは生まれながらにして解脱する能力を有するという意味である。
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知者たちには、愚かな者たちにとって非常に大きな恐れとなるはずの大きな恐れはな

い。なぜなら、知者たちの永遠〔の帰趨〕があったとして、それより優れた帰趨は、誰に

とっても存在しないから。

13
lokam. āturam. asūyate janas tat tad eva ca nirı̄ks.ya śocate /

tatra paśya kuśalān aśocato ye vidus tad ubhayam. kr.tākr.tam //MBh 12.241.13

人は病気の世界を喜ばず、そしてまさに、そのすべてを観察して悲しむ。そこにおい

て、正しい者たち、悲しまない者たちを見よ。彼らは行われたことと行われなかったこと

その両者を知る。

14
yat karoty anabhisam. dhipūrvakam. tac ca nirn. udati yat purā kr.tam /

na priyam. tad ubhayam. na cāpriyam. tasya taj janayatı̄ha kurvatah. //MBh 12.241.14

無意識に行われること、そして、すでに行われたこと、それらを排除し、その彼にとっ

て好ましいことと好ましくないことのその両者を、〔人は〕この世で行為しつつも、生じ

させない。

A.6 Moks.adharma-Parvan第 291章

Yudhis. t.hira uvāca —

ユディシュティラは語った。

1
kim. tad aks.aram ity uktam. yasmān nāvartate punah. /

kim. ca tat ks.aram. ity uktam. yasmād āvartate punah. //MBh 12.291.1

そこから〔人が〕再び帰ってこないところの不滅と言われるものは何か。また、そこか

ら〔人が〕再び帰ってくるところの消滅と言われるものは何か。

2
aks.araks.arayor vyaktim. icchāmy arinis.ūdana /

upalabdhum. mahābāho tattvena kurunandana //MBh 12.291.2

敵を破壊する者よ。不滅と消滅の明示を、正しく把握することを私は欲する。力強き者

よ。クル族の子孫よ。
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3
tvam. hi jñānanidhir viprair ucyase vedapāragaih. /

r.s.ibhiś ca mahābhāgair yatibhiś ca mahātmabhih. //MBh 12.291.3

実に、あなたは、ヴェーダに精通したバラモンたち、非常に尊い聖仙たち、そして偉大

な魂の苦行者たちによって知の宝庫と言われる。

4
śes.am. alpam. dinānām. te daks.in. āyanabhāskare /

āvr.tte bhagavaty arke gantāsi paramām. gatim //MBh 12.291.4

太陽が南向するとき、あなたに日々の残りがわずかにある。尊き太陽が北に転ずると

き、あなたは最高の帰趨に赴く人となる。

5
tvayi pratigate śreyah. kutah. śros.yāmahe vayam /

kuruvamśapradı̄pas tvam. jñānadravyen. a dı̄pyase //MBh 12.291.5

より良き幸福〔の世界〕にあなたが旅立った後に、私たちはどこから聞くことができよ

うか。あなたは、クル一族の灯明であり、知の富によって輝いている。

6
tad etac chrotum. icchāmi tvattah. kurukulodvaha /

na tr.pyāmı̄ha rājendra śr.n. vann amr.tam. ı̄dr.śam //MBh 12.291.6

まさにこのことをあなたから聞きたいと欲する。クル族の末裔よ。ここで、このような

アムリタ（不死の霊薬）〔のごとき教え〕を聞いても私は満たされない。王の中の王よ。

Bhı̄s.ma uvāca —

ビーシュマは語った。

7
atra te vartayis.ye ’ham. itihāsam. purātanam /

vasis.t.hasya ca sam. vādam. karālajanakasya ca //MBh 12.291.7

このことについて、私はあなたに、ヴァシシュタとカラーラ・ジャナカとの対話という

いにしえの古事（itihāsa）を語ろう。

8



A.6 Moks.adharma-Parvan第 291章 213

vasis.t.ham. śres.t.ham āsı̄nam r.s. ı̄n. ām. bhāskaradyutim /

papraccha janako rājā jñānam. naih. śreyasam. param //MBh 12.291.8

聖仙たちの最上者であり、太陽の輝きを持つ、座しているヴァスィシュタに、ジャナカ

王は、至福に関する最高の知を尋ねた。

9-10
param adhyātmakuśalam adhyātmagatiniścayam /

maitrāvarun. im āsı̄nam abhivādya kr.tāñjalih. //MBh 12.291.9

svaks.aram. praśritam. vākyam. madhuram. cāpy anulban. am /

papraccha rs.ivaram. rājā karālajanakah. purā //MBh 12.291.10

最高であり、内なるアートマン83に精通し、内なるアートマンの帰趨を確信し、座して

いるマイトラーヤヴァルニ84に、合掌した〔ジャナカ王〕は礼拝して、昔、カラーラ・ジャ

ナカ王は、正しい言葉を用いて、礼儀正しく、なおかつ心地よく、適切な言葉で最高の聖

仙に尋ねた。

11
bhagavan śrotum. icchāmi param. brahma sanātanam /

yasmān na punar āvr.ttim. āpnuvanti manı̄s.in. ah. //MBh 12.291.11

〔ジャナカ王は語った。〕尊者よ。聖者たちが到達しそこから再び戻ってこないところ

の、最高であり、永遠であるブラフマンを聞きたいと願う。

12
yac ca tat ks.aram ity uktam. yatredam. ks.arate jagat /

yac cāks.aram iti proktam. śivam. ks.emyam. anāmayam //MBh 12.291.12

また、そこにおいてこの世界が滅するところの消滅と言われるものを、そして、吉祥で

あり、平安であり、病から離れたものである不滅と言われるものを〔知りたい〕。

Vasis. t.ha uvāca —

ヴァシシュタは語った。

13
śrūyatām. pr.thivı̄pāla ks.arati idam. yathā jagat /

83 中村氏は、「内我は過去・現在の両種に関する知を有するもの」と説明する [中村 1998a: p. 1091]
84 ミトラとヴァルナの子のことで、ここではヴァスィシュタのこと。
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yan na ks.arati pūrven. a yāvat kālena cāpy atha //MBh 12.291.13

大地の守護者よ。この世界がどのようにして滅するかを聞きなさい。そして、以前に

も、また、いつまでも滅しないそれ（＝ブラフマン）を〔聞きなさい〕85。

14
yugam. dvādaśasāhasram. kalpam. viddhi caturgun. am /

daśakalpaśatāvr.ttam. tad ahar brāhmam ucyate /

rātriś caitāvatı̄ rājan yasyānte pratibudhyate //MBh 12.291.14

ユガは 12000年であり、〔それの〕4倍がカルパである。1000カルパ繰り返すことがブ

ラフマーに関するものの昼と言われる。そして、その終わりにおいて〔ブラフマーが〕目

覚めるところの夜は、これ（昼）と同じ期間である86。王よ。

15
sr.jaty anantakarmān. am. mahāntam. bhūtam. agrajam /

mūrtimantam. amūrtātmā viśvam. śambhuh. svayambhuvah. /

animā laghimā prāptir ı̄śānam. jyotir avyayam //MBh 12.291.15

〔シャンブは〕終わりなく行為する最初に生まれた存在物であるマハットを、創造する。

〔すなわち〕無形態の自生者（svayambhuva）であるシャンブ（＝シヴァ）は、形あるもの

すべてを〔創造する〕。〔彼は〕極微のもの（animā）、軽いもの（laghimā）、獲得（prāpti）、

支配するもの（ı̄śāna）、光輝（jyotis）、不滅のもの（avyaya）である87。

16
sarvatah. pān. ipādāntam. sarvatoks.iśiromukham /

sarvatah. śrutimal loke sarvam. āvr.tya tis.t.hati //MBh 12.291.16

〔シャンブは〕いたるところに四肢があり、いたるところに目、頭、口（顔）があり、

いたるところに耳を有し、世界において、全てを覆い、住する。

85 中村氏は、「yāvat kālena＝ kr.tsnenāpi kālena」としている [中村 1998a: p. 1091]。
86 2通りの解釈ができる。yasyaの前で切って、「夜は、これ（昼）と同じ期間である。その終わりにシャン
ブが目覚める。王よ。」とも訳せる。中村氏は、「1ユガは 12000年であり、1カルパは 4ユガであると知
られよ。1000カルパを覆う期間が、梵天の 1日であるという。（14）　梵天の夜もそれと同じ〔量〕であ
る。王よ。その〔夜の〕終りに〔シャンブ＝シヴァ神は〕醒める。そして、初世の存在として、無窮の活
動をなすマハーン（mahān）を創造する。（15）」と訳す [中村 1998a: pp. 717–718]。

87 ヨーガにおいて説かれる 8種の神通力と類似している。『ヨーガ・スートラ』3.45に対するヴィヤーサの
註には、(1) 微細化（an. imā）、(2) 軽化（laghimā）、(3) 大化（mahimā）、(4) 獲得（prāpti）(5) 意欲自在
（prākāmya）(6)支配（vaśitva）、(7)主宰者性（ı̄śitr.tva）(8)望み通りの決定（kāmāvasāyitva、欲望の抑制）
があげられる [Nārāyan. amiśra 1971: p. 371]、[本多 1978: p. 206]
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17
hiran.yagarbho bhagavān es.a buddhir iti smr.tah. /

mahān iti ca yoges.u viriñca iti cāpy uta //MBh 12.291.17

〔一方〕この聖なるものは、ヒラニヤガルバであり、ブッディと言われる。また、ヨー

ガにおいてはマハットと〔言われ〕、さらにヴィリンチャ（viriñca）88とも〔言われる〕。

18
sām. khye ca pat.hyate śāstre nāmabhir bahudhātmakah. /

vicitrarūpo viśvātmā ekāks.ara iti smr.tah. //MBh 12.291.18

そして、多様な性質を持つもの（bahudhātmaka）〔すなわちマハット〕は、サーンキヤ

の聖典（śāstra）において、諸々の名前によって言明される。〔それは〕多様な形を持つも

の（vicitrarūpa）、ヴィシュヴァートマン（viśvātman）、一音節のもの（ekāks.ara）と言わ

れる89。

19
vr.tam. naikātmakam. yena kr.tsnam. trailokyam. ātmanā /

tathaiva bahurūpatvād viśvarūpa iti smr.tah. //MBh 12.291.19

かのアートマンによって、多数からなるものである三界の全ては、覆われている。まさ

にそのように、多様なものであるから、〔マハットは〕ヴィシュヴァルーパと言われる。

20
es.a vai vikriyāpannah. sr.jaty ātmānam ātmanā /

aham. kāram. mahātejāh. prajāpatim aham. kr.tam //MBh 12.291.20

まさに転変が始まったこれは、自ら自己を創造する。大いに輝く者は、アハンクリタ

（自己の意識）を持ったプラジャーパティであるアハンカーラを〔創造する〕。

21

88 おそらくブラフマーことと思われる。Apteの Sanskrit-English Dictionaryでは、第 1義がブラフマン（ブ
ラフマー）、第 2義がヴィシュヌ、第 3義がシヴァであり、Monierも同様である。
MBh 12.330.29では次のように説かれる。
viriñceti yah. proktah. kapilajñāna cintakaih. /
sa prajāpatir evāham. cetanāt sarvalokakr.t //
「カピラの教えを考察する者たちによってヴィリンチャと呼ばれるもの、それはまさにプラジャーパティ
であり、私であり、精神性のもの（cetana）からあらゆる世界を作るものである。」
そして、ここではこれらすべてはナーラーヤナのことである。

89 中村氏はこれらについて、多種からなるもの（bahudhātmaka、衆持）、雑多の相をもつもの（vicitrarūpa）、
宇宙我（viśvātmā）、唯一の聖音（オーム）（ekāks.ara）と訳している [中村 1998a: p. 718]。
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avyaktād vyaktam utpannam. vidyāsargam. vadanti tam /

mahān tam. cāpy aham. kāram avidyāsargam eva ca //MBh 12.291.21

未顕現（avyakta）から顕現（vyakta）が生じる。〔人々は〕それを知の創造（vidyāsarga）

と言う。さらにまた、それをマハットとも〔言う〕。そして、まさにアハンカーラを無知

の創造（avidyāsarga）と〔言う〕。

22
avidhiś ca vidhiś caiva samutpannau tathaikatah. /

vidyāvidyeti vikhyāte śrutiśāstrārthacintakaih. //MBh 12.291.22

非規則（avidhi）と規則（vidhi）90とは、同様に、唯一なるものから共に生じる。天啓聖

典と教典の意味を熟慮する者たちによって、〔それは〕知（vidyā）と無知（avidyā）と呼

ばれる91。

23
bhūtasargam aham. kārāt tr.tı̄yam. viddhi pārthiva /

aham. kāres.u bhūtes.u caturtham. viddhi vaikr.tam //MBh 12.291.23

アハンカーラからの存在物の創造を第 3と知れ。プリター夫人の子よ。〔また、〕諸々の

アハンカーラ〔から生まれた〕存在物における変異したものを第 4と知れ92。

24
vāyur jyotir athākāśam āpo ’tha pr.thivı̄ tathā /

śabdah. sparśaś ca rūpam. ca raso gandhas tathā eva ca //MBh 12.291.24

風、火、虚空、水、地、並びに、音声と接触と色、味、香り、実に〔それらが、それぞ

れ〕である。

25
evam. yugapad utpannam. daśavargam asam. śayam /

pañcamam. viddhi rājendra bhautikam. sargam arthavat //MBh 12.291.25

90 中村氏はそれぞれ、非儀軌（avidhi）、儀軌（vidhi）と訳している。
91 非規則とは、知である、すなわち、規則を超えたもの、規則に支配されないもの、未顕現なもの、コント
ロールするもの。一方、規則は無知である。規則に支配されるもの、顕現である。

92 中村氏は註において次のように説明する。「N註は冒頭の bhūtaを『五タンマートラと名づける微細な五
元素』と説明し、G訳はこれを採用している。D訳は die Viśeshasと理解する。五感官対象を指すことに
なる。G註 3は以上の創造を次のようにまとめている。不滅（aks.ara）→ヒラニヤガルバ→マハーン（あ
るいは、ヴィラート、アハンカーラ）；アハンカーラ→五元素（唯）。」[中村 1998a: p. 1092]
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このように、同時に 10からなる集まりが生じたことに、疑いない。大王よ。存在物か

ら作られた創造（bhautikam. sargam）を第 5として、その通りに知れ。

26
śrotram. tvak caks.us.ı̄ jihvā ghrān. am eva ca pañcamam /

vāk ca hastau ca pādau ca pāyur med. hram tathā eva ca //MBh 12.291.26

耳、皮膚、両眼、舌、5番目には鼻、同様に、発声器官と両手と両足と肛門および生殖

器である。

27
buddhı̄ndriyān. i caitāni tathā karmendriyān. i ca /

sam. bhūtānı̄ha yugapan manasā saha pārthiva //MBh 12.291.27

これらの知覚器官と行為器官とは、この世において、マナスと共に同時に生起した。

王よ。

28
es.ā tattvacaturvimśā sarvākr.tis.u vartate /

yām. jñātvā nābhiśocanti brāhman. ās tattvadarśinah. //MBh 12.291.28

これら 24の原理は、あらゆる形を持つもの（ākr.ti）全てにおいて存在する。真理の識

者であるバラモンたちは、それらを認識して、悲しまない。

29–32
etad deham. samākhyātam. trailokye sarvadehis.u /

veditavyam. naraśres.t.ha sadevanaradānave //MBh 12.291.29

sayaks.abhūtagandharve sakimnaramahorage /

sacāran. apiśāce vai sadevar.s.iniśācare //MBh 12.291.30

sadam. śakı̄t.amaśake sapūtikr.mimūs.ake /

śuni śvapāke vain. eye sacan.d. āle sapulkase //MBh 12.291.31

hastyaśvakharaśārdūle savr.ks.e gavi caiva ha /

yac ca mūrtimayam. kim. cit sarvatra etan nidarśanam //MBh 12.291.32

これ（24 の原理）は、身体（deha）と呼ばれるものであり、三界における身体を持つ

もの全てに〔存在する〕と知るべきである。人の最上者よ。〔すなわち〕神、人、ダーナ

ヴァにおいても、ヤクシャ、ブータ（悪霊）、ガンダルヴァにおいても、キンナラ、大蛇に
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おいても、また、チャーラナ93、ピシャーチャ（幽鬼）においても、神仙、ニシャーチャ

ラ（夜行鬼）においても、噛むもの（dam. śa）、虫（kı̄t.a）、ブヨ（maśaka）においても、悪

臭のするもの（pūti）、蜘蛛（kr.mi）、ネズミ（mūs.aka）においても、犬（śvan）、シュヴァ

パーカ（śvapāka）94、そしてレイヨウ（ain. eya）95において、チャンダーラにおいても、プ

ルカサにおいても、ゾウ（hastin）、馬（aśva）、ロバ（khara）、トラ（śārdūla）において、

木（vr.ks.a）、牛（go）において、〔このような、〕あらゆるところ（三界）において、どん

な形を持つもの（mūrtimaya＝身体を持つもの）でも、これ（24原理）を特徴とするも

の（nidarśana）である。

33
jale bhuvi tathākāśe nānyatreti viniścayah. /

sthānam. dehavatām astiı̄ty evam. anuśuśruma //MBh 12.291.33

身体を持つもの（dehavat）の〔住める〕場所は、水に、あるいは地に、あるいは空にあ

り、他のところにはないということが確定している。以上、このように私たちは聞いて

いる。

34
kr.tsnam etāvatas tāta ks.arate vyaktasam. jñakam /

ahany ahani bhūtātmā tatah. ks.ara iti smr.tah. //MBh 12.291.34

愛しき者よ。このようなものであるから、顕現（vyakta）と呼ばれる全てのものは日に

日に滅する。それ故、ブータートマン（bhūtātman、存在物のアートマン）は、消滅する

ものと言われる。

35
etad aks.aram. ity uktam. ks.aratı̄dam. yathā jagat /

jagan mohātmakam. prāhur avyaktam. vyaktasam. jñakam //MBh 12.291.35

〔それとは異なる〕これが不滅と言われる。〔一方〕この世界はその通りに消滅し、〔人々

は〕世界を、迷妄からなるものと言う。〔すなわち、一方は〕未顕現（avyakta）、〔もう一

方は〕顕現（vyakta）と呼ばれるものである96。

93 天界において音楽を演奏したり舞を踊る者。
94 犬を調理する者、あるいはカースト外の者。
95 インドレイヨウ（ブラックバック）のことであろうか。
96 中村氏は「この世界は未顕現から生じ、顕現と名付けられ、迷妄を本質とすると言われる。」と訳す [中村

1998a: p. 720]
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36
mahām. ś caivāgrajo nityam. etat ks.aranidarśanam /

kathitam. te mahā rāja yasmān nāvartate punah. //MBh 12.291.36

そしてまさに、マハットは最初に生まれたものであり、常に、これは消滅を特徴とする

もの（nidarśana）である。大王よ。〔人が〕再び帰ってこないところについて、あなたに

語った。

37
pañcavim. śatimo vis.n.ur nistattvas tattvasam. jñakah. /

tattvasam. śrayan. ād etat tattvam āhur manı̄s.in. ah. //MBh 12.291.37

第 25 番目のヴィシュヌは、〔本来は〕原理を超えたものであるが、原理と名づけられ

る。原理が依拠するものであるから97、知者たちはこれを原理と言った。

38
yad amūrty asr.jad vyaktam. tat tan mūrty adhitis.t.hati /

caturvim. śatimo vyakto hy amūrtah. pañcavim. śakah. //MBh 12.291.38

かの形なきもの（amūrti）は顕現（vyakta）を創造したが、それ故それは形あるもの

（mūrti）として存在している。なぜなら、第 24は顕現（vyakta）であり、第 25番目は形

なきもの（amūrta）であるから98。

39
sa eva hr.di sarvāsu mūrtis.v ātis.t.hate ”tmavān /

cetayam. ś cetano nityah. sarvamūrtir amūrtimān //MBh 12.291.39

まさにかのアートマンを持つもの（ātmavat）は、形あるもの（mūrti）の全てにおける

心臓に住している。観照している永遠なる精神（cetana、精神原理＝ 25番目の原理）は、

〔本来〕形を持たないものであるが、形ある（mūrti）全てのもの〔となる〕。

97 他の 24 原理が存在するには拠り所が必要なために、24 原理の依拠するところであるから、あえてヴィ
シュヌを原理に数えたのである。

98 「かの形なきもの（amūrti）は顕現（vyakta）を創造したが、それ故それは形あるもの（mūrti）を支配す
る。」とも訳せるが、その場合、形なきもの（amūrti）が形あるもの（mūrti）を支配すると解せるであろ
う。中村氏は「滅するもの（＝流出の性質のプラクリティ）が、〔果として〕顕現を生じたのであるから、
これらはすべて形体を持つ。それを未顕現なる第二十四は管理する。第二十五は形を持たない。〔故に世
界を管理するということはできない。〕」と訳す [中村 1998a: p. 721]。プーナ版に基づくならば、まるで解
釈が異なる。未顕現（avyakta）が 24番目の原理となる。形なきもの（amūrti）＝ヴィシュヌ＝プルシャ、
形あるもの（mūrti）＝未顕現（avyakta）＝プラクリティ、vyakta＝ 23の原理となる。しかし、この章で
は、プラクリティは 1カ所のみで、原理としては理解しがたい。ここでは、物質根源としての原理、24番
目の原理の解釈が曖昧で、混乱しているように見える。
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40
sargapralayadharmin. yā asargapralayātmakah. /

gocare vartate nityam. nirgun.o gun. asamjñakah. //MBh 12.291.40

創造と還滅の性質を持つもの（24番目の原理 vyakta）により、創造と還滅を性質とし

ないものは、感覚器官の領域において、常に活動する（存在する）。〔そして〕グナから離

れたもの（nirgun. a）はグナと呼ばれるものとなる。

41
evam es.a mahān ātmā sargapralayakovidah. /

vikurvān. ah. prakr.timān abhimanyaty abuddhimān //MBh 12.291.41

このように、このマハット・アートマン（大なるアートマン、mahān ātmā）は、創造と

帰滅を経験し、転変するものであり、プラクリティ（物質性）を持ち、愚者であり、我執

する。

42
tamah. sattvarajoyuktas tāsu tāsv iha yonis.u /

lı̄yate ’pratibuddhatvād abuddhajanasevanāt //MBh 12.291.42

タマス・サットヴァ・ラジャスを具備した者は、この世において、様々なヨーニ（胎）

に帰入する。目覚めない（＝覚らない）が故に、〔また、〕無知なる人々に仕えるから。

43
sahavāso nivāsātmā nānyo ’ham iti manyate /

yo ’ham so ’ham iti hy uktvā gun. ān anu nivartate //MBh 12.291.43

共存し、〔身体に〕宿るアートマンは、「私は他のものではない」と考える。実に「私こ

そが私である」と言って、諸々のグナに沿って還滅する。

44
tamasā tāmasān bhāvān vividhān pratipadyate /

rajasā rājasām. ś caiva sāttvikān sattvasam. śrayāt //MBh 12.291.44

タマスによって様々なタマスの状態を獲得し、ラジャスによってラジャス性を、サット

ヴァによってサットヴァ性を〔獲得する〕。

45
śuklalohitakr.s.n. āni rūpān. y etāni trı̄n. i tu /

sarvān. y etāni rūpān. i jānı̄hi prākr.tāni vai //MBh 12.291.45
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しかるに、これら三種は、白・赤・黒の色を持つ。実に、プラークリタ（プラクリティ

から生じる一切の被造物、創造物）は、これら全ての色を持つと知るべし。

46
tāmasā nirayam. yānti rājasā mānus.ām. s tathā /

sāttvikā devalokāya gacchanti sukhabhāginah. //MBh 12.291.46

タマス性の人々は地獄（niraya）に行く。また、ラジャス性の人々は人間界に〔行く〕。

サットヴァ性の人々は神の世界に行き幸福を享受する。

47
nis.kaivalyena pāpena tiryagyonim avāpnuyāt /

pun.yapāpena mānus.yam. pun.yenaikena devatāh. //MBh 12.291.47

純然たる悪によって獣のヨーニ（胎）に、善と悪によって人間の〔ヨーニ（胎）〕に、善

のみによって神の〔ヨーニ（胎）〕に至るであろう。

48
evam. avyaktavis.ayam. ks.aram āhur manı̄s.in. ah. /

pañcavim. śatimo yo ’yam. jñānād eva pravartate //MBh 12.291.48

このように、未顕現（avyakta）の対象を知者たちは消滅するものと言う。まさに知から

現れるものが、第 25番目のもの（すなわち不滅のもの）である。

A.7 Moks.adharma-Parvan第 298章

Yudhis. t.hira uvāca —

ユディシュティラは語った。

1–2
dharmādharmavimuktam. yad vimuktam. sarvasam. śrayāt /

janmamr.tyuvimuktam. ca vimuktam. pun. yapāpayoh. //MBh 12.298.1

yac chivam. nityam abhayam. nityam. cāks.aram avyayam /

śuci nityam anāyāsam. tad bhavān vaktum. arhati //MBh 12.298.2

ダルマ（法）とアダルマ（非法）から解放され、全ての依拠するところ99から解放され、

そして、生と死から解放され、善と悪において解放されており、吉祥であるもの、常に恐

99 中村氏は「一切の疑惑を離れ」[中村 1998a: p. 759]と訳す。
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れないもの、永遠なるもの、不滅なるもの、不朽なるもの、清浄なるもの、常に苦難なき

なもの、それをあなたが語ってくださることを100。

Bhı̄s.ma uvāca —

ビーシュマは語った。

3
atra te vartayisye ’ham itihāsam. purātanam /

yājñavalkyasya sam. vādam. janakasya ca bhārata //MBh 12.298.3

これについて、私はいにしえの古事（itihāsa）をあなたに明らかにしよう。〔それは〕

ヤージュニャヴァルキヤとジャナカとの問答である。バラタ族の者よ。

4
yājñavalkyam r.s.iśres.t.ham. daivarātir mahāyaśāh. /

papraccha janako rājā praśnam. praśnavidām. varah. //MBh 12.298.4

最上の聖仙であるヤージュニャヴァルキヤに、デーヴァラータ族の誉れ高き諸々の疑問

に対する知識（praśnavid）の最上者101であるジャナカ王は、質問した。

5
katı̄ndriyān. i viprars.e kati prakr.tayah. smr.tāh. /

kim avyaktam. param. brahma tasmāc ca paratas tu kim. //MBh 12.298.5

梵仙よ。インドリヤ（感覚器官）はいくつあるのか。プラクリティはいくつあると言わ

れるのか。未顕現（avyakta）なる最高のブラフマンとは何か。そして、それを超えて、一

体何があるのか。

6
prabhavam. cāpyayam. caiva kālasam. khyām. tathaiva ca /

vaktum. arhasi viprendra tvadanugrahakāṅks.in. ah. //MBh 12.298.6

100 これらの語はいろいろな解釈があるが、中村氏は「吉祥であり、常に無畏であり、永遠であり、不壊で
あり、不滅であり、清浄であり、全く苦労のないもの」[中村 1998a: p. 759]と訳し、Ganguliは “which
is auspiciousness, which is eternal fearlessness, which is Eternal and Indestructible, and Immutable, which is
always Pure, and which is ever free from the toil of exertion” [Ganguli 1975a: p. 34]と訳している。

101 “praśnavidām. varah. ”はプーナ版おいて、“praśnavidām. varam”となっており、中村氏も「疑問についての
最上の知者である最高仙ヤージュニャヴァルキヤ」[中村 1998a: p. 759]と訳している。すなわち、「諸々
の疑問に対する知識の最上者」はジャナカ王では無く、ヤージュニャヴァルキヤ仙に帰されている。
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あなたの恩恵を欲する者（たち）に102、起源と帰滅を、そしてまさに同様に時間の数え

方を、あなたが語ってくださることを。バラモンの主よ。

7
ajñānāt paripr.cchāmi tvam. hi jñānamayo nidhih. /

tad aham. śrotum. icchāmi sarvam. etad asamśayam //MBh 12.298.7

〔以上のことを〕知らないので、私は尋ねる。実に、あなたは知識の大海103である。そ

れ故、私は疑問の余地なくこの全てを聞きたい。

Yājñavalkya uvāca —

ヤージュニャヴァルキヤは語った。

8
śrūyatām avanı̄pāla yad etad anupr.cchasi /

yogānām. paramam. jñānam. sāmkhyānām. ca viśes.atah. //MBh 12.298.8

大地の守護者よ。あなたが尋ねたことを聞かれよ。とりわけ、ヨーガとサーンキヤに関

する最高の知識を。

9
na tavāviditam. kim. cin mām. tu jijñāsate bhavān /

pr.s.t.ena cāpi vaktavyam es.a dharmah. sanātanah. //MBh 12.298.9

あなたには知らないことが何もないのに、しかし、あなたは私に聞きたいと欲する。そ

してまた、尋ねられた者は語るべきである。これは永遠なるダルマ（法）である。

10
as.t.au prakr.tayah. proktā vikārāś cāpi s.od. aśa /

atha sapta tu vyaktāni prāhur adhyātmacintakāh. //MBh 12.298.10

プラクリティは 8つであり、また、変異（vikāra）は 16であると言われている。さて、

内なるアートマンを思慮する者たち（adhyātmacintakāh.）は、〔それら 8つのプラクリティ

102 中村氏は「あなたの恩恵を願う〔私〕に」[中村 1998a: p. 759]と、Ganguliは “unto me that am solicitous
of obtaining thy grace”[Ganguli 1975a: p. 34]と訳し、両者とも単数形の属格と考えているが、複数形の対
格でも違和感はないと思われる。

103 中村氏は「知識の大海のような方」[中村 1998a: p. 759]と、Ganguliは “an Ocean of knowledge”[Ganguli
1975a: p. 34]と訳している。「知識の宝庫」とも訳せる。
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のうち〕顕現（vyakta）は 7つであると言っている104。

11
avyaktam. ca mahāmś caiva tathāham. kāra eva ca /

pr.thivı̄ vāyur ākāśam āpo jyotiś ca pañcamam //MBh 12.298.11

〔8つのプラクリティとは〕未顕現（avyakta）、マハット（mahat）、そしてアハンカー

ラ（aham. kāra）であり、さらに、地（pr.thivı̄）、風（vāyu）、虚空（ākāśa）、水（āpas）、〔粗

大元素の〕5番目としての火（jyotis）である。

12
etāh. prakr.tayas tv as.t.au vikārān api me śr.n. u /

śrotram. tvak caiva caks.uś ca jihvā ghrān. am. ca pañcamam //MBh 12.298.12

さて、これら 8つがプラクリティ（物質的根源）である。また、〔16の〕変異（vikāra）

も私に聞け。耳、皮膚、目、舌、そして〔知覚器官の〕5番目としての鼻〔以上が 16の変

異のうちの 5〕である。

13
śabdasparśau ca rūpam. ca raso gandhas tathaiva ca /

vāc ca hastau ca pādau ca pāyur med.hram. tathaiva ca //MBh 12.298.13

そして、音声、接触、色、味、香り、さらに、発声器官（口）、両手、両足、肛門、生殖

器〔以上が 16の変異のうちの 10〕である。

14
ete viśes.ā rājendra mahābhūtes.u pañcas.u /

buddhı̄ndriyān. y athaitāni saviśes.ān. i maithila //MBh 12.298.14

王の中の王よ。これらは、5粗大元素における区別（viśesa）である。そして、これらの

知覚器官（buddhı̄ndriyān. i）は区別を伴うものである。ミティラーの王105よ。

15
manah. s.od. aśakam. prāhur adhyātmagaticintakāh. /

tvam. caivānye ca vidvām. sas tattvabuddhiviśāradāh. //MBh 12.298.15

104 中村氏は「内我の考察者たち（adhyātmacintakāh.）は、〔次のものを〕八プラクリティと言う。」[中村 1998a:
p. 760]と訳している。

105 ジャナカ王のこと。
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内なるアートマンの帰趨を思慮する者たち（adhyātmagaticintakāh.）、すなわち原理の知

識に精通した者たちである、あなたやそのほかの知者たちは、マナスが 16番目であると

言う。

16
avyaktāc ca mahān ātmā samutpadyati pārthiva /

prathamam. sargam ity etad āhuh. prādhānikam. budhāh. //MBh 12.298.16

未顕現（avyakta）から、マハット・アートマン（mahān ātmā、大なるアートマン）が生

じる。王よ。覚者たちは、これを、根本原質に関する第 1の創造と言う。

17
mahataś cāpy aham. kāra utpadyati narādhipa /

dvitı̄yam. sargam. ity āhur etad buddhyātmakam. smr.tam //MBh 12.298.17

さらに、マハットからアハンカーラが生じる。王よ。〔覚者たちは〕これを第 2の創造

と言い、ブッディを本性とするものと言われている。

18
aham. kārāc ca sam. bhūtam. mano bhūtagun. ātmakam /

tr.tı̄yah. sarga ity es.a āham. kārika ucyate //MBh 12.298.18

また、アハンカーラから、存在物のグナ（性質）を本性とするマナスが生じる。これが、

アハンカーラに関する第 3の創造と言われる。

19
manasas tu samudbhūtā mahābhūtā narādhipa /

caturtham. sargam ity etan mānasam. paricaks.ate //MBh 12.298.19

そして、マナスから諸々の粗大元素が生まれる。王よ。〔覚者たちは〕これを、マナス

に関する第 4の創造と呼ぶ。

20
śabdah. sparśaś ca rūpam. ca raso gandhas tathaiva ca /

pañcamam. sargam ity āhur bhautikam. bhūtacintakāh. //MBh 12.298.20

音声、接触、色、味、香りが〔5粗大元素から〕同様に〔生じる〕。存在物を思慮する者

たちは、〔これらを〕粗大元素に関する第 5の創造と言う。

21
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śrotram. tvak caiva caks.uś ca jihvā ghrān. am. ca pañcamam /

sargam. tu s.as.t.ham. ity āhur bahucintātmakam. smr.tam. //MBh 12.298.21

耳、皮膚、目、舌、〔知覚器官の〕5番目としての鼻〔が生じる〕。つまり、〔覚者たちは、

これらを〕第 6の創造と言い、多くの思慮を性質とするもの（bahucintātmaka）106と知ら

れている。

22
adhah. śrotrendriyagrāma utpadyati narādhipa /

saptamam sargam ity āhur etad aindriyakam. smr.tam //MBh 12.298.22

下方へと、聴覚作用〔などの〕一群が生じる。王よ。〔覚者たちは〕これらを、第 7の

創造と言い、感覚器官を本性とするものと言われている。

23
ūrdhvasrotas tathā tiryag utpadyati narādhipa /

as.t.amam. sargam ity āhur etad ārjavakam. budhāh. //MBh 12.298.23

上方への流れ（ūrdhvasrotas）、および水平（tiryañc）〔の流れ〕が生じる。王よ。覚者た

ちは、これらを、直線的なものという第 8の創造と言う。

24
tiryaksrotas tv adhah. srota utpadyati narādhipa /

navamam. sargam ity āhur etad ārjavakam. budhāh. //MBh 12.298.24

しかし、水平の流れ（tiryaksrotas）は、下方への流れ（adhah. srotas）を生じる。王よ。

覚者たちは、これらを、直線的なものという第 9の創造と言う。

25
etāni nava sargāni tattvāni ca narādhipa /

caturvim. śatir uktāni yathā śrutinidarśanāt //MBh 12.298.25

王よ。これら 9の創造と 24の原理が、聖典が示している通りに語られた。

26
ata ūrdhvam. mahārāja gun. asyaitasya tattvatah. /

106 “bahucintā”から 5つの知覚器官が生じるとも考えられるが、この “bahucintā”がいったい何を意味してい
るのであろうか。中村氏は「多くの省察を性質とするもの」と訳し [中村 1998a: p. 761]、ニーラカンタ註
の “bahucintātmakam＝ mānasam”を参照している。すなわち、「心的なもの」ということか。Ganguliは
“... is regarded as having for its essence multiplicity of thought”[Ganguli 1975a: p. 35]と訳している。
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mahātmabhir anuproktām. kālasamkhyām. nibodha me //MBh 12.298.26

大王よ。これより次に、このグナの原理より〔生じた（基礎となっている）〕、偉大なる

魂を持つ者たちによって説かれた、時間の数え方を私に聞け。



229

補遺 B

Sām. khyatattvakaumudı̄抄訳

B.1 Sām. khyatattvakaumudı̄ ad. SK 11

(1)
tad anena prabandhena vyaktāvyaktayor vaidharmyam uktam. samprati tayoh.

sādharmyam purus.āc ca vaidharmyam āha —

さて、以上の説明によって、顕現（vyakta）と未顕現（avyakta）の異なる性質が説かれ

た。これより、両者の共通の性質とプルシャ（purus.a、精神原理）から異なる性質を説く。

Kārikā
trigun. am aviveki vis.ayah. sāmānyam acetanam prasavadharmi /

vyaktam. tathā pradhānam. tadviparı̄tas tathā ca pumān // SK 11

顕現（vyakta）は、3種のグナ〔から成るもの〕であり、〔3種のグナと〕別のものでは

なく、〔プルシャが享受する〕対象であり、〔多数のプルシャ1にとって〕共通のものであ

り、非精神的であり、生産性を持つ。プラダーナ（第 1のもの＝根本原質）も同様である。

純粋精神（pum. s＝ purus.a）はそれ（根本原質）と反対でもあり同様でもある。

(2)
“trigun. am” iti. trayo gun. āh. sukhaduh. khamohā asyeti trigun. am. tad anena sukhādı̄nām

ātmagun. atvam parābhimatam apākr.tam.

〈3種のグナ〔から成るもの〕〉とは。楽・苦・迷妄の 3種類の性質（グナ）を持つもの

が、この「3種のグナ」（trigun. a）というものである。そして、これによって、「楽などは

1 精神原理が個体ごとに存在すること [服部 1979: p. 195]。
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アートマンのグナ（性質）を持っている」という他の仮説2が、退けられた。

(3)
“aviveki” iti. yathā pradhānam. na svato vivicyate, evam mahadādayo ’pi na pradhānād

vivicyante, tadātmakatvāt. athavā sambhūyakāritvam atrāvivekah. . na hi kiñ-

cid ekam. paryāptam. svakārye, apitu sambhūya. tatra naikasmāt kasyacit kenacit

sambhava iti.

〈別のものではない〉とは。プラダーナ（第 1のもの＝根本原質）が自身から分離させ

られないように、そのように、マハット（＝ブッディ）などもプラダーナ（第 1のもの＝

根本原質）から分離させられない。それ（プラダーナ）を本性とするからである。あるい

は、ここでは、一緒に作用するということが、分けられない（aviveka）ということである。

なぜなら、どんなものも単独では、自身の結果に到達することはないが、しかし、一緒に

作用して〔結果に到達することができるのである〕。〔すなわち〕そこにおいて、単独のも

のからは、どのようなものも、どのようなことによっても生じないということである。

(4)
ye tv āhuh. — ‘vijñānam eva hars.a3vis.ādamohaśabdādyākāram,4 na punar ito ’nyas

taddharmā’ iti — tān pratyāha — “vis.ayah. ” iti. ‘vis.ayo’ grāhyah. , vijñānād bahir

iti yāvat.

一方、ある人々は「認識（vijñāna、思考、識）は、喜び・落胆・迷妄・音声などの姿があ

るのみで、さらに、これより他に、それ〔に基づく〕実在（dharma）はない」という5。そ

の者たちに対して答える、〈対象である〉と。「対象」（vis.aya）とは〔感覚器官によって〕

把握されるべきものである。つまり認識（vijñāna）の外側にあるという意味である。

(5)
ata eva “sāmānyam” sādhāran. am ghat.ādivat; anekaih. purus.air gr.hı̄tam ity arthah. .

2 Jha によると「ニヤーヤ学派などの説」（“naiyāyikādyabhimatam.” [Jha 2004: p. 57]）である。金倉氏は
「勝論派、正理派」とする [金倉 1984: p. 104]。すなわち、ヴァイシェーシカ学派とニヤーヤ学派のことで
ある。

3 Bhat.t.ācāryaには “harya”とあるが [Bhat.t.ācārya 1967: p. 97]、Jhaに基づき [Jha 2004: p. 57]、hars.aに訂
正した。

4 Jhaのテクストでは “ātmakam”となっている [Jha 2004: p. 97]。
5 Jhaは「認識（vijñāna、思考、識）を詳説する仏教徒」（“vijñānavādino bauddhāh. .” [Jha 2004: p. 57]）と
言う。すなわち、「唯識派」[金倉 1984: p. 105]のことである。
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まさにそれ故に、〈共通のものである〉、つまり全てに属するもの（一般的なもの）であ

る。水瓶などの如くである。多くの人間（purus.a）によって把握される6、という意味で

ある。

(6)
vijñānākāratve tu asādhāran.yād vijñānānām. vr.ttirūpān. ām. te ’py asādhāran. āh. syuh. .

しかしながら、〔水瓶などの対象は〕認識が形をとったもの（vijñāna-ākāra）とするなら

ば、認識が展開した形態（vijñānānām. vr.ttirūpān. ām）7は全てに属さない（一般的なもので

はない）ことから8、それら〔水瓶などの対象〕もまた共通でないものとなるであろう。

(7)
vijñānam. yathā paren. a na gr.hyate parabuddher apratyaks.atvād ity abhiprāyah. .9 tathā

ca nartakı̄bhrūlatābhaṅge ekasmin bahūnām. pratisandhānam. yuktam. anyathā tan

na syād iti bhāvah. .

他人のブッディは直接知覚によって〔把握できない〕ということにより（他人のブッ

ディの非直接知覚性により）、認識（vijñāna）は、他者によって把握されない、という意味

である。そのように、1人の女性ダンサーが美しき眉を曲げるとき10、多くの人にとって

〔その動作が〕同時に確認できる。そうでなければ11、それ（同時に確認できること）はな

いであろう、という意味である。

(8)
“acetanam” iti. sarva eva pradhāna-buddhyādayo ’cetanāh. , na tu vaināśikavac

caitanyam. buddher ity arthah. .

〈非精神的である〉とは。まさにあらゆるプラダーナ（第 1のもの＝根本原質）やブッ

ディなどは非精神的（acetana）であって、仏教徒（vaināśika）の如くブッディにとって精

神的なもの（caitanya）があるということではない、という意味である。

(9)
“prasavadharmi” iti. prasavarūpo dharmo yah. so ’syāstı̄ti prasavadharmi. prasava-

6 すなわち、様々な人々にとって、水瓶は共通の要素である。
7 金倉氏は「作用を本性とする識」と訳す [金倉 1984: p. 105]。
8 頭の中で認識された水瓶は、他の人には分からないから、共通性を持たないと言うことである。
9 クリティカルはこれを省いている。

10 金倉氏は、「〔媚態をもって〕一度だけ美しい眉をひそめても（秋波を送っても）」と訳す [金倉 1984: p.
105]。

11 Jhaは、「これらを思考の形をとったものというならば」（“tes.ām. vijñānākāratve.” [Jha 2004: p. 57]）と説
明する。すなわち、唯識の立場に立てば、ということである。
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dharmeti vaktavye matvarthı̄yah. prasavadharmasya nityayogam ākhyātum.

sarūpa12virūpaparin. āmābhyām. na kadācid api viyujyata ity arthah. .

〈生産性を持つ〉とは。ものを生み出す性質というものがこれ（プラクリティ）にある

ことを、「生産性をもつ」というのである。“prasavadharma”と言うべきであるが、生産性

が常に結合していることを表すために、matup（所有の意味）13を付けたのである。どのよ

うな時でも、同様の形態や異なる形態に転変することから、離れることはない、という意

味である。

(10)
vyaktavr.ttam avyakte ’tidiśati — “tathā pradhānam” iti. yathā vyaktam. tathā ’vyaktam

ity arthah. .

顕現（vyakta）の生起は、未顕現（avyakta）において〔も〕適用される。〔そのため〕〈プ

ラダーナ（第 1 のもの＝根本原質）も同様である〉（tathā pradhānam）というのである。

顕現（vyakta）も未顕現（avyakta）も同様〔の性質〕である14という意味である。

(11)
tābhyām. vaidharmyam. purus.asyāha — “tadviparı̄tah. pumān” iti.

プルシャには、両者から異なる性質があることを言って、〈純粋精神（pum. s＝ purus.a）

はそれ（根本原質）と反対である〉という。

(12)
syād etat — ahetumattvanityatvādi pradhānasādharmyam asti purus.asya, evam

anekatvam. vyaktasādharmyam, tat katham ucyate “tadviparı̄tah. pumān” iti ? ata

āha — “tathā ca” iti.

「それはそうかもしれない。原因を持たないこと、恒常であることなど、プルシャには

プラダーナと共通の性質があり、同様に多数であることは、顕現（vyakta）と共通の性質

である。〔それなのに〕なぜ〈純粋精神はそれ（根本原質）と反対である〉と説かれるの

か」と問われ、そこで、〈同様でもある〉と答えたのである。

(13)

12 Jhaのテクストでは “svarūpa”となっている [Jha 2004: p. 58]。
13 “Affix in the sense of matup i.e. in the sense of possession.”[Abhyankar and Shukla 1977: pp. 298–299]
14「vyaktaと avyaktaの両者にとって、3種のグナの性質が共通するものである。」（“trigun. atvādisādharmyam.

vyaktāvyaktayor iti yāvat.” [Jha 2004: p. 59]
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cakāro ’py arthah. ;yady apy ahetumattvādikam. sādharmyam tathā15 ’py atraigun. yādi

vaiparı̄tyam asty evety arthah. .

“ca”という語は、“api”（でも）の意味である。原因を持たないことなどは〔プラクリ

ティと〕共通の性質であるけれども、また、3種のグナを有さないなどのまさに反対の性

質である、という意味である。

B.2 Sām. khyatattvakaumudı̄ ad. SK 12

(1)
trigun. am ity uktam (dra. 11 kā.), tatra ke te trayo gun. āh. , kim. ca laks.an. am ity ata āha

—

〔SK 11において〕〈3種のグナ〔から成るもの〕である〉と言われた。そこで、その 3

種からなるグナとは何か、また、特徴とは何かというのに対し、答える。

Kārikā
prı̄tyaprı̄tivis.ādātmakāh. prakāśapravr.ttiniyamārthāh. /

anyonyābhibhavāśrayajananamithunavr.ttayaś ca gunāh. // SK 12

〔3種の〕グナは、喜び・嫌悪・落胆を本質とし、照らすこと・活動させること・抑制

することを目的とする。また、相互に、制圧し、依存し、生産し、協力する（相伴う）作

用16である。

(2)
“gun. āh. ” iti parārthāh. ;

グナとは他のために存在する17〔ものである〕。

(3)
“sattvam. laghu prakāśakam” (kārikā 13) ity atra ca sattvādayah. kramen. a nirdeks.yante.

tadanāgatāveks.an. ena tantrayuktyā prı̄tyādı̄nām. yathāsam. khyam. veditavyam.

15 Jhaのテクストでは “tatra”となっている [Jha 2004: p. 59]。
16 SSは「相互に起こる」、Mと Gは「相互に作用する」と、いずれも “vr.tti”の語を 3種のグナにおける機
能の一つとみなしている。

17 他とはすなわちプルシャのことであり [金倉 1984: p. 108]、グナはプルシャの享受のために作用する。
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〈サットヴァは軽快なもの・輝くものである〉（SK 13）という、またそこでも、サット

ヴァなど〔の性質〕は順に示されるであろう。その後出〔の偈〕を考慮する学術理論18に

従って、喜びなどは順番どおり19に理解されるべきである。

(4)
etad uktam. bhavati — prı̄tih. sukham, prı̄tyātmakah. sattvagun. ah. ; aprı̄tir duh.kham,

aprı̄tyātmako rajogun. ah. ; vis.ādo mohah. ; vis.ādātmakas tamogun. a ity arthah. /

このこと（順番通りに理解すること）は〔次のように〕言われているのである。喜びと

は楽〔の一種〕であり、喜びを本性とするのがサットヴァというグナである。嫌悪とは苦

〔の一種〕であり、嫌悪を本性とするのがラジャスというグナである。落胆とは迷妄〔の

一種〕であり、落胆を本性とするのがタマスというグナである、という意味である。

(5)
ye tu manyante “na prı̄tir duh. khābhāvād atiricyate, evam. duh. kham api na prı̄tyabhāvād

anyad iti,” tān prati ātmagrahan. am. netaretarābhāvāh. sukhādayah. , api tu bhāvāh. ,

ātmaśabdasya bhāvavacanatvāt. prı̄tir ātmā bhāvo yes.ām. te prı̄tyātmānah. . evam

anyatrāpi vyākhyeyam.

しかしながら、ある人々は「喜びは苦が存在しないことと別ものではなく、同様に、苦

もまた喜びが存在しないことと異なるものではない」と考える。その者たちに対して、本

性（ātman）〔という語〕を選んだのである。喜びなどは〔反対するものが〕相互に存在し

ないこと20ではなく、むしろ〔積極的に〕存在する、なぜなら本性（ātman）という言葉と

は存在を言うものであるから。喜びが本性（ātman）として存在するところのもの、それ

が喜びを本性とするもの（prı̄tyātmāna）である。同様に他の場合においても説明されるべ

きである21。

(6)
bhāvarūpatā cais.ām anubhavasiddhā. parasparābhāvātmakatve tu parasparāśrayāpatter

ekasyāpy asiddher ubhayāsiddhir iti bhāvah. .

そして、これら（喜び、嫌悪、落胆）22が存在を本質とするということは、経験によって

証明される。しかし、〔反対論者のように、喜びと苦が〕相互に存在しないことを本性と

18 “tantrayukti”は学術理論の定型句のことであり、“anāgatāveks.an. a”も “tantrayukti”の一つである。
19 喜び・嫌悪・落胆の 3種、そして、照らすこと・活動させること・抑制することの 3種が、それぞれサッ
トヴァ・ラジャス・タマスに当てはまるということである [金倉 1984: p. 108-109]。

20 喜びは苦が存在しないことであり、苦は喜びが存在しないこと。
21 この箇所では、グナの存在を説明している。
22 “es.ām”について金倉氏は、楽、苦、癡を示していると考えている [金倉 1984: p. 109]。
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するという場合には、相互依存〔の過失〕に陥るためにどちらも成立しないから、両者が

成立しないことになってしまうという意味である。

(7)
svarūpam es.ām uktvā prayojanam āha — “prkāśapravr.ttiniyamārthāh. ” iti. atrāpi

yathāsam. khyam eva. rajah. pravartakatvāt sarvatra laghu sattvam. pravartayet,

yadi tamasā gurun. ā na niyamyeta. tamoniyatantu kvacid eva pravartayatı̄ti

bhavati tamo niyamārtham.

これら〔3 種のグナ〕の自性を言ったあと、目的を言う、〈照らすこと・活動させるこ

と・抑制することを目的とする〉と。ここにおいてもちょうど順番通りに〔理解されるべ

きである〕。ラジャスは活動させるものであるから、もし重いタマスによって抑制されな

ければ、あらゆるところで軽いサットヴァを活動させるだろう。

(8)
prayojanam uktvā kriyām āha — “anyonyābhibhavāśrayajananamithunavr.ttayaś ca”

iti. vr.ttih. kriyā, sā ca pratyekam abhisambadhyate.

目的を言ってから作用を述べる、「また、相互に、制圧し、依存し、生産し、協力する

（相伴う）作用である」という。作用（vr.tti）は機能（kriyā）であり、そしてそれ（“vr.tti”

という語）は、それぞれ（制圧などの諸機能）に結び付けられる。

(9)
“anyonyābhibhavavr.ttayah. .” es.ām anyatamenārthavaśād udbhūtenānyadabhibhūyate.

tathāhi — sattvam. rajastaması̄ abhibhūya śāntām ātmano vr.ttim. pratilabhate;

evam. rajah. sattvataması̄ abhibhūya ghorām; evam. tamah. sattvarajası̄ abhibhūya

mūd. hām iti.

〈相互に制圧する作用〉〔とは〕。目的に従って、これら（3種のグナ）のうちのいずれか

が増大することによって、他〔のグナ〕が制圧される。例えば、サットヴァはラジャスと

タマスを制圧して、平安さという自身の作用を獲得する。同様に、ラジャスはサットヴァ

とタマスを制圧して、激しさを〔獲得する〕。同じく、タマスはサットヴァとラジャスを

制圧して、鈍さを〔獲得する〕ということである。

(10)
“anyonyāśrayavr.ttayah. .” yady apy ādhārādheyabhāvena nāśrayārtho ghat.ate,

tathāpi yad apeks.ayā yasya kriyā sa tasyāśrayah. . tathāhi — sattvam.
pravr.ttiniyamāv āśritya rajastamasoh. prakāśenopakaroti, rajah. prakāśaniyamāv
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āśritya pravr.ttyetarayoh. ; tamah. prakāśapravr.ttı̄ āśritya niyamenetarayor iti.

〈相互に依存する作用〉〔とは〕。たとえ、保持するものと保持されるべきものの関係と

して、依存の意味が成立しないとしても、それにもかかわらず、あるもの（A）に依拠す

ることによってあるもの（B）に機能があるならば、それ（B）はそれ（A）に依存してい

る。例えば、サットヴァは活動と抑制に依存して、ラジャスとタマスを照明によって助け

る。ラジャスは照明と抑制に依存して、活動によって他の 2つを〔助ける〕。タマスは照

明と活動に依存して、抑制によって他の 2つを〔助ける〕ということである。

(11)
“anyonyajananavr.ttayah. .” anyatamo ’nyatamam. janayati. jananam. ca parin. āmah. , sa

ca gun. ānām. sadr.śarūpah. . ata eva na hetumattvam, tattvāntarasya hetor asam-

bhavāt; nāpy anityatvam, tattvāntare layābhāvāt.

〈相互に生産する作用〉〔とは〕。〔3種のグナの〕いずれかが〔それ以外の〕いずれかを

生み出す23〔ことである〕。そして、生産（janana）とは転変（parin. āma）であり、またそ

れ（転変）は〔3種の〕グナと類似したものである。まさにそれ故、他の原理という原因

が存在しないから、原因を持つものではない。さらに、他の原理の中に還滅することがな

いから、無常なものではない（＝無始無終の存在である）。

(12)
“anyonyamithunavr.ttayah. .” anyonyasahacarāh. , avinābhāvavr.ttaya iti yāvat.

〈相互に協力する（相伴う）作用〉〔とは〕。相互に伴って働くことであり、すなわち、

分離させることができない作用（avinābhāvavr.tti、あるものともう一方のものとに必要な

関係の作用）24という意味である。

(13)
cah. samuccaye.

“ca”は、接続の意味において〔使用されている〕。

23 Bhat.t.ācāryaは「“anyatamam apeks.ya”あるいは “anyatamam āśritya janayati”とある者たちによって読ま
れている」（“anyatamam apeks.ya; anyatamam āśritya janayati iti kaiścit pat.hyate.” [Bhat.t.ācārya 1967: p.
107]）と説明している。一方、Jhaのテクストでは “anyatamo ’nyatamam apeks.ya janayati.”となっており
[Jha 2004: p. 62]、金倉氏は「何れか〔の徳〕が何れか〔の徳〕に基づいて、生産する〔の意味である〕」
と訳す [金倉 1984: p. 111]。

24 Bhat.t.ācāryaは「“avinābhāvavarttinah. ”とある者たちによって読まれている」（“avinābhāvavarttinah. iti kaiśct
pat.hyate.” [Bhat.t.ācārya 1967: p. 107]）と説明する。金倉氏は “”を「不可分離に〔結合して〕存在してい
る」と訳す [金倉 1984: p. 111]。
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(14)
bhavati cātrāgamah. — “anyonyamithunāh. sarve sarve sarvatra gāminah. . rajaso

mithunam. sattvam. sattvasya mithunam. rajah. . tamasaś cāpi mithune te sattva-

rajası̄ ubhe. ubhayoh. sattvarajasor mithunam. tama ucyate. nais.ām ādih.
samprayogo viyogo vopalabhyate.”

そして、これについては、〔次のように説いている〕聖典（āgama）がある。「あらゆるも

のは相互に協力するものであり、あらゆるものはいたるところに入り込んでいる。サット

ヴァはラジャスに協力するものであり、ラジャスはサットヴァに協力するものである。そ

してまた、タマスについても、サットヴァとラジャスの両者に協力するものである。サッ

トヴァとラジャスの両者に協力するものがタマスであると言われる。これらには、始め

も、結合も、分離も認められない。」

B.3 Sām. khyatattvakaumudı̄ ad. SK 13

(1)
“prakāśapravr.ttiniyamārthāh. ” ity uktam, tatra ke ye itthambhūtāh. kutaś cety ata āha

—

〔SK 12において〕〈照らすこと・活動させること・抑制することを目的とする〉と言

われたが、その中で、そのような〔性質を備えた〕ものは何であるか、また、何のために

〔そのようである〕のか、という〔問い〕に対して答える。

Kārikā
sattvam. laghu prakāśakam is.t.am upas.t.ambhakam. calam. ca rajah. /

guru varan. akam eva tamah. pradı̄pavac cārthato vr.ttih. // SK 13

サットヴァは軽快なもの・輝くものであり、そして、ラジャスは刺激するもの・活動す

るもの、まさにタマスは鈍重なもの・覆い隠すものであると認められている。〔これらは、

灯芯・油・火の 3種から成る〕灯火のごとく〔一つの〕目的のために作用する。

(2)
“sattvam” iti. sattvam eva laghu prakāśakam is.t.am. sām. khyācāryaih. ; tatra

kāryodgamane hetur dharmo lāghavam. gauravapratidvandvi; yato ’gner

ūrdhvajvalanam. bhavati, tad eva lāghavam. kasyacit tiryaggamane hetur bhavati,

yathā vāyoh. .
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〈サットヴァ〉とは。まさにサットヴァは、〈軽快なもの〉であり、〈輝くもの〉である

と、サーンキヤの論師たちによって、〈認められている〉。その中で、軽さ（lāghava）は、

結果を生じさせる原因〔となっている〕性質であり、〔それは〕重さ（gaurava）と反対の

ものである。それ（軽さ）によって、火は上方への燃焼が生じる。それこそが軽さであ

る。〔また、その同じ軽さは〕何らかの水平運動における原因となっている。例えば風の

ように。

(3)
evam. karan. ānām. vr.ttipat.utvahetur lāghavam; gurutve hi mandāni syur iti sattvasya

prakāśakatvam uktam.

このように、軽さは、諸々の器官にとって、作用の鋭敏性の原因である。なぜなら、も

し重ければ〔器官の作用は〕鈍くなるであろうから25。以上、サットヴァの照明性が説か

れた。

(4)
sattvataması̄ svayam akriyatayā svasvakāryapravr.ttim. pratyavası̄dantı̄ rajasopas.t.a-

bhyete, avasādāt pracyāvya svakārye utsāham. prayatnam. kāryete. tad idam

uktam — “upas.t.ambhakam. rajah. ” iti.

サットヴァとタマスは、自らは非活動的であるので、それぞれ自身の結果を〔作り出す〕

活動に対して無干渉であるが、ラジャスによって刺激され、無気力から解放され、自らの

結果（為すべきこと）に力強く精進する。そのことが説かれて、〈ラジャスは刺激するも

のである〉という。

(5)
kasmād ity ata uktam — “calam” iti. tad anena rajasah. pravr.t.t.yarthatvam. darśitam.

〔ラジャスが刺激するものであるのは〕何故かという〔問い〕に対して答える、〈活動す

るものである〉と。そして、これによって、ラジャスは活動を目的とするということが、

示された。

(6)
rajas tu calatayā paritas traigun.yam. cālayat, gurun. ā vr.n. vatā ca tamasā tatra tatra

pravr.ttipratibandhakena kvacid eva pravartyate — iti tatas tato vyāvartya tamo

niyāmakam uktam — “guru varan. akam eva tamah. ” iti.

25 もし重さが原因であれば、鋭敏に作用することができないだけでなく、活動することすらできなくなって
しまう。そのため軽さは活動の原因なのである。
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しかし、ラジャスは、動くものであるから、いたるところで 3種のグナからからなるも

のを動かしつつも、重さと覆う〔性質を持つ〕タマスによってあちらこちらで活動が妨げ

られることにより、あるところでのみ活動させられるという。それ故、それ（ラジャスの

活動）から切り離して、タマスが抑制するものであると説いたのである、〈まさにタマス

は鈍重なもの・覆い隠すものである〉と。

(7)
evakārah. pratyekam. bhinnakramah. sambadhyate — sattvam eva, raja eva, tama eveti.

“eva”という語は、〔語〕順を越えて、〔3種のグナ〕それぞれに結びつけられる。すな

わち、まさにサットヴァは、まさにラジャスは、まさにタマスは、ということである。

(8)
nanu ete parasparavirodhaśı̄lā gun. āh. sundopasundavat parasparam. dhvam. santa ity eva

yuktam, prāg eva tv etes.ām ekakriyākartr.tāyā ity ata āha — “pradı̄pavac cārthato

vr.ttih. ” iti.

「それでは、これら互いに対立する傾向にある諸々のグナは、スンダとウパスンダ26の

ごとく、互いに滅し合う27というのが正しいのではないか。まして、これら（3種のグナ）

が〔まとまって〕1つの作用をなすものとして〔どうして働こうか〕。」という〔問いに〕対

して、〔次のごとく〕答える。〈そして、灯火のごとく〔一つの〕目的のために作用する〉

という。

(9)
dr.s.t.am etat — yathā vartitaile28 analavirodhinı̄; atha ca milite sahānalena

rūpaprakāśalaks.an. am. kāryam. 29 kurutah. , yathā ca vātapittaśles.mān. ah. paraspara-

virodhinah. śarı̄radhāran. alaks.an. a-kārya-kārin. ah. evam. sattvarajastamām. si

mithoviruddhāny apy anuvartsyanti ca svakāryam. karis.yanti ca.

26 スンダとウパスンダは、アスラの兄弟であり、MBh第 1巻 200–204章に次のような神話がある。2人の
兄弟は、Vindhya山で、三界を征服するために、苦行を行った。神々は彼らの苦行を止めようと企てたが
失敗し、遂に、ブラフマーが彼らの前に現れた。彼らはブラフマーから、お互いを除く誰によっても殺さ
れないという恩恵を獲得した。恩恵によって思い上がった兄弟は、三界を支配したが、彼らを殺せる者は
誰もいなかった。そこで神々は天女 Tilottamāを彼らに遣わした。両者は、Tilottamāに恋し、彼女を妻と
することを求め、そのため、彼らは仲違いした。そして、2人は争い、互いを殺した。[Mani 1975: p. 765]

27 “dhvam. santah. ”は語根 dhvam. sから作られた現在分詞である。第一義的な意味としては「衰える」である
が、この文脈では使役的な意味で訳した方が適切と思われる。この語について、金倉氏は「互いに全滅す
る」[金倉 1984: p. 115]、Jhaは “would counteract”[Jha 2004: p. 66]と訳す。

28 煩瑣であるため “varttitaile”を訂正した。
29 Bhat.t.ācārya のテクストでは “kārya” とあったが [Bhat.t.ācārya 1967: p. 112]、Srinivasan に基づき [Srini-

vasan 1967: p. 112]、“kāryam. ”に訂正した。
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これ（以下のこと）はよく見られることである。例えば、灯芯と油に対し、火は対立す

るものである。だがしかし、火と共に〔それらが〕結合すれば、色を照らす性質を持つ結

果を作る。また、例えば、ヴァータ・ピッタ・シュレーシュマー（＝カパ）30は、互いに

対立するものであるが、身体を維持する性質を持つ結果をもたらすものである。このよう

に、サットヴァ・ラジャス・タマスは、互いに対立しているものであるが、共に作用し、

そして、自己の結果をもたらすのである。

(10)
“arthatah. ” iti purus.ārthata iti yāvat; yathā vaks.yati — “purus.ārtha eva hetur na kenacit

kāryate karan. am” iti. (kārikā 31).

〈目的のために〉とは、プルシャの目的のために、という意味である。次のごとく説か

れる、「プルシャの目的こそが原因である。〔他の〕何ものによっても器官は働かされな

い」（SK 31）という。

(11)
atra ca sukhaduh.khamohāh. parasparavirodhinah. svasvānurūpān. i sukhaduh. kha-

mohātmakāny eva nimittāni kalpayanti. tes.ām. ca parasparam abhibhāvyābhi-

bhāvakabhāvān nānātvam.

またここで、互いに対立するものである楽・苦・迷妄は、まさにそれぞれに相応しい楽・

苦・迷妄を本質とする原因が確定する。そして、それら（楽・苦・迷妄）は、互いに、支

配されるべきものと支配するものとしての状態があるから、多様なものとなる。

(12)
tad yathā ekaiva strı̄ rūpayauvanakulaśı̄lasampannā svāminam. sukhākaroti, tat kasya

hetoh. ? svāminam. prati tasyāh. sukharūpasamudbhavāt. saiva strı̄ sapatnı̄r

duh.khākaroti, tat kasya hetoh. ? tāh. prati tasyā duh. kharūpasamudbhavāt. evam.
purus.āntaram. tām avindamānam. saiva mohayati, tat kasya hetoh. ? tat prati tasyā

moharūpasamudbhavāt.

そして、例えば、容姿・若さ・家柄・品性が揃った一人の女性は夫に楽しませる。それ

は何の原因からであろうか。夫に対して、彼女が楽の形態を生じるからである。まさにそ

の〔同じ〕女性が、（夫を同じくする）別の妻たちに苦しみを与える。それは何の原因か

30 アーユルヴェーダにおける 3つの構成要素（トリ・ドーシャ）である。ヴァータは、風、気の性質を持ち、
全身の機能を調節する働きであり、ピッタは、火、熱の性質を持ち、消化酵素、ホルモンなどの体内の物
質代謝に関わる酵素の働きである。そして、シュレーシュマーすなわちカパは、水、粘着の性質を持ち、
身体の組織液、分泌液など、水分代謝を行う機能である。[橋本他 2005: p. 303]
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らであろうか。彼女たち（夫を同じくする別の妻たち）に対して、彼女（一人の女性）が

苦の形態を生じるからである。同様に、彼女を得ることができない他の男を、彼女こそが

惑わす。それは何の原因からであろうか。彼（別の男）に対して、彼女が迷妄の形態を生

じるからである。

(13)
anayā ca striyā sarve bhāvā vyākhyātāh. .

この女性〔の例〕によって、全ての状態が説明された。

(14)
tatra yat sukhahetuh. tat sukhātmakam. sattvam, yad duh.khahetus tad duh. khātmakam.

rajah. , yan mohahetus tan mohātmakam. tamah. .

そこにおいて、楽の原因とは楽を本性とするサットヴァである。苦の原因とは苦を本性

とするラジャスである。迷妄の原因とは迷妄を本性とするタマスである。

(15)
sukhaprakāśalāghavānām. tv ekasmin yugapad udbhūtāv avirodhah. saha darśanāt.

しかし、楽・照明・軽さが、同一のものの中に、同時に現れても、対立するものではな

い。〔実際に〕共に見ることができるから。

(16)
tasmāt sukhaduh. khamohair iva virodhibhir avirodhibhir ekaikagun. avr.ttibhih.

sukhaprakāśalāghavair na nimittabhedā unnı̄yante; evam. duh.khopas.t.ambhakatva-

pravartakatvaih. ; evam. mohagurutvāvaran. aih. — iti siddham. traigun.yam iti.

それ故、対立する楽・苦・迷妄によってのように、対立することのないそれぞれのグナ

の働きである楽・照明・軽さをもって、〔それぞれ〕別の原因を取り上げる〔必要は〕な

い。同様に、苦・刺激性・活動性によっても、また同じく、迷妄・重性・隠蔽によっても、

〔取り上げる必要はない〕。以上、3種のグナからなるものが証明された。

B.4 Sām. khyatattvakaumudı̄ ad. SK 14

(1)
syād etat — anubhūyamānes.u pr.thivyādis.v anubhavasiddhā bhavantv aviveki-

tvādayah. .
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「それはそうかもしれない。〈〔顕現（vyakta）は 3 種のグナと〕別ものではない〉（SK

11）などということは、経験されている地〔の粗大元素〕などにおいては、直接知によっ

て確立する（証明される）であろう。」

(2)
ye punah. 31 sattvādayo nānubhavapatham adhirohanti, tes.ām. kutastyam avivekitvam.

vis.ayatvam acetanatvam. prasavadharmitvam. ca? ity ata āha —

「しかし、サットヴァなどは直接知の領域に入らないが、それらにとって、〈〔3種のグナ

と〕別のものではない〉ということや、〈対象である〉ということや、〈非精神的である〉

ということや、〈生産性を持つ〉ということが、どうやって起こるのか」という〔問い〕に

対して〔次のごとく〕言う。

Kārikā
avivekyādeh. siddhis traigun. yāt tadviparyayābhāvāt /

kāran. agun. ātmakatvāt kāryasyāvyaktam api siddham // SK 14

「〔顕現（vyakta）は 3種のグナと〕別ものではない」32などとは、(1) 3種のグナから成る

ことから、(2)それと反対のものには〔3種のグナが〕存在しないことから、確立する。結

果（＝顕現）は原因であるグナを本質としているということから、未顕現（avyakta）〔の

存在〕もまた、確立する。

(3)
“avivekyādeh. ” iti. avivekitvam aviveki — yathā ‘dvyekayor dvivacanaikavacane’

(as.t.ā. 1-4-22) ity atra dvitvaikatvayor iti; anyathā dvyekes.v iti syāt.

〈別ものではないなど〉とは。〈別ものではない〉とは別ものではない性質（不相離性）

である。例えば、「2と 1は〔それぞれ〕両数と単数において〔用いられる〕」（As. t.ādhyāyı̄

1.4.22）という。ここでは、〔“dvi” は〕“dvitva”（両数性）として、〔“eka” は〕“ekatva”

（単数性）として〔考えられているのである〕。そうでなければ、“dvyekes.u”として〔表記

される〕であろう33。

31 Bhat.t.ācārya の原文では “tunah. ” とあるが [Bhat.t.ācārya 1967: p. 118]、Jha に基づき [Jha 2004: p. 68]、
“punah. ”に訂正した。

32 SK 11。B.1を参照。
33 金倉氏は「〔dviによって〕“dvitva”（両数、二数性）を、〔ekaによって〕“ekatva”（単数、一数性）を〔あ
らわすが如くである〕という。もしそうでなければ、〔2＋ 1＝ 3で、複数となるべきが故に、パーニニ
文法に於て、dvy-ekayorと両数の語尾を用いないで〕dvy-ekes.uと〔複数の語尾を用いるべきはずで〕あ
ろうから」と訳す [金倉 1984: p. 119]。
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(4)
kutah. punar avivekitvādeh. siddhir ity ata āha — “traigun. yāt” iti. yadyat

sukhaduh. khamohātmakam. tattad avivekitvādiyogi yathedam anubhūyamānam.
vyaktam — iti sphut.atvād anvayo noktah. .

さらに、「どうして〈別ものではない〉などということが証明されるのか」という〔問

い〕に対して言う。〈3種のグナから成ることから〉と。あらゆるものは、楽・苦・迷妄を

本質としているなら、それらは、〈別ものではない〉などということに結びつくものであ

る。例えば、〔実際に〕経験されているこの顕現（vyakta）のように。以上は明らかである

から、肯定形式の論証法（anvaya）は説かれない。

(5)
vyatirekam āha — “tad viparyaye ’bhāvāt” iti. avivekyādiviparyaye purus.e

traigun. yābhāvāt.

〔次に〕否定形式の論証法（vyatireka）を言う。〈それと反対のものには存在しないこ

とから〉と。〈別ものではない〉などと反対の〔性質を持つ〕ものであプルシャにおいて

は、3種のグナから成るものがないからである。

(6)
athavā vyaktāvyakte paks.ı̄kr.tyā’nvayābhāvenāvı̄ta eva hetus traigun. yād iti vaktavyah. .

あるいはまた、顕現と未顕現を、〔両者共に〕主とすると、肯定形式の論証法（anvaya）

は存在しないことになるので、間接否定形式（avı̄ta）のみが原因となり、〈3種のグナから

成ることから〉と説明されなければならない。

(7)
syād etat — avyaktasiddhau satyām. tasyāvivekitvādayo dharmāh. sidhyanti. avyak-

tam eva tv adyapi na sidhyati, tat katham avivekitvādisiddhir ity ata āha —

“kāran. agun. ātmakatvāt” iti.

「それはそうかもしれない。未顕現が成立しているならば、それとは〈別ものではない〉

などの性質は確立する。しかしまだ、未顕現は確立していない。それでは、どうして〈別

ものではないなどということが確立している〉〔と言える〕のか」という〔問い〕に対し

て答える。〈原因であるグナを本質としているということから〉〔成立する〕と。

(8)
ayam abhisandhih. — kāryam. hi kāran. agun. ātmakam. dr.s.t.am, yathā tantvādigun. ātmakam.

pat.ādi.
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これ（以下に述べること）が意図するところである。なぜなら、結果は、原因であるグ

ナを本質とすることが認められているからである。例えば、糸などのグナを本質とするも

のが布などであるように。

(9)
tathā mahadādilaks.an. enāpi kāryen. a sukhaduh. khamoharūpen. a svakāran. agata-sukha-

duh.khamohātmanā bhavitavyam. tathā ca tatkāran. am. sukhaduh. khamohātmakam.
pradhānam avyaktam. siddham. bhavati.

そのように、マハットなどの表徴の結果である楽・苦・迷妄からなるものは、自らの原

因に遍在している楽・苦・迷妄を本質とするものでなければならない。そしてそのよう

に、その原因であり、楽・苦・迷妄を本質とするものであり、プラダーナである未顕現が

確立する。

B.5 Sām. khyatattvakaumudı̄ ad. SK 15–16

(1)
syād etat —- ‘vyaktād vyaktam utpadyate’ iti kan. abhaks.āks.acaran. atanayāh. .

「それはそうかもしれない。『顕現は顕現から生じる』とカナバクシャ（kan. abhaks.a）34と

アクシャチャラナ（aks.acaran. a）35の一門に属する者たちは〔主張する〕。」

(2)
paramān. avo hi vyaktāh. , tair dvyan.ukādikramen. a pr.thivyādilaks.an. am. kāryam. vyaktam

ārabhyate.

「なぜなら、〔彼らの主張によれば〕原子（paramān.u、極微なもの）は顕現であり、それ

ら（原子）によって、2つの微細なもの（dvyan. uka、二原子体）などが順次に、〔より粗大

なものへ〕地などの表徴である結果という顕現が作られるからである36。」

(3)
pr.thivyādis.u ca kāran. agun. akramen. a rūpādyutpattih. .

34 ヴァイシェーシカ学派の開祖カナーダの別名。
35 ニヤーヤ学派の開祖ガウタマの別名。
36 ヴァイシェーシカ学派において、地・水・火・風の四元素は、原子（paramān. u）の状態にある「原因としての
実体」（kāran. a-dravya）と多数の実体が結合して粗大な形をとっている「結果としての実体」（kārya-dravya）
とに区別される。原子は恒常性をもち、香り、味、色、接触の属性を有し、なおかつ、その属性は不変
である。2 個の原子が集まって二原子体（dvyan. uka）を作り、さらにそれが 3 個ずつ集まって三原子体
（tryan. uka）を創る。この三原子体が、知覚することができる最小のものである。[服部 1998: pp. 275–277]
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「そして、地などにおいて、原因〔に内属する〕属性（gun. a）に従って、色などが生じ

る37。」

(4)
tasmāt vyaktād vyaktasya tadgun. asya cotpatteh. : kr.tam adr.s.tacaren. āvyaktena ity ata

āha —-

「それ故、顕現から顕現とそのグナが生じるから、知覚できない働きである未顕現

（avyakta）38は必要はない」という〔反論〕に対して、〔次のように〕答える。

Kārikā
bhedānām. parimān. āt samanvayāt śaktitah. pravr.tteś ca /

kāran. akāryavibhāgād avibhāgād vaiśvarūpyasya // SK 15

kāran. am asty avyaktam pravartate trigun. atah. samudayāc ca /

parin. āmatah. salilavat pratipratigun. āśrayaviśes.āt // SK 16

諸々の個物（bheda、区別されたもの）とは、(1)制限されているから、(2)共通性を持

つから、そして、(3) 力により活動するから、(4) 原因と結果の区別があるから、〔一方〕

(5)すべての形を持つもの（vaiśvarūpya、万物）とは区別がないから、原因である未顕現

（avyakta）は存在する。〔そしてそれは〕3種のグナにより、また、〔3種のグナの〕集合に

より、水の如くに転変し、それぞれに対応したグナ（属性）に依拠する差別に従って、開

展する。

(5)
“bhedānām.” iti. bhedānām. viśes.ān. ām. mahadādı̄nām. bhūtāntānām. kāryān. ām.

kāran. am. mūlakāran. am asty avyaktam. kutah. ? “kāran. akāryavibhāgād avibhāgād

vaiśvarūpyasya”. kāran. e sat kāryam iti sthitam.

〈諸々の個物〉とは。諸々の個物すなわち特殊なもの（＝個別化されたもの）である

マハットから始まり〔粗大〕元素に終わる結果には、原因すなわち根本原因である未顕

現（avyakta）が存在する。何故か。〈原因と結果の区別があるから、〔一方〕多様なるもの

（vaiśvarūpya、万物）とは区別がないから〉である。〔この区別について〕原因の中に結果

が存在しているということは〔すでに第 9偈において〕確立している。

37「複合体としての地は香・味・色・可触性を有し、水は香・味・色・可触性・流動性・粘着性を有する。火
は色・可触性を、風は可触性のみを有する」とされる [早島他 1982: 124]。

38 金倉氏は、「いままでに認められていない（adr.s.ta-cara）未顕現」と訳す [金倉 1984: p. 122]。Jhaは “an
Unmanifest, an imperceptible Entity”と訳す [Jha 2004: p. 71]
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(6)
tathā ca yathā kūrmaśarı̄re santy evāṅgāni nih. saranti vibhajyante — ‘idam.

kūrmaśarı̄ram, etāny etasyāṅgāni’iti; evam. niviśamānāni tasminn avyaktı̄bhavanti;

evam. kāran. ān mr.tpin. d. ād dhemapin. d. ād vā kāryān. i ghat.amukut.ādı̄ni santy

evāvirbhavanti vibhajyante.

さらに、例えば、亀の体の中にすでに存在している四肢が外に出る、すなわち〔原因と

結果が〕区別される。「これは亀の体である、これらはこれ（亀）にとっての四肢である」

ということである。同様に、その（体の）中に〔四肢が〕入りつつあれば、未顕現のもの

となる。同じく、原因である土塊から、あるいは金塊から、〔その中に〕結果としてすで

に存在している水瓶や王冠などがまさに外部に現れる、すなわち〔原因と結果が〕区別さ

れる。

(7)
santy eva pr.thivyādı̄ni kāran. āt tanmātrād āvirbhanti vibhajyante, santy eva ca

tanmātrān. y ahaṅkārāt kāran. āt, sann evāhaṅkārah. kāran. ān mahatah. , sann eva ca

mahān paramāvyaktād iti.

すでに〔その中に〕存在している地〔の粗大元素〕などは、原因である微細要素から現

れる、すなわち区別される。そして、すでに〔その中に〕存在している微細要素は、原因

であるアハンカーラから〔現れ〕、すでに〔その中に〕存在しているアハンカーラは、原

因であるマハットから〔現れ〕、そして、すでに〔その中に〕存在しているマハットは、至

高の未顕現から〔現れる〕という。

(8)
so ’yam. kāran. āt paramāvyaktāt sāks.āt pāramparyen. ānvitasya viśvasya vibhāgah. .

まさにこれが、直接に、〔あるいは〕順次に相続して〔現れる〕すべての付随したもの

（＝結果）にとっての、至高の未顕現である原因からの区別である。

(9)
pratisarge tu mr.tpin. d. am. suvarn. apin.d. am. vā ghat.amukut.ādayo viśanto ’vyaktı̄bhavanti.

tat kāran. arūpam evānabhivyaktam. kāryam apeks.yāvyaktam. bhavati.

しかし、〔世界の〕還滅のときに、水瓶や王冠などは土塊や金塊に入っていき、未顕現

のものとなる。それは、原因としてのみであり、未だ現れていないもの、すなわち結果に

関連して、未顕現となる。

(10)
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evam. pr.thivyādayas tanmātrān. i viśantah. svāpeks.ayā tanmātrān. y avyaktayanti;

evam. tanmātrān. y ahaṅkāram. viśanty ahaṅkāram avyaktayanti; evam ahaṅkāro

mahāntam āviśan mahāntam avyaktayati. mahān prakr.tim. kāran. am. viśan

prakr.tim avyaktayati.

同様に、地〔の粗大元素〕などは微細要素に入っていき、自らに関して、微細要素を未

顕現の状態のごとくにしている。同様に、諸々の微細要素はアハンカーラに入っていき、

アハンカーラを未顕現の状態のごとくにしている。同様に、アハンカーラはマハットに

入っていき、マハットを未顕現の状態のごとくにしている。マハットが原因であるプラク

リティに入っていき、プラクリティを未顕現の状態のごとくにしている。

(11)
prakr.tes tu na kvacin niveśa iti sā sarvakāryān. ām avyaktam eva.

しかし、プラクリティはどこにも入ることはないという。それ（プラクリティ）はまさ

に全ての結果にとっての未顕現である。

(12)
so ’yam avibhāgah. prakr.tau vaiśvarūpyasya nānārūpasya kāryasya; svārthikah. s.yañ.

tasmāt kāran. e kāryasya sata eva vibhāgāvibhāgābhyām avyaktam. kāran. am astı̄ti.

それこそが、プラクリティにおける、すべての形を持つもの、すなわち多様なものであ

る結果との無区別である。〔“vaiśvarūpya”の接尾辞 yaは〕本来の意味を保持した付加字

としての “ya” である39。それ故、すでに原因の中に存在している結果として区別がある

〔という理由〕と区別がない〔という理由の〕2つ〔の理由〕によって、未顕現である原因

が存在するというのである。

(13)
itaś cāvyaktam astı̄ty ata āha — “śaktitah. pravr.tteś ca” iti. kāran. aśaktitah. kāryam.

pravartata iti siddham. aśaktāt kāran. āt kāryasyānutpatteh. .

そして、これ（以下に説かれること）の理由によって、未顕現が存在するということを

言う。〈そして、力により活動するから〉と。原因の力（kāran. a-śakti）により、結果が開

展するということは確立している。力のない原因からは、結果は生じないからである。

39 接尾辞 “ya”には 3種類の用法がある。(1)「性質」という意味として、(2)「性質」特に「専門的職業」と
いう意味として、(3) 元の語と同じ意味として、用いられる [Abhyankar and Shukla 1977: p. 402]。ここ
では 3番目の用法である。すなわち “vaiśvarūpya”は “vaiśvarūpa”と意味的に異ならないということであ
る。As. t.ādhyāyı̄ 5.1.123–124も参照。
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(14)
śaktiś ca kāran. agatā na kāryasyāvyaktatvād anyā. na hi satkāryapaks.e kāryasyāvyakta-

tāyā anyasyām. śaktau pramān. am asti.

そして、原因に遍在する力は、結果が未顕現ということと異ならない。なぜなら、因中

有果論においては、結果が未顕現であることより他に、力についての認識手段はないから

である。

(15)
ayam eva hi sikatābhyas tilānām. tailopādānām. bhedo yad etes.v eva tailam asty

anāgatāvastham. na sikatāsv iti.

なぜなら、まさにこれら（ゴマ）において、油は未来の状態であるが、砂においては〔未

来の状態としての油は〕ないので、これこそが、砂と、油の原料であるゴマとの区別であ

る、という。

(16)
syād etat — śaktitah. pravr.ttih. , kāran. akāryavibhāgāvibhāgau ca mahata eva

paramāvyaktatvam. sādhayis.yata iti kr.tam. tatah. paren. āvyaktenety ata āha

— “parimān. āt” iti. parimitatvāt, avyāpitvād iti yāvat.

「それはそうかもしれない。〈力により活動する〉ということ、そして〈原因と結果の区

別がある〉ということは、マハットこそが至高の未顕現であることを確定させる〔だけ〕

だろう。このように、それ（マハット）よりも高次である未顕現は〔考える〕必要ない」

という〔反論〕に対して〔次のごとく〕言う。〈制限されているから〉と。〔〈制限されて

いるから〉とはすなわち〕「限定されているということから」、「遍充していないから」、と

いう意味である。

(17)
vivādādhyāsitā mahadādibhedā avyaktakāran. avantah. parimitatvāt, ghat.ādivat.

ghat.ādayo hi parimitā mr.dādyavyaktakāran. akā dr.s.t.āh. .

〔このことについて、三段論旨を用いて説明する。〕

（主張） 論争の主題であるマハットなどの区別されたもの（諸々の原理）は、未顕現を

原因として持つものである。

（理由） 制限されているから。

（比喩） 水瓶などのごとくである。
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なぜなら、水瓶などの制限されたものは、粘土などの未顕現を原因とするものであるとい

うことは、認められているからである。

(18)
uktam etad — kāryasyāvyaktāvasthā kāran. am eveti (dra. 9 vākyam), yan mahatah.

kāran. am. tat paramāvyaktam, tatah. paratarāvyaktakalpanāyām. pramān. ābhāvāt.

これ（次のこと）は〔すでに〕言われた。結果にとって、未顕現の状態は、まさに原因

であるという（SK 9）、マハットの原因は至高の未顕現であり、それ（未顕現）よりもさら

に高次の未顕現を確定することについて、〔如何なる〕認識手段も存在しないからである。

(19)
itaś ca vivādādhyāsitā bhedā avyaktakāran. avantah. — “samanvayāt”; bhinnānām.

samānarūpatā samanvayah. . sukhaduh. khamohasamanvitā hi buddhyādayo

’dhyavasāyādilaks.an. āh. pratı̄yante.

また、これ（以下に説かれること）の理由によって、論争の主題である〔マハットなど

の〕区別されたもの（諸々の原理）が未顕現を原因として持つものであるということを言

う。〈共通性を持つから〉と。共通性とは、個々のものにとって、同じ本質がある〔とい

う意味である〕。なぜなら、決知などを特徴とするブッディなど〔諸原理〕は、楽・苦・迷

妄を備えていると、認められているからである。

(20)
yāni ca yadrūpasamanugatāni tāni tatsvabhāvāvyaktakāran. akāni yathā mr.ddhema-

pin. d. asamanugatā ghat.amukut.ādayo mr.ddhemapin.d. āvyaktakāran. akā iti kāran. am

asty avyaktam. bhedānām iti siddham.

そして、ある本質（形態）に遍満されているものは、それの自性である未顕現を原因と

するものである。例えば、土塊と金塊に遍満されている水瓶と王冠などは、土塊と金塊

という未顕現を原因とするものである。そのように、未顕現は、諸々の区別されたもの

（諸々の原理）にとっての原因であるということが確立した。

(21)
avyaktam. sādhayitvā asya pravr.ttiprakāram āha — “pravartate trigun. atah. ” iti. prati-

sargāvasthāyām. sattvam. rajas tamaś ca sadr.śaparin. āmāni bhavanti.

未顕現を確定してから、これ（未顕現）の展開（pravr.tti）の様式を言う。〈3種のグナに

より開展する〉と。還滅の状態において、サットヴァ、ラジャス、タマスは、〔それぞれ〕

同性質の開展〔をするもの〕となる。
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(22)
parin. āmasvabhāvā hi gun. ā nāparin. amayya ks.an. am apy avatis.t.hante.

なぜなら、開展を自性としているグナは、一刹那も、転変せずに、留まることはないか

らである。

(23)
tasmāt sattvam. sattvarūpatayā, rajo rajorūpatayā, tamas tamorūpatayā prati-

sargāvasthāyām api pravartate. tad idam uktam — “trigun. atah. ” iti.

それ故、サットヴァはサットヴァの本質のまま、ラジャスはラジャスの本質のまま、タ

マスはタマスの本質まま、還滅においても、開展する40。そこで、これを〔次のように〕、

〈3種のグナにより〉と言う。

(24)
pravr.ttyantaram āha — “samudayāc ca” iti. sametya udayah. samudayah.

samavāyah. . sa ca gun. ānām. na gun. apradhānabhāvam antaren. a sambhavati, na ca

gun. apradhānabhāvo vais.amyam. vinā; na ca vais.amyam upamardyopamardaka-

bhāvād r.te, iti mahadādibhāvena pravr.ttir dvitı̄yā.

他の展開41を言う。〈また、〔3種のグナの〕集合により〉と。集合とは、一緒になって生

じることであり、集まり（samavāya）である。そして、それ（グナの集合）は、〔3種の〕

グナに優劣の関係がなければ、起こらない。また、優劣の関係は、不均衡なしには〔起こ

ら〕ない。さらに、不均衡は、圧伏されるべきものと圧伏するものとの関係なしに〔起こ

ら〕ない。以上が、マハットなどの状態として 2番目の開展である42。

(26)
syād etat — katham ekarūpān. ām. gun. ānām anekarūpā pravr.ttir ity ata āha —

“parin. āmatah. salilavat” iti. yathā hi vāridavimuktam udakam ekarasam api tattad-

bhūvikārān āsādya nārikela-tāla-tālı̄-bilva-cirabilva-tindukāmalakaprācı̄nāmalaka-

kapittha-phalarasatayā parin. aman madhurāmlalavan. atiktakas.āyakat.utayā

vikalpate, evam ekaikagun. asamudbhavāt pradhānagun. am āśritya apradhānagun. āh.
parin. āmabhedān pravarttayanti.

40 (21)の同性質というように、そのままの状態で、足踏みのように、活動する。
41 金倉氏によると、他の展開とは、宇宙が出現するときのプラダーナの活動様式である [金倉 1984: p. 127]。
42 すなわち、マハット以下の開展である。
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「それはそうかもしれない。どうして、単一の形態のグナに対して、多数の形態が展開

するのか」という〔問い〕に対して言う。〈水の如くに転変するから〉と。なぜなら、例

えば、雨雲から離れた水は一味であるが、それぞれの大地の変異（vikāra）に到達して、

ナーリケーラ（nārikela）43、ターラ（tāla）44、ターリー（tālı̄）、ビルヴァ（bilva）45、チラ

ビルヴァ（cirabilva）、ティンドゥカ（tinduka）46、アーマラカ（āmalaka）47、プラーチー

ナーマラカ（prācı̄nāmalaka）、カピッタ樹（kapittha）48の果汁というものとして転変し、甘

い（madhura）、酸っぱい（amla）、塩辛い（lavan. a）、苦い（tikta）、渋い（kas.āya）、辛い

（kat.u）というものとして変化する。このように、個々のグナが生起してから、劣勢のグナ

が優勢のグナに依拠して、種々の転変を現す。

(27)
tad idam uktam — “pratipratigun. āśrayaviśes.āt”. ekaikagun. āśrayen. a yo viśes.as tasmād

ity arthah. .

そして、これ（次のこと）を言う、〈それぞれに対応したグナ（属性）に依拠する差別

に従って〉と。個々のグナに依拠することによって差別が〔生じる〕が、それ（差別）に

よって〔転変する〕、という意味である。
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(1)
sargakramam āha —

〔次に〕創造の過程を語る。

43 和名：ヤシ、ココヤシ、椰子、古古椰子。英語名：Coconut Palm。学名：Cocos mucifera。ヤシ科の植物。
高さ 15mの高木。果実は成熟するに連れ、中の胚乳水は少なくなり、白く固形化した胚乳層が厚くなる。
実は、飲料や料理、敷物の材料など様々な用途で使用され、また、シュリー・パラとも呼ばれ、結婚式や
めでたい儀式には祭壇に祀られる。[西岡 2002: pp. 148–151]

44 和名：パルミラヤシ、オオギヤシ、ウチワヤシ。英語名：Palmyra Palm。学名：Borassus flabelifer。ヤシ
科の植物。高さ 30mに達する高木。葉は古くから経文を記すのに用いられた。[西岡 2002: pp. 156-158]

45 和名：ベルノキ。英語名：Stone-apple。学名：Aegle marmelos。ミカン科。[西岡 2002: pp. 23–26]　 D.1
の 49偈の脚注参照。

46 和名：インドガキ。学名：Diospyros malabarica。実は食用にされる。[西岡 2002: pp. 453]
47 和名：アンマロク、菴摩勒、ユカン、マラッカノキ。英語名：Emblic Myrobalan。学名：Emblica officinalis。
トウダイグサ科。落葉性の小高木で高さ 6～7.5m。果実はアーユル・ヴェーダのトリ・パラ（三果混合薬）
の一つとして、薬用効果が高いことで知られる。[西岡 2002: pp. ]

48 和名：ナガエミカン、ゾウノリンゴ。英語名：Elephant apple、Wood apple。学名：Feronia limoninia。ミ
カン科。10mほどの中高木。実は大きく、硬い殻の表面には白い毛があり、中はピンクがかった練り物の
ような果肉が詰まっている。インドではあまり宗教的意味は見出せないが、ネパールのアナンダ・プー
ジャーでは用いられるという。[西岡 2002: pp. ]
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Kārikā
prakr.ter mahām. s tato ’haṅkāras tasmād gan. aś ca s.od. aśakah. /

tasmād api s.od. aśakāt pañcabhyah. pañca bhūtāni // SK 22

プラクリティ（根本原質）からマハットが、それからアハンカーラが、またそれから 16

の一群が〔生じる〕。さらにその 16〔の中〕の 5つのものから 5粗大元素が〔生じる〕。

(2)
“prakr.teh. ” iti. prakr.tir avyaktam. mahadahaṅkārau vaks.yamān. alaks.an. au.

〈プラクリティから〉とは。プラクリティは未顕現（avyakta）である。マハットとアハ

ンカーラの定義は後（SK 23、SK 24）で語られる。

(3)
ekādaśendriyān. i vaks.yamān. āni, tanmātrān. i ca pañca; so ’yam. s.od. aśasam. khyāparimito

gan. ah. s.od. aśakah. . tasmād api s.od. aśakād apakr.s.t.ebhyah. pañcabhyas tanmātrebhyah.
pañca bhūtāny ākāśādı̄ni.

11の感覚器官と 5微細要素は後（SK 26、SK 27）で語られる。それこそが、16の数に

限定された〈16の一群〉である。〈さらに、その 16のものから〉取り出された 5微細要

素から、虚空などの〈5粗大元素が〔生じる〕〉。

(4)
tatra śabdatanmātrād ākāśam. śabdagun. am; śabdatanmātrasahitāt sparśatanmātrād

vāyuh. śabdasparśagun. ah. , śabdasparśatanmātrasahitād rūpatanmātrāt tejah.
śabdasparśagun. am; śabdasparśarūpatanmātrasahitād rasatanmātrād49 āpah. śab-

dasparśarūparasagun. āh. ; śabdasparśarūparasatanmātrasahitād gandhatanmātrāc

chabdasparśarūparasagandhagun. ā pr.thivı̄ jāyata ity arthah. .

それらの中で、音声の微細要素から音声を性質（gun. a）とする虚空〔の粗大元素が生

じ〕、音声の微細要素を伴った接触の微細要素から音声と接触を性質（gun. a）とする風〔の

粗大元素が生じ〕、音声と接触の微細要素を伴った色の微細要素から音声と接触と色を性

質（gun. a）とする火〔の粗大元素が生じ〕、音声と接触と色の微細要素を伴った味の微細要

素から音声と接触と色と味を性質（gun. a）とする水〔の粗大元素が生じ〕、音声と接触と

色と味の微細要素を伴った香りの微細要素から音声と接触と色と味と香りを性質（gun. a）

とする地〔の粗大元素〕が生じる、という意味である。

49 Bhat.t.ācārya のテクスト [Bhat.t.ācārya 1967: p. 167] には “rūpatanmātrād” とあるが、Srinivasan に従って
[Srinivasan 1967: p. 128]、“rasatanmātrād”訂正した。
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B.7 Sām. khyatattvakaumudı̄ ad. SK 23

(1)
avyaktam. sāmānyato laks.itam — “tadviparı̄tam avyaktam” (kārikā 10) ity anena;

viśesataś ca “sattvam. laghu prakāśakam” (kārikā 13) ity anena. vyak-

tam api sāmānyato laks.itam — “hetumat” (kārikā 11) ityādinā. samprati

vivekajñānopayogitayā vyaktaviśes.am. buddhim. laks.ayati —

未顕現（avyakta）は、一般には、〈未顕現はそれ〔顕現〕と反対のものである〉（SK 10）

ということによって、定義された。また、特殊には、〈サットヴァは軽快なもの・輝くもの

である〉（SK 13）ということによって〔定義された〕。顕現（vyakta）も、一般には、〈原

因を持つものである〉（SK 10）など50ということによって、定義された。そこで今、識別

知〔を得るため〕に有用なので、〔著者は〕顕現の特殊である（＝顕現における個別なも

のの一つ）ブッディを〔次のように〕定義するのである。

Kārikā
adhyavasāyo buddhir dharmo jñānam. virāga aiśvaryam /

sāttvikam etad rūpam. tāmasam asmād viparyastam // SK 23

ブッディとは決知（統覚機能）である。ダルマ（法）と知恵と離欲と自在力、それは、

サットヴァ性の形態であり、タマス性はその反対のものである。

(2)
“adhyavasāyah. ” iti. “adhyavasāyo buddhih. ” kriyā-kriyāvator abhedavivaks.ayā. sarvo

vyavahartā ”locya matvā ’ham atrādhikr.ta ity abhimatya karttavyam etan mayety

adhyavasyati tataś ca pravartata iti lokasiddham.

〈決知〉とは。〈ブッディとは決知である〉。機能と機能を持つもの（機能の主体）との

間に、区別がないということを意図しているので。あらゆる行為者は、〔ある対象を、ま

ず目で〕知覚し、〔次にマナスで〕思惟し51、〔そしてアハンカーラで〕「私はこれに権威を

与えられている」と固執し、〔最後に、ブッディで〕「これは私によってなされるべきであ

50 SK 10において、顕現（vyakta）は、「原因を持つもの（hetumat）、恒常ではないもの（anitya）、遍在して
いないもの（avyāpin）、作用性を持つもの（sakriya）、多数のもの（aneka）、依拠するもの（āśrita）、（根
本原質の）表徴（liṅga）、部分からなるもの（sāvayava＝結合したもの）、他に従うもの（paratantra）」と
説明される。

51 対象をそのままに思い描くこと。すなわち、感覚器官で受け取った対象の情報をアハンカーラに運ぶ働き
である。



254 補遺 B Sām. khyatattvakaumudı̄抄訳

る」と決定する。そしてそれから、〔行為を〕始める。以上は世間の定説である。

(3)
tatra yo ’yam. kartavyam iti viniścayaś citisannidhānād āpannacaitanyāyā buddheh. so

’dhyavasāyah. , buddher asādhāran. o vyāpārah. , tadabhedā buddhih. . sa ca buddher

laks.an. am. samānāsamānajātı̄yavyavacchedakatvāt.

そこにおいての、この「なされるべきである」という決定は、知（cit、精神、思＝プル

シャ）と近接していることから、精神（caitanya）を獲得した〔かのごとくの〕ブッディの

決知であり、ブッディの特殊な働き（ブッディの個別機能）であり、ブッディはそれ（特

殊な働き）と区別はない52。そしてこれがブッディの定義（表徴）である。なぜなら、同

種のもの（＝アハンカーラやマナスなど）と異種のもの（＝瓶や布など）と〔ブッディ〕

を分別するものであるから。

(4)
tad evam buddhim. laks.ayitvā vivekajñānopayoginas tasyā dharmān sāttvikatāmasān

āha — “dharmo” jñānam. virāga aiśvaryam. sāttvikam etad rūpam, tāmasam

asmād viparyastam” iti.

そして、このように、ブッディを定義して、識別知〔を得るため〕に有用なものである

から、それ（ブッディ）の諸々の性質（dharma）であるサットヴァ性とタマス性を言う。

〈ダルマ（法）と知恵と離欲と自在力、それは、サットヴァ性の形態であり、タマス性は

その反対のものである。〉と。

(5)
dharmo ’bhyudayanih. śreyasahetuh. ; tatra yāgadānādyanus.t.hānajanito dharmo

’bhyudayahetuh. , as.t.āṅgayogānus.t.hānajanitaś ca nih. śreyasahetuh. .

〔その中で〕ダルマ（dharma）は、繁栄（abhyudaya）と至福（nih. śreyasa）の原因であ

る。その中で、繁栄の原因としてのダルマは、祭祀や布施などを行うことで生じるもので

ある。また、至福の原因〔としてのダルマ〕は、8部門のヨーガを行うことで生じるもの

である。

(6)
sattvapurus.ānyatākhyātir jñānam.

52 上述されたように、主体と機能に区別はないということである。
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知恵（jñāna）は、サットヴァ53とプルシャが別ものであると認識すること（anyatākhyāti、

識別知）である。

(7)
virāgo vairāgyam. rāgābhāvah. . tasya — yatamānasam. jñā, vyatirekasam. jñā

ekendriyasam. jñā, vaśı̄kārasam. jñā – iti catasrah. sam. jñāh. .

離欲（virāga）とは、離欲（vairāgya）のことであり、すなわち貪欲が生じないことであ

る。それには、(1)精進の意識（yatamānasam. jñā）、(2)区分の意識（vyatirekasam. jñā）、(3)

単一の感覚器官の意識（ekendriyasam. jñā）、(4)支配の意識（vaśı̄kārasam. jñā）という 4つ

の意識がある54。

(8)
rāgādayah. kas.āyāś cittavartinah. , tair indriyān. i yathāsvam vis.ayes.u pravartyante;

tan mā’tra pravartis.ata vis.ayes.v indriyān. ı̄ti tatparipācanāyārambhah. prayatno

yatamānasam. jñā.

(1)貪欲（rāga）などは、心（citta）に在る汚濁（kas.āya）である。それら（貪欲など）

によって、諸々の感覚器官は、それぞれの対象に対し、働かせられる。そこで、諸々の感

覚器官がこれら対象に対し働いてはならないという、その熟させる（＝終わらせる）ため

の努力、すなわち精進が、精進の意識（yatamānasam. jñā）である。

(9)
paripācane cānus.t.hı̄yamāne kecit kas.āyāh. pakvāh. paks.yante ca kecit. tatraivam.

pūrvāparı̄bhāvo sati paks.yamān. ebhyah. pakvānām. vyatireken. āvadhāran. am

vyatirekasam. jñā.

そして、熟させることにが行われれば、ある汚濁は〔たちまちに〕消滅し、また、ある

〔汚濁〕はあとで消滅する。そこにおいて、このように、前後の関係があるので、〔すでに〕

消滅した〔汚濁〕を、〔これから〕消滅する汚濁から区別することによって確認すること

が、区分の意識（vyatirekasam. jñā）である。

(10)
indriyapravr.ttyasamarthatayā pakvānām autsukyamātren. a manasi vyavasthānam

ekendriyasam. jñā.

53 ここではプラクリティのことを意味する。
54 Yogasūtra 1.15およびその註釈を参照 [本多 1978: pp. 66-67]。
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(3) 感覚器官の活動ができなくなることによって、消滅した〔汚濁〕が、単なる熱望

（autsukya）として、マナスにおいて留まることが、単一の感覚器官の意識（ekendriyasam. jñā）

である。

(11)
autsukyamātrasyāpi nivr.ttir upasthites.v api dr.s.t.ānuśravikavis.ayes.u yā sam. jñātrayāt

parācı̄nā sā vaśikārasam. jñā.

(4)知覚できるものであり、伝承に従うものである対象が近くにあっても、単なる熱望さ

えも停止すること、それが、3つの意識の後に起こるもので、支配の意識（vaśı̄kārasam. jñā）

である。

(12)
yām atra bhagavān patañjalir varn. ayāñ cakāra — “dr.s.t.ānuśravikavis.ayavitr.s.n. asya

vaśı̄kārasam. jñā vairāgyam” iti. (Yogasūtra 1.15) so’yam. buddhidharmo virāga

iti.

これについて、尊者パタンジャリは〔次のごとく〕説いた。「離欲（vairāgya）とは、知

覚できるものであり、伝承に従うものである対象への欲望から離れた者にとっての支配

の意識（vaśı̄kārasam. jñā）である」と。これこそが、離欲（virāga）というブッディの属性

（dharma）である。

(13)
aiśvaryam api buddhidharmo yato ’n. imādiprādurbhāvah. .

それにより、微細化など〔の神通力〕が現れるところの自在力（aiśvarya）もまた、ブッ

ディの属性である。

(14)
atrān. imā an. ubhāvo yatah. śilām api praviśati. laghimā — laghubhavah. , yatah.

sūryamarı̄cı̄n ālambya sūryalokam. yāti. mahimā mahato bhāvah. , yato mahān

bhavati. prāptih. — yato ’ṅgulyagren. a spr.śati candramasam. prākāmyam —

icchānabhighātah. , yato bhūmāv unmajjati nimajjati ca yathodake. vaśitvam

— yato bhūtabhautikam. vaśı̄bhavatyavaśyam. ı̄śitvam — bhūtabhautikānām.
prabhavavyūhavyayānām ı̄s.te. yatra kāmāvasāyitvam55 — satyasaṅkalpatā, yena

yathāsya saṅkalpo bhavati bhūtes.u tathaiva bhūtāni bhavanti.

55 Bhat.t.ācārya のテクストには “kāmavasāyitvam” とあるが [Bhat.t.ācārya 1967: p. 173]、Srinivasan に従い
[Srinivasan 1967: p. 130]、“kāmāvasāyitvam”に訂正した。
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この中で、(1)微細化（an. imā）とは、極微になることであり、それにより石にさえも進

入する。(2)軽化（laghimā）とは、軽くなることであり、それにより、太陽光線を掴み、太

陽界に至る。(3)大化（mahimā）とは、大きな状態であり、それにより、大きくなる。(4)

獲得（prāpti）とは、それにより、指先で月に触れることである。(5)意欲自在（prākāmya）

とは、意志が妨害されないことであり、それにより、水においてのごとくに、地面に現れ

たり、潜ったりできる。(6)支配（vaśitva）とは、それにより、存在物と〔それから〕生ま

れたものを確実に支配することである。(7)統御（iśitva）とは、存在物と〔それから〕生

まれたものの生成・配置・帰滅を統御する。(8)望み通りの決定（kāmāvasāyitva、欲望の

抑制）とは、真実〔を実現させる〕意志であり、それにより、ある人が存在物に対し意志

があるならば、まさに存在物がその通りに成ることである56。

(15)
anyes.ām. manus.yān. ām. niścayāh. niścetavyam anuvidhı̄yante, yoginas tu niścetavyāh.

padārthāh. niścayam — iti catvārah. sāttvikā buddhidharmāh. .

他の人間たちにおいては、認識〔する主体〕が認識されるべきものに統制される。しか

し、ヨーガ行者にとっては、認識されべきものの範疇が認識〔する主体〕に統制される。

以上が、4つのサットヴァ性のブッディの属性（dharma）である。

(16)
tāmasās tu tadviparı̄tā buddhidharmāh. . adharmājñānāvairāgyānaisvaryābhidhānāś

catvāra ity arthah. .

しかし、それと反対のタマス性のブッディの属性（dharma）がある。アダルマ、無知、

非離欲、非自在力と呼ばれる 4つという意味である。

B.8 Sām. khyatattvakaumudı̄ ad. SK 24

(1)
ahaṅkārasya laks.an. am āha —

アハンカーラの定義を〔次のように〕言う

Kārikā

56 ヨーガにおいて説かれる 8 種の神通力である。『ヨーガ・スートラ』3.45 に対するヴィヤーサの註
（[Nārāyan. amiśra 1971: p. 371]、[本多 1978: p. 206]）にほぼ同じものがあげられる。



258 補遺 B Sām. khyatattvakaumudı̄抄訳

abhimāno ’haṅkāras tasmād dvividhah. pravartate57 sargah. /

ekādaśakaś ca gan. as tānmātrah. pañcakaś caiva58 // SK 24

アハンカーラとは自己の意識（abhimāna）である。それから 2種の創造が起こる。そし

て〔それは〕11種の一群と 5種の微細要素に関するもののみである。

(2)
“abhimānah. ” iti. abhimāno ’haṅkārah. , yat khalv ālocitam. matam. ca tatra

‘aham adhikr.tah. ’, ‘śaktah. khalv aham atra’ ‘madarthā evāmı̄ viśayāh. ’

‘matto nānyo ’trādhikr.tah. kaścid asti’ ‘ato ’ham asmi’ iti yo ’bhimānah. so

’sādhāran. avyāpāratvād ahaṅkārah. .

〈自己の意識〉とは。アハンカーラは自己の意識である。実に、〔感覚器官で〕知覚し、

そして〔マナスで〕思惟したもの、それに対して、「私は権威を与えられている」、「実に、

私はこれに対して能力がある」、「これらの〔感覚器官の〕対象は私のためのみにある」、

「私より他には誰もこれに関して権限を与えられていない」、「それ故、私である」という

自己の意識は、独自（＝個々人にとって別々）の機能であることから、それがアハンカー

ラ（自我意識）である。

(3)
tam upajı̄vya hi buddhir adhyavasyati ‘kartavyam etan mayā’ iti niścayam. karoti.

実に、それに依拠してブッディは決定する、〔すなわち〕「これは私によってなされなけ

ればならない」という確定を行うのである。

(4)
tasya kāryabhedam āha — “tasmād dvividhah. pravartate sargah. ” iti. prakāradvayam

āha — “ekādaśakaś ca gan. ah. ” indriyāhvah. , tānmātrah. pañcakaś ca.

それ（アハンカーラ）にとっての結果の区別を言う、〈それから 2 種の創造が起こる〉

と。〔そしてその〕2種類の創造を言う、〈そして 11種の一群〉すなわち感覚器官（indriya）

と呼ばれるものと 5種の微細要素に関するものである。

(5)
evam. dvividha eva sargo ’haṅkārāt, na tv anya iti ‘eva’-kāren. āvadhārayati.

57 煩瑣であるため “pravarttate”を訂正した。
58 Bhat.t.ācārya は次のように説明する。「“tanmātrapañcakaś caiva” という読みでは韻律の齟齬が生じる。

“tanmātrah. pañcakaś caiva”とある者たちは読んでいる」（“‘tanmātrapañcakaś caiva’ iti pāt.he chandobhaṅgo
jāyate. ‘tanmātrah. pañcakaś caiva’ iti kecana pat.hanti.” [Bhat.t.ācārya 1967: p. 178]）という。
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このように、2種のみがアハンカーラからの創造であり、しかも、他に〔創造は〕ない

ということが、“eva”という言葉によって確定する。

B.9 Sām. khyatattvakaumudı̄ ad. SK 25

(1)
syād etat — ahaṅkārād ekarūpāt59 katham. jad. aprakāśakau gan. au vilaks.an. au bhavata

ity ata āha —

「それはそうかもしれない。〔しかし、〕どうして、アハンカーラという 1種から、生命

のないもの（jad. a ＝ 5 tanmātrān. i）60と輝くもの（prakāśaka ＝ 11 indriyān. i）61という特徴

が異なる 2種の一群が生じるのか」という〔問い〕に対して、〔次のように〕言う。

Kārikā
sāttvika ekādaśakah. pravartate vaikr.tād ahaṅkārāt /

bhūtādes tānmātrah. 62 sa tāmasas taijasād ubhayam // SK 25

「ヴァイクリタ・アハンカーラ」（vaikr.ta-ahaṅkāra）から、サットヴァ性の 11から成る

ものが開展する。「ブーターディ〔・アハンカーラ〕」（bhūtādi-ahaṅkāra）から、タマス性

の微細要素が〔開展する〕。「タイジャサ〔・アハンカーラ〕」（taijasa-ahaṅkāra）から、両

者が〔開展する〕63。

(2)
“sāttvikah. ” iti. prakāśalāghavābhyām ekādaśaka indriyagan. ah. sāttviko vaikr.tāt

59 Jhāのテクストでは、“ahaṅkārād ekarūpāt kāran. āt”となっている [Jha 2004: p. 97]。
60 金倉氏は、“jad. a”を「非情」あるいは「昧鈍」と訳している [金倉 1984: p. 157]。
61 光照、すなわち認識を生じさせる感官ということである [金倉 1984: p. 157]。
62 Bhat.t.ācāryaは、「“tanmātrah. ”と、多くの集積において、読まれる。註釈書で、読みの探究は、詳細になさ
れている。」（“‘tanmātrah. ’ iti bahus.u sam. skaran. es.u pat.hyate. vyākhyāyām. pāt.hasamı̄ks.ā vistaren. a kr.tā.”）と
説明している [Bhat.t.ācārya 1967: p. 181]。

63 Jha は Gaud. apāda に基づいて次のように説明している。「(a)“vaikr.ta”、(b)“bhūtādi”、(c)“taijasa” は、純
粋に、アハンカーラ（I-principle）の 3つの形態、あるいは状態にあてはめられたテクニカルタームとし
ての名前である。アハンカーラが、サットヴァの属性によって支配されたとき “vaikr.ta”と呼ばれ、タマ
スの属性によって支配されたとき “bhūtādi”と呼ばれ、ラジャスの属性によって支配されたとき “taijasa”
と呼ばれる。これらは、単なる専門用語にすぎず、何も意味していない」[Jha 2004: p. 98]という。金倉
氏は “vaikr.ta”を「変異した我慢」、“bhūtādi”を「元素の初めと称する我慢」、“taijasa”を「炎熾と称する
我慢」と訳し [金倉 1984: p. 157]、服部氏はそれぞれ「変化した自我意識」、「元素のもととなった自我意
識」、「激質的な自我意識」と訳している [服部 1979: p. 198]。
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sāttvikād64 ahaṅkārāt pravartate. bhūtādes tv ahaṅkārāt tāmasāt tānmātro65 gan. ah.
pravartate. kasmāt? yatah. ‘sa tāmasah. .’ etad uktam bhavati — yady apy eko

’haṅkāras tathāpi gun. abhedodbhavābhibhavābhyām. bhinnam. kāryam. karotı̄ti.

〈サットヴァ性〉とは。光照と軽さ（の性質をもつもの）であるから、11 から成る感

覚器官の一群は、サットヴァ性であり、ヴァイクリタというサットヴァ性のアハンカーラ

から開展する。また、ブーターディというタマス性のアハンカーラから微細要素の一群が

開展する。何故か。〈それはタマス性である〉ということから〔判断される〕。これは〔次

の如く〕言われている。「アハンカーラは一つであるけれども、それにもかかわらず、〔3

種の〕グナの区別ある優勢（生起）と劣勢（圧伏）によって66区別された結果になる」と

いう。

(3)
nanu yadi sattvatamobhyām eva sarvam. kāryam. janyate, tadā kr.tam akiñcitkaren. a ra-

jasety ata āha — “taijasād ubhayam” iti. taijasād rājasād ubhayam. gan. advayam.
bhavati.

「もし、サットヴァとタマスのみから、あらゆる結果が生まれるというならば、その時、

何の働きもなさないラジャスが何の役にも立たないのではないか。」という〔問い〕に対し

て、答える。〈タイジャサ〔・アハンカーラ〕から両者が生じる〉と。つまり、タイジャサ

というラジャス性〔のアハンカーラ〕から、両方すなわち 2種類の一群が生じるのである。

(4)
yady api rajaso na kāryāntaram asti tathāpi sattvataması̄ svayam akriye samarthe api

na svasvakāryam. kurutah. , rajas tu calatayā te yadā cālayati tadā svasvakāryam.
kuruta iti.

ラジャスには、別の結果がないとしても、それにもかかわらず、サットヴァとタマスそ

れ自体は、無活動であるので、能力があるとしても、それぞれの結果をつくらない。しか

しながら、ラジャスは、活動性によって、それら 2つを活動させるとき、そのとき〔サッ

トヴァとタマスは〕それぞれの結果をつくるという。

64 Jhāのテクストでは “sāttvikād”を欠いている [Jha 2004: p. 98]。
65 Bhat.t.ācāryaは「“tanmātro gan. a”と一般的に読まれているが、これは誤った読みである」（“tanmātro gan. a

iti prāyen. a pat.hyate; apapāt.ho ’yam.”）とし、“tanmātro”を “tānmātro”に訂正している [Bhat.t.ācārya 1967:
p. 182]。Jhaは “tanmātro”とし [Jha 2004: p. 98]、Srinivasanも同様である [Srinivasan 1967: p. 132]。こ
こでは Bhat.t.ācāryaに従った。

66 Jhaは “by reason of the domination or suppression of one or other of these Attributes”と訳し [Jha 2004: p.
98]、金倉氏は「特殊の徳の出現と圧伏とによって」と訳す [金倉 1984: p. 158]。
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(5)
tadubhayasminn api kārye sattvatamasoh. kriyotpādanadvāren. āsti rajasah. kāran. atvam

iti na vyartham. raja iti.

また、その両者の結果において、サットヴァとタマスの作用が生み出されることから、

ラジャスが原因となっているので、ラジャスが不必要であるというわけではないという。

B.10 Sām. khyatattvakaumudı̄ ad. SK 26

(1)
sāttvikam ekādaśakam ākhyātum. bāhyendriyadaśakam. tāvad āha —

サットヴァ性の 11種を説明するために、まず、外的感覚器官（bāhyendriya）の 10種

を説く。

Kārikā
buddhı̄ndriyān. i caks.uh. śrotraghrān. arasanatvagākhyāni /

vākpān. ipādapāyūpasthān karmendriyān. y āhuh. // SK 26

知覚器官（buddhı̄ndriyān. i）とは、目（caks.us）、耳（śrotra）、鼻（ghrān. a）、舌（rasana）、

皮膚（tvac）と名づけられるものである。発声器官（vāc）、手（pān. i）、足（pāda）、肛門

（pāyu）、生殖器（upastha）を、行為器官（karmendriyān. i）と言う。

(2)
“buddhı̄ndriyān. i” iti. sāttvikāhaṅkāropādānakatvam indriyatvam. tac ca dvividham —

buddhı̄ndriyam. karmendriyam. ca.

〈知覚器官〉とは67。つまり、サットヴァ性のアハンカーラを原因とするものが、感覚器

官（indriya）というものである。そして、それは 2種類である。知覚器官（buddhı̄ndriya）

と行為器官（karmendriya）とである。

(3)
ubhayam apy etad indrasyātmanaś cihnatvād indriyam ucyate. tāni ca svasam. jñābhiś

caks.urādibhir uktāni.

67 Jhaは、「“im. ”は諸々の対象のことである。それらに対して向かうというので、“indriya”という語源解釈
が、ある者たちによってなされている。」（“‘im. ’ vis.ayāh. , tān prati dravantı̄ti ‘indriya’ śabdavyutpattih. kaiścit
kriyate” [Jha 2004: p. 100]）と説明する。おそらく通俗的語源解釈と思われる。
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また、この両者は、インドラとしてのアートマン（＝プルシャ）の表徴性から、感覚器

官（indriya）と言われる。そして、それらは〔偈において〕、それぞれの名称である「目」

等として言われたのである。

(4)
tatra rūpagrahan. aliṅgam. caks.uh. , śabdagrahan. aliṅgam. śrotram, gandhagrahan. a-

liṅgam. ghrān. am, rasagrahan. aliṅgam. rasanam, sparśagrahan. aliṅgam. tvak — iti

jñānendriyān. ām. sam. jñāh. .68

この中で、色（rūpa）の把握を特徴とするのが目（caks.us）であり、音声（śabda）の把握

を特徴とするのが耳（śrotra）であり、香り（gandha）の把握を特徴とするのが鼻（ghrān. a）

であり、味（rasa）の把握を特徴とするのが舌（rasana）であり、接触（sparśa）の把握を

特徴とするのが皮膚（tvac）である。以上が、諸々の知覚器官（jñānendriyān. i）の名称で

ある。

(5)
evam. vāgādı̄nām. kāryam. vaks.yati (kārikā 28).

同様に、言葉など〔行為器官〕の作用は、後（SK 28）で語る。

68 Bhat.t.ācāryaは「“iti sam. jñā”とある所では読んでいる。」（“‘iti sam. jñā’ iti kvacid eva pat.hyate.” [Bhat.t.ācārya
1967: p. 189]）と説明している。
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補遺 C

Ahirbudhnyasam. hitā 第 7章訳註

C.1 Ahirbudhnyasam. hitā 第 7章「不浄なる創造説」1–43ab

prakr.tipurus.akālānām. samas. t.ih.
【プラクリティ、プルシャ、カーラの集合】

Ahirbudhnyah. —

アヒルブドニヤは〔語った〕。

1
anyūnānatiriktam. yad gun. asāmyam. tamomayam /

tat sām. khyair jagato mūlam. prakr.tiś ceti kathyate // AhS 7.1

過不足のないグナの均衡は、タマスで覆われた（タマスから成る）ものである。それは、

サーンキヤの論師たちによって、世界の根本すなわちプラクリティと呼ばれる。

2
kramāvatı̄rn. o yas tatra caturmanuyugah. pumān /

samas.t.ih. purus.o yonih. sa kūt.astha itı̄ryate // AhS 7.2

プンス（精神原理）は、4組のマヌ（＝ 8人のマヌたち）として、そこにおいて段階的に

降下する。それは、総体（集合体）1、プルシャ、ヨーニ2、頂点に存在するものと言われる。

3
yat tat kālamayam. tattvam. jagatah. sam. prakālanam/

1 “the aggregate [of the manus]”[Matsubara 1994: p. 229]
2 ジーヴァのヨーニである [Matsubara 1994: p. 236]。
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sa tayoh. kāryam āsthāya sam. yojakavibhājakah. // AhS 7.3

世界の作動者であるかのカーラ（時間）から成る原理は、2 者（プルシャとプラクリ

ティ）に結果をもたらし、結合させたり分断させたりするものである。3。

bhagavatsam. kalpacoditāt tritayād asmāt mahadādyutpattih.
【バガヴァットの意欲に駆り立てられたこの 3 つ組みからマハットなどが展開する

こと】

4
mr.tpin.d. ı̄bhūtam etat tu kālāditritayam. mune /

vis.n. oh. sudarśanenaiva svasvakāryapracoditam // AhS 7.4

聖者よ。しかしながら、この時間などの 3組（プルシャ、プラクリティ、カーラ）は、

土塊の〔ような〕状態であって、ヴィシュヌの円盤（sudarśana）によってのみ、それぞれ

の結果に向かわせられる。

5ab
mahadādipr.thivyantatattvavargopapādakam / AhS 7.5ab

〔これより〕マハットから地までの原理の一群が生み出される。

prakr.tih. svarūpatah. svabhāvataś ca parin. āminı̄

【プラクリティが本性上、また自己の性質として展開すること】

5cd
payomr.dādivat tatra prakr.tih. parin. āminı̄ // AhS 7.5cd

ミルク4や粘土などのように、それら 3つの中で、プラクリティが展開するものである。

purus.ah. svarūpato ’parin. āmı̄

【プルシャが本性上展開しないこと】

3 松原氏は “The principle Time, the great impeller of the world, is the agent uniting and separating the two
(i.e., Purus.a and Prakr.ti, in the evolution and dissolution, respectively), influencing their effects”と訳してい
る。[Matsubara 1994: p. 229]

4 松原氏は SK 16を参照して、“water”と訳している [Matsubara 1994: p. 230]。しかし、その箇所で説かれ
る「水」は “payas”ではなく “salila”である。Shraderが「ミルクや粘土がそれぞれヨーグルトや壺など
に変化するように、プラクリティは転変する」[Schrader 1916: p. 79]と解釈しているようにミルクの方が
妥当と思われる。
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6ab
pumān aparin. āmı̄ san sam. nidhānena kāran. am / AhS 7.6ab

プンス（男＝精神原理）は展開しないものであり、有（存在＝プラクリティ）に近接し

ていることによって、原因となる。

kālasya prakr.tipurus.apācakatvam

【カーラとはプラクリティとプルシャの料理人であること】

6cd
kālah. pacati tattve dve prakr.tim. purus.am. ca ha // AhS 7.6cd

カーラ（時間）は、プラクリティとプルシャという 2つの原理を料理する（食べる、消

化する）5。

prakr.ter mahattattvotpattih.
【プラクリティからのマハット原理の出現】

7–8ab
purus.ādhis.t.hitāt tasmād vis.n. usam. kalpacoditāt /

kālena kalitāc caiva gun. asāmyān mahāmune // AhS 7.7

mahān nāma mahattattvam avyaktād uditam. mune / AhS 7.8ab

偉大なる聖者よ。かのプルシャの支配により、ヴィシュヌの意欲に駆り立てられること

により、そして、実に、時間によって強いられることにより、グナが均衡している未顕現

（avyakta）から、マハットという名前の大なる原理が、生まれた。聖者よ。

mahattattvaparyāyāh.
【マハット原理の異名】

8cd–9ab
vidyā gaury avanı̄ brāhmı̄ vadhūr vr.ddhir matir madhuh. // AhS 7.8cd

akhyātir ı̄śvarah. prājñety ete tadvācakā mune / AhS 7.9ab

5 “pacati”は「料理する」と「食べる」両方の意味がある。「料理する」という意味で取った場合、時間は展
開へと導く原理と考えることができる。しかし、時間の性質を考えれば「食べる」という表現も妥当であ
ろう。あるいは、展開のときには 2 つの原理を料理し、還滅のときにはその 2 つを食べるという両義を
表しているのかもしれない。この “kārah. pacati”は『マハーバーラタ』でよく見られる表現である（Mbh.
1.1.188; 12.217.39; 12.220.84; 12.231.25; 12.309.90; 17.1.3.など）。
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ヴィディヤー（知識）、ガウリー（色白の女性＝パールヴァティー）、アヴァニー（大

地）6、ブラーフミー（ブラフマーの神妃）、ヴァドゥー（花嫁）、ヴリッディ（生起）、マ

ティ（思考力）、マドゥ（蜜）、アキヤーティ（不定のもの）7、イーシュヴァラ（主宰神）、

プラージュニャー（聡明なるもの）というこれらがそれ（マハット）を示す言葉である8。

聖者よ。

mahatas traividhyam

【マハットの 3種類】

9cd
kālo buddhis tathā prān. a iti tredhā sa gı̄yate // AhS 7.9cd

カーラ（時間）9、ブッディ（統覚器官）およびプラーナ（気息）がその 3種類であると

説明される。

10–11ab
tamah. sattvarajobhedāt tattadunmes.asam. jñayā /

kālas trut.ilavādyātmā buddhir adhyavasāyinı̄ // AhS 7.10

prān. ah. prayatanākāra ity etā mahato bhidāh. / AhS 7.11ab

タマス、サットヴァ、ラジャスの区別により、それぞれ開眼（＝覚醒）の〔仕方の〕名

称として、カーラはトルティやラヴァなど〔の時間単位〕を本質とするものとなり、ブッ

ディは決定するものとなる。〔また、〕プラーナは活動という形態となる。以上、これらが

マハットの分類である。

6 Schraderは、“go（cow）”と “avanı̄（earth）”としている [Schrader 1916: p. 80]。しかし、“go”は文法的に
おかしく、松原氏も誤りであると指摘している [Matsubara 1994: p. 236]。一方、Malaviyaのヒンディー
語訳では、“gaur”と “yavanı̄”としていて [Malaviya 2007: p. 63]、「牛」と訳しているところは Schrader
と同じであるが、“yavanı̄”はギリシャ人という意味で、不適当である。ここでは松原氏に従って “gaurı̄”
と “avanı̄”とした。

7 “akhyāti” について、Sanskrit-English Dictionary では、Apte は “infamy”“ill-repute”、Monier は “in-
famy”“bad repute”“disgrace” と説明しているが、これら「悪い評判」という意味はここでは相応しく
ない。Śabdakalpadruma（Reprint, Dillı̄: Nāg Pabliśars, 1987）には “akhyātah. ” という項目が立てられ、
“apratis.t.itah. ”が同義語として引かれている。さらに、Shraderはこの語を “non-discrimination in dreamless”
と説明している [Schrader 1916: p. 84]。

8 Shrader は、マハットの同義語について分析し、『チャーンドギヤ・ウパニシャッド』に見られるマハッ
ト＝プラーナという同一視がマハットという名前の起源であると論じている。[Schrader 1916: pp. 84–85]

9 ここで説かれているカーラは、3つの根源の一つとして説かれているもの（AhS 7.3）よりも低次である
と考えられる。ここでのカーラ、すなわちマハットのタマス性としてのカーラは具体的な時間であるが、
3つの根源としてのカーラは創造原理で、展開しないものである。[Schrader 1916: p. 81]
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tatra sāttvikasya cāturvidhyam

【それらの中でのサットヴァ性の 4種類】

11cd–12ab
dharmo jñānam. virāgaś cāpy aiśvaryam iti sam. jñayā // AhS 7.11cd

mahatah. sāttvikam. rūpam. caturdhā pravibhajyate / AhS 7.12ab

そしてまた、ダルマ（法）、知、離欲、自在力という名称として、マハットのサットヴァ

性の形態は、4種に分けられる。

tāmasasyāpi cāturvidhyam

【タマス性のものも 4種類】

12cd
adharmājñānāvairāgyam anaiśvaryam. ca tāmasam // AhS 7.12cd

〔それとは反対に〕アダルマ（非法）、無知、不離欲、そして非自在力がタマス性のもの

である。

mahattattve manūnām avasthitih.
【マハット原理におけるマヌたちの存在】

13
vidyāyā udare ’s.t.au te sudarśanasamı̄ritāh. /

manavo garbhatām. yānti sarvajñāh. sarvadarśinah. // AhS 7.13

ヴィディヤー（＝マハット）の内部において、〔ヴィシュヌの〕円盤（sudarśana）に促

されて、全てを知り、全てを理解する 8人のマヌたちが、〔ヴィディヤーの〕胎児の状態

になる10。

tatra buddhyutpattih.
【それらの中でのブッディの出現】

14
bodhanam. nāma vaidyam. tad indriyam. tes.u jāyate /

10 胎児の状態になるというのは器官や性質などを獲得することであり、ここではマハットの器官や性質を備
えたことを意味している。
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yenārthān adhyavasyeyuh. sadasatpravibhāginah. // AhS 7.14

彼ら（マヌたち）の中に、ボーダナ（覚）11と呼ばれるヴィディヤー（＝マハット）に属

するもの、すなわちインドリヤ（器官）が生まれる。それ（知識）によって、良い悪いの

分類をする人たち（＝マヌたち）は、諸々の対象を決定する。

mahato ’ham. kārotpattih.
【マハットからアハンカーラの出現】

15
vidyāyā udare tatrāham. kr.tir nāma jāyate /

sam. kalpāc coditā vis.n. oś coditāyāh. sudarśanāt // AhS 7.15

そのヴィディヤー（＝マハット）12の内部に、自己の概念（aham. kr.ti）というものが生ま

れる。そして、〔それは〕ヴィシュヌの意欲から、〔ヴィシュヌの〕円盤（sudarśana）に駆

り立てられことにより、生まれるものである。

aham. kāraparyāyāh.
【アハンカーラの異名】

16
aham. kāro ’bhimānaś ca prajāpatir aham. kr.tih. /

abhimantā ca boddhā cety asyāh. paryāyavācakāh. // AhS 7.16

自己の概念（aham. kr.ti）は、アハンカーラ（aham. kāra、自我意識）であり、自己の意識

（abhimāna）であり、プラジャーパティ（prajāpati）13である。また、あらゆる事を自己に

帰するもの（abhimantr.）14であり、認識するもの（boddhr.）である。以上が、この〔アハ

ンクリティ〕の異名である。

aham. kārasya traividyam

【アハンカーラの 3種類】

17
tasya vaikārikam. nāma rūpam. sāttvikam ucyate /

11 個人にそなわる器官としてのブッディである。[Matsubara 1994: p. 236]
12 ヴィディヤーはマハットの異名である。AhS 7. 8cd
13 MBh 12.291.20にアハンカーラとプラジャーパティと同一視している説が見られる。
14 ここで説かれる “abhimāna”や “abhimantr.”は、我慢とも訳されるように、自己に執着する概念である。
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taijasam. rājasam. rūpam. bhūtādir nāma tāmasam // AhS 7.17

それ（アハンクリティ）にとって、ヴァイカーリカという形態が、サットヴァ性と言わ

れる。タイジャサがラジャス性の形態であり、ブーターディという〔形態〕がタマス性と

言われている。

aham. kārasya rūpabhedāh.
【アハンカーラの多様なる形態】

18
kāmah. krodhaś ca lobhaś ca mānaś cāvamatis tr.s.ā /

ity aham. kr.tirūpān. i darśitāni mune tava // AhS 7.18

愛欲と怒りと貪欲と自尊心、侮蔑、渇望。以上が、あなたが示したアハンクリティ（自

己の概念）のそれぞれの形態である。聖者よ。

aham. kāre manūnām avasthitih.
【アハンカーラにおけるマヌたちの存在】

19
nānāvibhavayuktāyām utpannāyām aham. kr.tau /

tadantargarbham āyāti manūnām. taccaturyugam // AhS 7.19

アハンクリティ（自己の概念）がそれぞれに遍在するものに結びつき生み出された時、

4組のマヌたち（＝ 8人のマヌたち）は、その（アハンクリティの）胎児になる。

aham. kārāt mana utpattih.
【アハンカーラからマナスの出現】

20
sudarśaneritam. vis.n. or āham. kārikam indriyam /

mano nāma manūnām. taj jāyate cintanātmakam // AhS 7.20

ヴィシュヌの円盤（sudarśana）に促されて、アハンカーラに属するインドリヤであり、

思考を本質とする、マナスと呼ばれるものが、マヌたちに生まれる。

21ab
manasvı̄ buddhimām. ś cāpi garbho manumayas tathā / AhS 7.21ab
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そして、マヌから成る胎児は、ブッディ同様に、マナスを所有する〔ようになる〕。

bhūtādeh. śabdatanmātrotpattih.
【ブーターディから音声の微細要素の出現】

21cd
bhūtādeh. śabdatanmātram. tāmasād atha jāyate / AhS 7.21cd

次に、タマス性のブーターディ〔・アハンカーラ〕から、音声の微細要素が生まれる。

tasmād ākāśotpattih.
【それから虚空の出現】

22ab
viyac ca śabdatanmātrāj jāyate śabdalaks.anam / AhS 7.22ab

音声の微細要素から、音声の表徴である〔粗大元素の一つ〕虚空（viyat＝ ākāśa）が生

まれる。

ākāśasya gun.akarman. ı̄

【虚空の性質としての活動】

22cd
śabdaikagun. am ākāśam avakāśapradāyi ca // AhS 7.22cd

虚空（ākāśa＝ viyat）は、音声ただ一つをグナ（属性）とするものであり、空間を与え

るものである15。

ākāśe manūnām. sthitih.
【虚空の中におけるマヌたちの存在】

23
tadantargarbhatām. yānti vis.n. usam. kalpacoditāh. /

manavo ’s.t.au mahābuddhe tadā vaikārikāt punah. // AhS 7.23

15 すなわち、いろいろなものに存在場所としての空間を作り出すということ。
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8人のマヌたちは、ヴィシュヌの意欲に駆り立てられて、その（虚空の）胎児の状態に

なる16。偉大なる覚者よ。その次に、ヴァイカーリカ〔・アハンカーラ〕から〔、以下の

ものが生まれる〕。

śrotravācor utpattih.
【耳と発声器官の出現】

24
śrotram. vāg iti vijñānakarmendriyayugam. mune /

samı̄ks.ayaiva devasya manus.u pratijāyate // AhS 7.24

聖者よ。耳（聴覚器官）と発声器官という、一組の知覚および行為器官が、神の熟慮

（＝ヴィシュヌの意欲）によってのみ、マヌたちの中に生まれる。

manūnām. tadvaiśis. t.yam

【マヌたちにとってのその特殊性】

25ab
śrotravān atha vāgmı̄ ca garbho manumayas tathā / AhS 7.25ab

さらに、マヌから成る胎児は、〔今までと〕同様に、耳（聴覚器官）を持ち、発声器官を

所有する。

atha sparśatanmātrotpattih.
【次に、接触の微細要素の出現】

25cd
sudarśaneritād vis.n. or bhūtādeh. sparśamātrakam // AhS 7.25cd

ヴィシュヌの円盤（sudarśana）に促されることにより、ブーターディ〔・アハンカーラ〕

から、接触の〔微細〕要素を持つものが〔生まれる〕。

tasmād vāyūtpattih.
【そこからの風の出現】

26ab
jāyate sparśavān vāyus tasmād api ca jāyate / AhS 7.26ab

16 虚空性を獲得するということである。以降、粗大元素それぞれの性質を獲得していく。
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〔接触の微細要素が〕生まれ、そして、また、それ（接触の微細要素）から、接触〔の

性質〕を持つ〔粗大元素である〕風が生まれる。

vāyoh. kriyābhedāh.
【風の作用の区別】

26cd
śos.an. am. preran. am. ces.t.ā vyūhanam. ca samūhanam // AhS 7.26cd

kriyābheda ime tasmāj jāyante vāyuto mune / AhS 7.27ab

乾燥（śos.an. a）、促進（preran. a）、運動（ces.t.ā）、分散（vyūhana）、そして集合（samūhana）、

これら作用の区別がその風から生まれる。聖者よ。

tvakpān. yor utpattih.
【皮膚と手の出現】

27cd
vaikārikād aham. kārāt tvakpān. idvitayam. mune // AhS 7.27cd

jñānakarmendriyadvandvam. sam. kalpāt tasya jāyate / AhS 7.28ab

ヴァイカーリカ・アハンカーラから、皮膚（触覚器官）と手の 2つが〔生まれる〕。聖

者よ。〔これら〕一対の知覚および行為器官は、彼（ヴィシュヌ）の意欲から生まれる。

vāyau manūnām. sthitih.
【風におけるマヌたちの存在】

28cd
tadantargarbhatām. yāti tadā manumayah. pumān // AhS 7.28cd

その時、マヌ〔たち〕から成るプンス（精神原理）は、その（風の）胎児となる。

tes. ām tvakpān. ivaiśis. t.yam

【彼らにとっての皮膚と手の特殊性】

29
ces.t.amānas tadā garbho vis.n. usam. kalpacoditah. /

tvakpān. idvayavān āsı̄t sparśādānādisiddhye // AhS 7.29
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その時、活動している胎児は、ヴィシュヌの意欲に駆り立てられて、触れたり〔手に〕

取ることなどを成就するために、皮膚（触覚器官）と手の 2つを所有するものとなった。

rūpatanmātratejasor utpattih.
【色の微細要素と火の出現】

30
tāmasād atha bhūtādeh. sudarśanasamı̄ritāt /

jāyate rūpamātram. tu jyotis tasmāc ca rūpavat // AhS 7.30

次に、〔ヴィシュヌの〕円盤（sudarśana）に促されることにより、タマス性のブーター

ディ〔・アハンカーラ〕から、色の〔微細〕要素が生まれ、そして、それ（色の微細要素）

から色の〔性質〕を所有する〔粗大元素である〕火（jyotis＝ tejas）が〔生まれる〕。

tejasah. kriyābhedāh.
【火の作用の区別】

31
rūpam. vyaktis tathā pākah. kāntir dı̄ptir itı̄dr.śāh. /

jāyante taijasā bhedā bhedād vaikārikāt tathā // AhS 7.31

形態、可視性、消化（成熟）、および光沢、光輝という、このような火に属する区別が生

まれる。〔そして〕ヴァイカーリカに区別される〔アハンカーラ〕から、次のように〔生

まれる〕。

caks.uh.pādayor utpattih.
【目と足の出現】

32ab
sudarśaneritāj jātam. caks.uh. pādayugam. mune / AhS 7.32ab

〔ヴィシュヌの〕円盤（sudarśana）に促されることにより、一組の目（視覚器官）と足

が生まれる。聖者よ。

tejasi manūnām. sthitih.
【火におけるマヌたちの存在】

32cd
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tadantargarbhatām. yānti te sudarśanacoditāh. // AhS 7.32cd

〔ヴィシュヌの〕円盤（sudarśana）に促されて、彼ら（マヌたち）はその〔火の〕胎児

となる。

tes. ām. caks.uh.pādavaiśis. t.yam

【彼らにとっての目と足の特殊性】

33
manavo rūpavantas te kāntidı̄ptyādiśālinah. /

caks.us.mantah. pādavanto vı̄ks.an. āt.anayoginah. // AhS 7.33

彼ら〔8人の〕マヌたちは、色〔の性質〕を持ち、光沢、光輝など〔の性質〕を所持し、

目（視覚器官）を所有し、足を持ち、見ることと歩き回ること〔の性質〕を備えている。

rasatanmātrāmbhasor utpattih.
【味の微細要素と水の出現】

34
tāmasād atha bhūtāder vis.n. or ı̄ks.āniyojitāt /

jāyate rasamātram. tu jāyante ’mbhām. si vai tatah. // AhS 7.34

次に、ヴィシュヌの熟慮（＝意欲）に促されることにより、タマス性のブーターディ〔・

アハンカーラ〕から、味の〔微細〕要素が生まれ、さらにそれ（味の微細要素）から、ま

さに〔粗大元素である〕水が生まれる。

tatkriyābhedāh.
【その作用の区別】

35ab
jāyante ’tha gun. ās tes.ām. rasasnehadravādayah. /35ab

次に、彼らにとって、味性、粘着性、流動性などの諸々のグナが生じる。

rasanopasthendriyotpattih.
【舌と生殖の器官の出現】

35cd–36ab
atha vaikārikāt tasmād vis.n. usam. kalpacoditāt // AhS 7.35cd
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rasanopastham ity etaj jāyate dr.kkriyātmakam / AhS 7.36ab

次に、ヴィシュヌの意欲に駆り立てられることにより、そのヴァイカーリカ〔・アハン

カーラ〕から、舌（味覚器官）と生殖器官というこの認識と作用の性質が生まれる。

apsu manūnām. sthitih.
【水におけるマヌたちの存在】

36cd–37ab
tadantargarbhatām. yānti vis.n. usam. kalpacoditāh. // AhS 7.36cd

manavas te mahābuddhe vis.n.ukarmādhikārin. ah. / AhS 7.37ab

ヴィシュヌの意欲に駆り立てられて、ヴィシュヌのカルマ（業）の所有者である彼ら〔8

人の〕マヌたちは、その（水の）胎児となる。偉大なる覚者よ。

tes. ām. rasanopasthavaiśis. t.yam

【彼らにとっての舌と生殖器官の特殊性】

37cd–38ab
sarasāh. snehavantaś ca rudhirādidravānvitāh. // AhS 7.37cd

jāyante rasanāvantah. pum. strı̄vyañjanabheditāh. / AhS 7.38ab

味性を伴うもの、粘着性を持つもの、そして血などの流動性を所持するもの、舌（味覚

器官）を持つもの、男女を分けるもの17が生まれる。

gandhatanmātramahyor utpattih.
【香りの微細要素と地の出現】

38cd–39ab
sudarśaneritāt tasmād bhūtādes tadanantaram // AhS 7.38cd

jāyate gandhatanmātram. tasmād gandhavatı̄ mahı̄ / AhS 7.39ab

かの〔ヴィシュヌの〕円盤（sudarśana）に促されることにより、すぐ後に、ブーター

ディ〔・アハンカーラ〕から香りの微細要素が生まれ、それ（香りの微細要素）から香り

〔の性質〕を持つ地〔の粗大元素〕が〔生まれる〕。

17 すなわち生殖器官のこと。
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pārthivagun. abhedāh.
【地の属性の区別】

39cd
kāt.hinyam. gauravam. sthairyam ity ādyāh. pārthivā gun. āh. // AhS 7.39cd

固さ、重さ、不動性（安定性）などが地の属性である。

ghrān. apāyvor utpattih.
【鼻と肛門の出現】

40
vaikārikād aham. kārāt sudarśanasamı̄ritāt /

ghrān. am. pāyur iti dvandvam. jñānakarmātmakam. mune // AhS 7.40

〔ヴィシュヌの〕円盤（sudarśana）に促されることにより、ヴァイカーリカ・アハン

カーラから、鼻（嗅覚器官）と肛門（排泄器官）という一組の知覚および行為を本質とす

る〔器官〕が〔生まれる〕。聖者よ。

pr.thivyām. manūnām. sthitih.
【地におけるマヌたち存在】

41ab
bhuvas te garbhatām. yānti vis.n. usam. kalpacoditāh. / AhS 7.41ab

ヴィシュヌの意欲に駆り立てられることにより、彼ら〔8人のマヌたち〕は、地の胎児

となる。

tes. ām. ghrān. apāyuvaiśis. t.yam

【彼らにとっての鼻と肛門の特殊性】

41cd–42ab
guravah. sthirasam. ghātā asthidantādisam. yutāh. // AhS 7.41cd

ghrān. avantah. pāyumantah. sam. pūrn. āvayavā mune / AhS 7.42ab

グルたち（＝ 8 人のマヌたち）は、骨や歯などに備わる不動なものの集合であり、鼻

（嗅覚器官）を持ち、肛門（排泄器官）を所持し、〔それぞれの〕部分を完全に備える。聖

者よ。
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sam. kalpādyutpattih.
【意欲などの出現】

42cd–43ab
sam. kalpaś caiva sam. rambhah. prān. āh. pañcavidhās tathā // AhS 7.42cd

manaso ’ham. kr.ter buddher jāyante pūrvam eva tu / AhS 7.43ab

実に、マナスとアハンクリティ（＝アハンカーラ）、そしてブッディから、それぞれ意

欲と熱意と 5種のプラーナ（気息）が、すでに生まれた。

evam. manūnām. sarvāvayavapūrn.atā

【このようなマヌたちの部分〔を備えた〕完全性】

43cd-44ab
evam. sam. pūrn. asarvāṅgāh. prān. āpānādisam. yutāh. // AhS 7.43cd

sarvendriyayutās tatra dehino manavo mune / AhS 7.44ab

このように、〔8人の〕マヌたちは、ここにおいて、あらゆる肢部が完全であり、プラー

ナやアパーナなどを備え、あらゆるインドリヤ（器官）を備えた身体となる。聖者よ。
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補遺 D

Laks. mı̄tantra 第 1–3章訳註

D.1 Laks. mı̄tantra 第 1章「シャーストラ（聖典）の顕現」

（『ラクシュミー・タントラ』の作者）

1
namo nityānavadyāya jagatah. sarvahetave /

jñānāya nistaraṅgāya laks.mı̄nārāyan. ātmane // LT 1.1

恒久で完全なるもの、世界の全ての原因であるもの、知恵、不動のもの1であるラクシュ

ミー・ナーラーヤナのアートマン2に敬礼せん3。

2
khagāsanam. ghr.n. ādhāram4 ı̄dr.śam. somabhūs.itam /

akalaṅkendusūryāgnim. laks.mı̄rūpam upāsmahe // LT 1.2

1 Guptaの解釈に従えば、ここでは「最高の主宰神が、不変で、不二で、創造の根源であり」、次に「根本的
な性質が究極的な知恵として」、そして「絶対者の第 1の状態は完全な受動性である」ことが述べられる。
なぜ不動なのかというと「活動性を伴う創造は単に副次的な側面にすぎない」[Gupta 2000: p. 1]からで
ある。

2 Guptaはこのラクシュミー・ナーラーヤナのアートマンについて次に様に説明している。「絶対者は、ラ
クシュミー・ナーラーヤナ状態より高次なもの、すなわちより理念的なものである。そのラクシュミー・
ナーラーヤナ状態において、主宰神とその属性は、あまり微妙なものではなく、擬人化を帯びている。し
かしながら後で、この見解はいくらか変えられ、真実の 2側面の存在として、両者は同じものと言及され
た。」[Gupta 2000: p. 1]

3 まずはじめに、『ラクシュミー・タントラ』の作者により中心尊格への敬礼がなされる。その次に聖仙ア
トリとその妻アナスーヤーへの賛美がなされる。

4 Krishnamacharya は「〔彼が確認した〕全ての写本は誤って “r.n. ādhāram. ” と読んでいる」と考え、
“ghr.n. ādhāram”に変更している [Krishnamacharya 1959: p. 1]。
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鳥5に座す者、憐れみという感情6の土台、そのような7、ソーマに飾られたもの8、汚れ

なきスーリヤ、インドゥ、アグニ〔の組み合わせ〕9、〔これらの〕ラクシュミーの形態を崇

拝せん。

3
vedavedāntatattvajñam. sarvaśāstraviśāradam /

sarvasiddhāntatattvajñam. dharmān. ām āgatāgamam // LT 1.3

（聖仙アトリに呼びかけて）ヴェーダとヴェーダーンタの真実を知る者、あらゆるシャー

ストラに精通する者、あらゆる教義の真実を知る者、諸々のダルマに関するアーガマ（伝

承）に到達した者に〔礼拝する〕。

4
jitendriyam. jitādhāram. rāgadves.āvaśı̄kr.tam /

caturdaśāṅgayogastham. prasam. khyānaparāyan. am // LT 1.4

インドリヤ（感覚器官）を克服した者、アーダーラ（ādhāra）を克服した者10、貪欲と

憎しみに征服されない者、ヨーガの 14部門11を確立した者、瞑想12に専念する13者に〔礼

拝する〕。

5
viddhe svarbhānunā bhānau purā tapanatām. gatam /

nidānam. tapasāmādyam. tejorāśimanāmayam // LT 1.5

5 Guptaが解釈する通り、ガルダのことである [Gupta 2000: p. 1]。
6 ghr.n. ādhāraは、ヒンディー語では嫌悪など悪い意味で用いられる。
7 Guptaは、“ı̄dr.śam. ”を “shaped like ı̄”と訳し、「ı̄は māyāあるいはMahāmāyāを象徴し、ここでは、全て
に遍在している Śakti である」と説明している [Gupta 2000: p. 1]。しかし、恣意的な読みと思われるの
で、ここでは字義通りに訳した。

8 Guptaは、ソーマは「不死の霊薬か月かどちらか」として、「不死の霊薬はラクシュミーの永遠性を象徴
し、月（Śaktiの図像のいくらかにおいて部分的に見られる）は時間としての彼女、すなわち全ての破壊
者を擬人化している」と説明している [Gupta 2000: p. 1]。

9 Guptaは「Śaktiの varn. ādhvanの顕現」と考えている [Gupta 2000: p. 1]。varn. ādhvanとはシャクティの
段階の中の varn. a階梯のことである。

10 Guptaは「ādhāra cakraの克服、すなわち特殊なヨーガの成就である」と説明している [Gupta 2000: p. 1]。
ādhāra cakraは会陰部にあり、その cakraの上に蛇が住まう。

11 一般的には yogāṅgaは 8つ、すなわち、yama、niyama、āsana、prān. āyāma、pratyāhāra、dhāran. ā、dhyāna、
samādhiである。別の説によれば、先の最後の 4つに āsana、prān. asam. rodhaを加えた 6つとするものも
ある。

12 prasam. khyānaは「数える」も意味するが、瞑想するとき数えていると思われ、それに関係あるかもしれ
ない。

13 parāyan. a（専念する）とは、例えば『バーガヴァタ・プラーナ』などに対して用いる時、24時間連続で読
誦することを意味する。
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その昔、太陽が天界の光によって貫かれた時、熱（tapana）という性質に到達した者、

最初にタパス（苦行）の原因となった者（＝世界初の苦行者）、不滅の光輝の集まりより

成る者に〔礼拝する〕。

6
atrim atrigun.opetam atrivargastham avyayam /

prātah. sam. dhyām upāsı̄nam r.s.im. hutahutāśanam // LT 1.6

3種のグナに左右されず、トリヴァルガ14に立脚せず、不壊なる者であり、朝夕に瞑想

し、献供を行っている者15である聖仙アトリ16に〔礼拝する〕。

7
pativratānām. paramā dharmāpatnı̄ yaśasvinı̄ /

brahmavis.n.umaheśānām. jananı̄ kāran. āntare // LT 1.7

（アナスーヤーに呼びかけて）夫に貞節な妻たちの中で最高の女性、ダルマに則って結

婚した妻（正妻）、別の理由においてブラフマー・ヴィシュヌ・マヘーシャ（シヴァ）達の

母17。

8
devair abhis.t.utā śaśvac chāntinityā tapasvinı̄ /

vidus.ı̄ sarvadharmajñā nityam. patimanuvratā // LT 1.8

永遠に神々によって賞賛された女性、寂静なること常なる女性、苦行者、賢き女性、あ

らゆるダルマを知る女性、常に夫に従う女性。

9
patyuh. śrutavatı̄ tās tā vividhā dharmasam. hitāh. /

pran. ipātapuraskāram anasūyā vaco ’bravı̄t // LT 1.9

14 trivargaは人生の 3大目的「artha、kāma、dharmaを意味している」[Gupta 2000: p. 2]が、3種のグナす
なわち sattva、rajas、tamasを表すこともある。

15 “hutahutāśana”「献供を行っている者」とは、“hutāśana”「供物を食べるもの」すなわち「火」に “huta”
「捧げる」ということである。

16 『リグ・ヴェーダ』の多くの讃歌を作ったといわれる偉大な聖者（Mahars.i）。ブラフマーの息子であり、
Mānasaputraあるいは Saptars.iの一人。MBh 12.327.30では、物質世界を生み出す 8つのプラクリティが
説かれ、その中にアトリの名が見られる。

17 伝説では「アナスーヤーの信仰心を試すために、これら 3 柱の神たちは自分たちを息子として育て
るよう彼女に懇願した。彼女は彼らを 2 歳まで育てて、彼らの望みを叶えた。彼らは彼女の実際の息
子—Rāmāyan. a、Aran.ya、Kān. d. a—として地上へ降りることを約束して、彼らはとても喜んだ。」[Gupta
2000: p. 2]
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夫によく従う女性、様々なダルマに従う女性18。〔このような女性である〕アナスーヤー

は、平伏した後で、言った19。

Anasūyā —

アナスーヤーは〔語った〕。

10
bhagavan sarvadharmajña mama nātha jagatpate /

tvatta eva śrutā dharmās te te bahuvidhātmakāh. // LT 1.10

（夫アトリに向かって）尊き人よ、あらゆるダルマを知る者よ、私の主よ、世界の保護者

よ。あなたから、実に、ありとあらゆる種類の性質のダルマを〔すでに〕お聞きしました。

11
jñānāni ca vicitrān. i phalarūpādibhedatah. /

etebhyo bhagavaddharmo viśis.t.o vidhr.to mayā // LT 1.11

そして、結果や形態などの識別によって、様々な知識を〔お聞きしましいた〕。それら

よりバガヴァッド・ダルマ20は優れていて、〔そのことは〕私によって理解された（＝その

ことを私は理解した）。

12
tvayā kathayatā tās tā bhagavaddharmasam. hitāh. /

sūcitam. tatra tatraiva laks.mı̄māhātmyam uttamam // LT 1.12

あなたによりあらゆるバガヴァッド・ダルマ・サンヒター21が語られることによって、

実に、いたるところで、最上なるラクシュミー・マーハートミヤ（ラクシュミーの偉大さ）

が示された。

13
rahasyatvād apr.s.t.atvān na tvayā prakat.ı̄kr.tam /

tad aham. śrotum icchāmi laks.mı̄māhātmyam uttamam // LT 1.13

18 Guptaは “having been instructed by her husband in many and diverse religious sam. hitās”と訳し、religious
sam. hitāsは「ここでは法典を示している」と説明している [Gupta 2000: p. 2]。

19 次からアナスーヤーの語りが始まり、夫アトリにラクシュミーの偉大さを説いて欲しいと乞う。
20 この bhagavaddharmaは「pāñcarātraとして知られているバクティ信仰に関する一般用語である」[Gupta

2000: p. 2]という。すなわち、バガヴァッド・ダルマとはパーンチャラートラ派の教えのことである。
21 Guptaによると「種々の他の Dharmasam. hitāから区別されたところの諸々の Pāñcarātra Sam. hitāである」

[Gupta 2000: p. 2]という。
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秘密であるということから、問われていないということから22、あなたによって〔これ

まで〕明らかにされていなかった。〔しかし〕今、私は最上なるラクシュミー・マーハー

トミヤ（ラクシュミーの偉大さ）を聞きたいと願う23。

14
yat24svabhāvā hi sā devı̄ yatsvarūpā yadudbhavā /

yatpramān. ā yadādhārā yadupāyātha yatphalā // LT 1.14

なぜなら、その女神（ラクシュミー）とは、自己の状態であるもの、自己の形態である

もの、根源であるもの、認識手段であるもの、支えであるもの、手段であるもの、結果で

あるもの25であるからです。

15
tad aham. śrotum icchāmi tvatto brahmavidām. vara /

bhaveyam. kr.takr.tyāham. yasya vijñānayogatah. // LT 1.15

ブラフマンを知る者の中の優上者よ、今、私はあなたからそれ26を聞きたいと願う。そ

れに関する知識のヨーガにより27、私は目的を成し遂げた者となりたい。

16ab
tam. me darśaya panthānam upasannāsmy adhı̄hi bho / LT 1.16ab

おお、その道を私のためにお示しください、お教えください。私は〔あなたの〕お側に

控えます。

22 Guptaによると、「秘密の伝承の中で伝授されるために、自分の師匠へ入門儀礼の要望を示すのが志望者
の慣習であった」[Gupta 2000: p. 2]という。すなわち、最高の教えは自ら積極的に発するのではなく、乞
われることによってはじめて明らかにされるのである。

23 ラクシュミー・マーハートミヤ（ラクシュミーの偉大さ）は、今まではバガヴァッド・ダルマ・サンヒ
ター、すなわちパーンチャラートラの教えの中で示されていたにすぎないが、ここで直接に明示して欲し
いという意味である。

24 ここでそれぞれの関係詞 yatを sāが受けていると考えられる。あるいは、n.sg.acc.なので、直後の 15偈
の tatに受けさせるためとも思われる。

25 Guptaの解釈 [Gupta 2000: p. 2]も併せて考えると、認識手段であるものとは認識手段そのものであると
同時に女神を認識する手段でもあり、支えとは宇宙の基盤も表し、手段であるものとは女神と同一化が成
し遂げられる手段も表し、結果であるものとは女神を知ることによる結果でもある。これは手段と目的が
一緒であり、すなわち女神が全てであるということを表している。

26 13偈のラクシュミー・マーハートミヤ（ラクシュミーの偉大さ）を指していると思われる。あるいは、こ
の “tat”（n.sg.acc.）は直前の 14偈の 7つの “yat”（n.sg.acc.）を指しているとも考えられる。

27 Guptaは “Through contact with thy knowledge”[Gupta 2000: p. 2]と訳しているがおそらく意訳し過ぎで
あろう。vijñānayogaは単純に『バガヴァッド・ギーター』などで説かれる 3つのヨーガ（知識・行為・バ
クティ）のうちの知識のヨーガと同じような用法であると考えられる。
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（『ラクシュミー・タントラ』の作者）

16cd
iti tasyā vacah. śrutvā bhagavān atrir abravı̄t // LT 1.16cd

以上のように彼女の言葉を聞いて、尊者アトリは語った。

Atrih. —

アトリは〔語った〕28。

17
sādhu sam. bodhito ’smy adya dharmajñe dharmacārin. i /

mayā pr.s.t.ena vaktavyam iti nodghāt.itam. purā // LT 1.17

今、私が思い起こされたことは良きかな（＝あなたが、私のことを思い出してくれてあ

りがとう）。ダルマを知る女性よ、ダルマを実践する女性よ。私が聞かれたならば29語る

べきことが、かつては明らかにされなかった。

18
arhā tvam asi kalyān. i laks.mı̄māhātmyam uttamam /

śrotum. śrutiśirah. śren. ihr.dayastham. sanātanam // LT 1.18

幸福なる女性よ。シュルティの一連の頂の中心にあるもの30で、不滅で最上なるラク

シュミー・マーハートミヤ（ラクシュミーの偉大さ）をあなたは聞く価値がある31。

19
purā malayaśailasthā munayo dharmatatparāh. /

śrutasāttvatavijñānā nāradād devadarśanāt // LT 1.19

28 アナスーヤーの願いに答えてアトリはナーラダ仙の物語を語る。
29 ここは instrumental absoluteと解釈した。
30 “i.e. that which is the very gist of the most important Śrutis.”[Gupta 2000: p. 3]
31 次に語られるナーラダの物語もアトリとアナスーヤーの場合と同じように、聖仙たちがナーラダに対して
ラクシュミーの偉大さを教示して欲しいと願う。そこでナーラダにより神話が語られ、その神話の中で
『ラクシュミー・タントラ』が明らかにされる。
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昔、マラヤ山に住み32、ダルマに従う聖者たちは、神々しい33ナーラダ34からサーット

ヴァタ35の知恵を聞いた。

20
apr.cchann etam evārtham. bhagavantam. sanātanam /

nāradam. brahmasam. kāśam. bhagavaddharmavedinam // LT 1.20

実に、この同じ目的（質問）を、神聖で不滅であり、ブラフマンに近き者であり、バガ

ヴァッド・ダルマ（＝パーンチャラートラ派の教え）を知るナーラダに〔聖仙たちは〕尋

ねた。

R. s.ayah. —

聖仙たちは〔語った〕。

21
bhagavam. s tvac chruto ’smābhih. sāttvatah. sattvasam. śrayah. /

śuddho bhāgavato dharmo moks.aikaphalalaks.an. ah. // LT 1.21

（ナーラダに向かって）バガヴァットよ。あなたから、清浄であり、バガヴァットに関

するダルマ36であり、モークシャ（解脱）という一つの結果を示すものであるサットヴァ

性のサーットヴァタ37を私たちは聞いた。

22
tatra tattvārthakathane laks.mı̄māhātmyam uttamam /

sūcitam. tatra tatraiva nāpr.s.t.atvāt prakāśitam // LT 1.22

32 Guptaは、ナーラダをマラヤ山という南インドの山脈に関連づけることによって、「Pāñcarātra派が南イン
ドにおいて大きな影響を及ぼしていたということ示唆している」と指摘している。[Gupta 2000: p. 3]

33 “Devadarśana”はナーラダの異名でもある。
34 有名な聖仙で、偉大なる聖者（Devars.i）である。ブラフマーの息子とも言われ、神と人との間の伝達者と
される。また、『リグ・ヴェーダ』数篇を作ったともいわれる。

35 サーットヴァタ（sāttvata）とはパーンチャラートラのことと考えられる。しかし、サーットヴァタの語源
は不明。 Monier の A Sanskrit-English Dictionary の “sātvata” の項目には、“sātvata” は “sat-vat” に関す
るもので、南インドに住む者たちも意味し、かなり古い時代からクリシュナの意味で使用されていると
いう。あるいは、字義通りとすれば「サットヴァに関するもの」という意味とも考えられる。LT 1.21で
はサットヴァ性であり、バガヴァット・ダルマと同義で用いられている。しかしながら、Guptaのコメン
トによると後代ではほとんど派生的な意味、すなわち “sāttvata”が “sattvasam. śraya”の意味で使用されて
いるということ [Gupta 2000: p. 3]、また、パーンチャラートラが初期のころバーガヴァタと深い関連が
あったことを考えると、“sattva”ではなく “sat-vat”が語源として可能性が高いかもしれない。

36 すなわち、パーンチャラートラ派の教えのこと。
37 ここでのサーットヴァタはパーンチャラートラ派のことではなく、その教義のこと、すなわちバガヴァッ
ト・ダルマと同義として用いられている。
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そこにおいて真実が語られるとき、最上なるラクシュミー・マーハートミヤ（ラクシュ

ミーの偉大さ）はしばしば明らかにされていたが、質問されなかったから示されなかった。

23
icchāmas tad idam. śrotum. bhavasāgaratārakam /

padminı̄vaibhavam. sarvam. prajñāpayatu no bhavān // LT 1.23

まさに、この俗世間の大海（＝現象世界）を越えさせる者である、あらゆるパドミニー

（蓮華）38の栄光を39私たちは聞きたいと願う。あなたが私たちにお示しください。

24
natāh. sma śirasā pādau tava sam. sāratārakau /

adhı̄hi bho mune divyam. prapannās tvām. ciram. vayam // LT 1.24

輪廻を越えさせる者であるあなた（ラクシュミー）の両足に私たちは頂礼いたします。

おお、聖者よ、神々しいものをお教えください。ずっと、私たちはあなた（ラクシュミー）

〔の御御足〕に額ずきます。

Nāradah. —

ナーラダは〔語った〕。

25
sādhu sam. bodhito ’smy adya munayah. sam. śitavratāh. /

prasannah. kathayāmy adya laks.mı̄tantram. sanātanam // LT 1.25

今、私が思い起こされたことは良きかな。〔そのあなた方〕聖仙たちは堅固な誓願40を持

つ者である。今、喜ばされた私は不滅なる『ラクシュミー・タントラ』を語ろう。

26
yatra sā dr.śyate devı̄ svarūpagun. avaibhavaih. /

padminı̄ padmanābhasya mahis. ı̄ padmasam. bhavā // LT 1.26

38 ここではラクシュミーのことを指す [Gupta 2000: p. 3]。
39 Guptaは、“divine attributes of Padminı̄ (i.e. Laks.mı̄) which afford protection against the (miseries) of life”
と訳している [Gupta 2000: p. 3]。

40 宗教的実践を行うという誓願 [Gupta 2000: p. 3]。
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そこにおいて、女神は本体と自己の属性と自己の機能41によって顕現する。彼女は、パ

ドマナーバ（蓮華を臍とする者＝ヴィシュヌ）42にとっての〔配偶神である〕パドミニー

（蓮華＝ラクシュミー）であり、マヒシー（高貴な女性）43であり、パドマサンバヴァー（蓮

華より生まれし女性）である44。

27
purā durvāsasah. śāpād abhibhūte puram. dare /

nih. svādhyāyavas.at.kāre bhras.t.aśrı̄ke jagattraye // LT 1.27

昔、ドゥルヴァーサス45の呪いから、プランダラ（＝インドラ46）が打ち負かされ、ヴェー

ダが学習されず、供犠が行われなくなり、三界が吉祥なるものを失ったとき〔があった〕。

28
daridre devavarge ca kr.śe dharme nisam. tate /

pitāmahe suraih. sārdham. ks.ı̄rodārn. avam eyus.i // LT 1.28

そして〔そのとき〕、神々が低落し、ダルマが堕落し、子孫が途絶えてしまったため、ピ

ターマハ（偉大なる祖先＝ブラフマー）は〔他の〕神々と一緒に、クシーローダ海（乳海）

に近づいて47 〔次のことを行った〕。

29
bahūn vars.agan. ān divyām. s taptvā tı̄vram. mahattapah. /

sam. bodhite jagannāthe devadeve janārdane // LT 1.29

〔ブラフマーは〕神々におけるところのとても長い年数、激しい苦行をして、〔そのお

かげで、〕ジャガンナータ（世界の支配者）であり、神の中の神であり、ジャナールダナ

（かき立てる者）である〔ナーラーヤナ〕が目覚めたので〔あった〕。

41 本体・属性・機能という実在の 3つの要素はタントラでよく言われるものである。女神はこれらの全てが
自己のものとする。すなわち完全なる自立存在である。

42 Padmanābhaはここで Nārāyan. aの異名であるが、後の Vyūhāntaraなどでは Nārāyanaの化身であるとも
述べられる [Gupta 2000: p. 4]。

43 牝水牛の意味もある。
44 Guptaは、“she ..... manifests herself on a lotus and appears with all her essential attributes and powers”（「彼
女は自身を蓮華の上に化身させ、そして、あらゆる自身の本質的属性と共に力で現れる」）と訳している
[Gupta 2000: p. 4]。

45 アトリとアナスーヤーの息子、怒りっぽい聖者で、裸の者と言われる。
46 神々の王。雷を擬人化した神でもあり、『リグ・ヴェーダ』においては最も崇敬を集める英雄神である。
47 Monierの A Sanskrit-English Dictionaryには、“abhyupe”の項目に “to admit as an argument or a position
（perf. p. gen. pl.［-upeyus.ām］）”の用例が載っている。これをふまえ、

√
iあるいは ā-

√
iの pf.pt.m.sg.loc.

と考えた。
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30
pitāmahena devāya kārye ca vinivedite /

ks.ı̄rode mathite devais tadādis.t.ena vartmanā // LT 1.30

〔そこで〕ピターマハ（ブラフマー）は、神になすべきことを伝えて、その命令に従っ

て神々は、クシーローダ（乳海）を撹拌（かくはん）したとき〔次のことが起こった〕48。

31
pārijāte hayaśres.t.he gajendre ’psarasām. gan. e /

kālakūt.e samudbhūte vārun.yām amr.te tathā // LT 1.31

パーリジャータ（デイゴ）49、最良の馬50、象の王51、アプサラスたちの一群52、カーラ

クータ（毒）53、ヴァールニー（神酒）54、アムリタ（甘露）が生まれたその後で、

32
saha candramasā devyām utthitāyām. mahārn. avāt /

padminyām. padmanābhasya vaks.ah. sthāyām anantaram // LT 1.32

48 Guptaは “deva”と “tad”をヴィシュヌと解釈している [Gupta 2000: p. 4]。すなわち「ヴィシュヌになす
べきことを伝えて、ヴィシュヌの命令に従って神々は、クシーローダ（乳海）を撹拌（かくはん）した」
ということである。

49 和名：デイコ、デイゴ。英語名：Coral tree。学名：Erythrina indica。マメ科。10m 余りに達する落葉性
の小高木。原産はインド、マレーシア。ひときわ赤い蝶形花が枝の先にまとまってつく。ヒンドゥー教
ではこの木を神聖なものとし、花はシヴァに捧げられ、材はホーマ（護摩）をたくのに使われる [西岡
2002: p. 80–82]。インド神話においては天界（Devaloka）に生える願いを叶える木、Kalpavr.ks.aの一つ。
Kalpavr.ks.aは、Mandāra、Pārijāta, Santāna、 Kalpavr.ks.a、Haricandanaという 5つがある。Agni Purāna,
Chapter 3によると乳海撹拌のときに誕生したという [Mani 1975: p. 378]。また、その際、この木をイン
ドラ神が所有したが、後にクリシュナに持って行かれ地上にもたらされたという [西岡 2002: p. 82]。

50 Uccaih. śravasのことである [Gupta 2000: p. 4]。Uccaih. śravasとは、いななくものを意味し、乳海撹拌のと
き生まれたインドラの馬である。

51 Airāvataのことである [Gupta 2000: p. 4]。Airāvataは、白い象で、インドラの乗り物である。乳海撹拌の
とき生まれた。

52 Guptaは註で “headed by Ūrvaśı̄”「ウールヴァシーを先頭として」（[Gupta 2000: p. 4]）と説明している
が、“Ūrvaśı̄”（ウルヴァシーに関する）は誤植かもしれない。Urvaśı̄は Purūravasの妻となった天女のこ
とである。『マハーバーラタ』「アーディパルヴァン」第 3章に「ウルヴァシーは美しき天女たちの中で第
1の位を得た」とあるという（[Mani 1975: p. 811]）ので、ウルヴァシーを先頭にして多くのアプサラス
（天女）たちが現れたということであろう。

53 乳海撹拌のときに現れた猛毒。その際、シヴァが呑み込んで、のどにとどめた。そのため、シヴァは
Nı̄lakan. t.haと呼ばれるようになった。「そして、Kālakūtaは世界全てを焼き尽くす炎のように生じた。そ
のにおいは三界を気絶に追いやった。ブラフマーの要求に対し、シヴァは、完全崩壊から世界を守るた
めに、その毒を飲み込んだ。そしてシヴァは自身の首にそれを留めた。」（Ādi Parva, Chapter 18）[Mani
1975: p. 372]

54 ヴァールニーはヴァルナ（司法神）のシャクティであり、彼の妻あるいは娘として化身する。乳海撹拌の
ときに生まれ、酒の神とみなされる。
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月55と共に大海から女神が生まれ、すぐに、〔その女神〕パドミニー（蓮華＝ラクシュ

ミー）はパドマナーバ（蓮華を臍とする者＝ヴィシュヌ）の胸に落ち着いたとき、

33
tayāvalokite devavarge śriyam upeyus.i /

tayānaveks.ite daityavarge caiva parājite // LT 1.33

彼女によって見られた神々は、吉祥さを獲得した56が57、しかし、彼女によって見向き

もされなかったダイティヤ（悪魔）たちは打ち負かされると58、すると、

34
svārājyam akhilam. prāpya modamāne puram. dare /

br.haspatir upāgamya rahası̄dam. vaco ’bravı̄t // LT 1.34

天界の支配を完全に獲得して59、プランダラ（城塞の破壊者＝インドラ）が喜んだと

き、ブリハスパティ（神々の師）は近づいて、秘密に、〔インドラに〕この（次の）言葉を

語った。

Br.haspatih. —

ブリハスパティは〔語った〕。

35
kāle sam. bodhayāmy etac chr.n. u vākyam. puram. dara /

anvayavyatirekābhyām. laks.myās te kathitā purā // LT 1.35

私はふさわしい時に知らせる。プランダラ（＝インドラ）よ。この言葉を聞け。積極的

と消極的な主張の両方によって、ラクシュミーに関して、あなたのためにすでに語った。

36
mahattā mahatām. nātha tasyām āyatate sthitih. /

55 乳海撹拌では月と太陽が生まれるが、ここでは太陽が生まれることは説かれていない。月はラクシュミー
を象徴するものでもある。

56 28偈を参照。
57 Guptaは “they recovered their lost splendour”「彼ら（神々）の失った壮麗さを取り戻した」と訳している

[Gupta 2000: p. 4]。
58 力あるいは不死を獲得するためにアムリタを生み出すのが乳海撹拌である。神々たちはアムリタを飲む
が、悪魔たちはアムリタを飲めず神々たちに打ち負かされる。ここでは、その力の獲得もラクシュミーの
恩寵に結び付けていると考えられる。

59 前偈と同じく、ここでも Guptaは “the recovery of his entire kingdom”と訳している [Gupta 2000: p. 4]。
おそらく、1.27を考慮してのことと思われるが、ここだけでは「取り戻す」と訳すのは難しい。
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na bhraśyeta yathaivais.ā tava rājyasthitih. parā // LT 1.36

主よ。諸々の大なるものの偉大なる状態は、彼女に依拠している。実に、あなたのその

最高の統治が消失するようなことがないように。

37
tathā yatasva deveśa śaran. am. gaccha padminı̄m /

es.ā hi śreyaso mūlam es.ā hi paramā gatih. // LT 1.37

神の長よ。そのために、パドミニー（蓮華＝ラクシュミー）に守護を願いに行け。なぜ

なら、彼女は最良の根本であるから。なぜなら、彼女は最上の到達点であるから。

38
śrutı̄nām abhisam. dhiś ca saiva devı̄ sanātanı̄ /

es.aiva jagatām. prān. ā es.aiva jagatām. kriyā // LT 1.38

まさに女神である彼女は、シュルティ（天啓聖典）の目的であり、また、永遠である60。

彼女のみが世界のプラーナ（生命の源）であり、彼女のみが世界の作用である61。

39
eśaiva jagatām icchā jñānam es.ā parāvarā /

es.aiva sr.jate kāle sais.ā pāti jagattrayam // LT 1.39

彼女のみが世界の意欲である62。彼女は低次と高次の知である63。彼女のみがふさわし

い時に創造する64。彼女こそが三界65を守護する。

60 ヴェーダ聖典は、実は、ラクシュミーについて書いてあるということを主張している。ヴェーダ聖典や初
期のウパニシャッド聖典で考えられていたのは、リタ（天則）を受けて asat（非実在）から sat（実在）が
展開するというもの。この asatは無というより非存在で、未顕現のカオス状態とも考えられる。ここで説
かれているラクシュミーは、質料因であり、動力因であり、そして永遠の実在であり、ヴェーダの時代と
思想的に異なるが、絶対的な権威であるヴェーダ聖典に結び付けているのである。

61 Guptaは “the potent force behind all creation”と訳している [Gupta 2000: p. 5]。
62 icchā、kriyā、jñānaは女神（シャクティ）の 3つの属性である。
63 段階的ブラフマンのことと思われる。
64 すなわち、彼女の意欲しだいで創造が行われるということである。
65 bhūr（地界）、bhuvas（中空間）、svar（天空）のことである。インド思想においては世界を基本的に大
地・中空間・天空の 3つに分ける。プラーナなどの一説によると、この 3つの世界の上に、mahar、janar、
tapas、satya という天界が順次あり、合わせて 7 つの世界が存在するという。さらに、地上世界の下に
は、atala、vitala、sutala、rasātala、talātala、mahātala、pātālaという 7つの地下世界があり、それとは別に
naraka（地獄）があるという。地上世界は、7州 (dvı̄pa)と 7海 (samudra)によって構成され、その中心に
jambu州がある。この jambu州が人間の住む場所であり、その中央には melu山がそびえ立つ。jambu州
は東西に走る 6つの山脈と melu山の脇に南北に走る山脈とによりいくつかの国に分けられ、その最南端
に bhārata国がある [橋本他 2005: p. 72–73]。Guptaは「あるいは svarga（天界）、marttya（大地）、pātāla
（地下世界）のことかもしれない」とも説明している [Gupta 2000: p. 5]。
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40
jagat sam. harate cānte tattatkāran. asam. sthitā /

mātaram. jagatām enām anārādhya mahat kutah. // LT 1.40

そして、あらゆるものが依拠する原因である彼女は、最終的に世界を破壊する。世界の

母である彼女を崇拝しないで、どうして偉大なるものがあるだろうか。

41
etat tu vais.n. avam. dhāma yato nāvartate yatih. /

es.ā sā paramā nis.t.hā sām. khyānām. viditātmanām // LT 1.41

しかるに、これは、そこから修行者が戻らないヴァイシュナヴァ（ヴィシュヌを信奉す

る者）の住まい（＝ヴィシュヌ・ローカ）である。彼女こそがアートマンを知る者たちで

あるサーンキヤ論者たちにとっての究極の状態（住処）である66。

42
es.ā sā yoginām. nis.t.hā yatra gatvā na śocati /

es.ā pāśupatı̄ nis.t.hā sais.ā vedavidām. gatih. // LT 1.42

彼女こそがヨーガ行者たちにとっての〔究極の〕状態であり、そこへ至ると、悲しみは

ない。彼女がパーシュパタ（パシュパティを信奉する者）67の〔究極の〕状態であり、彼女

こそがヴェーダに精通する者たちの到達点である。

43
pañcarātrasya kr.tsnasya sais.ā nis.t.hā sanātanı̄ /

sais.ā nārāyan. ı̄ devı̄ sthitā nārāyan. ātmanā // LT 1.43

あらゆるパーンチャラートラの人たちにとって、彼女こそが永遠なる〔究極の〕状態で

ある。彼女こそが、女神ナーラーヤニー（ナーラーヤナのシャクティ）であり、ナーラー

ヤナのアートマンとして存する。

44
pr.thagbhūtāpr.thagbhūtā jyotsneva himadı̄dhiteh. /

66 Guptaが「一致への傾向を示すもの」[Gupta 2000: p. 5]と説明しているように、サーンキヤ学派との折衷
を試みている。「アートマンを知る」というのはサーンキヤ学派の最高の到達点である識別智のことであ
り、それと同等とみなしているのである。続く 42偈でも、ヨーガ、パーシュパタ派やヴェーダの到達点は
『ラクシュミー・タントラ』で説かれているものと同じとし、他派やヴェーダなどの説を組み入れている。

67 多くのシヴァ派の中でパーシュパタ派のみが言及されている理由として、Guptaは「おそらく、パーンチャ
ラートラ派があったとき、同じ地域の中で、影響力が強かったという理由であろう」としている [Gupta
2000: p. 5]。
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tais tair jñānaih. pr.thagbhūtair āgamaiś ca pr.thagvidhaih. // LT 1.44

〔彼女は〕月にとっての月明かりのごとく、単独存在（ナーラーヤナとは別の存在）で

あると同時に〔ナーラーヤナと〕同一存在である。別のあらゆる知識によって、そして、

〔この書とは〕異なるあらゆるアーガマ（聖典）によっても〔彼女は崇拝されている〕。

45
ekaivais.ā parā devı̄ bahudhā samupāsyate

tām upehi mahābhāgām. śaran. am. padmasam. bhavām // LT 1.45

唯一で最高の女神である彼女は、様々に崇拝されている。マハーバーガー（至福なる女

性）であり、パドマサンバヴァー（蓮華より生まれし女性＝ラクシュミー）である彼女の

もとに守護を受けに行け。

46
tapoviśes.air vividhais tais taiś ca niyamaih. śubhaih. /

ārādhya mahis. ı̄m. vis.n. oh. sthirı̄kuru nijaśriyam // LT 1.46

あらゆる種類の特殊な（個別の）タパス（苦行）によって、清浄なるニヤマ（勧戒）68に

よって、ヴィシュヌのマヒシー（高貴な女性＝ラクシュミー）を崇拝して、自己の吉祥さ

を堅固にせよ69。

47
es.ā prasādasumukhı̄ svam. padam. prāpayis.yati /

abhı̄psitārthadā devı̄ kāminām api kāmadā // LT 1.47

この女神は、恩寵を持つ美しき女性であり、願望を成就させる者であり、また、愛する

ものたちにとっての愛を与えるものであり、〔彼女〕自身の足元に〔人を〕導く70。

Nāradah. —

ナーラダは〔語った〕。

68 ヨーガにおける 8つの修行体系の二番目。積極的に行うべき宗教的心得で、心身の清浄、満足、苦行、読
誦、自在神への祈念の 5つがある [橋本他 2005: p. 86]。

69 Guptaは、“by performing the appropriate rites for self-restraint see to it that thou ensurest thy destiny”と訳
している [Gupta 2000: p. 5]。

70 すなわち、女神の恩寵によって彼女のもとに導かれるということで、それは解脱を意味している。Gupta
は “This goddess ..... fulfils every desire, satisfies the yaearings of the passionate and leads (the adept) to the
state of self(-realization)”と訳し、「ウパニシャッドとヨーガの説の両方を反映している」と説明している
[Gupta 2000: p. 5]。
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48
iti sam. bodhitah. śakro gurun. ā gurun. ā svayam /

ārādhayitukāmas tām. ks.ı̄rodasyottaram. yayau // LT 1.48

以上のように、グルの中のグル（神々の師＝ブリハスパティ）自身によって思い起こさ

れたシャクラ（＝インドラ）は、彼女（ラクシュミー）を崇拝しようと欲し、クシーロー

ダ（乳海）の北部に向かった71。

49
tatra divyam. tapas tepe bilvamūlaniketanah. /

ekapādasthito maunı̄ kās.t.habhūto ’nilāśanah. // LT 1.49

そこにおいて、〔インドラは〕ビルヴァ72のふもとを住まいとし、片足で立つ、無言の誓

いを守る、杭のようになる（不動となる）、空気を糧にする（断食をする）という神聖な

る苦行を行った。

50
ūrdhvadr.gbāhuvaktraś ca niyato niyatātmavān /

divyam. vars.asahasram. vai tapas tepe suduścaram // LT 1.50

そしてさらに、視線、腕、顔を上に向けて固定して、自己が持つものを抑制した。〔こ

のように、インドラは〕神における 1000年の間73 、実に、激しい苦行を行った。

51
tapaso ’vabhr.the tasya sā devı̄ padmasam. bhavā /

prasannavadanā vis.n. or mahis. ı̄ darśanam. yayau // LT 1.51

彼（インドラ）のタパス（苦行）が成就した74とき、女神パドマサンバヴァー（蓮華より

生まれし女性）であり、ヴィシュヌのマヒシー（高貴な女性）である彼女（ラクシュミー）

は、喜びの表情で、姿を現した。

71 ブリハスパティは天の神々の導師であり、クシーローダは伝説上の天の海である [Gupta 2000: p. 6]。
72 和名：ベルノキ。英語名：Stone-apple。学名：Aegle marmelos。ミカン科。高さ 9mほどになる落葉性中
高木。厚い殻を持つ 6～10cmほどの果実をつける。豊かな丸みを持った実はラクシュミーの乳房にたと
えられる。一方、ベルノキはシヴァ神を表し、3枚の小葉は三叉戟に見たてられると考えられている。こ
の木の葉はシヴァの祭礼には欠かせず、シヴァの社のそばにはたいていベルノキが植えられている [西岡
2002: p. 23–26]。

73 Guptaは “for two thousand divine years”と訳している [Gupta 2000: p. 6]が、誤りである。
74 “avabhr.tha”は、供犠の終わりや成就、浄化儀礼の終わりの沐浴を意味している。Guptaは “final bath”と
訳し「沐浴による苦行の終わりを示している」と説明している [Gupta 2000: p. 6]。
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52
agratah. sam. sthitām. devı̄m. jagatām. mātaram. parām /

tām. śakraś caks.us.ā vı̄ks.ya vismayam. paramam. yayau // LT 1.52

〔彼の〕前に立った世界の母であり、至高の女神である彼女を、シャクラ（＝インドラ）

は目で見て、非常に驚いた。

53
vihvalah. pran. ipatyātha prāñjalir balasūdanah. /

śriyam. sūktena tus.t.āva padminı̄m. pākaśāsanah. // LT 1.53

当惑した〔彼は〕、〔彼女に〕敬礼して、次に、合掌したバラスーダナ（バラの殺害者）75で

あり、パーカシャーサナ（パーカの調伏者）76である〔インドラ〕は、良き言葉によって、

吉祥なるパドミニー（蓮華＝ラクシュミー）を賞賛した。

（『ラクシュミー・タントラ』の作者）

54
ekāntabhāvam āpannam avyājām. bhaktim āsthitam /

tam. vı̄ks.ya jagatām. mātā vākyam etad uvāca ha // LT 1.54

唯一の存在を得て、誠実なバクティ（信愛）を確立した彼を、世界の母（ラクシュミー）

は見て、この（次の）言葉を語ったのであった。

Śrı̄h. —

シュリーは〔語った〕。

55
vatsa śakra prasannāsmi tapasā tava suvrata /

75 アタラと呼ばれる地下世界に住んでいる。96種類の呪術を作り出し、アスラたちにそれらを与えた。ア
スラたちはそれらを用いて神々に甚大な災難をもたらした。かつて、バラがインドラを打ち破ったとき、
インドラは彼に保護を求め、彼を賞賛した。これに喜んだバラはインドラに望むものを尋ねた。狡猾なイ
ンドラはバラの身体を要求した。少しもためらわず、バラは自身の体を切り刻んで彼に与えた。インドラ
は分断された体をあちこちに投げ捨てた。全ての場所で、分断された体は金剛石の鉱床となった。彼の死
後、妻プラバーヴァティーは再生を願ったが叶わなかった。しかし、彼の声を聞くことができ、それに従
い肉体を捨てバラと合一し、川となった。（Padma Purān. a, Uttara Khan. d. a, Chapter 6）[Mani 1975: p. 99]

76 パーカは強力なアスラである。かつてこのアスラは巨大な軍隊を集め、インドラに対抗して戦いを挑ん
だ。激しい戦いは何日も続いたが、軍隊は破壊され、パーカは殺された。それ故インドラは Pākaśāsana
と呼ばれるようになった。（Chapter 70, Vāyu Purān. a）[Mani 1975: p. 545]
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varam. vr.n. u mahābhāga kim is.t.am. karavān. i te // LT 1.55

愛しき子シャクラ（＝インドラ）よ。あなたの苦行によって私は喜んだ。誓い堅固なる

者よ。願いを頼みなさい。マハーバーガ（至福なるもの）よ。私はあなたのためにどのよ

うな望みを叶えようか。

Śakrah. —

シャクラは〔語った〕。

56
adya me tapaso devi yamasya niyamasya ca /

sadyah. phalam avāptam. yad dr.s.t.ā bhagavatı̄ mayā // LT 1.56

女神よ。今、ヤマ（禁戒）77とニヤマ（勧戒）という私のタパス（苦行）により、まさに

今、私によって尊き女性〔であるあなた〕が現れるという結果を獲得した78。

57
yadi vāpi varo deyas tvayā me parameśvari /

tattvam. kathaya deveśi yāsi tvam. yat prakārikā // LT 1.57

至高の主宰女神よ。それでもなお、もし、あなたによって私のために願いが授けられる

というなら、あなたが〔あらゆるものの〕根本であるという真理を語ってください。神々

の支配者よ。

58
yat pramān. ā yad ādhārā yad upāyā sanātanı̄ /

yasya tvam. tena vā devi sam. bandhas tava yad vidhah. // LT 1.58

〔また〕認識手段であるもの、支えであるもの、永遠なる手段であるもの79、そのあな

たにとって、彼80とあなたの関係のあり方を〔語ってください〕。女神よ。

59
yac cānyad veditavyam. te nānāśāstropabr.m. hitam /

kathayeśvari tat sarvam upasanno ’smy adhı̄hi bho // LT 1.59

77 ヨーガの修行階梯の一番目。修行にのぞむ者が遵守すべき道徳的心得で、不殺生、正直、不盗、不淫（禁
欲）、不貪（必要以上のものを所有しないこと）の 5つがある [橋本他 2005: p. 86]。

78 女神が現れるということで、目的はすでに成就したということ。
79 14偈参照。
80 おそらく、ナーラーヤナのことを指すと考えられる。
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そしてさらに、様々なシャーストラ（聖典）に広がったあなたの知られるべきことを、

全て語ってください、お教えください。おお、主宰女神よ。私は〔あなたの〕お側に控え

ます。

(Nāradah. —)

〔ナーラダは語った。〕

60
iti prasāditā tena vatseneva payasvinı̄ /

snihyatā manasā padmā pākaśāsanam abravı̄t // LT 1.60

以上、乳牛が子牛によって喜ぶように、彼（インドラ）の信愛する心によって〔喜んだ〕

パドマー（蓮華＝ラクシュミー）は、パーカシャーサナ（パーカの調伏者＝インドラ）に

語った。

Śrı̄ —

シュリーは〔語った〕。

61
śr.n. u śakra mahābhāga yā hy aham. yat prakārikā /

yasyāham. tena vā yādr.k sam. bandho mama vr.trahan // LT 1.61

シャクラ（＝インドラ）よ。マハーバーガ（至福なるもの）よ。私が〔あらゆるものの〕

根本であるということを、また、その私にとって、彼81と私の関係がいかなるものかを聞

きなさい。ヴリトラの殺害者82よ。

81 ここもおそらく、ナーラーヤナのことを指していると思われる。
82 『リグ・ヴェーダ』において、ヴァジュラ（金剛杵）を投じて水を塞き止める悪竜ヴリトラを殺す彼の武
勇は、繰り返し讃えられ、それ故ヴリトラハンと呼ばれる。ヴリトラは天地創造以前に存在するカオスを
表し、インドラが悪竜を殺すことにより周期的に天地開闢の技を繰り返しているという。『マハーバーラ
タ』でも、インドラがヴリトラを殺す話が見られるが、インドラの復権という物語に詳しい。トヴァシュ
トリ（工巧神）はインドラを害するために 3面を持つヴィシュヴァルーパを造った。その 1つの口で全世
界を飲み込むかのように見え、それを恐れたインドラはヴァジュラによって彼を殺害した。トヴァシュト
リは、息子の復讐をするためにヴリトラを生み出し、ヴリトラにインドラは破れ、撤退する。神々はヴィ
シュヌに助けを求め、彼の助言によりヴリトラと偽りの和平を結ぶ。その際、ヴリトラと、乾いたものや
湿ったもの、昼も夜も、ヴァジュラによっても殺されないなどの条約を結んだ。しかし、黎明（あるいは
黄昏）のときに、インドラは泡を投げ、そこに入り込んだヴィシュヌが彼を殺した。卑劣な策とバラモン
（ヴィシュヴァルーパ）殺しに打ちひしがれ、インドラは水中に隠れる。そこで、ナフシャが神々の王と
なるが傲慢によりその地位を失い、ヴィシュヌにより罪を浄化されたインドラは神々の王に復権した。イ
ンドラは『マハーバーラタ』の時代でも神々の王であるが、すでに地位の低下が見られ、力が弱まってい
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iti śrı̄pāñcarātrasāre laks.mı̄tantre śāstrāvatāro nāma

prathamo ’dhyāyah.
以上、パーンチャラートラ派の精髄『ラクシュミー・タントラ』における

第 1章「シャーストラ（聖典）の顕現」83。

D.2 Laks. mı̄tantra 第 2章「清浄なる道の明示」

Śrı̄r uvāca —

シュリーは語った84。

1
asti nirduh. khanih. sı̄masukhānubhavalaks.an. ah. /

paramātmā param. yasya padam. paśyanti sūrayah. // LT 2.1

聖仙（sūri）たちが認める至高のアートマン（paramātman）の最高の境地（pada）は85、

苦しみを離れ、計り知れなく、至福の経験という特徴を持つものである86。

2
kaścit kes.ām. cid ātmā syāt tasyānyes.ām. ca kaścana /

tasyāpy anya itı̄ttham. tu yatrais.ā vyavatis.t.hate // LT 2.2

あるアートマンは他の何ものかのものであり、またそれにとってもそれも別の何ものか

のものである。それにとってもまた別の、というように、ここにおいて、彼女は〔それら

個々のアートマンとは〕異なる87。

る [上村 1992: pp. 19–21, 114–134]。
83 以上のように、(1)インドラに願われラクシュミーが『ラクシュミー・タントラ』を明らかにする、(2)聖
仙たちがナーラダに頼み彼が (1)の神話を語る、(3)その (2)の物語をアナスーヤーに乞われアトリが教示
する、という三重の構造になっている。ナーラダとアトリというヴェーダに登場する偉大な聖仙に語らせ
ることによって、この『ラクシュミー・タントラ』の権威付けを行っているのである。

84 第 1章においてインドラより『ラクシュミー・タントラ』を示して欲しいと乞われたラクシュミーが、そ
の教えを語る場面から、第 2章は始まる。

85 Gupta は「有名なヴェーダマントラの繰り返し：tad vis.n. oh. paramam padam sadā paśyanti sūrayah. divı̄va
caks.ur ātatam (R. g V. I. 22. 20)」と説明している [Gupta 2000: p. 8]。

86 第 1偈では、創造の最初の状態は至高のアートマン（paramātman）から始まる、ということが示されて
いる。

87 個々のアートマンは同じアートマンであるにも関わらず異なるものであるが、ここではさらに、それら
個々のアートマンと彼女すなわちラクシュミーは、性質が同じであるが異なるものであるということを示
していると考えられる。そして、そのラクシュミーを LT 2.1で説かれる至高のアートマンと同一視してい
る。そのために「彼女」という語を用いているのであろう。Krishnamacharyaによる註釈では、「アートマ
ンは。統御するものという意味である。“es.ā”とは。個々に異なるもの（vyavasthā）ということが省略さ
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3
adhvanām adhvanah. pāram. paramātmānam ūcire /

aham. nāma smr.to yo ’rthah. sa ātmā samudı̄ryate // LT 2.3

至高のアートマンをあらゆる道にとっての道の彼岸と言い88、わたし（aham）として意

味が想起されるもの、それがアートマンであると語られる89。

4
anavacchinnarūpo ’ham. paramātmeti śabdyate /

krod. ı̄kr.tam idam. sarvam. cetanācetanātmakam //LT 2.4

束縛から離れたものとしてのわたし（aham）が至高のアートマンと呼ばれる90。〔その

至高のアートマンは〕このあらゆる知覚できる性質のものとできない性質のものを包含す

る91。

5
yena so ’ham. smr.to bhāvah. paramātmā sanātanah. /

sa vāsudevo bhagavān ks.etrajñah. paramo matah. // LT 2.5

れている。別のものである、すなわち完成しているのであり、それが至高のアートマンという前者（1偈）
と結びつく。」（“ātmā. niyantety arthah. . es.eti. vyavastheti śes.ah. . vyavatis.t.hate samāpnoti, sa paramātmeti
pūrven. ānvayah. .” [Krishnamacharya 1959: p. 6]）と説明される。

88 グプタは Kat.ha Upanis. ad 1.3.9を例に挙げ、「この概念はウパニシャッドに遡る」としている [Gupta 2000:
p. 8]。

89 至高のアートマンとアートマンは別ものである。最高処において、活動せず、彼岸であるのが、至高の
アートマンであるが、自身をわたしとして想起するときにアートマンになるのである。

90 LT 2.3で説かれている「わたし」と異なることに注意しなければならない。〈「わたし」として意味が想起
されるもの〉がアートマンであり、〈束縛から離れた「わたし」〉が至高のアートマンである。ラクシュ
ミーは至高のアートマンと同一であり、その在り方の違いを示しているのである。

91 知覚できる性質のものとできない性質のものとは、精神性のものと非精神性のものを指すと考えられる。
前者はこころを持つものであり、生物のことである。一方、後者はこころを持たないもので、無生物のこ
とである。そして、至高のアートマンは、あらゆる精神性のものと非精神性のもの、つまり世界の一切を
支配するのである。
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永遠なる至高のアートマンの状態であるそれはわたし（aham）であると想起すること

によって、彼はヴァースデーヴァ92、バガヴァット、クシェートラジュニャ93、最高存在

（parama）とみなされる94。

6
vis.n. ur nārāyan. o viśvo viśvarūpa itı̄ryate /

aham. tayā samākrāntam. tasya viśvam idam. jagat // LT 2.6

〔また彼は〕ヴィシュヌ、ナーラーヤナ95、ヴィシュヴァ、ヴィシュヴァルーパと呼ば

れる。彼（＝ナーラーヤナ）の「わたし性」（aham. tā）によって、この世界全てが把握さ

れている96。

7
vastvavastu ca tan nāsti yan nākrāntam aham. tayā /

idam. tayā yad ālı̄d. ham ākrāntam. tad aham. tayā // LT 2.7

そして、「わたし性」（aham. tā）によって満たされないもの、それは実在の物質にも非実

在（＝未顕現）の物質にも存在しない。「これ性」（idam. tā）によって解消される（示され

92 ヴァースデーヴァとヴィシュヌ派についてバンダルカル氏は次のように説明する。サートヴァタ族、別名
ヴリシュニ族において、ヴァースデーヴァは最高神として崇められていた。この一族にはヴァースデー
ヴァやサンカルシャナという戦士がいたという。この宗教は広く信仰されるようになり、やがてクリシュ
ナとも同一視され、ヴァースデーヴァ・クリシュナとも呼ばれるようになった [バンダルカル他 1984: pp.
24–31]。さらに、「ヴェーダの神に起源をもつヴィシュヌ神の系統」、「宇宙的・哲学的神であるナーラー
ヤナの系統」、「歴史的神格であるヴァースデーヴァの系統」という 3つの系統が明確にひとつの流れを形
作り、さらに第 4の系統として「牛飼いのクリシュナの系統」が加わり、ヴィシュヌ派が形成されていく
という [バンダルカル他 1984: p. 105]。

93 知田者とも訳される。ks.etra（土地）を jñah.（知る者）という意味で、ks.etraとはプラクリティあるいは
物質原理を指し、ks.etrajñah.とはプルシャすなわち精神原理のことである。

94 至高のアートマンから始まる創造の次の段階であり、無活動であった至高のアートマンが、「わたしであ
る」と自己を認識することによって、自己を最高神として顕現させるのである。これが創造の 2番目の段
階である。

95 ナーラーヤナ神は、「ナーラ（ナラの集団＝人々）が赴く休息所（目的地）」や、「ナラ」を男らしい者とし
ての神々」と解して「神々の休息所（目的地）」を意味すると言われる。あるいは原初の水と結びつけら
れ、「水はナラの息子だからナーラーといわれ、この水がハリ神の休息所だからハリ神はナーラーヤナと
呼ばれるのだ」と説明されている。ナーラーヤナは、ブラーフマナ文献の時代には最高神の地位に登って
おり、ヴァースデーヴァ崇拝が発展するようになると、その 2神は同一視されるようになっていったとい
う [バンダルカル他 1984: pp. 90–99]。

96 Krishnamacharyaによる註釈では、「別のところで、シャクラ（インドラ）は「ヴィシュヌであるここなる
あなたによって、水、世界、動くものと動かないものは遍満されている」と語っている」（“āha ca śakro
’nyatra — “tvayaitadvis.n. un. ā cāmba jagadvyāptam. carācaram” iti.” [Krishnamacharya 1959: p. 6]）と説明
される。ここではおそらく、ナーラーヤナは、「わたし性」（aham. tā）すなわち自身を自身として認識する
ことによって、全世界に行き渡っているということが説かれているのであろう。
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る？）もの、それは「わたし性」（aham. tā）によって満たされる97。

8
sarvatah. śānta evāsau nirvikārah. sanātanah. /

ananto deśakālādiparicchedavivarjitah. // LT 2.8

実に彼（ナーラーヤナ）は、完全に静寂で、不変化で、永遠であり、終わりがなく、場

所や時間などの制限から自由である。

9
mahāvibhūtir ity ukto vyāptih. sā mahatı̄ yatah. /

tad brahma paramam. dhāma nirālambanabhāvanam // LT 2.9

偉大なる彼女（ラクシュミー）は遍充である故に、「大いなる力の顕現」（mahāvibhūti）

と呼ばれる。それ98がブラフマンであり、最高の居処、独立した本質99である。

10
nistaraṅgāmr.tāmbhodhikalpam. s.ād. gun.yam ujjvalam /

ekam. taccidghanam. śāntam udayāstamayojjhitam // LT 2.10

〔ブラフマンは〕凪いだアムリタ（不死の霊薬）の海と等しいものであり、6 つのグ

ナ100が集合したものであり、輝くものである、その唯一の最高精神（cidghana）は、静寂

であり、生起と消滅から離れている。

11
apr.thagbhūtaśaktitvād brahmādvaitam. tad ucyate /

tasya yā paramā śaktir jyotsneva himadı̄dhiteh. // LT 2.11

97 Krishnamacharya の註釈では、「“idam. tayā”〔云々〕とは。“idam” という言葉の意味によって、すべて
の世界は知られるという意味である」（“idam. tayeti. idam. śabdārthatayā pratı̄tam. sarvam. jagad ity arthah. .”
[Krishnamacharya 1959: p. 6]）と説明される。「これ性」（idam. tā）とは、ものをものとして成立させるも
の、個別に成り立つものと考えられ、名称とも解せるであろう。“ālı̄d. ha”は「舐められる」「食べられる」
「解体される」などを意味する。「これ性」（idam. tā）によって解体される（示される？）ものとは、この世
界のあらゆるものを意味すると考えられる。そして、それらが「わたし性」（aham. tā）によて満たされる、
すなわち全世界に「わたし性」（aham. tā）が遍満していると考えられる。あるいは、解体・解消されると
いうことは、個別性がなくなるということであり、あらゆる世界が同一になるということを意味している
とも考えられる。

98 ここでは、ラクシュミーとブラフマンを同一視している。
99 すなわち、他に依存することなく存在するのである。

100 シャクティの 6つのグナ（属性）、すなわち、(1)知識（jñāna）、(2)自在力（aiśvarya）、(3)潜在力（śakti）、
(4)力（bala）、(5)勇猛さ（vı̄rya）、(6)光輝（tejas）である。
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存在物とシャクティは不可分であるから、そのブラフマンは不二であると言われる。彼

（ナーラーヤナ）にとって、最高のシャクティは、月にとっての光線のごとくである101。

12
sarvāvasthāgatā devı̄ svātmabhūtānapāyinı̄ /

aham. tā brahman. as tasya sāham asmi sanātanı̄ // LT 2.12

あらゆる状態に到達した女性、女神、自己の存在が堅固なる女性（自己の実在が不滅な

る女性）であり、そのブラフマンにとっての「わたし性」（aham. tā）である彼女（シャク

ティ）は、永遠なるわたし（aham）である。

13
ātmā sa sarvabhūtānām aham. bhūto harih. smr.tah. /

aham. tā sarvabhūtānām aham asmi sanātanı̄ // LT 2.13

彼（ナーラーヤナ）はアートマンであり、あらゆる存在物にとっての「わたしという存

在」（aham. bhūta）であり、ハリであると認められている。あらゆる存在物にとっての「わ

たし性」（aham. tā）は、永遠なるわたし（aham）なのである102。

14
yena bhāvena bhavati vāsudevah. sanātanah. /

bhavatas tasya devasya sa bhāvo ’ham itı̄ritā // LT 2.14

その存在するものとしての神にとって、その（神の）状態は、わたし（aham）と言われ

ている。その状態によって永遠なるヴァースデーヴァが存在してる103。

15
bhavadbhāvātmakam. brahma tatas tac chāśvatam. padam /

bhavan nārāyan.o devo bhāvo laks.mı̄r aham. parā // LT 2.15

101 Krishnamacharya の註釈では、「自己と不可分に確立したシャクティである「わたし性」（aham. tā）に
限定されるということから、その限定されたものが、まさに唯一のブラフマンであり、真実であると
いう意味である」（“svāpr.thaksiddhśaktyaham. tāviśis.t.atvāt tadviśis.t.am. brahmaikam eva tattvam ity arthah. .”
[Krishnamacharya 1959: p. 6]）と説明される。

102 「わたし」（aham）は、「わたしという存在」（aham. bhūta）＝「わたしという実在」（ahamartha）と「わた
し性」（aham. tā）という 2側面があるが、シャクティである「わたし性」（aham. tā）を、属性でありながら
永遠なる「わたし」（aham）という最高処と同置している。

103 ラクシュミーが存在するから、ヴァースデーヴァが存在するのである。
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存在するものと状態という〔2つの〕本質がブラフマンであり、それ故にそれは永遠の境

地である。存在がナーラーヤナ神であり、状態104がラクシュミーであり、わたし（aham）

であり、最高処（parā）である。

16
laks.mı̄nārāyan. ākhyātam ato brahma sanātanam /

ahamtayā samākrānto hy ahamarthah. prasidhyati // LT 2.16

それ故、永遠なるブラフマンをラクシュミー・ナーラーヤナと呼ぶ。なぜなら、「わた

し性」（aham. tā）によって遍満され、「わたしという実在」（ahamartha）が完成するから。

17
ahamarthasamutthā ca sāham. tā parikı̄rtitā /

anyonyenāvinābhāvād anyonyena samanvayāt // LT 2.17

彼女（ラクシュミー）は、「わたしという実在」（ahamartha）から生起するものであり、

「わたし性」（aham. tā）と言われる。互いに離れていないから、互いに結合しているから105。

18
tādātmyam. viddhi sam. bandham. mama nāthasya cobhayoh. /

aham. tayā vināham. hi nirupākhyo na sidhyati // LT 2.18

わたしと支配者（nātha）という両者の関係は同性質であること106を知れ。なぜなら、

「わたし性」（aham. tā）なしに、わたし（aham）は存在せず、完成することなはない。

19
ahamartham. vināham. tā nirādhārā na sidhyati /

bhavadbhāvātmakam. rūpam. samastavyastagocaram // LT 2.19

「わたしという実在」（ahamartha）なしには、「わたし性」（aham. tā）は支えがなく、完

成しない。存在するもの（ナーラーヤナ）と状態（ラクシュミー）から成る形態は、全体

として、また個々のものとして認識される107。

104 bhāvah.は男性形であるが、ラクシュミーに対応する。
105 実在が先にできて、そこに属性が付与される。
106 ラクシュミーとナーラーヤナは同じ存在であるということ。
107 「わたし」には 2 つの側面がある。すなわち「本体としてのわたし」と「機能ないし属性としてのわた
し」である。「本体としてのわたし」は、「わたしという実在」（ahamartha）であり、ナーラーヤナである。
「機能ないし属性としてのわたし」とは、「わたし性」（aham. tā）であり、ラクシュミーである。両者は同
一であるが別ものであり、片方が欠けることは想定されていなく、両者は互いに一方がなくては存在でき
ない、すなわち両者は互いに限定し合っているのである。
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20
paroks.am aparoks.am. ca jagati pravicintyate /

nirunmes.e nirunmes.ā sāham. tā parameśvarı̄ // LT 2.20

世界において、見えないものも見えるものも、〔人々によって〕考えられている。彼女

は閉眼（未顕現）のときに閉眼（未顕現）である108。〔その彼女は〕「わたし性」（aham. tā）

である最高の主宰女神（parameśvarı̄）である。

21
krod. ı̄kr.tyākhilam. sarvam. brahman. i vyavatis.t.hate /

unmes.as tasya yo nāma yathā candrodaye ’mbudheh. // LT 2.21

あらゆるものを包含するすべて（の世界）は、ブラフマン（の状態）において存在して

いる。海から月が昇るときのように、それ（ブラフマン）がまさに開眼（unmes.a）であり

〔それは次のものである〕。

22
aham. nārāyan. ı̄ śaktih. sisr.ks.ālaks.an. ā tadā /

nimes.as tasya yo nāma sam. hr.tau paramātmanah. // LT 2.22

そのとき109、〔それは〕わたし（aham）であり、ナーラーヤナのシャクティ（nārāyan. ı̄

śaktih.）であり、創造のための意欲を特徴とするものである。至高のアートマンにとって、

世界の還滅のときに、それ（ブラフマン）がまさにの閉眼（nimes.a）であり〔それは次の

ものである〕。

23
aham. nārāyan. ı̄ śaktih. sus.upsālaks.an. ā hi sā /

sisr.ks.āyā mamodyantyā devāl laks.mı̄pateh. svayam // LT 2.23

その彼女が110、わたし（aham）であり、ナーラーヤナのシャクティ（nārāyan. ı̄ śaktih.）

であり、まさに眠り（＝還滅）のための意欲を特徴とするものである。創造のための意欲

からわたし（aham）が生起することによって、ラクシュミーの主（夫）である神（＝ナー

ラーヤナ）から自分自身で〔生起する〕。

24

108 ブラフマンが未顕現のときには顕現しないということである。あるいは顕現したいときに顕現するとも考
えられるかもしれない。

109 前偈 21の Cパダ “yah. ”を受けて。
110 前偈 22の Cパダ “yah. ”を受けて。
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avyāhatam asam. kocam aiśvaryam. pravijr.mbhate /

jñānam. tatparamam. brahma sarvadarśi nirāmayam // LT 2.24

〔その彼女は〕妨げられず、抑圧されない「自在力」（aiśvarya）が、満ちあふれてい

る。かの究極の「知識」（jñāna）がブラフマンであり、全てを見るもの、汚されないもの

である。

25
jñānātmikā tathāham. tā sarvajñā sarvadarśinı̄ /

jñānātmakam. param. rūpam. brahman.o mama cobhayoh. // LT 2.25

同様に、「わたし性」（aham. tā）の「知識」（jñāna）の本質は、全てを知るものであり、全

てを見るものである。ブラフマンとわたしの両者の「知識」（jñāna）の本質は最高の形態

である。

26
śes.am aiśvaryavı̄ryādi jñānadharmah. sanātanah. /

aham ity āntaram. rūpam. jñānarūpam udı̄ryate // LT 2.26

他の「自在力」（aiśvarya）や「勇猛さ」（vı̄rya）などは「知識」（jñāna）の特質（属性、

dharma）であり、永遠である。「知識」（jñāna）の形態は、わたし（aham）という固有の

形態であると言われている111。

27
prakāśakādikam. rūpam. sphat.ikādisalaks.an. am /

atas tu jñānarūpatvam. mama nārāyan. asya ca // LT 2.27

〔その「知識」（jñāna）の形態は〕水晶などの特徴を伴っている輝きなどの形態であり、

それ故に、わたしとナーラーヤナの「知識」（jñāna）の形態を持つものである。

28
avyāhatir yad udyatyās tad aiśvaryam. param. mama /

iccheti socyate tattattattvaśāstres.u pan. d. itaih. // LT 2.28

111 シャクティの 6つのグナ（属性）のうち、「知識」（jñāna）が彼女の本質であり、それ以外の 5つは付随す
るものである。
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生起する（udyatı̄）〔わたし〕は妨げられない（avyāhati）112、それがわたしの最高の自

在力（aiśvarya）である。それは意欲（icchā）113であると、あらゆる真理〔が説かれる〕

シャーストラ（聖典）において、賢者たちによって語られている114。

29
jagatprakr.tibhāvo me yah. sā śaktir itı̄ryate /

sr.jantyā yac chramābhāvo mama tad balam is.yate // LT 2.29

世界の物質的根源（prakr.ti）としてのわたしの状態が「潜在力」（śakti）であると言われ

ている115。わたしは創造しながらも疲れることはない、それが「力」（bala）であると考え

られている116。

30
bharan. am. yac ca kāryasya balam. tac ca pracaks.ate /

śaktyam. śakena tat prāhur bharan. am. tattvakobidāh. // LT 2.30

結果（創造されたもの）の維持、それもまた「力」（bala）と言っている。真理を体得し

た者たちは、その維持を「潜在力」（śakti）の部分117として説明する118。

31
vikāraviraho vı̄ryam. prakr.titve ’pi me sadā /

svabhāvam. hi jahāty āśu payo dadhisamudbhave // LT 2.31

112 Guptaは、「創造性のわたしの原初の状態に言及して」と訳し、この “udyatı̄”を直前の創造の局面に言及
していると説明している [Gupta 2000: p. 10]。

113 Krishnamacharyaの註では次のように説明されている。「icchāとは。創造の目的としてのシャクティの自
在力（aiśvarya）の形態が前の 24偈に説明され、ここで思い起こされる。なぜなら、sisr.ks.āは創造のため
（sras.t.um）の意欲（icchā）であるから。」（“iccheti. sisr.ks.āśakteraiśvaryarūpatvam. pūrvam. caturvim. śe śloke
varn. itamatra smartavyam. sisr.ks.ā hi sras.t.umicchā.” [Krishnamacharya 1959: p. 8]）

114 「自在力」（aiśvarya）によって彼女の創造は妨げられない、すなわち、彼女にとって創造は自由自在なの
である。

115 Krishnamacharya の註では次のように説明されている。「女神による世界のプラクリティの状態は、自
己の本質ではないから、その状態のように、変化しうる性質を付加される故に。それにもかかわら
ず、自己のあり方が実在する知と無知であるアートマンによって、と理解されるべきである。なぜ
なら、まさにこの彼女は、ブラフマンから世界のプラクリティというものに帰着するからである。」
（“devyā jagatprakr.tibhāvo na svarūpatah. , tathātve vikāritvaprasaṅgāt. kim. tu svaprakārahūtacidacidātmaneti
dras.t.avyam. es.aiva hi brahman. o jagatprakr.titve gatih. .” [Krishnamacharya 1959: p. 8]）

116 シャクティによって、女神は世界の根源（prakr.ti）となる。女神は「力」（bala）によって何の労もなく世
界を創造する。

117 シャクティにはおそらく 2つの側面があると考えられる。ラクシュミーそのものとしてのシャクティ（宇
宙の根源力）と 6つのグナ（属性）の一つとしてのシャクティ（「潜在力」）である。ここでは後者を意味
していると考えられる。

118 「力」（bala）によって結果（創造されたもの＝世界）は維持される。
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わたしは世界の物質的根源（prakr.ti）であるけれども、常に変異しない（変異から離れ

ている）、〔それが〕「勇猛さ」（vı̄rya）である。なぜなら、牛乳は、ヨーグルトに変わると

き、自己の性質を直ちに捨て去る119。

32
jagadbhāve ’pi sā nāsti vikr.tir mama nityadā /

vikāraviraho vı̄ryam atas tattvavidām. matam // LT 2.32

しかし、世界の存在において（世界が出現しても）、わたしにとってそれ（シャクティ）

は永遠に変化しない。それ故、変異しない（変異から離れている）ことが「勇猛さ」（vı̄rya）

であると、真理を知る者たちは理解している。

33
vikramah. kathito vı̄ryam aiśvaryām. śah. sa tu smr.tah. /

sahakāryanapeks.ā me sarvakāryavidhau hi yā // LT 2.33

「勇猛さ」（vı̄rya）は勇敢さ（vikrama）であると語られ、さらに、それは「自在力」

（aiśvarya）の部分（要素）であるとも言われる。わたしはあらゆる行為の法則において共

に行動するもの（sahakārin）とは関わりがない。

34
tejah. s.as.t.ham. gun. am. prāhus tam imam. tattvavedinah. /

parābhibhavasāmarthyam. tejah. kecit pracaks.ate // LT 2.34

これこそを1206番目のグナ（属性）である「光輝」（tejas）であると、真理を知る者たち

は言う。「光輝」（tejas）は、他者を支配下に置く能力であると、ある者たちは述べる。

35
aiśvarye yojayanty eke tattejas tattvakovidāh. /

iti pañca gun. ā ete jñānasya srutayo ’malāh. // LT 2.35

真理を体得した者たちの一部は、その「光輝」（tejas）を「自在力」（aiśvarya）に結びつ

ける。これら 5つのグナ（属性）が、「知識」（jñāna）の清浄なる流出（sruti）である。

36
jñānādyāh. s.ad. gun. ā ete s.ād. gun. yam. mama tadvapuh. /

119 様々なものは、様々に性質を変化させていくが、シャクティのみは本質として変化しないということであ
る。

120 前文 “yā”を受けて。
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udyatı̄ttham. sisr.ks.āyā mamāyutatamı̄ kalā // LT 2.36

これら「知識」（jñāna）などの 6つのグナ（属性）は、6つのグナ（属性）から成るわた

しの顕現体（出現した姿）である。このように、わたしの創造の意欲により、何万もの部

分121が出現しつつある。

37
śuddhāśuddhātmako vargas tayā krod. ı̄kr.to ’khilah. /

tatra śuddham ayam. mārgam. vyākhyāsyāmi sureśvara // LT 2.37

清浄と不浄な本質を持つ一群は、彼女（＝ラクシュミー）によって、完全に包含されて

いる。そこで、この清浄なる道をわたしは語ろう122、神々の主123よ。

38
abhivyaktānabhivyaktas.ād. gun. yakramam ujjvalam /

ālambitacatūrūpam. rūpam. tatpārameśvaram // LT 2.38

その最高の主宰神の形態は、顕現しあるいは顕現していない 6つのグナ（属性）から成

る階梯に基づくものであり、輝きであり、4つの形態である124。

39
gun. akalpanayādhyasto gun.onmes.akr.takramah. /

mūrtı̄kr.tagun. aś ceti tridhā mārgo ’yam adbhutah. // LT 2.39

グナ（属性）の形成によって位置づけられたもの、グナ（属性）の開眼（顕現）がなさ

れる歩み、具現化がなされたグナ（属性）という驚異的な 3種の道がある125。

121 何万ものわたしの部分になって出現する。あらゆる存在物が出現する。
122 61偈に示されるとおり、不浄な道は次章以降に説かれる。
123 インドラのこと。
124 この 4 つの形態とは、ヴューハ（配置）と呼ばれる 4 柱の神の顕現である。その神々は、ヴァースデー
ヴァ、サンカルシャナ、プラディユムナ、アニルッダである。サンカルシャナは別名 Balabhadraとも呼
ばれ、ヴァースデーヴァの兄である。また、プラディユムナとアニルッダはそれぞれヴァースデーヴァの
息子と孫である。ヴューハの神格は、上記の 4名に Sāmbaを足した、ヴリシュニ族の 5人の英雄が元に
なっているとされる。いつのころからか Sāmbaは除外され、ヴァースデーヴァを頂点とするヴューハが
形成されたという [Rastelli 2009: p. 444]。Guptaはヴューハについて次のように説明している。「清浄な
る創造と不浄なる創造の間の違いは、3つの現象の属性、サットヴァ、ラジャス、タマスが、清浄なる創
造において存在していないのであり、その清浄なる創造は時折 nityavibhūtiと呼ばれ、反対に不浄なる創
造は lı̄lāvibhūtiと名付けられる。前者は 4つの顕現（caturmūrtiあるいは caturvyūha）から成る。これら
4つの顕現（ヴューハ）の最初（すなわちヴァースデーヴァ）において、属性は休止状態であり、それ故、
うっすらと顕現しているのみである。顕現が進行するにつれ、それらはより輝き、深淵となる。」[Gupta
2000: p. 11]

125 すなわち、グナ（属性）の段階的な顕現を示していると考えられる。
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40
yugāni trı̄n. i s.an. n. ām. yāny āhur jñānādikāni vai /

samāsavyāsatas tes.ām. cāturātmyam. vivicyate // LT 2.40

6つの「知識」（jñāna）など（の属性）を持つものは一対ずつの 3つになると言う。そ

れらが、実に、それぞれの組合せと配列により、4つの性質を持つものに分離される126。

41
samastavyastabhedena gun. ānām. tadyugatrayam /

vivaks.yate yadā sā me śāntāyāś cāturātmyatā // LT 2.41

結合したものと分離したものの区別によって、諸々のグナ（属性）がそれぞれ 3つの組

み合わせになるとき、それはわたしの寂静なる 4つの性質そのものと言われる127。

42
ākr.tı̄r anaveks.yāpi gun. ānām. kalpanākr.tam /

cāturātmyam idam. prāhuh. śāntāyās tattvacintakāh. // LT 2.42

たとえ顕現体を見なくても、この諸々のグナ（属性）が具現化することによって作られ

たものを、真理を考察する者たちは寂静なる 4つの本質と呼ぶ128。

43
śāntātiśāntād unmes.o mama rūpād yugatraye /

kramavyaktam. tadādyam. me cāturātmyam amūrtimat // LT 2.43

寂静と完璧な寂静の形態から、3つの組み合わせ（という状態）で、わたしの開眼（顕

現）がある。段階的に顕現するわたしの 4つの本質のその最初のものが、形象を有さない

ものである129。

44
ataraṅgam anirdeśyam. nih. sattam. sattvam avyayam /

saccinmātrākhya unmes.ah. sādyā me śāntatācyutih. // LT 2.44

126 6つのグナ（属性）が、2つずつ組み合わさり、3組できる。また、6つのグナ（属性）を全て組み合わせ
たものが 1組できる。これらが、併せて 4つの性質のものである。

127 前偈 LT 2.40を参照。
128 諸々のグナが具現化すること、すなわち、実際に形成することによって作られたものが、4つの顕現体と
いう具象したものであるが、それらは、顕現体と言えでも、直接に見ることはできないのである。

129 4つのヴューハの中で最初のもの、すなわちヴァースデーヴァは、未だはっきりと現れていないため、形
象を有していないのである。
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〔すなわちそれは〕不動のものであり、指し示すことができないものであり、存在から

離れたもの130であり、サットヴァであり、不変なものである。〔その〕開眼（顕現）は存

在と知そのものと呼ばれる。それは、寂静性（不活動性）131からのわたしの最初の分離で

ある132。

45
vyaktajñānabalākhyāyām. pūrvam. sam. kars.an. ātmani /

tilakālakavat sarvo vikāro mayi tis.t.hati // LT 2.45

まずはじめに、わたしの「知識」（jñāna）と「力」（bala）の顕現と呼ばれるサンカルシャ

ナの本質（アートマン）の中に、（皮膚の下の）ほくろのごとくに、すべての変異（vikāra）

が存在する133。

46
tan mām. sam. kars.an. ātmānam. vidur jñānabale budhāh. /

svayam. gr.hn. āmi kartr.tvam unmis.antı̄ tatah. param // LT 2.46

かのわたしであるサンカルシャナの本質を、「知識」（jñāna）と「力」（bala）であると、

知者たちは認識する。それから、〔わたしは〕開眼（顕現）しつつ、作者性を自らに獲得

する134。

47
pradyumna iti mām āhuh. sarvārthadyotanı̄m. tadā /

yugam. prasphuritam. rūpam. tasminn aiśvaryavı̄ryayoh. // LT 2.47

その時、すべての対象を輝かせるわたしをプラディユムナと言う。そこにおいて、「自

在力」（aiśvarya）と「勇猛さ」（vı̄rya）の組み合わせの形態が現れる。

48
tatas tayā kriyāśaktyā labdhāveśā cikı̄rs.ayā /

yujyamānāniruddhākhyām. lambhitā tattvakovidaih. // LT 2.48

130 “nih. sattam”は、“nir-sattā”を中性にしたものと解した。プラークリットなどで “satta”は “sattva”の意味
であるが、ここではその意味はふさわしくない。

131 おそらく至高のアートマンのことを指すのであろう。
132 この 44偈は、4ヴューハの最初であるヴァースデーヴァについて、説明していると考えられる。
133 変異したものが、うっすらと見えている状態。
134 徐々に顕現しつつある状態で、それは同時に徐々に活動性を有することでもある。作者性とは創造者とし
ての性質で、それを自ずから獲得するのである。この状態は、次の偈で説明されているとおり、プラディ
ユムナである。
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それから、その活動力（kriyāśakti）によって浸透され、〔また〕活動の意欲と結びつい

たものが135アニルッダという名称で真理を体得した者たちによって呼ばれる136。

49
avasthāh. kramaśo me tāh. sus.uptisvapnajāgarāh. /

tisro mama svabhāvākhyā vijñānaiśvaryaśaktayah. // LT 2.49

わたしにとって、その諸々の状態は、段階的に、熟睡状態（sus.pti）、夢眠状態（svapna）、

覚醒状態（jāgara）である137。3つのわたしの自性（svabhāva）と呼ばれるものは、「知識」

（vijñāna＝ jñāna）、「自在力」（aiśvarya）、「潜在力」（śakti）である。

50
unmis.antyah. pr.thaktattvatrayen. a parikı̄rtitāh. /

balam. vı̄ryam. tathā teja ity etat tu gun. atrayam // LT 2.50

〔それらの自性は〕開眼（顕現）しつつあり、原理（tattva）の 3種の区分として言及さ

れる。他方、「力」（bala）、「勇猛さ」（vı̄rya）、そして「光輝」（tejas）というこの 3つのグ

ナ（gun. atraya）がある。

51
śramādyavadyābhāvākhyam. jñānāder upasarjanam /

ittham. śāntoditāvasthādvayabhedajus.o mama // LT 2.51

〔それら 3つのグナ（属性）は〕疲労などの不完全さは存在せず、知識（jñāna）などの

流出（upasarjana）である138。このように、わたしにとって、平安なるもの139から生起し

135 前者は自在力（aiśvarya）、後者は光輝（tejas）であると思われる。
136 ここでのヴューハの神々の展開は、ヴァースデーヴァ→サンカルシャナ→プラディユムナ→アニルッダの
順で行われる。

137 ヴェーダーンタ学派を中心に、覚醒状態（jagāt）、夢眠状態（svapna）、熟睡状態（sus.pti）、そして 3つの
状態を超越した第 4状態（caturtha、turya、turı̄ya）というアートマンの 4つの状態は古代から思索され
てきた。これら「四つの状態に関する哲学的思索はウパニシャッドに始まり、その最も体系的な説明は、
シャンカラの註釈をもつ『マーンドゥーキヤ・ウパニシャッド』に見られる」という。アートマンの覚醒
状態においては 5感覚器官と内的器官が機能し、夢眠状態のときは感覚器官は停止して、内的器官のみが
働き、さらに、熟睡状態では、内的器官さえも停止する。そして、第 4状態はいかなる語によっても表現
されることができず、清浄なものである [前田 1980: pp. 188–192]。ここでは、熟睡状態（sus.pti）にサン
カルシャナを、夢眠状態（svapna）にプラディユムナを、そして覚醒状態（jāgara）にアニルッダを同定
している。そして、第 4状態（turya）はヴァースデーヴァに対応すると考えられる。ヴァースーデーヴァ
からアニルッダまでの 4ヴューハ神の顕現は、徐々に明確になっていくことであり、それはアートマンが
覚醒に向かうことである。

138 28–35偈では「知識」（jñāna）を除く 5つのグナ（属性）の特徴が述べられる。例えば 29偈においては、
創造において疲れないということが、「力」（bala）の性質として説かれている。

139 創造における最初の段階である平安の状態のこと。
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た状態は 2種の区別を持つものである140。

52
svadharmormisamullāso na bhedāyām budher iva /

prāyo yad gun. akartavye varte kr.tyā yayā hy aham // LT 2.52

自己の性質のあらわれ（波）である喜びが、知者（＝ラクシュミー）から離れてはいな

いように、わたしが現れる創造によって、主にグナが作られるから141。

53
tatra tadgun. ayugmam. tu mama rūpatayocyate /

ato jñānabale devah. sam. kars.an. a udı̄ryate // LT 2.53

さて、そこにおいて142、そのグナの一対（組み合わせ）が、わたしにとって形態性（形

あるもの）として、語られる。それ故、「知識」（jñāna）と「力」（bala）〔の組み合わせ〕

である神は、サンカルシャナと述べられる。

54
aiśvaryavı̄rye pradyumno ’niruddha śaktitejası̄ /

ādyas tv abhinnas.ād. gun.yo brahmatattvāpr.thaksthitau // LT 2.54

「自在力」（aiśvarya）と「勇猛さ」（vı̄rya）〔の組み合わせ〕がプラディユムナであり、

「潜在力」（śakti）と「光輝」（tejas）〔の組み合わせ〕はアニルッダである。しかし、最初

の分化していない 6つのグナに関するものは、ブラフマンという原理と不可分な状態とし

て〔存在する〕143。

55
eko ’py anunayaudāryakrauryaśauryādibhir gun. aih. /

nat.ah. pravartate yadvad ves.aces.t.ādibhedavān // LT 2.55

140 6つのグナ（属性）には 2種の分類があり、一方は自性（svabhāva）と呼ばれる。もう一方は 3つのグナ
（gun. atraya）と呼ばれ、それぞれが自性（svabhāva）から流出（upasarjana）する。サンカルシャナなどの
3神は、両者から 1つずつを有し、一対の組み合わせを形成する。すなわち、「知識」（jñāna）から「力」
（bala）が、「自在力」（aiśvarya）から「勇猛さ」（vı̄rya）、「潜在力」（śakti）から「光輝」（tejas）が流出
（upasarjana）し、それぞれ組となるのである。

141 最高存在であるラクシュミーは、自身が顕現していく創造の時に、6つのグナ（属性）を作るということ
である。

142 前偈の “yad”を受けて、「グナ（属性）が作られるときにおいて」という意味である。
143 4ヴューハの中で、最初に現れるものは、6つのグナを全て有しており、ブラフマンと不可分であると言
うことである。
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一人の役者でも、平静さ、高潔さ、残虐さ、勇敢さなどの諸々の性質（グナ）によって、

衣装や演技などが異なって現れるように。

56
tadvad ekāpi saivāham. jñānaśaktyādibhir gun. aih. /

sam. kars.an. ādisadbhāvam. bhaje lokahitepsayā / LT 2.56

まさにそのように、かのわたしは一人であっても、「知識」（jñāna）や「潜在力」（śakti）

などの（6つの）グナ（属性）によって、世界の利益を望むことにより、サンカルシャナ

などの実在に、〔自身を〕分割する。

57
kramaśah. pralayotpattisthitibhih. prān. yanugrahah. /

prayojanam athānyac ca śāstraśāstrārthatatphalaih. // LT 2.57

〔わたしの目的は〕順番に破壊・創造・維持〔を行うこと〕による、人類の救済である。

また、もう一つの目的は、教え（śāstra）と教えの意味（śāstrārtha）のその諸々の結果に

よって〔人類を救済することである〕。

58
daśās turyasus.uptyādyāś caturvyūhe ’pi laks.ayet /

vibhavo ’nantarūpas tu padmanābhamukho vibhoh. // LT 2.58

第 4状態（turya）や熟睡状態（sus.upti）などの状態（daśā）を、4つのヴューハ（配置）

においても、見るべし144。一方、遍在者（神）のヴィバヴァ（展開）は、パドマナーバ（蓮

華を臍とする者＝ヴィシュヌ）を始めとする無限の形態である145。

59
aniruddhasya vistāro darśitas tasya sāttvate /

arcāpi laukikı̄ yā sā bhagavadbhāvitātmanām // LT 2.59

144 LT 2.49を参照。
145 ヴューハ（配置）とは別に、ヴィバヴァ（展開）という顕現がある。Schraderは、ヴィバヴァとはアヴァ
ターラであり、「清浄な創造」に属するとし、『アヒルブドニヤ・サンヒター』に説かれる 39の神々を列
挙している [Schrader 1916: p. 49]。また、引田氏は、ヴィバヴァ神は最高神のエネルギーの顕現であり、
この顕現は経験世界にも超越的世界にも生じると論じている [引田 1997: p. 80]。
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アニルッダの詳述は、かのサーットヴァタ146において示される。バガヴァットによって

アートマンが清められた世間の神像（arcā）も、また〔サーットヴァタにおいて示される〕。

60
mantramantreśvaranyāsāt sāpi s.ād. gun.yavigrahā /

parādyarcāvasāne ’smin mama rūpacatus.t.aye // LT 2.60

マントラとマントラの主宰神を付置することにより、それ（神像）もまた、6つのグナ

（属性）を備えた身体となる147。最高神（parā）で始まり神像（arcā）に至るこのわたしの

4種の形態（ヴューハ）において。

61
turyādyavasthā vijñeyā itı̄yam. śuddhapaddhatih. /

ı̄s.adbhedena vijñeyam. tadvyūhavibhavāntaram /

śuddhetaram. tv atho mārgam. mama śakra niśāmaya // LT 2.61

〔4ヴューハは〕第 4状態（turya）などの状態が知られるべし。以上、これが清浄なる道

（śuddhapaddhati）である。そのヴューハとヴィバヴァの違いは、わずかな差異として知る

べし。では次に、わたしの不浄なる道（śuddhetaram mārgam）148を聞け。シャクラよ。

iti śrı̄pāñcarātrasāre laks.mı̄tantre śuddhamārgaprakāśo nāma dvitı̄yo ’dhyāyah.
以上、パーンチャラートラ派の精髄『ラクシュミー・タントラ』における第 2章「清浄な

る道の明示」。

D.3 Laks. mı̄tantra 第 3章「3つのグナから成るものの明示」

Śrı̄r uvāca —

シュリーは語った。

1
nityanirdos.anih. sı̄makalyān. agun. aśālinı̄ /

aham. nārāyan. ı̄ nāma sā sattā vais.n. avı̄ parā // LT 3.1

146 Guptaは、「サーットヴァタはここではパーンチャラートラ派の中でも最古の文献の一つである『サーッ
トヴァタ・サンヒター』を意味する」としている [Gupta 2000: p. 14]。この語は第 1章の 19偈と 21偈で
も示されるが、そこではパーンチャラートラ派の教えそのものを指していると解される。

147 神像は、マントラとマントラの主宰神を付置することにより、生きた身体を獲得しつつも、4柱の神と同
質のものになるということである。

148 ここでいう不浄（śuddhetaram）とは、より物質的な創造に移ることを言う。
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わたしは、恒久で、汚れがなく、計り知れなく、世のためになるグナ（属性）149を持つも

のであり、ナーラーヤニーであり、実にかの最高存在であるヴァイシュナヴィーである。

2
deśāt kālāt tathā rūpāt paricchedo na me smr.tah. /

sam. vittir eva me rūpam. sarvaiśvaryādiko gun. ah. // LT 3.2

空間、時間、そして形態によって限定されないとわたしは語られる。わたしにとって

「知」（sam. vitti）150のみが形態であり、あらゆる「自在力」（aiśvarya）などはグナ（属性）

である151。

3
svasvātantryavaśenaiva vibhāgas tatra vartate /

vijñānaiśvaryaśaktyātmā vibhāgo yah. sa ı̄ritah. // LT 3.3

自己の意欲（svātantrya、独立性）によってのみ、〔グナの〕区別（vibhāga）は、そこに

生じる152。〔グナの〕区別は、「知識」（vijñāna＝ jñāna）、「自在力」（aiśvarya）、「潜在力」

（śakti）から成るということ、それが言われた153。

149 第 2 章で示された 6 つのグナ（属性）、すなわち、(1) 知識（jñāna）、(2) 自在力（aiśvarya）、(3) 潜在力
（śakti）、(4)力（bala）、(5)勇猛さ（vı̄rya）、(6)光輝（tejas）を示すと考えられる。

150 ここではシャクティの 6つの属性の一つ、「知識」（jñāna）のことである。
151 6つのグナ（属性）のうち、「知識」（jñāna）が本質であり、それ以外の 5つは付随するものということで
ある。LT 2.26において、「知識」は形態（rūpa）と説かれ、さらに、ラクシュミーの形態と同じ性質とさ
れている。一方、「自在力」（aiśvarya）などの 5つのグナ（属性）は特質（dharma）とされ、LT 2.35で、
その「知識」からの流出（sruti）と説かれる。Krishnamacharyaによる註釈では、「『知識』（jñāna）は、本
性（自己の形態）を観察する特質である。一方、その他の 5つのグナ（属性）は、観察された本性（自己の
形態）という副次的なもの（gun. abhūta）である、という意味である」（“svarūpanirūpako dharmah. jñānam.
anye pañcāpi gun. āh. nirūpitasvarūpagun. abhūtā ity arthah. .”[Krishnamacharya 1959: p. 11]）と説明される。
Guptaは「シャンカラーチャーリヤは、ほとんどの場合、対象（事物）を nāmarūpaと呼ぶ。3つの経験
的な制限は一般的に時間、場所、対象（事物）である。したがって、ここでは rūpaは一般的に対象（事
物）について言及していると推定されうる」と説明し、“rūpam”を “the essence of my being”と訳してい
る [Gupta 2000: p. 16]。

152 Krishnamacharyaによる註には、「このように、区別（vibhāga）もまた、まさにわたしの意欲（icchā）に
よってなされることを言って、〈自己の意欲〉（“svasvātantrya”）というのである。」（“ittham. vibhāgo ’pi
madicchākr.ta evety āha — svasvātantryeti.”[Krishnamacharya 1959: p. 11]）とある。Gupta は「ラクシュ
ミーの完全な至高性は、ここにおいて、創造活動のあらゆる局面における彼女の完璧な独立性を断言する
ことによって、強調されている」と説明している [Gupta 2000: p. 16]。このように、ここでは、ラクシュ
ミーの独立性を提唱していると解することができる。

153 この分類は LT 2.49においても説かれ、そこでは自性（svabhāva）と呼ばれている。これらの自性は、顕
現しつつある状態で、原理（tattva）の 3種の区分とされる。残りの 3つ、すなわち「力」（bala）、「勇猛
さ」（vı̄rya）、「光輝」（tejas）は、LT 2.50において、3つのグナ（gun. atraya）と呼ばれ、続く LT 2.51で、
知識（jñāna）などの流出（upasarjana）とされる。
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4–5ab
vijñānaiśvaryaśaktı̄nām unmes.as tv aparo ’dhunā /

atarkyāyā mamodyatyā niyogānarhayā sadā // LT 3.4

icchayānyat kr.tam. rūpam āsı̄j jñānādike trike / LT 3.5ab

しかし、今、開眼（unmes.a）は、「知識」（vijñāna＝ jñāna）、「自在力」（aiśvarya）、「潜在

力」（śakti）とは別である154。常に、推し量れない者であるわたしの自由自在な生起（創

造）の意欲（icchā）によって作られた別の形態は、「知識」（jñāna）などの 3種の中に存

在する155。

5cd–6
yathaiveks.urasah. svaccho gud. atvam. pratipadyate // LT 3.5cd

tadvat svaccham ayam. jñānam. sattvatām. pratipadyate /

rajastvam. ca mamaiśvaryam. tamastvam. śaktir apy uta // LT 3.6

まさに、澄んだサトウキビの汁が糖蜜性を獲得するように。そのように、この156澄んだ

「知識」（jñāna）は、サットヴァ性を獲得する。そして、わたしの「自在力」（aiśvarya）は

ラジャス性を、そしてまた〔わたしの〕「潜在力」（śakti）はタマス性を〔獲得する〕157。

154 ここでの創造は、LT第 2章の開眼（unmes.a）と呼ばれる清浄な創造とは異なるということを説明している
と考えられる。LT 2.21; 22では、開眼（unmes.a）とは、海から月が昇るときのように顕現しつつある状態
のことであり、わたし（aham）すなわちラクシュミーであり、ナーラーヤナのシャクティ（nārāyan. ı̄ śaktih.）
であり、創造のための意欲を特徴とするものであると説明される。Krishnamacharyaの註では、「〈別であ
る〉（“aparah. ”）〔云々〕とは。すでに、清浄な創造において、1つの開眼（unmes.a）が言われた。今、清浄で
はない性質の 3つのグナから成るもの（traigun. ya）の創造において、開眼（unmes.a）は別ものであるとい
う意味である。」（“apara iti. pūrvam. śuddhasr.s.t.au eka unmes.a uktah. . adhunā aśuddhātmakatraigun. yasr.s.t.āv
anya unmes.a ity arthah. .”[Krishnamacharya 1959: p. 11]）と説明される。

155 別の形態とは、サットヴァ、ラジャス、タマスからなる 3種のグナのことである。Krishnamacharyaの註で
は、「「知識」（jñāna）などの 3種の形態は、サットヴァなどの 3つから成るものとして、別様に作られたと
いう意味である」（“jñānāditrikarūpam. sattvāditrikātmanā anyathā kr.tam āsı̄d ity arthah. .”[Krishnamacharya
1959: p. 11]）と説明される。

156 “ayam”は男性形であるが、“jñānam”を修飾していると解した。
157 Krishnamacharyaの註には次のようにある。「まさにそれを言って、〈そのように〉という。「知識」（jñāna）
はサットヴァ性によって、「自在力」（aiśvarya）はラジャス性によって、「潜在力」（śakti）はタマス性によっ
て生み出される、ということが意趣されている。」（“tad evāha — tadvad iti. jñānam. sattvatayā, aiśvaryam.
rajastayā, śaktiś ca tamastayā jātam iti bhāvah. .” [Krishnamacharya 1959: p. 11]）という。このように、註
釈ではサットヴァなどの 3種のグナによって知識などの 3つのグナから成るものが生み出されるとされる
ので、3種のグナは手段として言及されている。しかし、本文では、知識などが 3種のグナの性質を獲得
するのであって、サットヴァ性などは獲得される対象である。サトウキビの例に照らし合わせれば、最初
から 3種のグナを具備しているということであろうが、それでも註釈において原因として語られているの
は矛盾を感じる。なぜならば、SKなどで説かれる 3種のグナはプラクリティに帰されるものであり、物
質的なものであるから、それらが清浄であるあるはずの最高神の 6つのグナに本来的に備わっているのは
不自然である。さらに、後の偈で語られるとおりに、創造、維持、還滅の 3つの循環に結び付けられるこ
とを考えれば、むしろ、3つのグナから成るものに 3種のグナの性質が付与されることにより、現象世界



316 補遺 D Laks. mı̄tantra第 1–3章訳註

7
ete trayo gun. āh. śakra traigun. yam iti śabdyate /

rajah. pradhānam. tat sr.s.t.au traigun.yam. parivartate // LT 3.7

シャクラよ。これら 3つのグナは、3つのグナから成るもの（traigun.ya）158と呼ばれる。

その 3つのグナから成るもの（traigun. ya）は、創造において、ラジャスが第 1のもの（優

勢）となる。

8
sthitau sattvapradhānam. tat sam. hr.tau tu tamomukham /

aham. sam. vinmayı̄ pūrvā vyāpiny api puram. dara // LT 3.8

それ（3つのグナから成るもの）は、維持において、サットヴァが第 1のもの（優勢）

に、一方、還滅において、タマスが前面（優勢）に〔なる〕159。わたしは、「知」（sam. vid）

からできている者であり、最初の者であり、遍充する者である。プランダラ（城塞の破壊

者＝インドラ）よ。

9–10ab
adhis.t.hāya gun. ān sr.s.t.isthitisam. hr.tikārin. ı̄ /

nirgun. āpi gun. ān etān adhis.t.hāyātmavāñchayā // LT 3.9

cakram. pravartayāmy ekā sr.s.t.isthityantarūpakam / LT 3.10ab

創造・維持・還滅を行う者〔であるわたし〕は、諸々のグナを支配し、また、グナを持

たない者〔であるわたし〕は、自分の望みによって160、これら諸々のグナを支配する161。

の成り立ちに関与するようになるのである。
158 Krishnamacharya の註によると、「“traigun. ya”（3 つのグナから成るもの）とは、“cāturvarn. yam” と同じ
ように、〔接尾辞 ya については〕本来の意味を保持した付加字としての “ya” である。」（“traigun. yam iti
cāturvarn. yam itivat svārthe s.yañ.” [Krishnamacharya 1959: p. 11]）と説明される。すなわち、“traigun. ya”
とは “traigun. a”と同様の意味ということである。B.5(12)の脚註も参照。

159 ラジャスは「自在力」（aiśvarya）と結びつき世界の創造に関与し、サットヴァは「知識」（jñāna）と結び
つき創造された世界の維持に関与し、そしてタマスは「潜在力」（śakti）と結びつくことにより維持され
た世界が還滅することに関与する。

160 Krishnamacharyaの註では、以下のように説明される。「〈自分の望みによって〉（“ātmavāñchayā”）とは。
これによって、世界の創造において、リーラー（遊戯）こそが目的（動機）であるということが言われて
いるのである。次のように尊者バーダラーヤナは語った。『しかし、世間と同じく、単なる遊戯（lı̄lā）で
ある』と」（“ātmavāñchayety anena jagatsr.s.t.yādau lı̄laiva prayojanam ity uktam. bhavati. yathāha bhagavān
bādarāyan. ah. — “lokavat tu lı̄lākaivalyam” iti.” [Krishnamacharya 1959: p. 11]）。このように、注釈者は
『ブラフマスートラ』 II.I.33を引用し、最高神の意欲を遊戯（lı̄lā）に結びつけている。

161 創造・維持・還滅を行う者（sr.s.t.isthitisam. hr.tikārin. ı̄）とは、これらの循環を支配し、それらを超えた存在で
あることが示唆されている。また、グナを持たない者（nirgun. ā）とは、ここでのグナはサットヴァ、ラジャ
ス、タマスからなる 3種のグナという物質的要素の機能を有するものであり、それを持たないということ
はプルシャの機能をも示唆している。Krishnamacharyaの註には、「〈また、グナを持たない者〔であるわた
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そして、唯一なるわたし（ラクシュミー）は、創造、維持、還滅（終わりを形作るもの）

の循環（チャクラ）162を廻らす。

Śakrah. —

シャクラは〔質問した〕。

10cd–11
vidhādvayam. samāsthāya jñānādye tu yugatraye // LT 3.10cd

śuddhetaravibhāgena kimartham. tvam. pravartase /

vidhayor anayoh. padme sam. bandhah. kah. parasparam // LT 3.11

さて、「知識」（jñāna）などの 3つの組み合わせに 2種の分類を当てはめて163、清浄と

それ以外（不浄）との区分によって、あなたが顕現するのはなぜか。パドマー（蓮華）よ。

これら 2つの分類において互いに結合（関係）するものは何か。

12ab
etat pr.s.t.ā mayā brūhi namas te padmasam. bhave /

私によってこれ（問い）を尋ねられた〔あなた〕は、語れ。あなたに敬礼する。パドマ

サンバヴァーよ。

Śrı̄h. —

シュリーは〔答えた〕。

12cd
aniyojyam. mamaiśvaryam icchaiva mama kāran. am // LT 3.12cd

わたしの「自在力」（aiśvarya）は抑制されないもの（aniyojya）であり、わたしの意欲

こそが〔自身が顕現する〕原因である164。

し〕は〉（“nirgun. āpi”）とは。すでに 6つのグナに関して言われたことから、グナかを持たない（nirgun. a）
という語とはサットヴァ、ラジャス、タマスの形態（性質）が混ざったグナから離れているという意味で
ある」（“nirgun. āpı̄ti. pūrvam. s.ād. gun.yasyoktatvāt atra nirgun. apadasya sattvarajastamorūpamiśragun. arahitety
arthah. .” [Krishnamacharya 1959: p. 11]）と説明される。これらはいずれもラクシュミーのことであり、本
来ヴィシュヌが持つ最高神の機能がラクシュミーに帰されているのである。

162 循環とヴィシュの持物である円盤を掛けているのであろう。
163 おそらく、「自在力」（aiśvarya）に創造とラジャスを、「知識」（jñāna）に維持とサットヴァを、「潜在力」
（śakti）に還滅とタマスを対応させていることを示していると思われる。

164 ラクシュミーは、「自在力」（aiśvarya）により、妨げられることなく、思いのままに世界を創造し、彼女が
創造の意欲を起こすことにより、世界は始まるのである。LT 2.24には、ラクシュミーは妨げられず、抑
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13
muhyanty atra mahānto ’pi tattvam. śr.n. u tathāpi me /

ı̄śeśitavyabhāvena parivarte sadā hy aham // LT 3.13

偉大な者たちもこれについて誤解している。そのような真理を私に聞け。なぜなら、支

配者（ı̄śa）と被支配者（支配されるべき者、ı̄śitavya）の状態として、わたしは常に顕現す

るからである165。

14
ı̄śo nārāyan.o jñeya ı̄śatā tasya cāpy aham /

ı̄śitavyam. tu vijñeyam. cid acic ca puram. dara // LT 3.14

ナーラーヤナは支配者（ı̄śa）であり、そして、わたしは彼にとっての支配者性（ı̄śatā）

であると知るべきである。一方、被支配者（支配されるべき者、ı̄śitavya）とは知（cit）と

無知（acit）〔の混合したもの〕であると知るべきである166。プランダラよ。

15
cicchaktis tu parā tatra bhoktr.tām. pratipadyate /

bhogyopakaran. asthānarūpam. tasyā acitpadam // LT 3.15

圧されない「自在力」（aiśvarya）が、満ちあふれていると説かれる。また、LT 2.28において、生起する
（udyatı̄）ラクシュミーが妨げられないのは「自在力」（aiśvarya）のためであり、また、それは意欲（icchā）
であるとも説かれる。Guptaは、「ここでの aiśvaryaは、その語がラクシュミーの本質的な性質として使
用されているので、神的属性の 2 番目を意味してはいないであろう。それ故、このコンテクストにおい
て、aiśvaryaは、彼女の本質を構成する 6つの属性の集合を示している」と説明している [Gupta 2000: p.
16]。しかし、LT 2.28の説を鑑みれば、この偈では単純に 6つの属性の 2番目である「自在力」（aiśvarya）
の性質について説かれていると考えることもできるであろう。

165 支配者（ı̄śa）とは清浄な創造の段階で、ラクシュミー・ナーラーヤナの状態である。一方、被支配者
（ı̄śitavya）は不浄な創造の段階である。Krishnamacharyaによる註釈においては、「清浄とそれとは別（不
浄）の創造の 2 つの関係が言われて、支配者と被支配者（支配されるべき者）という。守護されるべ
きものと守護するものの状態という意味である」（“śuddhetarasr.s.t.yoh. sam. bandha ucyate — ı̄śeśitavyeti.
raks.yaraks.akabhāva ity arthah. .”）[Krishnamacharya 1959: p. 12]と説明される。一方、Guptaは「最高神
の本質、すなわち最高の真実（最高原理）としてのラクシュミーは、おおむね未分化のブラフマンと同一
である。次の段階において、〈最高神〉と〈彼の本質〉は、顕現した属性すなわち、ラクシュミーとナー
ラーヤナで表された神的実在と最高精神として区別される。次の段階では、最高神は創造の内にあるけれ
ども、それを超越している。超越者としての彼は Īśa（支配者）であり、一方、内在者としての彼は支配
された（宇宙）すなわち Īśitavyaである」[Gupta 2000: p. 16]と説明し、支配者（ı̄śa）の位置づけがはっ
きりとしていないように思われる。

166 支配者（ı̄śa）と支配者性（ı̄śatā）の対応は、LT 第 2 章で説かれた清浄な創造の段階における「わたし
という実在」（ahamartha）と「わたし性」（aham. tā）の関係に対応すると考えられる。そして、被支配者
（ı̄śitavya）は不浄な創造の段階であり、知（cit）と無知（acit）の 2種からなるのである。Guptaは「この
ように、同じ原理が、主観的であると同時に客観的である世界に展開する。主観的創造としての最高の意
識原理はその意識的性質を保持しているが、しかし、客観的創造としてのそれは物質に変化する」と説明
する。[Gupta 2000: p. 16]
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さて、そこにおいて、最高処である「知としてのシャクティ」（cit-śakti）は享受者性

（bhoktr.tā）を獲得する。無知（acit）の境地（pada）は、彼女の享受される（bhogya）も

の（upakaran. a）としての状態である167。

16–17ab
anādyayā samāviddhā sā cicchaktir avidyayā /

mat pravartitayā nityam. cicchaktir bhoktr.tām. gatā // LT 3.16

aham. mamatvasam. bandhād dhy acit svenābhimanyate / LT 3.17ab

かの「知としてのシャクティ」（cit-śakti）は、常に、わたしによって促された、始まり

を持たないものである無知（avidyā）によって影響されたもの168である。〔その〕「知とし

てのシャクティ」（cit-śakti）は享受者性に到達する169。なぜなら、わたし（aham）とわ

たしのもの（mama）という関係により、無知（acit）は、自己によって自己を認識するか

ら170。

17cd–18ab
avidyā sā tirobhāvam. vidyayā yāti vai yadā // LT 3.17cd

cicchaktir nirabhı̄mānā tadā madbhāvam es.yati / LT 3.18ab

かの無知（avidyā）が、知（vidyā）によって、まさに消滅に向かうとき、そのとき、自

己の認識から離れたもの（nirabhı̄mānā）である「知としてのシャクティ」（cit-śakti）は、

わたしの状態にいたるであろう。

18cd–19ab
tām. vidyām. śuddhamārgasthām. paravyūhādirūpin. ı̄ // LT 3.18cd

167 被支配者は 2種からなるのであるが、それぞれが、知（cit）：「知としてのシャクティ」（cit-śakti）＝享受者
性（bhoktr.tā）、無知（acit）：「無知としてのシャクティ」（acit-śakti）＝享受されるもの（bhogyopakaran. a）
ということである。

168 すなわち、揺さぶれたもの、促されたもの、または刺激されたものという意味である。
169 無知（avidyā）によって影響された「知としてのシャクティ」は享受者性を獲得するということ。
170 享受者として確立するには、自己とそれ以外を区別しなければならない。自己とそれ以外の区別が曖昧で
あれば享受者と享受されるものの関係は成立することはできない。すなわち、享受者である主体と享受さ
れるものである対象の関係である。対象があるからこそそれを受け取る主体が必要であるし、逆にまた主
体があるからこそ対象は成立するのである。そして、その最初のものが「わたし」と「わたしのもの」の
区別である。自己によって自己を認識するとは、すなわち、わたしである主体から享受されるものとして
の対象が区別されると言うことである。このような無知（acit）の機能はアハンカーラの機能を連想させ
る。MBh 12.291.21にはマハットの誕生を「知の創造」（vidyāsarga）、アハンカーラの誕生を「無知の創
造」（avidyāsarga）と説く。用語は異なるが、このようなアハンカーラのイメージを踏襲しているのかもし
れない。一方、Guptaは “That conscious element (citśakti), influenced by beginningless nescience (avidyā)
which is introduced by me, becomes the enjoyer and, on account of its own ego-hood, identifies itself with
non-conscious objects in terms of the relationship I and mine.”と訳す [Gupta 2000: p. 16]。
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pravartayāmi kārun.yāj jñānasadbhāvadarśinı̄ / LT 3.19ab

最高のヴューハをはじめとするものであり、「知識」（jñāna）の本性（正しいあり方）を

見るものであるわたしは、かの知（vidyā）という清浄な道（＝創造）の段階を、恩寵によ

り顕現させる171。

19cd–20
raks.yaraks.akabhāvo ’yam. sam. bandho vidhayor dvayoh. // LT 3.19cd

vidhā raks.ati śuddhādyā raks.yate ca vidhāparā /

etat te kathitam. śakra kim. bhūyah. śrotum icchasi // LT 3.20

この守護されるものと守護するものの関係は、2つの在り方として存在する。清浄など

の在り方は守護し、そして、他方の（不浄などの）在り方は守護される172〔ものである〕。

これがあなたに語られた。シャクラよ。さらにあなたは何を聞きたいのか。

Śakrah. —

シャクラは〔質問した〕。

21
ı̄śeśitavyabhāvena kimartham. tvam. pravartase /

ı̄śitavyam. kiyad bhedam. kim. rūpam. tatra me vada // LT 3.21

支配者（ı̄śa）と被支配者（支配されるべき者、ı̄śitavya）の状態として、あなたが顕現す

るのはなぜか。被支配者（支配されるべき者、ı̄śitavya）はどの程度区別され、そこではど

のようなものか、わたしに語れ。

Śrı̄ —

シュリーは〔答えた〕。

22
svabhāvo nānuyojyo ’yam. mama nārāyan. asya ca /

171 LT 3.16–19は前後関係が不明瞭で、内容が入り乱れている。まず知（cit）と無知（acit）、知（vidyā）と無知
（avidyā）の関係について説かれるが、その後に唐突に恩寵による顕現について語られる。Guptaは “That
(absolute) knowledge present in the pure course (of creatoin) is introduced by me as the supreme Vyūha, ...”
と訳し、「この文は混乱していて、無関係であるように見えるが、最高神と彼の Śaktiの究極的な本質を弟
子に思い起こさせるためにここに置かれている」と説明している [Gupta 2000: p. 16]。

172 13偈の Krishnamacharyaの註釈にある通り、守護するものは、清浄の創造の段階であり、支配者（ı̄śa）で
ある。一方、守護されるものは、不浄の創造の段階であり、被支配者（ı̄śitavya）である。
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ı̄śo ’ham ı̄śitavyo na sa ca devah. sanātanah. // LT 3.22

これは173、わたしの自性とナーラーヤナの〔自性〕とには、関与していない。かの永遠

なる神である支配者（ı̄śa）とわたしは、被支配者（支配されるべき者、ı̄śitavya）ではな

い174。

23
ı̄śitavyam. dvidhā proktam. cidacidvyatirekatah. /

cicchaktir bhoktr.rūpātra sā ca cidrūpadhārin. ı̄ // LT 3.23

知（cit）と無知（acit）という 2つの違いにより、被支配者（支配されるべき者、̄ıśitavya）

は 2種として言われた。「知としてのシャクティ」（cit-śakti）は、ここでは、享受者とし

てであり、そしてそれが知（cit）の姿を持つ者である。

24
bhogyopakaran. asthānair acicchaktis tridhā sthitā /

prasarantyās tr.tı̄yam. me sā ca parva smr.tam. budhaih. // LT 3.24

「無知としてのシャクティ」（acit-śakti）は、享受される（bhogya）もの（upakaran. a）の

状態により、3種として存在する175。それ（「無知としてのシャクティ」）は、覚者たちに

よって、顕現しつつあるわたしの第 3番目の段階と言われる176。

25
vibhakte api te ete śaktı̄ cidacidātmike /

matsvācchandyavaśenaiva mama rūpe sanātane // LT 3.25

173 支配者（ı̄śa）と被支配者（ı̄śitavya）とが区別される状態のこと。Guptaも参照 [Gupta 2000: p. 17]
174 この文章は乱れているため、意味が判然としない。「わたしは支配者（ı̄śa）であって、被支配者（ı̄śitavya）
ではない。かの永遠なる神もまた」と訳すことも可能であるが、ラクシュミーであるわたしが、支配者
（ı̄śa）であるのは不自然であり、支配者（ı̄śa）は男性形であるから矛盾が生じる。また、「わたしは支配者
（ı̄śa）でも被支配者（支配されるべき者、ı̄śitavya）でもない。かの永遠なる神もまた〔同様である〕」と訳
すこともできるかもしれない。Guptaも “The eternal God and myself do not (really possess the aspects of)
Īśa or ı̄śitavya.”と訳している。しかしこの場合、支配者（ı̄śa）はナーラーヤナ、支配者性（ı̄śatā）はラク
シュミーと同定される LT 3.14の内容と矛盾してしまう。おそらくこの偈では、被支配者（ı̄śitavya）は、
不浄な創造の段階であるため、清浄な創造の段階であるラクシュミー（わたし）とナーラーヤナは直接に
関係していないということを意味しているのであろう。

175 LT第 5章では、物質的創造が 3種類において説かれている。このことを指している可能性もある。
176 第 3番目の段階とは何を指しているのであろうか。まず考えられるのは、1番目は支配者（ı̄śa）と支配者
性（ı̄śatā）、2番目が被支配者（ı̄śitavya）、そして 3番目が「知としてのシャクティ」（cit-śakti）と「無知
としてのシャクティ」（acit-śakti）である。あるいは LT第 5章の物質世界の創造の第 3番目と関連して
いるかもしれない。



322 補遺 D Laks. mı̄tantra第 1–3章訳註

また、まさにそのシャクティは、わたし自身の意欲（mat-svācchandya）のみに従って、

知（cit）と無知（acit）というわたしの永遠なる 2つの形態に分割されている177。

26
cicchaktir vimalā śuddhā cinmayyānandarūpin. ı̄ /

anādyavidyāviddheyam ittham. sam. sarati dhruvam // LT 3.26

「知としてのシャクティ」（cit-śakti）は、汚れなきものであり、清浄であり、知（cit）か

らなる歓喜そのものである。このように、この始まりを持たない無知によって貫かれたも

の（anādyavidyāviddheyam）178は、確かに、輪廻する。

27
acicchaktir jad. āpy evam aśuddhā parin. āminı̄ /

trigun. āpi mamaivedam. svācchandyāt pravijr.mbhitam // LT 3.27

また、「無知としてのシャクティ」（acit-śakti）は、同様に、理性なきものであり、不浄

であり、転変するものであり、さらに 3種のグナ〔から成るもの〕である。〔しかし〕ま

さにわたしのこれ179は、自身の意欲（svācchandya）により、伸張したもの（遍く広がっ

たもの＝顕現したもの）である180。

28
dhūmaketur yathā dhūmam. dı̄pyamāno bhajet svayam /

śuddhasam. vitsvarūpāpi bhaje sāham acidgatim // LT 3.28

燃やされる火が、自ずから、煙〔の状態〕をとることができるように、清浄なる「知識」181を

自性とするもの（śuddhasam. vitsvarūpā）であるかのわたしも、無知の帰趨（acit-gati）〔の

状態〕をとる182。

177 Guptaは、「これらのシャクティは、一見すると、異なるものとして認められるが、基本的にそれらはまっ
たく同一のシャクティである」と説明し、第 4章を参照するよう指示している [Gupta 2000: p. 17]。

178 おそらく不浄な創造の段階にあるものであろう。LT 3.16も見よ。Guptaは、“Influenced by beginningless
nescience it ...”と訳す。[Gupta 2000: p. 17]

179 “idam”は中性名詞であり、何を指しているのか不明である。文法的に合わないが、知としてのシャクティ
か無知としてのシャクティ、あるいはシャクティそのものを挿しているのかもしれない。

180 Guptaは “... yet I voluntarily manifest myself as such.”と訳す [Gupta 2000: p. 17]。
181 sam. vid＝ jñānaと考えられる。LT 3.2; 8を参照。
182 Gupta は “bhajet” を “produces”、“bhaje” を “assume” と訳している [Gupta 2000: p. 17] が、両方とも
「〔の状態〕をとる」と訳した。火が自ら生み出したによって煙の性質を帯びるということ、そして同
様に、本来清浄であるものが、不浄なものへと変化するが、それによって、清浄であるものもまた、不
浄なものの性質を帯びるということである。Krishnamacharya による註釈では、「炎（jvalana）の本性
である火（煙の印を持つもの、dhūmaketu）も、汚れた煙の性質を受け取るように、そのように、無知
（ajñāna）の自性であるわたしも、無知（acit）の状態になって、という意味である。」（“jvalanasvabhāvo
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29
anākrāntā vikalpena śabdair apy akadarthitā /

ādhyānopadhināpy evam. varte ’ham acidātmanā // LT 3.29

このように、私は、誤謬（vikalpa）によって覆われないもの（anākrāntā）、また、諸々

の言葉（śabda）によって拒否されないもの（akadarthitā）183であるが、心に想起させる

（ādhyāna）拠り所（upadhi）として184、無知のアートマン（acit-ātman）として、展開する。

30
bahirantah. padārthe hi citsvarūpam akhan.d. itam /

viśinas.t.i tathāpy etac citrayopādhisam. padā // LT 3.30

また同様に、壊れることのないこの知（cit）の本性は、様々な制限（upādhi）を持つこ

とによって、外と内のものに185、個別化する。

31
svātantryam eva me hetur nānuyojyāsmi kim. cana /

ittham. prabhāvām evam. mām. vidan buddho bhavis.yasi // LT 3.31

わたしの自己の意欲（svātantrya、自己の独立性）のみが原因であり、わたしは誰かに支

配される者（anuyojyā）ではない186。以上、このようにわたしの威光を認識しているあな

たは、悟った者となるであろう。

’pi dhūmaketur yathā malinadhūmarūpatām. pratipadyate, tathājñānasvarūpāpy aham acidbhāvam āpadya ity
arthah. .”）[Krishnamacharya 1959: p. 12]と説明されている。

183 すなわちすべての言葉によって確証されているということである。
184 Krishnamacharya による註釈では、次のように説かれている。「〈心に想起させる拠り所として〉
（“ādhyānopadhinā”）とは。『わたしの意欲としての制限によって』という意味である。あるいは
『瞑想の拠り所のために』という意味である。次のように言われる。『瞑想という平安の場所
である』（“dhyānaviśrāmabhūmayah. ” LT 4.24）と」（“ādhyānopadhineti. madicchārūpopādhinety arthah. .
dhyānālambanārtham iti vārthah. . yathā vaks.yati — ‘dhyānaviśrāmabhūmayah. ’ (LT 4.24) iti.” [Krishna-
macharya 1959: pp. 12–13]）。これに関して、Guptaは、「編者は “ādhyānopadhi”に 2つの説明を与えて
いる。1)制限としてのわたしの意欲、2)わたしを心に描くために必要な制限。最初の方が妥当と思われ
る。」と説明し、“voluntarily”と訳している [Gupta 2000: p. 17]。しかし、“ādhyānopadhi”には意欲とい
うような意味は見出せず、2番目の方が妥当と考えられ、そのように訳した。

185 Guptaは外を無知（non-conscious）の創造、内を知（conscious）の創造に当てはめている [Gupta 2000: p.
17]。

186 おそらくこの偈は、30偈で制限されると説かれたため、知（cit）が制限されるのであって、女神は本来的
に制限されるものではないということを説明すために説かれているのであろう。Guptaの訳では、“Such
limitations are imposed by my own (divine) sovereign (will) and I am subordinate to none” というように、
“Such limitations”を補っている [Gupta 2000: p. 17]。
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Śakrah. —

シャクラは〔質問した〕。

32
katham. sr.jasi vai lokān sukhaduh. khasamanvitān /

asr.s.t.ir hi varam. yadvā sr.s.t.ir astu sukhātmikā // LT 3.32

あなたはまさに楽と苦に満たされた世界をどうして創造するのか。創造しないことの

方が良いのではないか、もしくは楽〔のみ〕を本質とする創造〔の方が良いの〕ではない

か187。

Śrı̄h. —

シュリーは〔答えた〕。

33
anādyavidyāviddhānām. jı̄vānām. sadasanmayam /

sam. citam. karma sam. preks.ya miśrām. sr.s.t.im. karomy aham // LT 3.33

始まりを持たない無知によって貫かれている（anādyavidyāviddhā）諸々の生類（jı̄va）

によって積み上げられた善と悪からなる行為を観察して、わたしは（楽と苦が）混合した

創造を行う。

Śakrah. —

シャクラは〔さらに質問した〕。

34
ks.ı̄rodasam. bhave devi svācchandyam. te katham. bhavet /

karma cet samaveks.ya tvam. vidadhāsi sukhāsukhe // LT 3.34

乳海より生まれし女神188よ。もし、行為（karma）を観察して、あなたは楽と不楽（苦）

を生み出すならば、どうして、あなたに自身の意欲（svācchandya）はどのようなものと

187 Krishnamacharya による註釈には、「〈創造しないこと〉（“asr.s.t.ih. ”）とは。ここにおいて「そして、慈
悲（anukampā）に促されたものは、ただ楽のみを創造すべし」という『シュローカヴァールッティカ』
の言葉が思い出されるべきである」（“asr.s.t.ir iti. atra “sr.jec ca sukham evaikam anukampāpracoditah. ” iti
ślokavārttikavacanam. smartavyam.” [Krishnamacharya 1959: p. 13]）と説かれる。

188 LT 1.30–32を参照。
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してあるのか。

Śrı̄ —

シュリーは〔答えた〕。

35
kurvatyā mama kāryān. i karma tatkaran. am. smr.tam /

kartuś ca karan. āpeks.ā na svātantryavighātinı̄ // LT 3.35

行為（karma）は、わたしの諸々の機能を果たすものとして、その手段（動機）である

と言われている。そして、行為者189と手段（動機）の関係は、意欲（svātantrya、独立性）

を壊すものではない。

36
niravadyā svatantrāham. nānuyogapade sthitā /

vibhaje bahudhātmānam. kartr.karmakriyādinā // LT 3.36

非の打ち所のないものであり、独立したものであるわたしは、従属する状態にない。わ

たしは、行為者、行為、作用などとして、様々に自身（ātman）を分割する。

37ab
lı̄lāyai kāran. am. nātra mr.gyam evam. sthiro bhava / LT 3.37ab

遊戯（lı̄lā）のために〔創造が行われるのであって〕、ここで原因は探求されるべきもの

ではない。それ故、落ち着け190。

189 “kartr.”について、Guptaが “a creator”と訳しているように [Gupta 2000: p. 18]、ここでの行為者とは創
造者のことであろうか。2.46cd; 47abにおいて、わたし（ラクシュミー）が作者性（kartr.tva）を自らに獲
得する状態がプラディユムナであると説かれており、その作者性（kartr.tva）は創造者の性質であると考え
られる。これに従えば、ここでも同様に、“kartr.”に創造者の性質を認めることはできるのであろうが、単
純に行為者としても考えられる。

190 32偈から 37偈のこの一連の問答は、インド思想に横たわる根本的問題を孕んでいる。32偈では、まず、
楽と苦がある世界をどうして創造するのか、楽のみの世界を創造するか、そうでなければ創造しなければ
良いのではないか、と問われる。それに対する回答として、33偈では、善と悪があるから、楽と苦のある
世界を創造するという、ある意味単なる現状説明にすぎない回答がなされる。そこでさらに追求して、自
身の意欲により創造しているのではないのか、いったいどこに自身の意欲があるのか、自身の意欲によっ
てではなく、創造させられているのではないかとの問いが投げかけられる。そこで、自身の意欲は行為に
よって影響されることはなく、また、独立したものであり、何ものにも従属することはないと説明し、最
終的に遊戯（lı̄lā）が原因であるとして、この問答を締めくくる。このように、清浄であり、恩寵を持つ最
高神が、どうして苦の世界を創造するのかという問いに対する説明として、最終的に最高神の遊戯（lı̄lā）
として問答を終わらせてしまうのである。



326 補遺 D Laks. mı̄tantra第 1–3章訳註

Śakrah. —

シャクラは〔語った〕。

37cdef
yadvā tadvāstu tad devi svātantryam. te yadı̄dr.śam /

sr.s.t.iprakāram ākhyāhi namas te padmasam. bhave // LT 3.37cdef

女神よ。それはそのようであるが、あなたの意欲（svātantrya、独立性）が以上のよ

うならば、創造の種類を話せ。あなたに敬礼します。パドマサンバヴァー（＝ラクシュ

ミー）よ。

iti śrı̄pāñcarātrasāre laks.mı̄tantre traigun. yaprakāśo nāma tr.tı̄yo ’dhyāyah.
以上、パーンチャラートラ派の精髄『ラクシュミー・タントラ』における

第 3章「3つのグナから成るものの明示」。
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